
 2023 11 25  
   100   

  

 380  

  

  

  

 OBOG  

 MBS  

  

  

  

  

  

 4  

   https://konan-tennis.jp/img/pdf/100_2.pdf 

 11 23 1  100  

 1  

 https://konan-tennis.jp/img/pdf/100_3.pdf 

 3 100 256  

 PDF2  

 PDF  

  

  

  

 100 1 OBOG/ /  

    





100年後、この記念誌は部室の片隅でほこりをかぶっているかもしれない。

でも今、君が手に取った！
君のお蔭で200年もの伝統が続いている。本当にありがとう！！
これを見て、「あ～、こんなクラブやったんや・・・自分も頑張ろー！！」と
思ってもらえたら・・・。
その奇跡を信じて！！

頑張れ、100年後の後輩諸君！！

Prologue
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　１９２３年４月に甲南高等学校は設立されました。全国では武蔵に次ぐ２番目、関西では初めての私立の旧制７年制高
等学校です。同時に硬式庭球部が創部された、と記録されています。
　甲南学園の創立者である平生釟三郎先生は「個性を尊重して各人の特性を啓発する人物教育の率先」を教育理念
として掲げ、少年時代・学生時代にスポーツの修練を通じて「肉体と精神の鍛練を積むことが絶対に必要である」と
考え校内でのスポーツを奨励されました。そして１００年の歳月を経た今、この記念誌を発刊することができましたことは
この上ない慶びです。
　この１００年の間に、甲南学園硬式庭球部から８名のデビスカップ日本代表選手を誕生させるなど世界の舞台で活躍
する選手を多く輩出して参りました。あらゆるスポーツに於いて、成績を残した人達や記録を伸ばし続けている選手たち
は我々が知る以上の努力や工夫、日常生活での規律正しい習慣を保ち続けていると思います。活躍されてきた甲南学
園硬式庭球部の諸先輩の方 も々強い信念の下、努力されてこられたと拝察いたします。その結果として歴史と伝統が
築きあげられてきたことに思いを馳せますと尊敬の念に堪えません。
　２０２０年、日本も新型コロナウイルスのパンデミックに襲われました。それからの３年間は学生諸君にとって非常に辛
い時期だったと思います。大きな制約がある中で活動を継続し「この状況下でできることは何か？」を自問し続けたの
ではないでしょうか？日常生活はもとより日々の練習や大会も制限され、コロナパンデミック以前なら当たり前のこととし
て存在していたものが存在せず、やるせなさを感じたと思います。事態の完全な収束にはもう少し時間を要するかもし
れませんが、「努力し続けてきたこと」は必ずや「試練」を「学び」に昇華させてくれると信じ、益々の成長を期待した
いと思います。
　甲南学園硬式庭球部は団体戦での優勝を目指しています。これまでにも、甲南中学校テニス部は全国中学校テニス
選手権大会や全国選抜中学校テニス大会での優勝経験があり、これからも優勝するチャンスは大いにあると思います。
　甲南高校テニス部はインターハイで優勝するなど活躍してきました。近年は通信制の高校が強豪校として台頭してき
ましたが、全国選抜高校テニス大会では近畿代表として出場するなど古豪校として甲南の名を刻んでいます。今後さら
なる上位進出を期待しています。
　甲南大学硬式庭球部はキャンパスのある岡本からテニスコートのある六甲アイランドへ移動し練習しています。ひと
昔前と違って、授業をしっかり受け勉学に励んだ上で、スポーツにも力を入れることが求められていますので平日の練
習時間は限られています。一方で、練習設備環境は充実しています。ＯＢ／ＯＧの皆さまから頂いた寄付金を基にナイ
ター照明の設置とテニスコートのサーフェスを全面ハードコートに変えることができました。立派なトレーニングジムも完
備されています。選手たちがこれらの設備を存分に活用し、さらなる飛躍を応援しています。学生の本分は勉学である
ことは言うまでもありませんが、社会に通用する人物を育て輩出するにはスポーツを通して経験や知識を蓄積していくこ
とも必要です。テニスというスポーツを通して育んだ知恵や人間関係もまたかけがえのない財産です。
　今後も世界で活躍する紳士・淑女が数多く輩出されますことをご祈念申し上げますと共に、ＯＢ／ＯＧの皆さま方に
は変わらぬご厚誼を賜りますようお願い申し上げます。

創部１００周年記念誌
発刊に当たって

オール甲南テニスクラブ
会長　三村 晃久
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　甲南学園硬式庭球部創部100周年、おめでとうございます。甲南学園硬式庭球部は、旧制甲南高校が誕生した
1923年（大正12年）に創部され、輝かしい伝統を築いてこられました。活躍されてきた選手の皆さん、選手を支えて
きてくださった指導者はじめ関係者の方々、OB・OGの皆さんに心から敬意を表します。　
　平生釟三郎先生が、「人格の修養と健康の増進を重んじ、個性を尊重して各人の天賦の特性を伸張させる」という
教育理念を掲げ、甲南学園を創立したのが1919年です。徳体知の三位一体となった人物教育を続けている甲南学園
にあって、学園創立4年目にすでに硬式庭球部が誕生、歴史が刻まれてきました。
　これまでに、男子テニスの国別対抗戦“デビスカップ”に松岡 功選手、渡辺 康二選手を始め数多くの選手が出場を
果たすと共に、中学では全国選抜中学校テニス大会団体の部、全国中学生テニス選手権大会団体の部優勝、高校で
は高校総体（インターハイ）団体の部優勝、そして大学では第17回及び第33回の全日本大学対抗テニス王座決定試
合に優勝するなど、名門テニス部としての地位を確立し、現在においても、中学、高校、大学とも硬式庭球部の活躍は
目を見張るものがあります。中学、高校、大学の一貫教育であるメリットを活かし、硬式庭球部の強化も一貫、連動し
ている取り組みが素晴らしい成果につながっています。
　甲南の卒業生は、「よき個性を輝かせて和合できる人」、「リーダーたる資質を持った人」、「周囲の共感を生み出す
人」、「志を持ち、実行力のある人」、「突破力のある人」、「振る舞いの素晴らしい人・品位品格のある人」、「社会に
出てからの価値が高い人」であると評価されています。卒業生の皆さんがこのように評価されているのは、中学、高校、
大学で平生釟三郎の哲学（平生フィロソフィ）を身につけ、文武両道をやりとげ、素晴らしい人格をつくられたからだと
いえます。「平生フィロソフィ」は、私たち甲南人の標となっています。「正志く 強く 朗らかに」生きようという平生の精
神、甲南のＤＮＡは不滅です。
　2022年9月17日の神戸新聞に、『テニス弁護士、国体へ行く。文武「二刀流」甲南OB上原さん、猛勉強で一発合格、
週末は練習漬け』という記事がありました。まさに「平生フィロソフィ」を身につけた素晴らしい甲南人が硬式庭球部か
ら続 と々誕生しています。
　次の100年に向けて、甲南学園硬式庭球部が更に輝いて発展されますこと、そして、関係者の方々がご健勝でます
ます活躍されますこと、心より祈念いたします。

硬式庭球部創部１００周年
おめでとうございます

学校法人甲南学園
理事長　長坂 悦敬
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　甲南学園硬式庭球部の創部100周年にあたり、心よりお慶び申し上げます。1919年の甲南学園創立から4年目にし
て甲南学園硬式庭球部が創部され、そこから一世紀にわたってさまざまな時代の波を越えて輝かしい伝統を紡いでこ
られたことに、驚嘆と尊敬の念を禁じえません。
　旧制甲南高等学校時代からの伝統を受け継ぐ甲南大学体育会硬式庭球部は、1951年の甲南大学創立の年に早く
も誕生し、部員集めに苦労しながらも、翌年には各種公式戦への参加を開始されました。当初は専用のコートがなくあ
ちこちを転 と々して練習するなど、あまり恵まれない環境の中でも、「常に前進」を目標に精進し努力を重ねて今日に至
る庭球部の土台を築かれました。その上に、輝かしい戦績の数 を々重ねて、現在の名門テニス部としての揺るぎない
地位を獲得されました。
　良質な社会常識と倫理観そして品格を備えた人間性を養うことを目的として甲南学園を創設した平生釟三郎先生の
「人物教育」の理念を、甲南大学はいま「人物教育のフレームワーク」というかたちで実現しようとしています。専門
教育、全学共通教育そして正課外教育のバランスの取れた学びこそが、「徳・体・知」の三拍子揃った人物を育てる
と考えています。
　まさにこの「徳・体・知」を体現する甲南スポーツの範として、甲南学園硬式庭球部が次の100年に向かってますま
す発展されることを心から祈念し、そしてそのきらめきが甲南学園・甲南大学をこれからも明るく輝かせてくださいます
よう願っております。

硬式庭球部創部１００周年
心よりお慶び申し上げます

甲南大学
学長　中井 伊都子
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　硬式庭球部創部100周年おめでとうございます。100年間のクラブの歴史の中で、数多くの名勝負が繰り広げられ、
また沢山の甲南生が輝きを放ってきたことと思います。硬式庭球部OBの方に100周年のお慶びを申し上げると共に、
これまでクラブを支えて下さった顧問、監督、コーチの皆様に深く感謝の念を表させていただきます。
　さて、「甲南学園50年史」を紐解くと、甲南中学校創立1919年の翌年1920年には、弁論・芸術・庭球・競技の4
つのクラブがあったと記されています。しかし当時テニスコートは存在せず、庭球部は外の施設で練習をしていました。
1921年末にテニスコートを設けるための地ならしがされたと記録が残っていますので、翌1922年にはテニスコートが
完備され、1923年の7年制高等学校の創立と共に本格的なクラブへと生まれ変わっていったものと見られます。
　創部当時の記録では、1924年に尋常科で全国中等学校軟式庭球大会での優勝を皮切りに、全国中等学校準硬式
庭球大会での優勝と、常勝甲南の名声を博しました。高等科も1925年に神戸高工、姫路高校、大阪高校を降して庭
球の名門甲南の礎を定められました。この後の輝かしい成果については枚挙にいとまがなく、本編に詳しく記されてい
ることと思いますので割愛させていただきます。
　さて、学園創設者の平生先生は、甲南教育にスポーツマンシップを取り入れ、その精神を涵養させることを考えられ
ていました。「スポーツを行う時は全精神と全体力を集中し、他の事を考える余裕なく、しかも正しく強く朗かに行動す
るものである」と語られ、ご自身のモットーに『正しく強く朗らかに』を掲げられていました。先生は「この精神をもって
自身の事業に従事しようとするなら、何事も愉快に正々堂々、能率よくすらすらと運ぶことであろう。」と語られています。
　甲南学園硬式庭球部のホームページでは、徳・体・知を前面に掲げられ、「“テニスだけ強ければ良い”のではなく、そ
の後の社会生活においてもリーダーシップを発揮できる“徳、体、知”に優れた人材の育成を目標にしております。」と
記されています。戦後の学制改革を経て、旧制甲南高等学校は現在の甲南高等学校・中学校と甲南大学へ発展的解
消を果たしましたが、硬式庭球部では建学の精神を重んじ、現在も中高大一体となった指導体制を継続され、成果を出
し続けられています。
　輝かしい伝統を受け継ぎ、新たな100年に向かって平生先生の「正しく強く朗らかに」という言葉も部員一同の心に
留めていただき、硬式庭球部が平生精神の体現者として、運動部の範たる活動・活躍され続けることを祈念してお祝
いの言葉とさせていただきます。

硬式庭球部創部
１００年を記念して

甲南高等学校・中学校
校長　山内 守明
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　甲南学園硬式庭球部100周年、誠におめでとうございます。
　長年の活動と輩出された数多の人材が、我が国テニス界の歴史を創り、支え続けてくださっていることに、日本テニス界
を代表し篤く御礼を申し上げます。
　1923年に旧制甲南高校にて創部の貴部と、その前年に創立された日本テニス協会は、同じ時代をともに駆け抜けたいわば
同士のような間柄であると、感じています。創部の年、当協会は国際ローンテニス連盟への加盟を正式に認められ、国際テニ
ス界へのデビューを果たしました。同じく関西学生連盟リーグに加盟した貴部は、翌年に初勝利を挙げ、学生テニス界へ鮮
烈なデビューを果たされています。終戦後の1951年、甲南大学は学制改革により新制大学として発足し、現在に至る新たな
歴史を紡ぎだしましたが、同じ年、当協会も12年ぶりにデビスカップに復帰し、戦争で止まっていた時計を再び動かし、国際
テニス界への再デビューを果たしました。以来、学生テニス界の頂点を目指し、たゆまぬ活動を続けてこられた貴部と、世界
の頂点を目指し、様々な方々に支えられながら歩んできた当協会は、次の100年に向けても、共に進んでいくことと思います。
　さて、その歴史のなかで輩出された人材には、目を見張るものがあります。デ杯代表選手だけでも、1933年出場の伊藤英
吉氏から、松岡功氏、石黒修氏、藤井道雄氏、渡辺康二氏、小林功氏、河盛純造氏、西尾茂之氏と、まさに「綺羅星のごとく」
です。そのなかで渡辺康二氏には、1963年のデ杯東洋ゾーン韓国戦以来選手として、監督して我が国を代表して戦っていた
だいたのちに、2001年には第12代日本テニス協会専務理事として諸事情により存亡の危機にあった当協会をよみがえらせ、
現在も名誉副会長として当協会のみならず、テニス界全体を見守り、ご指導をいただいております。ほかにもご出身の沢山
の方々に、当協会と日本のテニス界を支え、未来へとつなげる活動を担っていただいていることは、感謝に堪えません。
　さて、私たち日本テニス協会は次の100年に向けた歩みを正しく導くものとするために、新しい理念・ビジョン・行動指
針を作成し、発表しました。

　我が国テニスの歴史を共に創り、これからもテニス界を支えてくださる、甲南学園硬式庭球部の皆さまにも、これを気に
かけていただければ幸いです。
　最後になりましたが、創部100周年の節目にあたり、あらためての感謝を申し上げるとともに、今後のますますのご発展を
お祈りして、お祝いの言葉といたしたいと存じます。

【理　　念】

【ビジョン】

【行動指針】

わたしたちはテニスを通じて人と人、国と国とをつなぎ、その素晴らしさを伝え、すべての人が健やかで 幸福な人生を享受でき、多
様性と調和のある社会の実現に貢献します
・すべての人の豊かなスポーツライフに寄与します　・国内外の人々や組織と協力し、テニスの発展に尽力します
・世界レベルの選手を一人でも多く輩出し、夢と感動を届けます　・健全で安定した協会運営を行います
・公正で差別がなく、ジェンダー平等に基づき、誰もが活躍できる組織を目指します
・フェア：常に公平、公正、誠実な姿勢を貫きます
・グローバル：世界的視野を持って行動し、海外の関係者と積極的に交流します
・チームワーク：活発なコミュニケーションをはかり、互いを尊重し、力を合わせて前進します
・共創：ステークホルダーの声に耳を傾け、共にテニスの未来を築きます
・挑戦：歴史と伝統を重んじつつ、変化を恐れずチャレンジし続けます
・感謝：いつも感謝を忘れず、テニスの持つ力を信じ、愛し、伝え続けます

甲南学園硬式庭球部
１００周年をお祝いして

公益財団法人日本テニス協会
会長　山西 健一郎
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　甲南学園硬式庭球部、並びにオール甲南テニスクラブの皆様がこの度、創部100周年を迎えられますことを心
よりお祝い申し上げますとともに創部100周年記念誌を発刊されますことを重ねてお慶び申し上げます。そし
て、長年の輝かしい活動実績により、関西テニス界、日本テニス界への多大なる貢献をされましたことに対し、
敬意を表しますとともに感謝申し上げます。
　甲南学園硬式庭球部は、100年という長い伝統の中で、デビスカップ選手、全日本選手権、全日本学生選手権、
関西選手権、関西学生選手権などの大会で活躍された数多くの名選手を輩出されてきました。また、チームとし
ても全国選抜中学、全国中学生選手権、全国選抜高校、高校総体、全日本大学対抗王座決定試合でも関西の雄と
して長年に渡り、活躍されてこられました。
　昔から多くの傑出した選手を拝見させていただきましたが、総じて攻撃力のある積極的なプレーが多く、華麗
なプレーをいとも簡単にしてしまうような憧れの選手、また、それぞれ個性的で明るく、人間味あふれる選手が
多くおられたように記憶しています。
　そして、選手としてだけでなく、卒業されてからも指導者、協会の役員、大会協賛としての支援者など、幅広
い分野でテニスを支え続けられ、いつまでもテニス界に貢献しようとされている人達、社会人として社会や実業
界の世界でも着実に活躍されている人達も多く、まさに中学・高校・大学と一貫教育で「徳・体・知」に優れた
人材育成を目指されている甲南学園の教育方針の成果と感服いたします。また、卒業後のオール甲南テニスクラ
ブの会員の皆様の結束力は強く、その絆が原動力となって、長きに渡り、現役庭球部、オール甲南テニスクラブ
を支える構図が出来ており、100年の伝統が築きあげられたものと感銘を受けています。
　このコロナ禍の3年間では色々な環境変化がありましたが、漸く収束の方向になってきました。関西テニス協
会では、これを機に再出発の気持ちで、「テニスをする人、テニスを見る人、テニスを支える人を増やしましょう」
をキーワードに取り組んでいるところでございます。引き続きのご支援をいただきたく、よろしくお願いします。
　最後に甲南学園硬式庭球部の今後益々のご活躍とオール甲南テニスクラブの益々のご発展と会員の皆様のご
健勝を祈念いたします。

甲南学園硬式庭球部
創部１００周年をお祝いして

関西テニス協会
会長　馬場 宏之
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　甲南学園硬式庭球部創部100周年を迎えられましたことを、心よりお慶び申し上げます。
　旧制甲南高校が誕生した1923年大正12年に創部され、100周年を迎えられましたことは長きに亘り多くの大先
輩方が日本のテニス界において輝かしい活躍を残された賜物であり敬意を表します。
　オール甲南庭球部の伝統を継承され「テニスだけ強ければ良い」のではなくその後の社会生活においてリーダー
シップを発揮できる「徳、体、知」に優れた人材の育成を目標にしてこられテニスを通じ中学、高校、大学の一貫教
育を行い、強化においても10年の育成期間で取り組んでこられました。
　さて、100年という長い歴史において、中等部、高等部、大学とそれぞれ庭球部が数多くの著名なテニスプレー
ヤーを輩出され、本当に素晴らしい伝統を築きあげてこられました。
　デビスカップの日本代表選手には伊藤英吉氏、松岡功氏、石黒修氏、藤井道雄氏、渡辺康二氏、小林功氏、河盛純
造氏、西尾茂之氏ら8人の偉大な先輩が日本男子テニス界を牽引してこられました。
　全日本大学王座決定戦でも、昭和38年、昭和54年に大学日本一を達成し、また何度も決勝まで進出されました。
全日本学生テニス選手権大会では昭和30年に松岡功氏がシングルスで優勝、ダブルスでも準優勝され、昭和38年
には渡辺康二氏がシングルス、ダブルスの2冠に輝きました。また、渡辺康二氏は、公益財団法人日本テニス協会の
専務理事、副会長としてご活躍され、日本のテニス界の発展に貢献されました。昭和52年にはシングルスで中西伊
知郎氏がシングルスで優勝、ダブルスでも吉田昇生氏と組み優勝され、2年後の昭和54年にも中西伊知郎氏がシン
グルスに優勝、ダブルスでは江見浩平氏と再び日本一に輝きました。私も現役時代の近畿大学硬式庭球部在学中に
は関西学生リーグ戦において、甲南大学は関西では常に優勝していた最強のチームでした。
　現在は、関西大学対抗テニスリーグ戦優勝、王座出場を目標に四宮総監督、平野監督、小原コーチの指導の下、
目標達成に向かって一致団結し頑張っておられます。
　また、全国中学テニス選手権大会においては、1981年、2006年、2007年、2009年、2014年に5回の全国優勝
を果たされ、常に兵庫県の代表校として全国大会で活躍されています。全国高校テニス選手権大会団体の部では、
1957年、1958年、1959年、1964年と4回の全国優勝を果たし、個人戦の男子シングルスにおいても1954年石黒
修氏、1956年平野一斎氏、1959年松本鐵一氏、1960年の浅井正順氏、1962年甲斐建樹氏ら5人の先輩方が全国優
勝されています。
　施設面においてもナイター付きクレーコート、ハードコート、オムニコート等すべてのサーフェスを有し、有望
なジュニア選手の発掘、トップレベルのプロコーチやトレーナーなどによる指導も充実されています。
　兵庫県テニス協会では毎年、楽天の三木谷浩史様よりご協賛を賜り、県下における高校、大学及び他府県の強豪
校との交流や強化を目的とした三木谷杯兵庫県テニス代表チーム対抗戦を開催し、甲南高校庭球部、甲南大学庭球
部の皆さんも出場いただき、毎年優秀な成績を収められ兵庫県テニス界の育成、強化を担っていただいております。
　結びに、甲南学園硬式庭球部の今後益々のご発展と皆さまのご活躍を心から祈念いたしまして、お祝いのご挨拶
とさせていただきます。

祝辞

一般社団法人兵庫県テニス協会
会長　滑川 琢也
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　甲南学園硬式庭球部が創部１００周年を迎えられたこと、学習院庭球部後援会を代表してお祝いを申し上げます。私
は前任の塚原穰会長の後を受け、本年６月より会長を務めております昭和４５年卒業の原田公敬と申します。新任のこ
の年に貴庭球部１００周年のお祝いを述べさせていただくことに、格別なご縁を感じて光栄に存じております。
　貴庭球部は創部以来、何名ものデ杯選手を初めとし多くの名選手を輩出され、日本テニス会の発展に多大なる貢献
をされて来られたことに深く敬意を表します。昭和８年の伊藤英吉氏を嚆矢とし、昭和３０年代、４０年代には松岡功さん、
藤井道雄さん、渡辺康二さん、小林功さん、河盛純造さん達がデ杯で活躍される姿を憧れと期待を持って、日本中の
テニスファンが応援していたことが思い出されます。その後も現在に至るまで幾度となく大学王座に輝くなど、輝かしい
活躍を続けられておられます。
　この様な貴庭球部と毎年定期戦を行うことが出来、技術的、実力的にはなかなか近づくことは出来ませんが、強豪
のテニスと直接相まみえる貴重な機会を与えて頂いていることに感謝をしております。貴庭球部と当部の交流の始まり
につきましては、私どもの創部１００周年記念誌に、昭和２８年主将の小西博夫が「私が甲南主将の馬場君と親しかっ
たのでテニス部も対抗戦をやろうということになって」と書いております。又ＯＢＯＧ戦については、学習院テニス部９０
年誌に私と同期の藤井一義さんが「同期の原田君たちとＯＢの対抗戦もやろうじゃないかということで始めることになっ
た」と書かれております。現役対抗戦７０年とＯＢ対抗戦５０年という長きに亘り現在に至るまで、庭球部同士としてのみ
ならず各個人同士の交流が深められていることに、素晴らしい絆を感じております。
　前述の通り対抗戦開始の７０年前から現在に至るまで、各学年並びにその前後の年代も含め、現在でも楽しいお付
き合いが続いていると聞いております。私も前出の藤井一義さん始め、当時主将の木本結一郎さん、辻本隆さんを始
めとして近年に至るまで多くの方と交流を頂いております。又ＯＢ対抗戦や所属のテニスクラブなどで大先輩の藤井道
雄さん、渡辺康二さんたち甲南ＯＢの方と学習院のＯＢがテニスをご一緒させていただいております。
　創部１００周年を迎えられた貴庭球部が、今後１００年に向かってこれまでの輝かしい伝統を守りつつ、又新たな伝統
を築かれて行くことを祈念するとともに、我が学習院庭球部との楽しく且つ有意義なお付き合いが長く続くことを期待致
し、お祝いのご挨拶とさせていただきます。

甲南学園硬式庭球部
創部１００周年をお祝いして

学習院庭球部後援会
会長　原田 公敬
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　創部100周年誠におめでとうございます。
　私は現在、灘中・高硬式庭球部OB会、松影会の会長を務めていますが、改めて甲南、灘両校硬式庭球部のご
縁の広さ深さを実感致します。
　まずは、1953年に始まった甲南・灘定期戦（灘甲戦）です。私が中1の1968年6月、灘甲戦で堀田義男さん（甲南）
と中島徹さん（灘）の高校単No.1対戦を観てテニスの醍醐味を味わい、硬式庭球部入部を決めました。灘甲戦
の初期、1954年には石黒修さんと市山哲さんという、後年それぞれデ杯選手となる単No.1対戦もあり、渡辺康
二さん（当時中1）が灘中・高の「硬式テニス部70年史」（2010年刊行）へのご寄稿でその名勝負について記さ
れています。灘甲戦の硬式テニスは中、高共に複3本、単6本の団体戦ですが、1960年代以降、灘中が稀に勝つ
ことがあっても、灘高は連敗続きで、近年は中高共に甲南に勝てず、この状況は兵庫県や近畿の団体戦でも同
様です。
　さて、私ども松影会は1990年代以降、関西及び関東で親睦のテニス会を活発化させ、静岡県掛川市のつま恋
リゾートで東西対抗戦も始めました。ほどなくそこに甲南のOBOGが加わり、シニアの灘甲戦、両校校歌合唱
で締める懇親会等、大変楽しく交流させて頂きました。あいにく2020年からコロナ禍に伴い、松影会のテニス
会もシニア灘甲戦も途絶えましたが、今年から漸くテニス会が再開しています。問題は、常連の両校OB、とり
わけ幹事役の高齢化が進んでいることであり、両校の若手卒業生が鋭意ご参加下さることを望んでやみません。
　灘甲戦に加えて、両校硬式庭球部のご縁が広く深い要因は、家族、親戚等で片方は甲南、もう片方は灘とい
う例が少なからずあることです。兄弟の例は、故渡辺健一さん（旧制灘中在学時の1946年全国中等学校庭球選
手権複優勝）と康二さん（甲南）や、津山宏さん（灘高1958年卒。テニスは大卒後に傾倒）と隆三さん（甲南大
1966年卒）です。私の亡父の神澤得之助（旧制甲南高1938年卒）や従兄の雄次郎（甲南大1970年卒）も、甲南
でテニスに励みました。また、岡橋修さん（灘高1966年卒）のように甲南小を経て灘中に進んだ例もあります。
　私は大学入学後、東京に定住し、1987年から東京ローンテニスクラブに所属していますが、同クラブの甲南
出身会員として、元デ杯選手の藤井道雄さん、渡辺康二さん、故河盛純造さん、西尾茂之さん、また、2021年全
日本ベテラン70歳単優勝の堀田義男さん等、錚々たる名選手がおられます。灘出身会員である猪熊研二さん（灘
高1957年卒）が2010年に藤井道雄さんと組んで全日本ベテラン70歳複で優勝したのは、甲南、灘の超長期交
友の象徴です。
　今や学校スポーツのあり方が変質しつつありますが、テニスは一生のスポーツであり、甲南、灘両校硬式庭
球部出身者の極めて親しいご縁、交友が、今後も末長く続くことを祈念致しております。甲南学園硬式庭球部
の創部100周年を重ねて心からお祝い申し上げます。

甲南、灘両校の
テニスの深い縁

灘中・高硬式庭球部OB会 松影会
会長　神澤 俊介
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甲南テニス部の歴史はここから始まった！！黎 明 期

1923 甲南学園　テニス部発足

　大正８（1919）年に設立された甲南中学校は開校４年を経て、高校を設置する時期が来た。折から尋常科４年、高等科３
年からなる7年制高校の制度が国の臨時教育会議で認められた時期だった。
　甲南の創始者・平生釟三郎氏は甲南高校を７年制高校として設置する事を決定し、大正１２（1923）年５月、甲南高等学
校は５３名（文科２８名、理科２５名）をもって発足した。
　設備面では講堂を含む新校舎、屋内体操場、運動場、テニスコートの建設が開始された。クラブ活動では体育系のテニ
ス部、競争部、山岳部の3クラブが学校公認クラブとして対外活動を始めた。

　現在の甲南大学岡本キャ
ンパスが元は旧制甲南高等
学校の校舎であった。テニス
コートは本館の南西、現在の
正門を潜った西側に2面設置
されていた。

男　子

 ▲ 本館の南西にテニスコート（２面）建設の予定図

往年のテニス部メンバー▶

 ◀ 設立当初の旧制甲南高等学校の全景
（一番高い建物が本館）

関連記事はP204



輝かしい活躍の歴史  HISTORY

15

黎 明 期

1924

甲南テニス部の忘れられない日 -初の全国優勝！-男　子

全国中等学校軟式庭球大会　優勝！！

【上原増雄さん「旧制甲南中学第3回（大正15年）卒」】
　1924年、甲南テニス部が全国で初優勝した全国中学軟式庭球大会の代表選手。同じ年、全国中等学校庭球大会にも神
田俊治選手と組んで初出場。翌年1925年の第18回大会では、３回戦まで進み、優勝した宮脇・桑原組（豊中中）に５-６と
肉薄した実力者だった。大正15年、中学卒業後は関学高商に進まれ、第１回全日本学生テニス選手権（昭和4年）のシングル
スに優勝される等、国内トップクラスの選手として長らく活躍された。
　上原選手の名前を拝見したのが、1995年発行の「甲窓」第37号だった。阪神淡路大震災で亡くなられておられ、同級生
の坂田元三さん（元甲南堂書店経営）が、「テニスで甲南の名を広める」とのタイトルで、その死を悼む思い出の記を書かれ
ている。なお、上原さんは1969～70年の2年間、デ杯日本チームの監督を務められた。

　テニス部が発足して間もない翌年の大正13（1924）年７月２７日。この日は甲南テニス部にとって忘れられない日となった。
全国中等学校軟式庭球大会（神戸山手倶楽部主催）で上原・神田組らで編成する甲南中学が優勝したのである！

 ▲ 1995年発行の「甲窓」第37号より抜粋

神田、上原、金倉、金谷を派遣せしむ。
・第四回戦　本校３-２神港商業　・第五回戦　本校３-１関西中学
・準優勝戦　本校４-２笠岡中学　・優勝戦　　本校４-３宮津中学
嗚呼悪戦苦闘、奮闘更に奮闘栄ある優勝旗は母校を飾りぬ。我庭球部創部以来の最初の優勝。
我校最初の栄冠。我部の大いに誇りとする所なり。
【年報「甲南」大正14（1925）年版　庭球部々報（P187～）より抜粋】

● 全国中等学校軟式庭球大会（大正13年7月27日）の結果と総括
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旧制甲南高校　高専大会で9回の優勝！！

1930

旧制高校期

創部7年　高専大会・関西ゾーンで初優勝！！

　1923年に発足した旧制甲南高校テニス部は、学制改革により新制高校に移行する1948年までの間に、高専大会関西
ゾーン優勝を7回、全国ゾーン優勝を2回、合計9回の優勝を誇る。

 ▲ 優勝記念ペナントが納まっている９つの収納箱  ▲ 昭和14（1939）年の優勝記念ペナント

・1回戦　　〇甲南　不戦勝　　　　　　　　　　　　・2回戦　　〇甲南　4-1　第三高校（京都）
・3回戦　　〇甲南　4-1　第六高校（岡山）　　　　　　  ・4回戦　　〇甲南　4-1　高知高校
・決勝戦　  〇甲南（楠本、不破、伊藤 英吉、伊藤 順吉）　5－0　大阪高校

・決勝戦　　〇甲南（楠本、不破、伊藤 英吉、伊藤 順吉）　4-1　長崎高商
　　　　　　　（京大ゾーン代表）　　　　　　　　　　　　　 　（九大ゾーン代表）

　この大会中本校選手一同は終始健気なる奮闘を続け、如何なる相手と雖も些かも油断する所なく、
最後まで頑張り、加ふるに諸兄の熱誠なる御応援により、遂に優勝の栄を克ち得る事が出来た。
　来年も亦、否永久に栄ある大学の優勝旗を二楽荘山下のこの白亜城下に翻さん事を一同固く誓ったのである。
【年報「甲南」昭和5（1930）年版　庭球部々報より抜粋】

● 京大ゾーン（昭和5年7月15～23日）

● 関西ゾーン優勝決定戦（7月24日）　

男　子

関連記事はP206
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1939

1948

高専大会　全国ゾーン優勝！　初の日本一に！

高専大会　全国ゾーン　2回目の優勝！！

＜前略＞　明日こそ宿敵八高を打倒すべく、その夜は早く寝た。いよいよ決勝戦開始。ダブルスNo.2に不覚の1敗を
喫し前途が危ぶまれたが、No.1の必死の頑張りに１-１となり、勝敗の鍵はシングルスに持ち越された。No.3に大野は
貴重な１点を収め、あと１点ををと期待をNo.2にかけ、第１セットを好調に先取したが、第２セットの好機を逸し惜敗し、
いよいよNo.1で第８回高専大会の覇が決まる事になった。大石の真正面からの正攻法に中條も焦り気味となり、大石
着 と々ポイントを重ねてストレートに破り、遂に初の全国制覇は成った。殊に決勝に多年の仇敵たる八高を破り得たの
は吾々の最大の喜びであった。ある時は八高にある時は松山に無念の敗退を喫し、捲土重来を誓いし事幾度ぞ。今
や吾々の多年の努力は実を結び、全国制覇の栄冠を握ることが出来た。これ偏に諸兄の熱烈なご声援の賜であり、こ
こに深く感謝する次第である。
【年報「甲南」昭和14（1939）年版　庭球部々報より抜粋】

（昭和14年7月15～19日　於：京大コート）
・1回戦　〇甲南　5-0　松江高校
・2回戦　〇甲南　5-0　大阪高校
・準決勝　〇甲南　5-0　第三高校（京都）
・決勝　  〇甲南　5-0　第四高校（金沢）

（7月23～24日　於：京大コート）
・1回戦　〇甲南　4-0　水戸高校
・決勝　  〇甲南　3-2　第八高校（名古屋）

● 第8回　高専大会　京大ゾーン

● 第8回　高専大会　全国ゾーン

　1948年といえば、終戦後まだ3年程。
おそらく学校も日本全体も混乱の最中
だったのだろう。本大会の資料を探した
が、一向に見つからなかった。写真の表
情も、前回の優勝時と比べると心なしか
沈んで見える。しかし、甲南高校の2回
の優勝ペナントをしっかりと前面に出して
いるところに、勇気とプライドを感じる。
戦後の窮乏の暗いムードを吹き飛ばすよ
うに、2度目の全国優勝を成し遂げた先
輩方には敬意を表したい。（編集委員）

 ▼ 昭和14年　高専大会　全国ゾーン優勝（於：京大コート）

関連記事はP51
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1952

1956

新制甲南高校もインターハイで大活躍！！新制高校期

年 成　績

昭和27年 準優勝

昭和28年 ベスト4

昭和29年 ベスト4

昭和31年 ベスト4

昭和32年 優勝

昭和33年 優勝

昭和34年 優勝

昭和35年 準優勝

昭和36年 準優勝

昭和37年 ベスト4

昭和38年 ベスト4

昭和39年 優勝

昭和40年 ベスト8

年 成　績

昭和43年 ベスト4

昭和44年 ベスト4

昭和45年 ベスト4

昭和46年 準優勝

昭和47年 準優勝

昭和48年 ベスト4

昭和49年 準優勝

昭和50年 準優勝

昭和52年 ベスト4

昭和56年 ベスト8

昭和58年 ベスト4

昭和59年 ベスト8

インターハイ（全国高等学校対抗庭球大会）　団体の部　初出場！
その後、兵庫県代表として25回（兵庫県最多）出場！！　

甲南高校が最も輝いていた時代！！
昭和31年（1956）～昭和40年（1965）

　インターハイテニスの団体戦（正式名称：全国高等学校対抗庭球大会）は昭和9年（1934）から始まり、令和5年（2023）
で80回目を迎えた。甲南高校の名前が全国大会プログラムに載るのは戦後、昭和27（1952）年の第9回大会から。以来
70年間、兵庫県予選に参加し、全国大会に進んだのは過去25回。兵庫県のなかでは第２位校を10回以上上回って堂 ト々ッ
プを走っている！

　昭和31年からの10年間は甲南高テニス部が最も輝いた時期である。10年連続してインターハイの団体戦へ出場した。
その中で、インターハイ初の「団体の部3連覇」（昭和32年～34年）をなし遂げた。
　甲南高校の後に3連覇したのは、慶應義塾高校、柳川高校（2回。うち１回は14連覇）、堀越学園の3校のみ。その意味
で甲南高校3連覇は今も燦然と輝く記録である。
　また、この10年間の戦績は、全国優勝・４回、準優勝・２回、ベスト4・３回、ベスト８・1回と抜群の戦績を残している。
「インターハイの団体戦でベスト４以上を残さないとコートで大きな顔を出来なかった」と当時の選手が今でも異口同音に語っ
ている。

【甲南高校　インターハイ　団体の部　年度別成績】

男　子
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1957

1958

1959

インターハイ（全国高等学校対抗庭球大会）
団体の部　大会史上初の3連覇！！

黄 金 期

インターハイ　団体の部　初制覇！

インターハイ　団体の部　2連覇！

インターハイ　団体の部　3連覇！

 ◀（後列左より）　 
  平野、藤井、藤原先生、 
  野々村、那須 
（前列左より）　四宮、山根、岩尾

 ◀（後列左から５人目より） 
  渡辺、小林、前川 
（前列左より） 
  松本、藤原先生、 
  一人おいて、靜、澤本、後藤

 ◀（後列左から５人目） 
  藤原先生 
（前列左より） 
  小林、西尾、松本、吉田、 
  前川、渡辺

男　子

関連記事はP21

関連記事はP20
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1964

インターハイ　団体の部　4度目の優勝！！

1961

甲南から初の全日本チャンピオン誕生！！

黄 金 期

黄 金 期

5年ぶりにインターハイ　団体の部で優勝！！

　1964年の第21回インターハイ、下馬評では法政二高（神奈川）が優勢との声が
高かった。前年度高校シングルスランキング２位、４位の３年生に加えて、後に日本の
エースとなる神和住純選手（２年）がレギュラーに定着する成長ぶりを見せていた。
　しかし決勝戦、“試合はやってみないと分からない”を地で行く頑張りを見せた甲南
が２-１。見事な番狂合わせをやってのけた。

 ▲ 第15回（昭和40年）卒業アルバムより 
写真左から　森 博、増成 治保、藤原 邦雄先生、春日 徹

 ▲ 全日本庭球選手権　決勝戦 
（スマッシュする藤井、右は平野）

 ▲ 第16回（昭和41年）卒業アルバムより 
後列右端　藤原 英一、前列右端　柴山 隆彦、 
前列右から3人目　山岡 靖幸

 ▲ 平野 一斎のフォアハンド 
インターハイ、全日本ジュニア、単複の優勝経験者であり、第1回KS杯
ジュニア大会の覇者でもある

昭和36年　全日本庭球選手権（通称：ジャパン）に於いて、
藤井 道雄、平野 一斎組が学生で優勝！！

監督：藤原 邦雄先生
選手：森 博、増成 治保、春日 徹、藤原 英一、柴山 隆彦、山岡 靖幸

● 団体戦登録選手

男　子

男　子

関連記事はP203
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1954

伝説の10回生　全日本のほぼ全てのタイトルを獲得！！黄 金 期

年　代 大　会　名 優　勝 氏名

昭和31（1956）年 全日本ジュニア（幼年の部） ダブルス 吉田 泰忠・小林 功（甲南中3年）　

昭和32 （1957）年 全日本ジュニア（幼年の部）
シングルス 吉田 泰忠（甲南高1年）

ダブルス 吉田 泰忠・渡辺 康二（甲南高1年）

昭和34 （1959）年

全国高校選手権（団体の部） 団体 渡辺 康二、松本 鐵一、小林 功、前川 治一郎、 
吉田 泰忠（以上甲南高3年）、西尾 忠朋（同2年）

全国高校選手権（個人の部）
シングルス 松本 鐵一（※インターハイ三冠王）

ダブルス 松本 鐵一・小林 功

全日本ジュニア（少年の部） シングルス 松本 鐵一

昭和35（1960）年 全日本ジュニア（少年の部） シングルス 渡辺 康二（甲南大1年）

昭和38（1963）年

全日本大学王座決定戦 団体 渡辺 康二、河盛 純造、小林 功、前川 治一郎（以上甲南大４年）、 
野々村 浩一（同3年）浅井 正順（同2年）甲斐 建樹（同1年）

全日本学生選手権
シングルス 渡辺 康二

ダブルス 渡辺 康二・小林 功

昭和39（1964）年 全日本選手権 シングルス 渡辺 康二（甲南大OB）

昭和40（1965）年 全日本室内選手権 ダブルス 石黒 修（甲南高OB）・渡辺 康二（甲南大OB）

昭和42（1967）年 全日本選手権 シングルス 渡辺 康二（甲南大OB）

昭和43（1968）年 全日本選手権
シングルス 渡辺 康二（甲南大OB）

ダブルス 渡辺 康二・河盛 純造（甲南大OB）

昭和44（1969）年 全日本選手権
シングルス 小林 功（甲南大OB）

ダブルス 小林 功（甲南大OB）・渡辺 功（早稲田大OB）

昭和45（1970）年 全日本選手権 ダブルス 河盛 純造（甲南大OB）・小浦 猛志（関学OB）

　昭和29（1954）年に甲南中学テニス部に入部した中に並外れて練習熱心なグルー
プがいた。河盛純造、小林功、前川治一郎、松本鐵一、吉田泰忠、渡辺康二の６選手
である。コートが確保できない時は松本選手宅のコートで、休みの日は芦屋国際ローンテ
ニスクラブに集まって朝一番から日が暮れるまで球を打った。仲はいいけれど、皆、No.1
を目指していた。誰がデ杯選手に一番乗りするか、「夢見る競い合い」のなか、各ステー
ジの全日本タイトルを獲得していった。

計19個の全日本レベルの優勝タイトル

 ▲ 吉田（左）・渡辺ペア

 ▲ 芦屋テニスクラブにて。左から渡辺、松本、河盛  ▲ 後列右２人目から前川、渡辺、小林。前列左から２人目吉田

男　子

関連記事はP64
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1963

甲南大学（男子）　2回の大学王座に輝く！！
準優勝は5回！

1979

黄 金 期

全日本大学対抗庭球王座決定戦　初制覇！！

　王座に初出場した甲南大学は、慶応義塾大学と相ま
みえた。ポイントは2対4と劣勢となり、しかも、No.3シ
ングルスの小林功もセットカウント0-2（当時は5セット
マッチ）と絶対絶命のピンチであった。しかし、第3セッ
トから別人のように立ち直り、劣勢を跳ね返して勝利。
No.2シングルスの河盛純造もセットカウント1-2から
粘って逆転勝利した。
　こうして、３日がかりの激戦を制した甲南大学が初の
王座に就いた！

全日本大学対抗庭球王座決定戦　2度目の制覇！！

　決勝戦で早稲田大学と対戦した甲南大学は、ダブルス
で2-1と先行し有利に試合を進めた。最終的に勝利を決
めたのは中西伊知郎だった。白戸仁（早大）に6-0、6-4、
4-6、6-0と快勝し、16年ぶり2度目の栄冠に輝いた！

浅井 正順、河盛 純造、小林 功、和田 邦平先生、渡辺 康二、 
前川 治一郎、野々村 浩、西尾 忠朋、甲斐 建樹

直木 隆明、坪田 克彦、 
三村 晃久、江見 浩平、 
廣部 雅仁、蓬莱（白石） 政次、 
仁木 信夫、酒井 龍二、 
中西 伊知郎、藤原 純一

左から

左から

登録選手

登録選手

男　子

 ▲ 昭和38年7月　全日本大学対抗庭球王座決定戦（於：芦屋クラブ）

 ▲ 昭和54年7月　全日本大学対抗庭球王座決定戦
（於：松本市県営コート）

関連記事はP66

関連記事はP100
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甲南学園硬式庭球部出身　８人のデビスカップ選手日本代表

【伊藤 英吉】
・明治44（1911）年～ 
平成23（2011）年

・旧制高校 
昭和６年(第６回）卒

・デ杯代表 
１回（1933年）

【石黒 修】
・昭和11（1936）年～ 
平成28（2016）年

・高校 
昭和30年（第５回）卒

・デ杯代表 
８回（1958～66年）

【渡辺 康二】
・昭和17（1942）年～
・大学 
昭和39年（第10回）卒

・デ杯代表 
８回（1963～70年）

【河盛 純造】
・昭和16（1941）年～ 
平成29（2017）年

・大学 
昭和39年（第10回）卒

・デ杯代表 
５回（1968～72年）

【松岡 功】
・昭和9（1934）年～
・大学　
　昭和32年（第3回）卒
・デ杯代表　
　1回（1956年）

【藤井 道雄】
・昭和14（1939）年～
・大学
　昭和３７年（第8回）卒
・デ杯代表　
　３回（1962～65年）

【小林 功】
・昭和16（1941）年～ 
平成3（1991）年

・大学 
昭和39年（第10回）卒

・デ杯代表 
２回（1967、70年）

【西尾 茂之】
・ 昭和29（1954）年～
・高校 
昭和48年（第23回）卒

・デ杯代表 
９回（1976～85年）

男　子
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全日本学生テニス選手権大会での活躍！！

1971

1977

中 興 期

 ▲【辻本 豊】　この年はインカレでもベスト4！  ▲【吉田昇生】　同胞対決（中西 伊知郎）を制し優勝！

全日本学生室内テニス選手権大会　シングルス優勝！！
1971年優勝　辻本 豊（18回卒）　1977年優勝　吉田 昇生（25回卒）

強かった中西 伊知郎（27回卒）！！
インカレ2回優勝、1回準優勝！　インカレ室内ダブルス3連覇！

　奇しくも、この時の決勝戦
は、吉田昇生3回生と当年のイ
ンカレチャンピオン中西伊知郎
1回生との甲南大生同士の対
決であった。フルセットまでも
つれ込んだ接戦は、吉田に栄
冠が渡った。
　因みに、この2人はダブルス
を組み、優勝している。また、
その時の対戦相手は、灘高校
出身で東京大学の神澤氏（灘
中・高硬式庭球部OB会、松
影会会長）ペアであった。

　中学3年生の時、昭和48（1973）年の全日本ジュニア幼
年の部シングルスに優勝するなど早くから頭角を現わしていた
中西。間もなく、同少年の部でもシングルス、ダブルス共にタ
イトルを取ることとなる。
　オールラウンダーだが、特にネットプレーの破壊力はすごかっ
た。「中西選手のバックのハイボレーの球はバックネットを超え
て後ろのコートに飛び込んでた」という信じられないような話
を、香櫨園テニスクラブでインカレ観戦中の観客がささやいて
いたという話を聴いた事もあった。
　そのインカレでは、1回生（昭和52（1977）年）と3回生
時にシングルスとダブルスの２冠。4回生でもシングルスで準
優勝する等、圧倒的な実績を残した。
　もう一つの特筆事項は、全日本学生室内テニス選手権大
会において、１年生から３年生までのダブルス3連覇（ペア、1、
2年次が吉田昇生、3年次が藤原純
一）である。この記録は43年経った
現在も大会記録として残っている。

男　子

関連記事はP32
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1984

1988

全日本学生テニス選手権大会での活躍！！中 興 期

 ▲ 藤井 淳（36回卒）　

 ◀ 優勝カップを手にする2人。 
左から前田 健志（31回卒）　 
　　　坂元 俊一（32回卒）

 ▲ 四宮 康次郎（37回卒）　

全日本学生テニス選手権大会　ダブルス
前田 健志（31回卒）・坂元 俊一（32回卒）組　優勝！！

全日本学生テニス選手権大会　ダブルス
藤井 淳（36回卒）・四宮 康次郎（37回卒）組　準優勝！！

男　子

　地元開催ということもあり強豪関東勢を迎え、関西勢
として大会最終日までなんとか残りたいとの思いが強く
ありました。
　OB・OGの方々、チームの心強い応援があるなか、小
柄な私と坂元君で毎試合諦めずに格上のペアを相手に勝
利目指してボールを追いかけていた思いがあります。

（前田 健志）

　準決勝で優勝候補筆頭の丸山・森井
組（早稲田大学）を破った藤井・四宮
組。決勝戦では岩原・佐藤組（日本大学）
と対戦。
　香櫨園での開催ということもあり、
甲南のみならず関西の他大学と関係者
の全員で応援したが、あと一歩届かな
かった。
　しかし、関東勢優位といわれた今大
会での活躍は素晴らしかった。

　地元の香櫨園開催であったため、大会
期間中は心身共に充実し、プレッシャー
を感じることなく戦えました。前田先輩
の強いリードと、満員のスタンドの大声
援を背に、実力以上のプレーを発揮でき
ました。

（坂元 俊一）

関連記事はP32 関連記事はP202
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甲南大学 女子部の名選手達！！

1959

1961

黎 明 期

女子部の開拓者！！　坪川（田淵）順子（8回卒）！！

強かった　加賀（村上） 登美子（11回卒）・木村 洋子（11回卒）組！！
1回生からインカレ　ダブルス2連覇！！その後2年連続準優勝！

まだまだ女子部員が少ない中、男子部員に交じって女子部の礎を築かれた。

★昭和34年　関西学生テニス選手権大会　ダブルス　ベスト4　
★昭和35年　関西学生テニス選手権大会　シングルス　ベスト4　ダブルス　ベスト4
★昭和36年　関西学生春季テニス大会　ダブルス　準優勝
（※ダブルスのペアは全て、坪川（田淵）  順子・玉置（斎藤） ひろみ組）

● 主な戦績

 ▲ 1961年（昭和36年）関西学生テニスリーグ戦　1部優勝時のメンバー

女　子

 ▲ 1961年　インカレ優勝　左から加賀（村上） 登美子、木村 洋子

〈昭和36年度　全日本学生庭球選手権〉　
ダブルス男女アベック優勝！！ 女子ダブルス　決勝

　
　女子は村上・木村の甲南大組と高木・黒松の早大組の間で争われ、甲南大
は早大のストロークの乱れに乗じストレートで勝ち、早大の二連勝をはばんだ。

村上登美子・木村洋子（甲南大学） 6-2
6-2 高木・黒松（早稲田大学）

関連記事はP61

関連記事はP40
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甲南大学 女子部の名選手達！！

1968

1965

黄 金 期

 ▲ 左から　重萬、井上（田原） みどり（16回卒）、鈴木 
1968、1969年　2年連続出場

中村（安保） 恵利子（20回卒）▶
1972、1973年　2年連続出場　

 ▲ 1965年全米選手権にて　写真真ん中が木村
 ▲ 報知新聞

井上（田原） みどり（16回卒）、中村（安保） 恵利子（20回卒）
全日本テニス選手権に2回ずつ出場！！

木村洋子　全米庭球選手権大会（現在の全米オープン）出場！！

女　子

木村、一回戦で敗退
全米庭球女子単
【ニューヨーク三日発＝共同】

　1965年度全米庭球選手権大会は三日、当地
のフォレストヒルズで開幕、女子シングルス一回
戦に出場した日本の木村洋子（甲南大出）はア
メリカのアーノルドに6-2、6-0で敗れた。

関連記事はP40

関連記事はP40
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甲南大学 女子部の活躍！！

1986

2013

中 興 期

　とにかく粘り強くプレーするタイプだったが、チャンス時に厚い
グリップから繰り出すフォアの逆クロスが凄かった。
　試合に負けてよく悔し泣きをしていたが、ものすごい努力家で、
最後の関西学生では予選上がりから準優勝を果たした。そうい
う部分を現役も見習って欲しい。
　OGになってからもテニスを続け、全日本テニス選手権にも出

場している。
【大学元監督：

宇津原（35回卒）】

坪井 実紀（35回卒）・石井（坂田） 昭子（36回卒）組
関西学生テニス選手権大会　ダブルス　ベスト4

北山 由佳（60回卒）　関西学生テニス選手権大会　シングルス　準優勝！！

 ▲ レフトハンドからの強烈なサーブを武器とした坪井

 ▲ 写真右が坂田。左は同期の白木。ジュニア時代から有力な選手だった。

 ▲ 攻撃的でありながらも粘り強いプレーが身上の北山

女　子

関連記事はP169

　当時、園田学園を筆頭に強豪ぞろいの関西でダブルスベスト４！
甲南には坪井先輩と坂田先輩あり！と、お二人は私達後輩の憧れで
した。
　サウスポー坪井先輩の大きくカーブするサーブ、軽やかなフット

ワーク、要所で増す集中力と大きな瞳の眼力。どこをとっても美しいフォームの坂田先輩から放たれる強烈なフォアや片
手バックのスライス。
　タイプは異なったけれど、お二人とも練習中は厳しく、でも根気強く部員を指導して下さ
り感謝しています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【37回卒 後輩一同】

関連記事はP121
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2019

2021

　高校時代の華やかな戦績は無
いが、大学進学後に大きく実力が
開花。非凡な打球センスを持ち、
カウンターショット、ドライブボ
レーなどを得意とする女子には
数少ないタイプの選手。
　特に大事なポイントでの強烈
なバックハンドのダウンザライ
ンで周囲を魅了するプレーが印
象的。
　格上の選手には抜群の集中力
を発揮する不思議な選手でも
あった。選手も揃い実力は有りな
がら大学3回生、4回生のリーグ戦がコロナ禍
の影響で開催されず、悔しい思いをした不運
な学年でもあった。リーグ戦をやらせてあげ
たかった・・・。

 【大学監督：平野（38回卒）】

 ◀ 名門園田女子学園から入部してきた中谷。 
共に両手打ちのフォア・バックは強烈だった。

中谷 琴乃（66回卒）　関西学生テニス選手権大会　シングルス　ベスト4！！

小嶋 真央（68回卒）　関西学生新進テニストーナメント　シングルス　ベスト4！！

　園田高校時代に全国優勝の経験
もありながら甲南大学へ入学。ベー
スラインから一歩も下がらず左右
両手打ちのライジングショットを
打ち込む超攻撃的テニスで、2回生
の時には女子部を一部リーグ昇格
に導いてくれた。
　ネットプレーにも抜群のセンス
を持ちダブルスでも新進優勝など
戦績多数。
　現在も実業団でプレーしながら

大学コーチとして現役部員の指導にあたってく
れている。

【総監督：四宮（37回卒）】

関連記事はP181

 ▲ ボールのタッチが天才的だった小嶋

関連記事はP185



30

全国中学生テニス選手権大会での活躍！！

1981

2006

進 化 期

過去5回の優勝！！　最多優勝回数の記録を持つ！！

　1981年から始まった「全国中学校テニス選手権の団体戦」。その栄えある第一回の優勝校が、我が甲南中学校である。
甲南学園は、甲南中学から高校・大学へと繋がる一貫校である。中学生から腕を磨いた選手が、高校・大学へと進学し、
甲南テニス部の名を背負ってプレーする。幼かった彼らが、大学のリーグ戦では見違えるほど成長した姿で甲南テニ
ス部の伝統を繋いでいく。これが甲南テニス部の特徴の一つである。一度でもこの環境でテニスした選手はOBOGと
なっても「Konan Tennis Team」として、甲南テニス部を支えていくのである。

栄えある第1回大会優勝！！

25年の時を経て2度目の制覇！！

 ▲ テニスマガジン誌1981年10月号より転載

弘世 芳嗣郎、明瀬 周二、夏梅 秀紀、小泉 英助、田中 智、熊谷 定男、丸井 隆司

沼野 孝彰、上原 伊織、 
金江 紀幸、大西 潤、榎原 貴志、北野 盛也、 
北 賢人、岸本 良介、三宅 祥隆、貴田 大史

団体戦登録選手

団体戦登録選手

男　子

　1981年第8回大会より団体戦が開催され当校も
選出された。会場は東京「よみうりテニスガーデン」
で、1ダブルス・4シングルスの団体トーナメント
で行われた。
　中学生としては、初めての遠征で非常に緊張し
た事を覚えているが、メンバー全員で切磋琢磨し
て練習し、戦略を考え、ユニホームも作り（自腹）
大会に臨んだ。決勝戦は、早稲田実業中学部（東京）
と対戦し、見事に4-1で圧勝し、1回目の団体戦で
栄えある優勝を成し遂げることができた。

（高校35回卒　弘世 芳嗣郎）

　この年は、甲子園で早実と駒大が延長15回引き分
け後、翌日早実が優勝したことが思い出されます。
同日が名古屋での全中決勝でした。
　前々年1回戦負け（コンソレ優勝）、前年4位とチー
ムの成長を感じて臨んだ試合でした。優勝候補でし
たが、試合は難しく、QFまで1本落とす展開でした。
　しかし、ここぞで力を出せるチームでした。SF.F
は全部員が駆けつけて、一致団結。結果、SFから完
全勝利。全勝で25年ぶり2度目の優勝を成し遂げま
した。優勝後全部員がコートで喜び合いました。
　この経験は高校大学でも活きており、今後も中高
大の連携強化に繋がると考えております。

（大学60回卒　沼野 孝彰）
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2007

2009

2014

上原 伊織、金江 紀幸、大西 潤、
伴 亮志、永田 薫平、上曽山 博貴、鈴木 達也、 
山本 将隆、中村 錬、石宇 健人

中村 錬、矢多 弘樹、山本 将隆、
石宇 健人、綾部 翼、上曽山 博貴、鈴木 達也、 
吉田 有宇哉、田中 聡介、村田 龍星

藪田 司、梶原 洋、四宮 大地、
高尾 尚樹、中 一茶、岡本 良太、武本 新平、 
徳田 和也、近田 賢祐、溝辺 慶師 

団体戦登録選手

団体戦登録選手

団体戦登録選手

2年連続3度目の制覇！！

2年振り4度目の制覇！！

5度目の制覇！

　私達が3年生の時は、前年に全中団体優勝したこ
ともあり、頼もしい1年生達も新たに入学してチー
ムに加わり、十分に2連覇を狙えるチームでした。
　しかし、何が起こるか分からないのが団体戦であ
り、プレッシャーが掛かる中、2連覇を成し遂げられ
た事は大きな自信になりました。
　決勝戦では、2-2で主将の大西潤に勝負が掛かり、
チーム一丸となって応援し、ナイターが付き始める
時間までに及んだ接戦の中、勝利を決めてくれま
した。

（大学61回卒　上原 伊織）

　当時のチームは監督の八田先生が取材陣に対して
「史上最強のチーム」というほどで、メンバーは全国
トップ選手の中村錬、矢多弘樹を筆頭にタレント揃
いであった。ただ開催地はとりわけ夏の暑さが厳し
い熊本県、サーフェスは凸凹のクレーコート…、意
外と難しい第1シード。さらに宿泊地はANAクラ
ウンプラザで中学生だった私たちはバカンス気分で
あった。今思えば足元をすくわれる要素は満載だっ
たように感じるが、蓋を開けば準決勝、決勝ともに
3-0の圧倒的な強さで優勝。涙を流し喜んだ。

（大学65回卒　吉田 有宇哉）

　中学2年生が中心メンバーだった前回の全中では
準決勝にて惜敗し、ベスト4と熱鉄を飲んだ。
　その悔しさをバネに「次年度は必ず優勝する」と
の思いで、部員全員が目の色を変えて練習に取り組
んだ。
　そして迎えた、前回大会の悔しさを経験するメン
バーで臨んだ今大会では、甲南得意のダブルスでは
全勝、シングルスもエースと周りを固めるメンバー
の活躍で、念願の全中優勝を掴み取ることができた。

（高校68回卒　中 一茶）
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　かつての名選手を前にして、興味津々の学生諸君。聞き
たいことが山ほどありそうですが、まずは目標について聞きた
かったようです。

直木：それでは、座談会を始めたいと思いますが、学生さん
からOBの方々に聞きたいことはありますか？
久保：自分達は目標を「王座出場」、スローガンとして「全て
の行動は自分から」を掲げているのですが、OBの方々の現役
時代の目標等を教えて頂けますか？
渡辺：目標が「王座出場」というのは少し簡単過ぎると思う。
（一同笑い！）王座出場や、王座で優勝が出来ればそれはも
ちろん喜ばしいことではあるが、テニスプレーヤーとして、目
標はもっと高い所に置いた方がいいよね。それにはインカレに
最低でも５～６人出るくらいでなきゃいけないとか。毎年のよう
に王座、王座と言っていてもあまり変化や新鮮味が無いし、
やり方や伝統を重んじ過ぎると変われない。何か思い切った、
ドラスティックな変化を期待したいね。
久保：自分達の目標を達成する為には、もっと遠くに目標設
定する必要があるんですね。今までになかった考え方です。
辻本：「王座」というのはチームを盛り上げていくには良いも
のだけれども、今から考えると一種のお祭りですね。私も大
学生の時は「王座でどうやって勝つのか」ということばかり考
えていた。昔は球足が遅いアンツーカー・コートで、ネットで
粘っているとロブが上がってくるから、スマッシュばかり練習し

ていた。でも、今はもっとレベルの高いことを考えて実践して
いかなくてはいけないよね。
中西：自分達の時代も高校ではインターハイ優勝、大学では
王座優勝が目標だった。高校時代は何としても柳川高校に勝
つ、という目標があったが、当時の柳川はどこの学校が何度
挑戦しても勝てない絶対王者だった。大学では柳川の選手が
中央大学に集まってきて「ここに勝たないかん」という思いで
やっていたね。
藤井：団体戦って言っても、テニスは「個人戦の総和」で勝
敗が決するから、個が強くないと勝ちきれないよね。「ダブル
スを２－１にして、シングルスを３－３にして、５－４で勝つ」って
目論んでも、個が強くないと星勘定にならない。やはり個人
の実力の底上げが最優先で、「組織の目標」を掲げることは
重要だけれども、普段は「個人の目標達成」に重きを置いて、
チームで集まった時に団体の目標を達成するよう、分けて考
えるべきではないかな。
渡辺：重要なのは選手個人の実力を磨くことで、強い選手や
見込みのある選手を「より強く」していくための方策を考えて
いくべきではないかな。大学だけで練習するのではなく、他の
場所で修業をして戻ってくる、という様に「選手達が強くなる
ための方法」を取り入れ、各選手がチームに合流したときに
レベルが上がっているような仕組みも有用だと思う。
中西：基本的には個人の実力が重要で、個人の能力が上が
り、選手６人が６人ともに強かったら勝てる。それに強い連中
が集まると結束もできるし、思いも叶ってくる。さらに、下級生
も部内の強い選手に何とか勝ってやろうという好循環を生む
ので、その方向で運営していけば間違いない。

甲南テニスの伝統と未来への架け橋
平生記念セミナーハウス 101号室

出席者

日　時 場　所

渡辺 康二
高校 １９６０（Ｓ３５）年卒
大学 １９６４（Ｓ３９）年卒

阿部 哉太
大学 副務

辻本 豊
高校 １９６８（Ｓ４３）年卒
大学 １９７２（Ｓ４７）年卒

丸尾 篤矢
高校 主将

中西 伊知郎
高校 １９77（Ｓ５２）年卒
大学 １９８１（Ｓ５６）年卒

壺内 寿之輔
高校 副将

藤井 淳
高校 １９８６（Ｓ61）年卒
大学 １９９０（Ｈ２）年卒

西村 匠翔
中学 元主将

平野 司
中学 主将

福家 匠音
中学 副将

直木 俊樹
高校 １９８６（Ｓ61）年卒
大学 １９９０（Ｈ２）年卒

【司会】

【現役】

【OB】

久保 晃平
大学 主将

2022年12月10日（土）15時00分～17時00分

　かつて黄金期を支えたOB達が何を考え、どのようにテニスに取り組んで来たのか。この座談会ではリラックスした雰囲気の中
で、主に現役選手の質問を切り口に、目標設定、甲南らしさとは、継承すべき伝統等々、温故知新の精神で本質に迫るコミュニケー
ションが交わされました。個人の経験等に基づく暗黙知を、座談会やその議事録等によって形式知化することは容易ではありませ
んが、今後の甲南テニスを考える際の一助になれば幸いです。

～目標設定について～

座談会
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藤井：これを言ったら怒られるかも知れないけど、甲南は団体
戦で強くないと思っていてね、過去にこれだけのメンバーが揃
いながらも、大学王座は二回しか優勝していないもんね。背
景にある大学の規模やセレクションの話等になると長くなるけ
ど、これらは所与のものとして受け止めて対策を練るしかな
いね。
久保：団体戦に重きを置くとはそういうことが大事なんですね。
中西：それと、個が強くなるためには、本当によく考えないと
いけないよ。当時は平日も休日も授業も関係なしに、テニス漬
けだった。（一同笑い！！）だけど、今は授業を受けながら、色々
こなさないといけないでしょ。限られた時間をうまく使って能力

を伸ばしていくことに重
点が移っていると思う。
その中で自分のポイン
トを取るスタイルをどう
やって作り上げるか？
当然、頭使うよね。
渡辺：これ、人生にお
いても同じだよ。
辻本：その通りですね。
結局、自分の考えてい
ることが全てに表れて
くるんですよね。テニス
だけでなく、社会に出
てからも、そういうこと
です。自分を高めようと
思って、読書や友達か
ら伝わる内容とか、そう
いうものに刺激されて、

いかに自分を磨きあがれるか。また、少しでも成長出来てい
ないと感じたなら、自省することも重要だよ。こういうことをよ

く考えてテニスに取り組んで欲しいんですよね。そうすれば、
社会に出た時に必ず役に立つ。本当の勝負は卒業してからで
すよ。
中西：出会い頭の成功
や逆転満塁ホームラン
なんかはないので、日
頃からの積み重ねが大
切なんよ。強い所を頑
張って伸ばす努力を続
け、日々どの部分が成
長しているのか、何が
足りないかを確認しなが
ら考えて取り組むことや
ね。それと、「なにくそ
精神」もいるよ。かつ
て「他大学のセレクショ
ンの選手とは能力が違
うので追いつけません」
と学生に言われたこと
があるけれども、いつか抜かしてやろうと地道に技術を上げる
努力を続けて欲しいです。
渡辺：個人個人が高い目標を持ち、自らの質を磨く努力を怠
らなければ、当然インカレ等の個人戦でもっと好成績を残すこ
とが出来るはず。そうすれば、結果として絶対に「王座」は
ついてくると思います。誤解しないで欲しいんだけど、個人戦
だけを重要視しているんじゃなくて、勿論、私もインターハイ
や王座の団体戦で甲南が優勝してくれることを夢見てるよ！
中西：近い目標と遠い目標を設定して、近い目標を一個ずつ
クリアしていくことが遠い目標を達成する唯一の方法ってこと
ですね。
久保：目標設定の考え方やその取り組む姿勢について、とて

渡辺 康二
高校 １９６０（Ｓ３５）年卒
大学 １９６４（Ｓ３９）年卒

日本テニス協会名誉副会長、元デ
ビスカップ日本代表選手・監督、
全日本学生テニス選手権大会シン
グルス優勝・ダブルス優勝

辻本 豊
高校 １９６８（Ｓ４３）年卒
大学 １９７２（Ｓ４７）年卒

全日本学生室内テニス選手権大
会シングルス優勝、関西学生春季
トーナメントシングルス優勝
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も勉強になります。ありがとうございました。
直木：目標に関する貴重なお話でしたが、ここからは練習の
仕方や試合中の心構えなどについてOBの方々に聞きたいこ
とはありますか？

～緊張について～

西村：フィジカルについてですが、かつては走ることによって
体力をつけていたというイメージがありますが、逆に現在で
は、体のつくり方や筋肉の付け方に重点を置くようになってい
ると思います。どちらを優先した方が良いでしょうか？
辻本：どちらを優先というよりはスポーツ選手に共通する構成
があってね、それをピラミッドで例えると、底辺のベースの部
分は体力ってことになる。その中でも持久系を中学生で、パ
ワーを高校生の内でつけておくこと。次に技術面がきて、頂
点は心理面が強いかどうかってことになる。
中西：昔は土のコートだったから、冬は霜が降りて練習がで
きないので、とにかく走るしかないし、トレーニングするしかな
かった。
渡辺：自分たちの時代は走るだけだね。山を走るだけ。
辻本：よく走りましたね。大学２年の合宿の宿泊先のお風呂
で、長嶋茂雄さんに会って「近代スポーツの基礎は体力、ラ
ンニングですよ」って言われて、それで走るようになった。（一
同笑い）兎にも角にも、まず体力が無ければ、技術もメンタル
もついてこない。そこを忘れないで欲しい。

平野：団体戦を含め試
合前は緊張しますが、そ
の緊張を良い方に持っ
ていくためにどうされて
いたのでしょうか？自分
にかける言葉とか、どう
いう気持ちで試合に臨
めばよいか等を教えて貰
えますか？
渡辺：甲南の伝統という
か、気質としては緊張し
ない（一同笑い）。あま
り物事を深刻に考えず、
普段の状態で臨めるの
が甲南のいい所。こうい
う伝統は引き継いで欲
しいね。「このゲームを
取ったら勝ち」とか考え

始めたら、緊張が高まって、つい「いつもと違うこと」をしてし
まう。そんな時こそのんびりと構え、「まだまだ先は長いんや」
という思いでプレーすること。そうすると「勝ちびびり」が無
くなり、もっと戦績は上がっていくと思うよ。
中西：それと、緊張するのは、何かに自信がないからやわ。
自信を付けるには豊富な練習量しかないからね。ハードな練
習で自信をつけたら、試合は気楽な気持ちでやったらいい。
負けても命は取られないのだから。

藤井：「負けても命までは取ら
れない」という点はまったく同
感。結局は、試合に臨むまでの
「準備」が極めて重要で、「自
分はこれ以上やれない」とい
うところまで追い込んで準備
をしたのかが問われる。準備
不足が原因で、試合中に緊張
してしまったら後の祭り。しっ
かり準備をした上で、本番は
開き直って臨む。これしかない
ね。それでも「勝ちびびり」す
る人は・・・う～ん、その人の
性格の問題やね！（一同笑い）
中西：気楽にやるっていうの
は、負けてもいいという意味
と違うよ。気楽にやった方が
勝てるチャンスが増えるってこ

中西 伊知郎
高校 １９77（Ｓ５２）年卒
大学 １９８１（Ｓ５６）年卒

全日本学生テニス選手権大会シン
グルス優勝・ダブルス優勝、全日
本学生室内テニス選手権大会シン
グルス優勝
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と。気楽っていうのは自分に過度のプレッシャーをかけないこ
と。その上で、自分がベストを尽くせばそれでええんよ。

～プロ選手になるには？～

福家：自分はプロになるという大きな目標があります。それを
実現するためにどうすればよいのか、今何をすべきなのかを
逆算して考えていますが、先輩方はどのように考えて練習に
取り組まれていましたか？
辻本：私は、海外でプレーし始めたのが二十歳を過ぎてから
で、その時代でも遅すぎた。早めに世界に出て、自分のレベ
ルがどれくらいなのかを、把握することが肝要じゃないかな。
若いうちから海外を回って、同年代のトップ選手と同じ土俵で
戦って「実力差」を実感して欲しい。そうしないと、どんな力
をつけないといけないのかが分からないでしょ。
渡辺：自分は中学生の頃は全然ダメだった。同級生の中での
実力は５番手ぐらいやったかな。高校の後半になって、全日本
ランキングに入りたいみたいな欲が出てきて、そこから急に強
くなってきた。だから、長い目で焦らず、一生懸命日 ト々レー
ニングして、一球でもボールを多く打ちたいと思っていたら必

ず強くなれるよ。
福家：強くなったきっかけ
は何だったのでしょうか？
渡辺：インターハイ・シ
ングルス決勝で同僚の
松本鐵一君（インター
ハイ三冠王）に負けた
刺激が強すぎて、めちゃ
くちゃ悔しくてね。それ
がきっかけやね。（一同
笑い！）
藤井：ところで、学生
時代、国内アマチュア
でもトップクラスだった
中西さんはどうしてプロ

に転向されなかったのですか？
中西：当時ね、オレンジボウルに出場して、イワン・レンドル（後
に世界No.1）と対戦して、結構競ったんだけど負けてね。で
もボールの質が全然違うの。これは勝てんなって。他にも、す
ごい連中ばかりで、そんな中でプロとして食べていくのは厳し
いなという感覚もあった。同期にはジョン・マッケンローもいた
し。（一同大爆笑！）
久保：同期にマッケンローとか初めて聞きました！（一同また

また大爆笑！）
藤井：高校3年生の時
にウィンブルドン・ジュ
ニアに派遣されて欧州
を２か月ほど転戦させ
て貰った。当時ジュニア
の試合に出場している
選手は１５～１６歳が多
くて、１８歳にもなると、
もうプロのサテライトを
廻っているんだよね。ウ
インブルドンの予選を
松岡修造君と見に行っ
て、そのレベルの高さと
ドッグ・ファイト（格闘）
と言われるほどの激し
い試合を観て衝撃を受
けたわ。自分は数年後にこの場所で勝ち抜いていけるイメー
ジが全く描けず、自信喪失したことを覚えてるなぁ・・・。
中西：外国の選手って、すごくハングリー精神があるよね。早
くからプロになってツアー回って、ちょっとした賞金で次の大
会に行く。負けたら手持ちのお金が無くなるから帰らないとい
けなくなる。だから、絶対に賞金を稼がないといけない、みた
いな。でもね、きちんと人生設計もしてて、２４～２５歳でのＡＴ
Ｐランキング目標を設定して、そこに達成しなければやめる、
と一緒に回っていた連中が言ってた。それから大学に入るこ
ともできるし、違う世界や違う人生もある、という考え方をし
ている人が多かったなぁ。
藤井：因みに、この年のウインブルドンは同い年のボリス・
ベッカー（１７歳７ヶ月で史上最年少優勝）が優勝した。同い
年の高校生がウインブルドンで優勝ですよ。世界との格差を
見せつけられましたね。なんか、プロになることは難しいとば
かり言ってるみたいやね。そういう意味じゃないよ。今は錦織
君の例もあるし、世界との差は縮まってると思う。とにかく、
プロを目指すのであれば、一日も早く世界のレベルを経験し
て欲しいな。
福家：とても厳しい世界ですね。でも、挑戦したいと思います！

～メンタル・タフネス等～

阿部：自分はダブルスが得意で、シングルスと成績の差が出
ている。先輩方は何を考えてダブルスとシングルスをやってい
ましたか？

藤井 淳
高校 １９８６（Ｓ61）年卒
大学 １９９０（Ｈ２）年卒

全日本学生テニス選手権大会ダ
ブルス準優勝、関西学生テニス選
手権大会シングルス優勝

直木 俊樹
高校 １９８６（Ｓ61）年卒
大学 １９９０（Ｈ２）年卒
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中西：テニスの基本はシングルスやと思うよ。コート一面をい
かに使うか。シングルスの能力が高い選手はダブルスの能力
も高い。シングルスのいろんな引き出しを持つとダブルスにも

使える。
渡辺：シングルスとダブ
ルスでは全然違うボー
ルを打つ必要があるで
しょ。シングルスは長い
ボールでベースライン
近くに打つのが基本だ
し、ダブルスはボレー
ヤーの足元を短いボー
ルで狙うのが基本で
しょ。そういう能力って、
単複やることで養われ
たと思うし、両方やるこ
とで技術の幅が広がる
と思うよ。

中西：この技術があって初めて、コートを広く使える。阿部君
の場合、ダブルスが得意なんだったら、サービスやボレーが
上手いんでしょ？ストロークもアングルをつけるのが上手いん
だと思う。あとは、渡辺先輩がおっしゃったベースライン付近
を狙う長いストロークが打てたら完璧やんか。それらを上手く
組み立てたら、シングルスも絶対勝てるよ。
阿部：ありがとうございます。シングルスに足りない技術を練
習して、単複共に好成績を目指したいと思います。
平野：試合に臨む際に、自分の軸や気持ち等ゆるぎないもの
があると思いますが、その辺りを教えてくださいますか。

辻本：これはね一番大事なことで、
勝負って試合前から決まってると思
う。例え第１シードの選手と試合す
るときでも、相手の方が強いと絶対
に思っちゃいけない。自分が少しで
も下だと思うと必ず負ける。心理面
で優位に立つってことが絶対条件
なんだよね。相手も人間なのだから
必ず弱点があるはずなのに、心理
面で優位に立っていないと、それに
気付けない。勿論、相手をリスペク
トすることは大切だけど、自分の方
が強いんだから必ず勝ってやるとい
うマインドがないと競ったら必ず負
ける。
丸尾：自分はキャプテンをしていて、

チーム全体のモチベーションをどうやって上げていけばいい
んでしょうか？部員それぞれに個性があって、個人戦ではモ
チベーションが上がるのに団体戦では低くなる人とか、レギュ
ラーとイレギュラーの間に意識の差があるとか・・・。色 と々
難しいです。
渡辺：モチベーションを上げるには、何か良い刺激を与えるこ
とが有効と思うよ。例えば、いい所を見つけて褒めること。そ
の時はすぐに反応しなくても必ずそれが頭に残っていて、どこ
かのタイミングで頑張ろう、というモチベーションに変わると思
う。個人戦で頑張って結果を出した選手には「甲南テニス部
のヒーローやね！」みたいな声掛けをしてみたらどうかな。そ
うすると自覚が出てきて団体戦も頑張るかも知れない。こうい
うことを考えて行動するのが、キャプテンとしてのリーダーシッ
プじゃないかな。
丸尾：部員一人一人の
個性を理解して、その
良さを引き出していくこ
とが大切なんですね。
ありがとうございます。
西村：トップに立つ人
と、あと少しでトップに
立てそうな人との差は
何ですか？自分では頑
張っていても、あともう
ちょっと結果が足りない
と感じています。
辻本：結果が出ない理
由は何が原因なのか徹

阿部 哉太
大学 副務

久保 晃平
大学 主将
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底的に分析しないとダメかな。自分で試行錯誤することが第
一だけど、第三者に見てもらうことも重要かな。自分で自分の
ことを客観的に観ることは難しいもんね。上にいる選手と自分
との差は何なのか、分析できるアドバイザーを探して自分で
それを落とし込めたら一番いいね。
西村：コーチからメンタルが弱いと言われる。鍛え方はありま
すか？
辻本：あるけども、それは内緒や（笑）。メンタルが、どの場
面でどうなっているかなんて自分では分かりにくい。だから、
自分のプレーを第三者に見てもらってアドバイスをもらう。そこ
にお金と時間をかける。そうして、メンタルの長短所を徹底的
にディスカッションして理解しないとね。でも気を付けないとい
けないよ。適当なことを言う人もいるから。（一同笑い）結局
は、普段の生活から自我をしっかり持って、メンタルを鍛えるっ
て意識が大切かな。

～自分の武器～

福家：試合をやっている中で、自分には絶対的な武器があま
りないのでそれを持ちたいと考えています。先輩方の武器は
何でしたか？
渡辺：武器は頭脳や（笑）。自分はバックハンドが得意ではな
かったので、フォアハンドでばかり打っていた。フォアに回り込
むための鍛えた足があったからこれが出来た。
辻本：私は両手のバックハンドかな。昔はラケットが重かった
から両手になったけど、リーチが狭くなるから足腰が必要だよ
ね。これはボール拾いで鍛えら
れたね。兄がネットプレーヤー
だったから影響を受けて、両手
をやりながら前へ出ていくスタイ
ルに変えていった。そしたら大学
から勝ちだした。
中西：自分のスタイルはネットプ
レー。ストロークなんていらん（一
同笑い）ネット取ったもん勝ちや
わ。シングルスでネット出て行っ
て、ラインぎりぎりにパッシング
決められたら仕方ない。でも、相
手もミスするから、前に出て来た
ボールを半分止めたら勝てると
思っていた。
福家：ミスをしないで長いラリー
をして、チャンスがあったらボレー

で仕留めるようなテニ
スをしていきたいと思っ
ている。
渡辺：皆さんの中でネッ
トプレーが得意な人が
いるかな？ （数人が挙
手）頼もしいね。最近
はみんなグラウンド・ス
トロークが中心だから、
ネットプレーができると
良いね。
壺内：ボレーをやった
方がいいですか？
渡辺・辻本・中西・藤
井：絶対やった方がいい！
中西：テニスはミスを待つスポーツじゃなくて、ミスをさせる
スポーツ。広いコートのどこにでも打てたら、ミスなんてしてく
れない。でも、ネットに出たら狭いところを狙わないとアカンで
しょ。そしたら、ミスが増えてくる。ストロークはネットを取るた
めにあると考えて欲しい。
渡辺：甲南の伝統は、やっぱり攻撃テニスやね。

～甲南らしさ、とは～

久保：僕は大学から甲南にきたので、3年間しか甲南に携わっ
てない中で、その甲南らしさという言葉を理解できてないとこ

丸尾 篤矢
高校 主将
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ろがあって、その辺りを教えていただきたいです。
藤井：テニススタイルにおける「甲南らしさ」というのは、リス
クを取る攻撃型テニスかな。強かった先輩方にもこのスタイ
ルが多いし、逆に、粘ってミスを誘って勝っていてこの人すご
いな、という人は余り思い浮かばないな。
中西：攻撃は最大の防御という感じかな。言い方が悪いけど
やっぱり甲南ってええ格好がしたい。エースとった方がかっこ
いいので、エースを取りにいきたい。テニスはエースよりミス
の方が多いんだけども、やっぱり「エース取ってなんぼや」と

いう風にちょっと思って
たかな。たまたま自分は
サービスダッシュして、
ボレーで勝負しにいって
エースを取りに行くスタ
イルになったけど、スト
ロークでもええんよ。守
るストロークじゃなくて、
「隙があればエースを
狙いに行くんだ」くらい
が甲南のスタイルかな。
みんなはどう？
久保：攻撃的かといわ
れると、守備的な人が
多いと思いますね。

丸尾：自分の場合、ダブルスは攻撃的ですが、シングルスは
守備的です。持久力に自信があって相手が疲れたところを攻
撃していく。先輩方がおっしゃっている攻撃的なテニスはでき
ていないですね。

渡辺：とにかく、ポイン
トを取るパターンを思
い描いて、それがミスに
なったとしても落ち込ま
ない。計画通りフォアに
廻り込んでストレートに
打って、それをミスして
落ち込んでたら、悪い
方へ向いてしまう。だか
ら、日頃の訓練で平気、
平気といつでも思って
ないと。落ち込んだ姿
を相手に見せるとます
ますやられるからね。
辻本：つまり、甲南らしいテニスとは、フォアでもネットでもな
んでもいいんだけど、ミスを待つんじゃなくて、攻撃してポイン
トを取るスタイルを完成させてるってことじゃないですかね。
中西：そうですね。だから自分のスタイルを貫いて、負けたら
それはそれで相手が上手かったからしょうがない。割り切りか
な。相手も研究してくるから、いかにそれをさせないでおこう
と思ってくるわけだから。
藤井：ちょっと突っ込んでもいいですか。とは言いながら皆さ
ん試合中にすごく緻密に計算されてますよね。試合を観てい
てそれを強く感じますよ。ただ単に攻撃してやろう、ネット取っ
てやろうではなくて、試合のポイントの流れの中で相手がどう
動いてくるかを予測している。これには確率論的な思考が必
要で、駆け引きや大胆な部分があっても、「何でポイントを取っ
て、取られているか」、それを踏まえてプレーを組み立てられ

ている。それに、リズムが何とも良い感
じで、テンポが速いですね。独特で真似
したくなります。
渡辺：別に秘密主義じゃないけど、人に
言わないだけで、皆さん陰で相当な努
力をしている。みんながやらないときに
何かをやる。そういうことがどれだけ出
来るかが肝やね。
直木：その他に「甲南らしさ」ってあり
ますか？
辻本：私は中学3年のときに甲南へ転
校してきたんだけど、それまで堺の方の
中学校で、ファッションがものすごく違っ
てたのを今でも覚えてる。（一同笑い）
細めのズボンを履いてる。向こうは太
めのズボンなんですよ。いわゆるバンカ

西村 匠翔
中学 元主将

壺内 寿之輔
高校 副将
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ラですね。それと、ジャズや乗馬
をやっている人がいてね、趣味が
多彩だった。やっぱりかっこよくシ
ティーボーイ的な感じが非常に強
かった。それも伝統かなと思った
りする。神戸独特の感じかな。
中西：甲南の伝統って、やっぱり
いい格好しい。（一同笑い）スマー
トにテニスをやりたい。シティー
ボーイ的な。
渡辺：性格的には、腐らなくて能
天気なところがあるけども、それ
が甲南らしさであり強みでもある
んじゃないかな。だからみんな思
い切ってやんなはれ。自分のや
りたいことを先輩がギャーギャー
言ってやめさせるのは甲南の伝統じゃないし、自由気ままに自
分のテニスをやりなさいっていうのが甲南のいいところじゃな
いかと思う。形にはめないところが甲南らしさって思うけど。
中西：基本的なところはあるけど、それ以外は自由でいいと
思うよ。今はYouTubeなんかで、色 と々情報が取れるでしょ。
「これは自分でも出来るんじゃないか」とか、「こういうテニス
をしたら面白いんじゃないか」とか、とにかくやってみることが
大事なんじゃないかな。まだ14歳から20歳ぐらいでしょ？まだ
まだ頭も体も柔らかいから、柔軟な姿勢で、自分のテニスを
作っていくのがいいんじゃないかな。
藤井：それと、甲南らしさっていうのはやっぱり「自主自律」っ
てことだね。甲南には強力に抑え込むようなコーチも監督も
いないでしょ？それが良い意味での伝統やね。だからこそ
自分で自分をどれだけ追い込めるかみたいなところがあるの

で、そこを真剣に中学・
高校・大学でもやって
欲しいいなと思う。それ
をやり切れば仮にテニ
スが駄目でも他でも通
用すると思うので、そ
の経験を是非してほし
い。それが伝統という
か、いい意味で未来を
つくる。この経験があ
るかないかで、人生長
いから後で相当影響し
てくると思うよ。結局、
テニスの実力は関係な

いよ。
直木：それでは、最後
になりますが、渡辺先
輩から「未来へ託すメッ
セージ」をお願い致し
ます。
渡辺：テニスも何でも
そうだけど、一流を目
指そう。甲南生はやる
ことなすこと全部やっぱ
り一流でなきゃ。練習
内容も、「もうこれぐら
いやったらいいや」って
いう妥協は絶対禁物。
練習はこれで十分か？と常に自問しながら取り組むこと。例
えば、ニューボールをどれだけ使うのか知らんけど、ニュー
ボールもどんどん使いたいだけ使わなきゃ。一流っていうの
は、ニューボールをどんどん使って練習して、古いパコパコの
ボールでやってたらダメだわ。
久保：渡辺先輩、予算が足りません。（一同大爆笑）
渡辺：心構えの話よ！ボールもそうだしウェアもそうだし、ラ
ケットもそうだし、コートもそうだし、全部やっぱり妥協しない
で一流のところでテニスをやっていきたいと強く念じてくださ
い！それが一流を目指す根底の条件だと思う。だからこれは
一流か？と常にやることなすこと、１回自分で問うてみて、それ
からやってみてください。ということです。そうして頑張って充
実した学生生活を送れるクラブであってください。今日はあり
がとう！

福家 匠音
中学 副将

平野 司
中学 主将
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～甲南大学女子テニス部の
成り立ちを知る～

　甲南学園が旧制高校を経て、男女共学の甲南大学を開学
したのが1951年（昭和26年）。既に男子部は活動中であっ
たが、女子部の成り立ちはどの様な経緯だったのだろうか？

山中：それでは、女子部の座談会を始めたいと思います。坪
川先輩が入部された当初、女性はお1人だったんですよね？
坪川：最初は、「甲南大学のテニス部に女性は入れない」と
伝わってきていて、入部出来ないと思ってました。私は甲南女
子中高の出身なので、同級生が甲南女子大学で練習してい
たので、当初は、そこへ行って一緒に練習していました。たま
たま出場した新人戦で優勝して、顧問の先生から「女子が大
会で優勝するのは、この学校が始まって以来だ」ということで、
すぐに大学の雑誌に載せないといけないし、学長にも報告し
ないといけないから優勝カップと賞状を持っていらっしゃいと
言われました。それがきっかけで、甲南大学テニス部の部員
として認められて活動を開始したという感じでした。といって
も、今のような厳しい活動とは全く違ってのんびりしたもので
したよ。
山中：木村先輩はいつからテニスを始められたのですか？
木村：私は中学3年生の時にたまたま外国にいて、テニスは
プロに習っていました。高校1年生のときに甲南女子学園に
戻ってきて、そのまますんなりと甲南大学に入学し、テニス部
の女子部に入りました。だけど、坪川さんがそんな苦労なさっ
たなんていうことは知らなかった。
山中：木村先輩は坪川先輩が4年生のときの1年生ですが、
9人もいらっしゃったんですよね。
木村：9人のうちインカレに出たのが、1つ下の学年も入れて
確か全日本学生のダブルスに６組出ましたね。甲南は男子部
の方がすごく強くて、デ杯選手が大勢いらっしゃったんで、女

子はそれと比べたら、少なかったですけど。
山中：いえいえ凄い戦績だと思います。中村先輩がテニス部
に入られたきっかけを教えて頂けますか?確か最後まで続けら
れたのは学年でお一人だったんですよね。
中村：そうなんです。私は、中学時代に軟式テニスを３年間し
てから箕面高校に進学したんですけど、硬式テニス部しかな
かったんです。仕方なく硬式を見様見真似で練習してたら、3
年生でインターハイに出場出来たんですよ。でも、甲南大学
に進学したら、テニスは辞めて英語の勉強しようと思ってて、
自動車学校にも通ってました。そしたら、当時の1つ上の山田
先輩から何度も勧誘されました。最初はずっと断ってたんです
けど、ここで断ったら、もし入る気になったときに入れてもらえ
ないかも知れないと思って行き始めた。そしたら、それがリー
グ戦の前だったんですよ。もう自動車学校なんかいける訳ない
（一同笑い！）。それで結局入部したんです。
山中：そうなんですね。部活へ勧誘するくだりは今も昔も変
わってないですね。コートはどちらにあったんですか？
坪川：当時は「甲南クラブ」っていう今の甲南小学校の北側
にあった民間のテニスコートを借りて練習してましたね。テニ
スコートが3面あって、土日は会員さんが使われて、平日は甲
南大学のテニス部が使えるようになってました。その代わり
コート整備をするという条件だったんです。でも、女子が入る
隙はありませんでした。そのうち、住吉川の土手との間に一
面コートが出来て、そこで練習しましたが、チョット間違って
打ったらすぐボールが川へ飛んでいくようなところで（一同笑
い！）。あと、今の甲南大学の図書館があるところに旧制高校
のバスケットコートとテニスのコートが２面あったんです。そこ
でも授業で使わない時間に練習してましたね。
中村：私の頃は住吉川沿いの西コートで練習してました。本
当にコートしかなくて、更衣室もなかったんですよ。それで、本
校の倉庫からリヤカーでネットやトンボやブラシを積んで持っ
ていくんです。1年生は私1人だったから、2年生が手伝ってく
れて、じゃんけんをしてやリヤカー係を決めていました。私が
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勝ったら2年生がリヤカーを引いて、私はお茶を持つ係になっ
たりという、心地よい生活をしてました。

～強かった甲南大学女子テニス部
　１部リーグ戦で優勝！～

尾西：当時からリーグ戦はあったんですか？
坪川：リーグ戦はありましたよ。最初は女子部は2部でした。
私の一つ下に斉藤ひろみさんが入部してくれて、もう1人理学

部の女性が1人入って
くれたんですけど、理
学部は勉強が忙しいか
ら練習には全く来ない
の。しかし3人は居るか
ら、とりあえずリーグ戦
に出場する事に決めま
した。しかし未だ一人足
りない。そこで甲南女
子テニス部で大学理学
部に進んでいた広瀬さ
んを「当日だけ絶対に
来てっ」と口説いて（笑
い！）、ようやくリーグ戦
に出場しました。私と斉
藤ひろみさんでシングル
ス２つとダブルス１つで

3点取り、2部で優勝して、入れ替え戦もなんとか勝って、１部
に上がったのよ。
尾西：うわっ、１部だったんですね。
坪川：そうよ、強かったの。私の３つ下のここにおられる木村

さん達（甲南女子高校テニス部員）が、甲南大学に来てくれ
れば、もしかしたら１部で優勝できるんじゃないかという感じで
した。そしたらちょうど村上登美子さんという強い方が神戸
海星女子学院高校に
いて、熱心に勧誘しま
した。木村さんと村上
さんは高校のときに国
体選手だったんですよ。
実はちょっとあんまり仲
良くなかったみたいなん
ですけど（一同笑い！）
木村：最高のライバル
でした。村上さんと私は
高校時代に幾度となく
決勝戦で当たりました。
坪川：木村さんと村上
さんが甲南大学女子テ
ニス部に入ったら、怖い
ものなしだと思っていま
したから、入部してくれ
た時は本当に嬉しかっ
た。それで、お二人の
活躍もあって1961年
（昭和36年）に１部のリーグ戦で優勝できました。ただ、その
当時は、女子は、王座対抗戦がなかったのでとても残念でし
た。あったら絶対に優勝していたと思いますよ。
尾西：１部で優勝したことがあったんですね。すごいです！
中村：私の頃も１部でした。リーグ戦の前に新人戦があってバ
カンバカン打って、0-6、0-6で負けたんですよ。そしたら、木
村さんに「あんたちょっとおいで」と呼ばれて、「完璧主義す
ぎる」ってすごく怒られた。木村さんは覚えておられないと思

坪川 順子
大学1962（S37）年卒

全日本テニス選手権出場、関西
学生テニス選手権シングルスベス
ト4・ダブルスベスト4

木村 洋子
大学1965（S40）年卒

全日本テニス選手権ダブルスベ
スト4、全日本学生テニス選手権
ダブルス優勝2回、関西学生春季
テニストーナメントダブルス優勝3
回・シングルス準優勝、関西学生
テニス選手権ダブルス優勝3回・
シングルス準優勝



42

いますが・・・。
木村：うん、全く覚えてないですね。（一同笑い！）
中村：そのすぐあとにリーグ戦があったんですが、そこからテ
ニスの考え方が変わったんです。それまで一発で駄目だった
ら終わりと思ってたけれど、団体戦だからとにかく我を捨てて、
ひたすらボールを拾って、チャンスが来るまで待ちました。私は、
リーグ戦で育ててもらったようなものです。おかげでインカレに
行って、全日本にも行きました。インカレではシードがついたん
ですよ。

～強くなるために必要なこととは？～

山中：現役の方は、今、どのような練習スケジュールですか？
尾西：平日は授業後に3時間練習し、土日は1日練習なんです
が、合計したら4時間半ぐらいです。後はトレーニングをやって
います。
山中：昔は、授業の合間にテニスをするというより、テニスの
合間に最低限の授業に出るって感じでしたが、今は六甲アイ
ランドまで行かないといけないんですよね。
安本：そうですね、今は授業が終わってからの練習です。先
輩方に当時の練習やトレーニングのメニューを教えていただき
たいです。
坪川：私達の頃は、トレーニングなんてやらなかったんですよ。
唯一のトレーニングと言えば、雨が降ったら走る。それぐらい
でした。練習では人一倍ボールを打ってましたね。練習が9時
からなら8時に行って、やりたい人同士で練習する。毎日1時
間余分に練習するということがすごく大事なんですよ。私は、

同級生の男子部員にその1時間ほ
ど、練習してもらってました。それが
とってもよかったと思っています。
木村：私達はラリー中心の練習をし
ていました。そのなかでも一番きつ
かったのは男子とのラリー練習です
ね。そのときだけは最後にぶっ倒れ
ました。甲南の男子はすごく強かっ
たですから。あんなに厳しいってい
うかつらい思いした練習は初めて。
当時はラインを引く白い石灰でライ
ンを引いていたんですけど、暗くなっ
てボールが見えなくなると、ボール
に石灰をまぶして練習しました。他
には球出しなどはやってませんでし
たね。球出しは最近の練習方法だ

と思いますが、個別の技術を上げていくにはとても良いと思い
ます。
中村：ローラー引きは、ハードなトレーニングになってました
ね。土のコートだったので、ホースなんかないからバケツで水
を撒いて、ローラーを曳くんです。水溜まりがあれば先輩に怒
られるから、結構大変でした。トレーニングにもなっていたけど、
そういう精神的なもの、我慢っていうのは、とても大事と思い
ます。
木村：私は「鬼キャプテンの木村」って言われてね。（一同笑
い！）ここへ来る前も、1年後輩の人に「座談会に行くんだ」っ
て話したら、「木村さん
のおかげで、今もいろ
んなことがあったときに
頼れる足腰、精神そう
いうものが培われたと
思いますから、今となれ
ば感謝してます。そのと
きは「鬼キャプテン」と
思ってましたけど」って
言われました。（一同大
爆笑！）
坪川：今の方たちはい
ろんな練習やトレーニン
グの方法の情報が与え
られてますから、それを
大切にしてください。ト
レーニングは本当に大
事だと思います。テニ
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ス以外にどれだけトレー
ニングをして基礎体力
をつけるか、それが強く
なっていく一つのポイン
トだと思います。
山中：テニスだけじゃな
くスポーツで結果を出
すためには、メンタルが
すごく重要だと思うんで
すけれども、メンタルを
鍛えるためには、やはり
鬼キャプテンがいないと
駄目ですか？
木村：いや、メンタルだ

けは、自分自身の問題ですよ。
坪川：私も人に鍛えてもらうものではないと思います。私は、
先輩はいませんし、人にテニスをしなさいって言われたことは
一度もありません。やめとけと言われたことはたくさんありまし
たけど（一同笑い！）。まず、4年制の大学に行くこと自体、親
から「お嫁に行かれへんやないの。」と言われるような時代
だったんです。さらに、色は黒くなるし、テニスなんてやるべき
でないという時代でした。だから私は大学1年のときからお料
理は習いに行ってました（一同大爆笑！！）。料理の先生にも、
「どうしてテニスなんかしてるんですか。色が黒くなるし、お
嫁には行けませんよ。」とずいぶん言われました。だから私の
場合は誰かに言われてやるんじゃなくて、誰もすすめてくれな
いけど、私がやりたいからやってたんです。多分そういう自分
の意志をしっかりと持つことが、精神的な強さに繋がったと思
うんですよね。
中村：私達の時代に某女子大学がすごく強かったんですね。
そこには有名な強権的な先生がおられてね。そこの学生は、
みんな従順に従っている子たちでした。その学校とリーグ戦で
戦う時は、必ず腕組みしながら後ろで座られるんです。私は、
「見とけよ、あなたが教えた子たちをやっつけてやろう！」と
思って頑張りました。私は、センスはないけどそういう根性だ
けはあったかもしれない。（一同笑い！）
坪川：結局、やれと言われると人はやりたくなくなるんですよ
ね。私は1、2回生のときは個人戦に申し込んでもらえなかっ
た。悔しかったです。みんなは、私がテニス部を辞めると思っ
てたんでしょうね。でも、ここで辞めたら、終わりだと思ったん
です。だから、自分の意志で試合も申し込んだし、部活も続け
ました。それでこそ、何か残せるものが身につくけど、辞めた
ら自分に何も残らない。メンタルが強いって、そういう自分の
意志をもってるかどうかじゃないですかね。

中村：私は、押し付けられるのが嫌いで、自分で考えたテニス
をしたい人間だったから、なんで自分のやりたいテニスをしな
いんだろうと思ってました。「なんで私はこうなんだろう？」っ
て考えることはすごく大事だと思うんです。それはテニス以外
のことにも通じてて、自分の気持ちがない人は駄目ですね。
中山：試合中のことなのですが、ミスが増えてきたときに怖く
なったりすることもあると思うのですが、そういうときはどう対
処されますか？
坪川：そういうときは確かに怖いですね。ミスが増えてくるって
いうのは、相手のボールをきちんと判断できてないことが原因
だと思うんです。思ってるよりも、スピードが速かったり、バウ
ンドが跳ねてきたりと何か理由があるはずなんです。この理由
を考えて対応したら、ミスは減るんじゃないかと思います。
木村：それとやっぱりハート、気持ちだね。ミスが出だしたら弱
気になるんですよ。これは誰だって当たり前で、弱気になると
入れにいっちゃって余計ミスに繋がるんですよ。だから弱気に
ならずに、テニスの三
原則をチェックしてみて
ください。「足を動かし
て、ボールをよく見て、
最後までしっかり振り切
る」です。これを常に
自分に言い聞かせて、
練習するんですよ。一
つや二つ負けてもいい
んですよ。後悔するよ
うな負け方をしないよう
に思い切ってやらないと
もったいない。中村さん
のように、強気になって
打っていけばいいんじゃ
ない？
中村：結局、入らなくなるっていうことはいろいろ考えるわけ。
これ取られたら、15-30になる、これ取られたらゲームになる
とか、邪念が入ってるから、集中できなくてミスが出る。何も
考えず、しっかり自分が練習してきたことをする。それができ
るのは、練習の裏付けだからね。練習してなかったら裏付けも
何もないから。集中しているとポイントのことなんか考えない。
いつの間にか、ゲームが取れたっていうレベルまで集中できた
ら、大体ものにできる。相手が強過ぎたら負けるときは負ける。
でも、どうにかしたら勝てる試合をものにしたいならとにかく集
中することだと私は思います。
井上：私は、自分の理想のテニスと勝つ為のテニスが違うこ
とに悩んでいます。私は打って勝つテニスがしたいんですが、
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勝つ為にはもっと粘り強
くロビングとかを使った
りしないといけないなっ
て思っているんです。で
もどうしても理想のテニ
スが頭にあって、邪魔し
てくるんです。
中村：勝つ為のテニス
というよりは、結果とし
て勝つだと思うのね。
私は甲南女子大の小
川厚子さんのフットワー
クが華麗で理想でした。
そういうのが出来るとき

は、すればいいんですよ。だけど、それだけじゃ駄目なときが
絶対出てくる。例えば、団体戦であなたにポイントかかったら、
みんなのために頑張らなきゃいけないじゃない。じゃあ、したく
ないけど、ここはロブで粘って、自分のペースに戻ったときに、
又、自分のテニスをしようっていうメリハリが必要だと思うの。
理想のテニスが出来ない時は我慢する。そしたら、また新しい
ものが見えてくると思う。こういう勝ち方も楽しいよねって思え
るようになると思う。自分の考えに固執し過ぎない方がいいん
じゃないかな。
木村：自分のやりたいと思うテニスをやればいい。だけど、自
分の理想ばっかり追っかけたら勝てないなっていう壁にぶつか
りますから、そのときに自分がどういうふうに変えていけばい
いのか、自分で考える。そして、勝つためにはやっぱり打つばっ
かりでなく、少しロビングを使うとかいろいろ考える訳でしょ。
そうするとテニスが変わっていく。そしたら勝てるテニスになっ
ていける。でも一年生だからまだ理
想のテニスを追いかけたらいいと思
いますね。
坪川：打って勝つということ自体は
正しいと思うけど、勝てないのには
理由があるはずよね。打って返すに
は適さないボールっていうのは絶対
にあるじゃないですか。いつも自分
に都合よく打てるボールばっかり相
手が出してくわけはないから。自分
がエースをとっても、今度ミスしたら
トントンでしょ。打てるボールを失敗
したって、そんなことはいいんです。
だけど、絶対無理でしょっていうボー
ルを無理に打って失敗するのはやめ

た方がいい。見極めがすごく大事ってことよね。
木村：今、皆さんがおっしゃったテニスは、あなたの理想とし
ている打って勝つテニスだと思いますよ。あなたが理想とする
テニスを目指すのが一番いい。頑張ったらいい。

～強さの秘訣～

山中：木村さんはインカレのダブルスで2年連続優勝されてい
るのですが、ダブルスの練習や秘訣等教えていただけますか。
村上さんと組まれていたのですが、元 ラ々イバルですよね。ど
んな感じだったのでしょうか？
木村：本当にすごいライバルだったんです。全国高校で1位２
位を年中競っていた仲ですから。大学で同じテニス部に入っ
てきた時はびっくりしました。彼女はストロークがとても安定し
ていて、私はネットプレーが得意だったので、2人が組むとやっ
ぱり強いんですよ。彼女がすごくいいストロークを打ってくれる
から、それを見計らって私がポーチにでたり、あがってきたス
マッシュを叩いたり。すごくよくコンビネーションのとれたダブル
スペアだったんです。
坪川：私は今でも、その昔にダブルスの名プレーヤーだった
方 と々ご一緒する機会があるんですが、今でも本当にお上手
ですね。特にネットでの動きが、普通の人には出来ないような
動きをする。ストロークも突き玉やロブを上げるタイミングなん
かが絶妙です。ダブルスはやっぱり別物です、シングルスは違
う競技だと考えておいた方がいいと思う。
中村：私はどちらかと言えばシングルプレイヤーだったので、
ダブルスの時はストロークの事を考えてた。基本的にペアがボ
レーをしやすいような球を作ってあげるのが仕事だね。だから

中山 桜
大学2年
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シングルスとダブルスのストロークは違う。自分がどんな角度
にどんなボールを打ってあげたらペアがポーチにでやすいか、
を常に考えてた。ペアに花をもたせる気持ちがストローカーに
は必要ですよね。
坪川：ネットでボレーやスマッシュを決めた時は、そのボール
を作ってくれた人に感謝しないとね。サッカーでいうところのア
シストですよね。「あなたのお蔭でエースをとれたわ。ありがと
う！」ってね。そうやってお互いを思いやる気持ちがダブルス
には一番大事よね。学生の皆さんは出来てますか？
尾西：出来てないところもあるかも知れません。気を付けて実
践します。
木村：ダブルスはパートナー次第で変わるから、得意とするプ
レーをキャプテンはよく見て、組み合わせを考えないとね。ス
トロークのいい人とネットプレーの上手い人を組ませてあげる
とか、考えてあげればペアとしてだいぶ違っていくんじゃない
かと思います。パートナー選びっていうのはキャプテンの責任
よ。例え、余り仲が良くなくても勝つということに対しては一緒
に一生懸命になるから、その辺のことは考えず、プレースタイ
ルが合う人を選んであげたらいいと思いますよ。
尾西：私もキャプテンをしていてチームを運営することの難し
さというのは感じてるんですが、木村さんと中村さんは当時
キャプテンされていたということで、大切にしておられたことな
どがありましたら教えていただきたいです。
木村：私は「鬼キャンプテン」と言われようと、「甲南大学の
女子テニス部が強くなればいい」と思っていました。勝つこと
が一番大事と考えていましたから、厳しくして強くしてあげる
ことが任務だと思います。勿論、むやみやたらと厳しいのは
駄目ですよ。「その人のためになる」ということを念頭に置い
て、根底に「愛情を持って厳しく育てること」がすごく大事だ

と思う。
尾西：キャプテンとしての覚悟でしょ
うか・・・。嫌われるかもと思っちゃ
います。
木村：キャプテンは嫌われてもいい
んですよ。愛情を持って接したら、
選手たちはその厳しさをちゃんと受
け止めて、一生懸命に練習して強く
なる。練習っていうのは、本当に心
を込めて一生懸命真摯に努力しな
いと駄目だと思います。結果として、
勝ち出しますので、キャプテンの信
頼は高まって、苦労も報われますよ。
尾西：自分もそういうキャプテンを
目指したいです。

木村：私がテニスをしてきて、一番自慢できることは、キャプ
テンをしているときに全日本学生のダブルスに６組出たことな
んです。甲南大学テニス部の女子部だけで6組も出たってい
うのはめったにない話でしょう。それが、私がテニスやってき
て一番嬉しかったことですね。

～甲南らしさとは？～

坪川：こんなこと言ったら時代が違うって言われそうな気がす
るけど、私は甲南ってすごく仲がいいことが特徴じゃないかと
思っています。当時、男子の強豪校もあったけど、すごく暗い
印象がありました。テニスをやらされているみたいな感じかな。
のびのびとしていて明るくて楽しい雰囲気が甲南の特徴だと
思います。
木村：明るくて楽しいだ
けで終わったら駄目で
すけどね。やっぱりテニ
スは勝ち負けを競う個
人スポーツなので、ダ
ブルスパートナーも対
戦相手に成りうる。で
も、甲南って、その辺も
わきまえた上で仲がい
い。だから、本当に明
るくて楽しくて素晴らし
いテニス部なんですよ。
私は卒業して随分経ち
ますが、未だに「あ～で

井上 美月
大学1年
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きたらまた甲南のテニス部でテニスやりたいな」って思います
よ。それほど甲南のテニス部が好きです。本当にいいチーム
だと思います。

～OGの方々の卒業後の 
テニスライフは？ 

「えっ、全米オープンに出場！？」～

坪川：私は結婚したらもうテニスはしないだろうと思ってまし
た。そういう時代だったというか。でも、4０歳くらいのときにマ
マさんテニススクールっていうのが流行りだして、再開しまし
たね。学生時代に会員だった芦屋クラブにまた入会して、そ
れから今日までずっとやっていますね。
中村：すごいですね、私は口だけテニス（笑い！）。結婚して
長崎に行ってテニスは続けていて、国体に出
たんです。でも、41、42歳の頃に靭帯がき
れて、お医者さんに「普通の生活はできます
が、選手生活は手術しないと駄目です。」と
言われたけど、手術はしなかった。そこから
は選手生活はやめて、子どものテニスの球
出しをしてたんですけど、子どもの手が離れ
たのを機に、「同じことしてお金儲けができる
のはコーチか！」と思ってルネサンステニスス
クールというところに入って、47歳から今年
72歳に至るまでテニスコーチをしてます。60
歳で引導を渡されると思ったら、「車椅子にな
るまでやってください。」と言われてね（一同
笑い）。年配の人も習いに来られるけど、基
本的なことだけをきちんと教えてあげたら、そ

れなりに上手になっていくんです。出来るように
なって喜んでいる顔を見るのが楽しくてね。それ
が今の一番の楽しみかな。おかげさまで、甲南
で培ったことが今までずっと活きて、そういう生
活をさせていただいています。
木村：私は卒業してからずっとテニスを続けて
います。その中で自慢できることをお話ししま
すね。卒業してすぐに日本テニス協会から紹介
状をもらって渡米したんですね。そのときにアメ
リカにいらっしゃった藤倉さんというとても強い
有名な男性がいらっしゃって、「木村さんいいよ
ね！」といって、いろんな試合に出させてもらっ
てたんです。そしたらある日突然、「木村さん、
今度当たる相手に勝ったら、全米選手権に出れ

るよ！」って言われて「そんなことないでしょ！」って言ったら、
「あの子が全米に出る資格を持ってるから、あの子に勝った
ら木村さん入れるから頑張りなさい。」と言われてその試合に
出たんですよ。それで彼女と対戦したんですけど、相手が若く
て結構荒かったんですね。私はどうしても勝ちたいと思って、
普段ロビングはあんまりやらないんですけど、ロビングをあげ
たらミスしてくるから「これだ！」と思って、粘って勝ったんで
す。全米選手権に出られるなんて夢にも思っていませんでした
が、そしたら、なんとなんと出られたんですよ！だから全米選手
権に一度出てます！知らなかったでしょ？（笑い！）
全員：すごーい！！
山中：失礼ですけど予選じゃなくて本戦ですか？
木村：はい。USオープンがオープン化する前、全米選手権っ
ていう名前でした。その時は、テニスの神様が「一生懸命
やってるからご褒美をあげよう」って降りてきてくれたみたいで
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した。1回戦でコロッとやられました
けど、私が一番自慢できるエピソード
です。
中村：その時の第1シードって誰で
した？
木村：第1シードは「マーガレット・ス
ミス・コート」夫人（元世界1位、全
豪オープン会場の1番コートは彼女
の名を冠した「マーガレット・コート・
アリーナ」）でした。その時代です。
1965年、これだけは結構物忘れがひ
どい私も忘れない。（一同笑い！）
山中：誰も木村先輩が全米選手権に
出られたことを知らないんじゃないで
すか？
木村：誰も知らないんですよ。日本
庭球協会から派遣された選手じゃないから。そのころは日本
庭球協会が推薦した人じゃないと全米選手権には出られな
かった。だから、一番自慢できるところは、自力で出たってこと
なんです。その後も、キング夫人とかコート夫人とかそういう
方 と々も全米選手権ではないけど、他の試合でご一緒しても
らった。
全員：それもすごーい！！
木村：今はとっくに選手は引退して、コーチじゃなくて、ボラン
ティアみたいな感じでボール出しをしています。毎日ボール出
しをやってくれって人がいるから、はいはい！とか言って。さっ
き中村さんが言ったように、その人たちが上手になるのがす
ごく嬉しいんですよ。こないだできてなかったのにできるよう
になったなとか。自分でも本当にテニスが好きなんだなと思い
ます。
坪川：新聞に出てたんですけど、年をとって長生きして、元気
で、っていうのに一番適してるスポーツがテニスだって。テニ
スは健康にいいみたいですよ。
木村：私も今年81歳になります。テニスのおかげで元気でい
れると思う。

～未来へ託すメッセージ～

坪川：現役でやってるときは苦しいとか、嫌だとか、学業もあ
るし大変だろうと思うんですけど、やり続けたら何か起こる。
楽しみながらやるということが私は一番だと思う。自分がやり
たいように。もちろん先輩の言うことをきかないで好きなことし
ていいという意味ではありませんけどね。自分が主人公になっ

て楽しんでやっていって欲しいですね。
中山（学生）：最近モチベーションがあがらない時もあったん
ですけど、今日のお話を伺って今ここにいないメンバーにも伝
えていけたらと思いました。貴重なお話をありがとうございま
した。
中村：私たちもモチベーションが上がらないことなんて何回も
あったよ。
木村：誰だってモチベーションが下がるときがありますからね。
でもね、それを乗り越えて一生懸命やればやるほど、それが
きっと必ず楽しい思い出として残ってきますから。できるだけ
一生懸命やって、できるだけ真摯に一生懸命テニスに取り組
んで欲しい。私はもうそれを願ってやみません。ぜひ頑張って
ください。
中村：私もそう思います。やりきったっていうことがすごく今後
の自分の人生の糧になります。やりきったということが、何か
しら他の事にも通用するようになるので、最後まで辞めずに
頑張って、自分なりに出し切ってほしいですね。そしたら絶対
後悔なんてないです。あの時、嫌で嫌でたまらなかったけど、
でもやっぱりあのときやってよかったね、って。後になったら絶
対いいことしか思い出しませんから。本当大変だと思いますけ
ど、ぜひやり切ってください。それだけを希望します。頑張って
ください。ありがとうございました。
井上：いろいろ悩みとかお話させていただいたのですが、アド
バイスしていただいて、ありがとうございました。まだ一年生だ
からと甘えず練習に身を入れてやっていきたいと思います。そ
して、先輩方が築いてきてくださった伝統を守っていきたいと
思います。
現役一同：今日は本当にありがとうございました。
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前列左から：藤井 淳、中西 伊知郎、渡辺 康二、辻本 豊
後列左から：直木 俊樹、西村 匠翔、福家 匠音、丸尾 篤矢、壺内 寿之輔、平野 司、久保 晃平、阿部 哉太

前列左から：中村 恵利子、坪川 順子、木村 洋子
後列左から：山中 祐子、尾西 優愛、安本 華音、中山 桜、井上 美月

座談会出席者
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旧制甲南高等学校の想い出
旧制高校２２回　井上 昭二

　小生の旧制甲南高校尋常科、高等科合わせて7年間は、昭和
１５年から２２年と正に支那事変に始まり大東亜戦争と戦時色1色に
塗りつぶされる戦時体制の中にあった。
　然し、甲南ではその割に外国語（英語、ドイツ語）の勉強も自由
であった。
　勤労動員、或いは軍事訓練等の間にかなり勉学の機会が与えら
れた。これも偏に平生先生の強い御意思が背後にあってのもので
はないかと思う。
　平生さんは人格形成に必要と文芸、スポーツを奨励された。
　其のお蔭で、運動ではテニス部で、文化面では合唱をグリークラ
ブで、楽しむことが出来た。
　テニス部は結構伝統のある部で、我々の先輩にも、後輩にも英
国のデビスカップに出場する実力者がいたと記憶する。小生の在学
時代は戦時中であり、新しいテニスボールの入手も儘ならず、古い
ボールを何度も毛を立たせて使う等、苦労したことを覚えている。
　戦後第1回のインターハイが昭和２１年京大のコートで行われ（ダ

3回　1926（Ｔ15）年卒
上原 増雄　神田 俊治

23回　1948（Ｓ23）年卒
伊藤 謙哉　大谷 忠雄　武居 精 
山中 直樹　吉田 宏

25回　1950（Ｓ25）年卒
赤浦 英男　朝倉 康景　岩本 邦宣　 
武居 敦　立川 清兵衛　中根 守久　 
林 孝雄　溝部 擴　村永 和生　 
目崎 昭司　森 健夫

26回　1951（Ｓ26）年卒
張 吉夫　西林 保樹　陌間 啓芳　 
久島 健一　松岡 通夫　三杉 隆輝　 
山城 正之

21回　1946（Ｓ21）年卒
小倉 淳平　吉川 精一　小島 誠　 
武居 明　二見 巌　三好 清勝

20回　1945（Ｓ20）年卒
飯田 修一　久賀 浩佑　小池 正男　 
中西 香爾

22回　1947（Ｓ22）年卒
井上 昭二　馬宮 修一 
貴志（戸島） 清志　吉田 真策 
柳生 等和

24回　1949（Ｓ24）年卒
大久保 忠彦

15回　1940（Ｓ15）年卒
小倉 克彦　杉生 篤亮　高松 秀二　 
和田 邦平

19回　1944（Ｓ19）年卒
田代（小林） 大三郎　古谷 昭

11回　1936（Ｓ11）年卒
野村 正五郎

17回　1942（Ｓ17）年卒
大野 英和　片岡 幸三郎　 
佐藤 希久丸　永井 弥太郎　 
浜崎 良男　古川 欣一

13回　1938（Ｓ13）年卒
片岡 健二郎　立川 光章　田中 実　 
堀田 正朝

16回　1941（Ｓ16）年卒
伊藤 俊一　大石 勝　黒田 英一

12回　1937（Ｓ12）年卒
神澤 得之助　灰谷 彬

18回　1943（Ｓ18）年卒
加藤 周一　住友 義輝　藤原 邦雄

14回　1939（Ｓ14）年卒
岩井 周三

3回　1928（Ｓ3）年卒
金倉 英一　松村 彰一

7回　1932（Ｓ7）年卒
楠本 忠次

5回　1930（Ｓ5）年卒
井出 新太郎　入江 明　 
上村 添次郎

9回　1934（Ｓ9）年卒
岡田 直広

4回　1929（Ｓ4）年卒
江口 治郎　金谷 修一 
川廷 誠治郎　杉生 二郎

8回　1933（Ｓ8）年卒
伊藤 順吉　神澤 益次郎　 
千浦 太郎　不破 栄一　光村 正一

6回　1931（Ｓ6）年卒
秋田 鋭吉　伊藤 英吉　 
菊池 二郎　久保 正一　 
由良 誠朗(正夫)

10回　1935（Ｓ10）年卒
豊原 廉次郎

2回　1927（Ｓ2）年卒
坂野 清夫　高橋 善雄

旧制甲南
中学校
卒業者

旧制甲南
高等学校
卒業者

 ▲ 卒業式の日に庭球部よりペナントを贈られる

 ▲ 昭和２１年 第１回インターハイ（京大コートにて）
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ブルス２組、シングルス３人、メンバーは戸島、
馬宮、井上、大谷の４人）、１回戦は金沢の四
高に大勝したが、次の大高戦で３-２で敗退した。
（小生はダブルスに出場し、何れも勝つことが
出来たが）
　京都大学に入学後も庭球部でテニスを続け
ることが出来たが、何しろ食糧不足の時代で
お腹が空いて困った事を覚えている。
　その後、社会人となっても、テニスだけは続
けることが出来、海外勤務の折も（三菱商事
勤務） テニスで交遊を広め、仕事にも大いに
役立たせた。
　勤めを終わってからは、故郷の神戸に戻り、
学園都市のテニスクラブに入り、８９歳まで続
けることが出来たが、そこで終止符を打った。
　というような次第で、甲南時代に始めたテニ
スは小生の生涯の友となり、今日９６歳を迎え、
尚、健康でおられるのも、テニスのお蔭と感謝
している。

インターハイテニス
優勝で幕閉じ
旧制高校２５回　赤浦 英男

　虚弱で気が弱いくせに、好き嫌いだけははっ
きり言い、外で遊んでいても嫌な児が入ってく
ると家に帰ってしまう幼少時代、悪戯っ子達に
私は内弁慶と呼ばれていた。ベッドで過ごす時
間が多い昨今、忘れていた思い出が不思議な
くらい蘇ってくる。
　須磨区にあったキリスト教系の鶴ヶ池幼稚園がその舞台で、近所
のタマエちゃんとセツコちゃんと三人仲良し。ところが年上の彼女
二人が先に卒園した間なしに、私がエキリに罹り、続いて猩紅熱等
を患うのを見て、祖父が「可哀相にこんなに小さい子がよう大きく
なるやろか」と心配されたそう。当時のことで私が覚えていたのは、
幼稚園の二軒南隣のＭ医院に大変お世話になったことぐらい。
　それから８０年以上も経った今頃、何の拍子か、ふと思い出したこ
とに・・・幼稚園の帰りＭ医院を覗き、人力車があればその人力
車に乗せてもらって家まで帰ってきたこと。又数年後、医院廊下の
ガラス戸越しに紺色の詰め襟服の学生さんの姿が見えたら多分甲
南の学生さん。一寸話をしてみてはと言われたが、間もなく東大へ
進学された様、そのまま今どうされているだろうか、Ｍ先生の息子
さんと思われるが。
　話が前後するが、２年余の出席で３年保育を卒園し、入学したの

が東須磨小学校。全生徒数２６００余名、１、２年生の半分は昼から
の登校、通称ヒル行き、各組に外国人が混じり、又学校給食のな
い当時、弁当持参の学校行事日には区役所から弁当が学校の別室
に届く生徒もいた様であった。
　又当時、１、２年生の机は二人分が横一列にセットになった机だっ
た様で、男女同席、私の隣席は大柄なＭちゃん。弁当持参日のお
かずはエキホスの空き缶に入れたみそ汁だけ。私の弁当を横目でチ
ラチラ見る姿は今でも忘れられない。
　３年生になって男女別のクラス替え。４年生になってすぐ担任のⅠ
先生が女子のＫ先生に代わられ、Ⅰ先生はお国のため軍隊に行かれ
ることを知らされた。
　５年生になると２年先を目指して中学校、商業工業学校進学希望
者は教室中央二列に席替え、テストの時間だけ担任先生が入れ替
わった。しかし６年生になると学区制とかで神戸市の西にある東須

 ▲ 昭和１３年 インターハイ優勝

 ▲ 昭和１２年 インターハイ優勝
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磨小学校からは東の神戸一中受験不可
になるも、反対の声は一切聞かなかった。
担任のＴ、書道のＵ両先生に相談したとこ
ろ、まだ受験申込期日に間に合うから、一
中よりさらに国鉄３駅（六甲道・住吉・摂
津本山）東の武庫郡本山村にある私立甲
南高校尋常科を受験することになった。
　またＭ先生のお世話で高等科在学中の
Ｈ先輩が案内役、父が付き添いとして初
めて見る学舎、立派な門扉越しに続く巾
広い砂利道、両側は緑に覆われた中暫く
歩くと正面玄関、今もって静かな面影を残
しているのが懐かしい。
　入学してすぐ運動部文化部の入部勧誘
があり、テニス好きの父の勧めもあってテ
ニス部に入部。ところがテニスは敵国イギ
リスのスポーツということで、アメリカの野
球とともに廃部となり、復活は尋常科４年
になってから夏の全国中学校テニス大会
からとなった。コートも甲子園は進駐軍が
使用のため中百舌鳥に変更。国鉄大阪駅
から地下鉄に乗り換えの際に、私の持って

たボストンバッグを見たヤミ屋に「兄チャン、何持っとんや、買ったる
で」と言われ、付きまとわれたのも恐い思い出である。
　肝心の試合の方は忘れたが、翌日から参加せず、即ち初日の１～
２回戦で負け、相手は京都の商業学校の選手だった。ただ昼食は
母の手作り弁当、進駐軍放出缶詰のコンビーフの美味しかったこ
と。食い意地の張っていた事は確かである。
　何よりも旧制高校庭球部として最高の喜びは、昭和２３年に開催
された最後のインターハイテニスでの優勝である。祝賀会で目の前
で見た優勝旗の縁取り錦はボロボロ、竿の先でなびいていた優勝
校名と選手名記入の大きなリボンは黄色く汚れていた。又優勝カッ
プは下部の細いところで曲がったまま。声変わりで歌った応援歌「嗚
呼我勝てり勝戦、我が喜びに友は舞う、溢るる想い感激の・・・い
ざもろともに叫ばなむ」は生涯忘れない。但し私はマネージャーＮ
氏の補助として先輩への試合結果報告と寄付依頼に多忙を極め、
じっくりと優勝の喜びを味わえなかったのは残念。
　その後Ｋ先輩自宅でのテニス祝賀会、現役も参加のプレーの後
は、 遠慮会釈のない学生に戻ってのコンパであった。
　大学卒業後しばらく勤務先でテニスを楽しみ、徐々にゴルフにも
手を出し、途中で癌の発症もあってベッドの中でのＴＶ観戦ゴルフ、
新聞雑誌の拾い読み、積ん読く本の整理、週２回医者の自宅訪問
往診はまだしも、日用品の買い物の付き合いで精一杯、テニスは万
年２軍からゴルフ同様ＴＶ観戦へと徐々に？
　オール甲南テニスクラブの発展と併せて、同じコートで汗を流し
涙した諸兄姉のご多幸を願ってペンを置きます。

 ▲ 昭和２３年 インターハイ優勝旗

 ▲ 昭和１４年 インターハイ優勝
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 ▲ 昭和２３年 インターハイ優勝祝賀会 片岡邸コートにて ▲ 昭和２３年 インターハイ優勝

 ▲ 昭和２１年 戦争で廃部となっていたテニス部復活記念
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1回

 ▲ 新制高校第１回卒業記念写真

 ▲１回大学卒業アルバムより

男子

高校 １９５１（Ｓ２６）年卒

大学 １９５５（Ｓ３０）年卒
馬場 武彦

伊藤 博　伊藤 嘉朗　小川 一三　奥田 二朗
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2回 男子

高校 １９５２（Ｓ２７）年卒

大学 １９５６（Ｓ３１）年卒
坂本 達雄　清水 博一　吉田 孝一

大江 晃市　清水 博一　松本 正三　山口 為章　吉田 孝一

甲南テニス生活の１０年
高校・大学　清水 博一

　甲南生活１０年間をテニス部で過ごした清水博一です。先ず、そ
の間にご指導を頂き人生の基盤を作っていただいた諸先輩、同僚
諸氏に改めて御礼申し上げます。
　終戦の翌年１９４６年４月に夙川小学校から旧制甲南高等学校尋
常科に入学し、帽子の校章は中学校の「中」でなく、いきなり高等
学校の「高」となり、この校章を誇らしげに被っていました。又ぼろ
ぼろの帽子に高下駄でマントを羽織った先輩達の姿も忘れ難い風
景でした。然し僅か１年で中学校の義務教育化により紋章の「高」
が「中」に変わり、がっかりした記憶もあります。
　入学時には体育系また文化系のクラブに入部するよう勧められ、
即テニス部に入部しました。当時、ガットもナイロンなど無く、シープ
のような高級品があろう筈もなく、鯨の腸のガットが一般的だったと
思います。
　甲窓６５号に投稿された井上昭二氏が入学時の最上級生で最後
の旧制インターハイ大会で優勝された時のお一人だと記憶していま
す。三高（現・京大）のコートサイドではマナー
など関係なく、大声で必死に応援したことを鮮
明に覚えています。ポイント取得毎に大きな太
鼓音もあったかも。
　学校のコートは戦中に芋畑に変わり、戦後
すぐ、先輩達の手で修復されたと聞いていまし
た。甲南のテニス部は知名度が高かったせいも
あり、我々新入部員は当初２０数名でしたが、１
年後は３、４名に減っていました。７学年が２面
のコートを使用するので低学年生は何時も球拾
いと素振りのみ、又ボールも表面のフェルトが
残っている事など殆ど無く、水に濡らし毛立て
ブラシでフェルトを起し乍ら使っていたとの記憶
もあります。よほどテニスが好きでない限り退部
してゆくのが自然だったのでしょう。一方、学業
も厳しく通常７年の甲南生活が１４年と言う替え
歌もあり、危ない時は必ず先輩に相談しろと言
われました。私は常に低空飛行でしたが、テニ
スに熱中でき、先輩の手を煩わせる事も無かっ
たと思います。

　さて大学入試時ですが、親父が大学医学部勤務で勉学に明け暮
れる姿に接し、一生勉強しなければならないのは「ごめん」。早く平
凡なサラリーマンになりたいと思っていた所、幸い大学が同じ場所
で開校されましたので、新制２回生として進学の様な形で入学しま
した。所がこの４年間で岡本の教室にいた時間は卒業に必要な最
小限の単位取得の為だけで、殆ど住吉のテニスコート或は各種トー
ナメントのコートサイドでした。自分のテニスでなく、学生界のホー
プ松岡功、小林要両氏の応援の為で、殆どのトーナメントで最終（決
勝戦）まで彼等の傍にいたと思います。
　卒業時に単位ぎりぎりで辛うじて京阪電気鉄道に入社できたもの
の、大卒同期生が２０数名、且つ半数以上が国公立出身だったので
彼らに負けるものかと、過去に経験のないほど必死に勉強しました。
これはテニスを通じ「負けるな、努力」と言う精神を叩き込まれた
結果だと思いますし、幸い上司にも恵まれ、幸運にも７０歳直前まで
仕事に就くことが出来ました。
　今尚９０歳を前にまだまだ元気一杯、最後の人生を満喫していま
す。これも全て甲南テニス生活の１０年がベースであり感謝、感謝
の一言です。

 ▲２回大学卒業アルバムより



甲南学園硬式庭球部
KONAN TENNIS TEAM
since 1923

56

男子

高校 １９５３（Ｓ２８）年卒

大学 １９５７（Ｓ３２）年卒
小林 要　高畑 宗一　中村 憲司　松岡 功　松本 恭一　吉川 浩司　

佐藤 良江

岸本 禎夫　小林 要　松岡 功　松本 恭一　吉川 浩司

女子3回

 ▲ 3回高校卒業アルバムより

 ▲ 3回大学卒業アルバムより
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4回
甲南大学 経済学部 イコール テニス部の 
想い出のエピソード 
大学　傍士 倶明

　私は現在８７歳、人間通常
６０数年前の出来事は殆ど
“忘却の彼方”ですが、私
の甲南大学テニス部在籍4
年間の出来事は未だに大き
く記憶に残って居ります。以
下思い出すままに綴ります。
　新制甲南大学 （経済学部
＝テニス部）に新制大学４回生として入学したのは昭和２９年（１９５４年）
４月であり、当時のテニス部員は殆どが甲南高校よりの繰り上がり入学
でありましたが、私は大阪府立池田高校よりの編入学でした。「スポーツ
枠入学」を適用された第１号だったと思います。
　当時の部員は第１回生が馬場武彦主将以下２名、第２回生は清水 博
一主将以下７名、第３回生は松岡功主将以下８名、第４回生の我々は高
石勝主将以下６名で、総員２０数名であったと記憶して居ります。新制大
学であったため他校と比べ部員は少なくこじんまりしていましたが、纏まり
の良いチームワークが優れたテニス部であったと記憶して居ります。
　練習はＪＲ住吉駅近くの住吉川の側面にある“甲南テニスクラブ”のク
レーコート２面を借りて、月曜日～土曜日迄朝９時より日没まで毎日の練
習であり、当時は監督、コーチの制度が無かった為、指導は全て先輩や
同輩で有り、雨天並びにコートコンディションの悪いときには六甲ケーブ
ルの土橋駅や保久良神社の仏舎利記念塔迄の約２時間程のランニング
で体力を鍛えられました。
　一方この間の学業の方は？と云うと、当時は英語、体育は単位修得必
須で有った為、練習時間を抜けて可能な限り出席して居ましたが、ゼミ
ナールの方は殆ど出席できず、卒業が危ぶまれましたが、担当教授がテ
ニス部に理解があり、無事に卒業証書を手にすることが出来ました。
　４年間の練習中のエピソードと言えば、１９２０年代の日本テニス界の超
レジェンドである清水善造氏（ウィンブルドンダブルス準優勝者）が住吉
川のコートの近くにお住まいである為、ご勤務の帰途、時折立ち寄られ、
「一寸打たして下さい」と云われ、ほんの１０分程ボレーの練習をされて
帰られる事が時折あり、我々にも一言一言一打一打に教えられることが
数多くありました。
　当時のテニス部の毎年の活動方針といえば、第一に全日本王座決定
戦団体戦の優勝であり、第二に全日本学生選手権（通称インカレ）（個
人戦）と春秋の関西学生選手権（個人戦）の優勝がメインであり、その
他神戸４大学（神戸大、神戸商科大、神戸外大、甲南大学）対抗戦。

関東の大学との交流の為、学習院大
学、早稲田大学との定期対抗戦も始
めました。これらの試合による戦績と
しては、２年生の時に全日本王座決定
戦に優勝のチャンスが有りましたが、
運悪く３期生の松岡功選手がデ杯選
手に選ばれ日程が重なり出場出来ず、 
惜しくも関西学院大学に敗れたのが
残念でしたが、４年生の時に全日本学
生（インカレ）にダブルスで高石勝君
と組み優勝を果たせました。
　この優勝の時のエピソードをご披露致します。優勝戦は慶応大の石黒
（後の日本初のプロテニスプレーヤー）村上組を４セットで下しましたが、
真夏８月の４０℃を超す酷暑の中、４時間余りの熱闘で、当時はスポーツ
ドリンクなどなく、チェンジコードの折、“塩舐めと水の補給”のみで、ベ
ンチコーチに同僚の辻田悦三君がタオルと水の補給をしてくれて居りまし
たが、当時は水をがぶ飲みすると汗を出して体力が消耗するという事で、
水を隠してほとんど飲ませて貰う事が出来ませんでした。今思えば、辻
田君の名ベンチコーチの采配が優勝に繋がったと思っています。
　又このインカレダブルスの優勝は前年度の松岡、小林組に続く２年連
続の甲南大学の連覇であり、甲南大学テニス部の第一期黄金時代に貢
献したと自負しております。
　このインカレ優勝のエピソードとしては、優勝後にコートサイドにて同
僚、後輩の選手たちが甲南大学校歌を斉唱して優勝を称えてくれた事が
未だに脳裏に残って居ります。
　以上の如く断片的な思い出では有りますが、私にとりまして４年間のテ
ニス中心生活の中でも人並みの遊び（パチンコ・麻雀・ちょい飲み等）
も諸先輩に教えられ、その後の社会生活にも多いに影響を与えて頂きま
した。
　同輩の今は亡き高石勝君、外村耕一君には良い思い出を作って頂き
感謝するとともに、今も交流のある、辻田悦三君、濱崎忠三君、中野雅
央君と共に、命ある限り甲南大学テニス部の思い出を語り合っていく所
存です。

 ▲ 4回高校卒業アルバムより

 ▲ 4回大学卒業アルバムより

 ▲１９５７年全日本学生庭球選手
権大会　ダブルス優勝

男子

高校 １９５４（Ｓ２９）年卒

大学 １９５８（Ｓ３３）年卒
外村 耕一　高石 勝　辻田 悦三　中野 雅央　濱崎 忠三　傍士 倶明

高石 勝　武内 鏡　辻田 悦三　濱崎 忠三
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男子

高校 １９５５（Ｓ３０）年卒

大学 １９５９（Ｓ３４）年卒
桑原 弘久　城武 正祐　田中 道朗　那須一郎　村西 康弘　吉川 弘

石黒 修　田中 道朗　那須 一郎　林 泰司　村西 康弘

5回

 ▲ 5回高校卒業アルバムより

 ▲ 5回大学卒業アルバムより
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6回

 ▲ 6回高校卒業アルバムより

 ▲ 6回大学卒業アルバムより

第６回生の仲間たち
高校・大学　稲鍵 雄康

　創部百周年を迎え、高、大６回生の紹介を阿部晴彦さんから始
めたいと思います。彼は高２で一年先輩の石黒修さんとペアを組
み、全国高校で大活躍をしました。強力なスマッシュで勝ち進む様
子をコートサイドから誇らしげに応援していたものです。彼はその後
に主将を務めました。彼と私は高３から大学２年まで共にダブルスを
戦い、彼のスマッシュのお陰でシード選手を度々撃破もできましたが、
３年の春、肩を痛め、残念なことに第一線から引くことにな
ります。
　その後、私は芦屋高校卒のレフターとして、独特の強力
サービスで登揚した長尾武典さんと組むことになります。最
終学年時に全国学生テニス選手権ダブルス決勝まで進出。
敗れはしましたが、その試合を観戦された朝日生命の社長
が長尾選手をスカウト。長尾さんは朝日生命に入社し、５年
間、社長と共に朝日生命久我山のスポーツセンターをベー
スに硬式テニスの普及に努めます。それは海外にも及び、
米国、韓国その他多くの国々の歴訪指導が続いたとの事
です。後に社会人のトーナメントで活躍し、日本テニス協会
の監事まで務めました。若い頃からのご縁のあった宮内庁
事務所との関係は現在も続いており、要請があればそれに
応え、上皇、天皇陛下のお相手を務めることもあるようです。

長年に及ぶテニスの普及活動に敬意を表したく思います。
　同学年のテニス部仲間は皆活躍していました。
　曽我勇さん（長田高校出身）は頭脳明晰でその試合運び
も抜群で、学校対抗では、いつも安心のポイントゲッターで
した。
　斎藤正巳さんはマネージャーとしてボール代のやりくりに常
に頭を痛め、その相談相手が学内予算委員会に出席し、ぶ
ん取り合戦で手腕のあった落合滋さんでした。ボール代の増
額対応に四苦八苦で、ご苦労様な事でした。
　清水孝雄さんには関西学生テニス連盟に出向し学連幹部
としての手腕を発揮してもらいました。
　乾英文さんは中学３年の春に体調を崩し退部しましたが、
中学在学中に灘中の市山哲君と互角の勝負で頑張っていた
のを覚えています。大学時にはゴルフ部に貢献し、選手とし
て活躍されました。
　鳥井信一郎さん（附属池田高校出身）は大学入学と同時

に入部。海外留学（ノースウエスタン大学）までの短期の在部でし
たが、春の関西学生新人選手権に皆で参加したのはいい思い出
です。その人柄の良さに惹かれ、私など一生のお付き合いとなりま
した。
　佐々木正浩さんは周りのみんなに愛された「文学青年テニスプ
レーヤー」。いつも本を手放さず、だれよりも読書家でした。
　私も中、高、大とテニス部に在籍し、部活動あっての学生時代を
過ごしました。振り返ればいい仲間に恵まれた幸せ者でありました。
先輩方、後輩の皆さまと同期の仲間に心から深謝致しております。

男子

高校 １９５６（Ｓ３１）年卒

大学 １９６０（Ｓ３５）年卒
阿部 晴彦　稲鍵 雄康　落合 滋　斎藤 正巳　佐々木 正浩　清水 孝雄　曽我 勇　鳥井 信一郎　長尾 武典

阿部 晴彦　稲鍵 雄康　乾 英文　落合 滋　佐々木 正浩
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男子

高校 １９５７（Ｓ３２）年卒

大学 １９６１（Ｓ３６）年卒
久保 喜則　中野 敏彦　北城 守　宮原 幾男

中野 敏彦　藤野 洋一　北城 守　松岡 久雄　宮原 幾男

7回

甲南中・高　庭球部の想い出
高校　藤野 洋一

　はじめに、小生昭和１３年生れ８４歳となり、記憶力も薄れている
為、拙い想い出であることをご容赦頂きたいと思います。
　昭和２６年、戦後も落ち着いた頃、私達は甲南中に入学した。未
だ大学は無く（中２の時設立）、マント姿の高校生が眩しかった。母
親の勧めでテニス部に入部、人気のクラブで１０数人入ったと思う。
それが半年位経つと、６～７名に減じていた。練習は厳しく、ランニ
ングから始まり、主にボール拾い、ラリーは夕刻近く僅かだったと思
う。残った者数人は、夏休みや他のコートで練習し、腕前を挙げた
人だった。
　中３になって、同期メンバーを紹介すると、上手な順に①松岡久
雄（高２でキャプテン）、②西原清（高校でゴルフに転向、甲南大で
全国トッププレヤー）、③北城守（甲南大テニス部でキャプテン）、
④中野敏彦（甲南大テニス部）、⑤谷本勝（高１で退部、慶応大）、
⑥藤野洋一（高２でマネジャー、慶応大で当初庭球部）の６名と他
に1～２名だった。一番下手な私だったが、中３の時、中野敏彦と組
み、全国幼年ダブルスで見事優勝した。他には、灘甲戦の思い出
が深く、今でも相手の名前を憶えている。
　高２になって、私は全校自治会選挙に立候補した。テニス部の

組織票に恵まれ５位（最下位）で当選
した。自治会では、主に会計を担当し
たので、運動部の予算獲得合戦等、
テニス部は有利であったと思う。マネ
ジャーとしては、大阪の奥商会でボー
ル等購入した思い出がある。
　当時の庭球部は、黄金時代だった
と思う。４年先輩の松岡功さん、靭公
園の国際試合でボールボーイをした。
２年先輩の石黒修さんとは、慶応大
の体育会テニス部に誘われ入部した。
（途中退部、テニス同好会を発足し、
現在も続いている）。３年先輩の高石
さん、１年先輩の阿部さん、稲鍵さん、
乾さん。その他先輩の皆さんには、本
当に色々と教わり、お世話になりまし
た。一方、下級生の皆さんも錚々たる
プレーヤーが揃っていた。１年下に平
野、藤井、四宮、野々村。２年下に静、

岡庭。３年下に渡辺、小林、河盛、前川、松本。４年下に西尾。皆
さん素晴らしい後輩でした。後に、デ杯選手、プロ選手を生み、日
本のテニス界をリードした人達だった。
　最後に、本年庭球部が１００周年を迎え、ご同慶の至りです。甲
南中学の創立が１９１９年、高校が１９２３年（大正１２年）、同時に庭
球部が設立した訳です。長い歴史に感動すると共に、多くの物故者
に、心からご冥福を祈ります。そして、庭球部の更なる発展を期待
しております。

 ▲ 7回高校卒業アルバムより

 ▲ 7回大学卒業アルバムより
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8回
私が大学入学した頃は
大学　坪川（田淵）順子

　「女子はテニス部に入れない」。この噂は本当だった。当時は女
子が４年制大学に行くこともあまり徹迎されておらず、周りの大人
からは「テニスなんかして色が黒くなったらお嫁のもらい手が無くな
ります。お料理、お茶、お華のお稽古に行きなさい」と言われた。
それでも短大に行った仲良しの友達の練習に時々いれてもらって
いた。
　たまたま出た秋の新人戦で優勝。するとテニス部顧間の和田先
生が飛んで来られて、「明日優勝カップを持ってきなさい。写真を撮
ります。女子が体育会で優勝するのは初めての事だから広報誌に
載せます。学長にも報告します」と言われ、おっかなビックリ。入部
したのかどうかわからないけれど、辞めるわけにもいかなくなってし
まった。
　２回生になった時、斎藤（環）ひろみちゃんが入ってきた。その頃
は二人で芦屋クラブで練習していた。ある時、甲南クラブの物置？
（古い靴等がグチャグチャに放り込まれていた）を片付けていたら
使って良いと言われ、ホコリまみれになりながら二人で掃除、きれい
にした。これで部員にしてもらえたものと思い込んでいたのだが、関
西学生選手権の時、関学の学連の人から「なんで試合に申し込ま
へんねん？」と言われ、「エッ！」。甲南の学連担当が申し込んでく
れなかったのだ。こんな事が一度ならず二度もあった。１回生２回生
合わせるとほぼ１年半は棒にふった事になる。さすがにこの時は、周
りは私が辞めるものと思い込んでいた。だが私は辞めなかった。ふ
みとどまったワケは、今辞めたら誰も私がそんな経験をした事など忘
れてしまい、何も残らない。それは残念だと思ったのだ。ヒロミちゃ
んがいた事、和田先生のエールも大きかった。
　次に学校対抗にチャレンジした。部員２人でどうやって？理学部
にいた経験者に頼み込んで当日だけ出場してもらう交渉をして、２
ダブルス、３シングルスを作った。私とヒロミちゃんが負けたらそれで
終わりだが、なんとか二部優勝し、入れ替え戦にも勝ち、一部昇格
する事が出来た。その後、４回生になった時、１回生に甲南女子か
ら大勢入部。その中に木村洋子さん、海星から呼んだ村上（加賀）
登美子さんが個人戦でインカレ単複優勝、学校対抗でも一部優勝
を果たす事が出来た。当時女子には王座戦は無く、日本一を目指
す機会はなかったが、女子部は大輪の花を咲かせる事が出来た。
　個人的には、秋田国体、熊本国体に出た事、第１回学生東西対
抗戦に出場した事等が思い出になっている。
　卒業してからも女子部は仲が良く、年一回、現役の人達とテニス

会、食事会等をして、子供連れで参加したり、和気あいあい、楽し
く集まった。姫路博物館館長になられた和田先生を訪ねて姫路で集
まったり、２年下に野村証券と御縁のある草川さんが居た御蔭で、
一般公開されていない「野村庭園」を見学させて頂いたりした。
　卒業した時は、もうこれでテニスする事は無いと思い、芦屋クラ
ブも辞め、結婚、出産、子育て等、２０年間程は全くテニスをしてい
なかった。それが再び芦屋クラブに戻った時はテニススクールが大
盛況。ママさんプレーヤーが活躍していて、時代の変化を実感した。
芦屋クラブに高木陽子さんが居た事もあり、クラブの理事、テニス
協会の理事、女子テニス連盟兵庫県支部の立ち上げに携わる等、
学生時代お世話になったテニス界へのお礼の気持ちだった。２回目
の兵庫国体を最後に引退する迄、色々なお手伝いをした。
　私は他人（ひと）から「テニスの練習をしなさい」と言われた事
は一度もない。自分がやりたくてやっていたに過ぎない。が、これは
大事な事だと思う。
　テニスを続けたお隣で男女を問わず、大勢の友人に恵まれた。
有難い事だと感謝の気持でいっぱいだ。

 ▲ 8回高校卒業アルバムより

 ▲ 8回大学卒業アルバムより

男子

高校 １９５８（Ｓ３３）年卒

大学 １９６２（Ｓ３７）年卒
東 輝雄　奥田 稔　那須 善彦　高橋 一隆　中野 邦夫　野々村 俊雄　平沢 雅章　平野 一斎　藤井 道雄　 
山田 克吾　山根 義弘

坪川（田淵） 順子

坂野 忠夫　四宮 陸男　武内 克彦　那須 善彦　野々村 俊雄　平野 一斎　藤井 道雄　山田 克吾　山根 義弘

女子
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甲南中高テニス部の思い出
高校　静 敬太郎

　僕は１９５３年（Ｓ２８）に甲南中学に入学すると同時に庭球部に入
部した。当時の甲南中高は全国有数の強豪校であり、新入部員は
何十人も居たがコートは２面だけ。放課後から日没までの２時間ほ
どは中高の部員がひしめき合い、中一の仕事はボールボーイとコー
ト整備（ローラー引きやトンボ）で練習時間は１日僅か３～５分、しか
も与えられたボールは２人に１個なのでしょっちゅうネットに掛かるし、
コートの外へ出ようものなら直ぐ「ラストー！」の声が掛かった。当然、
１～２カ月の内に退部者が続出し、夏休み頃には同期は数名になっ
た。コーチは居らず、諸先輩（全国トップクラスの選手が多数）が
手取り足取り教えて下さった。練習量が足りないものだから、家の
前の道路（幅５メートルほど）で壁（塀）打ちをしたり、芦屋クラブ
へ行ったり、歩いて２、３分の松本鐵一君（一年後輩）の自宅のコー
トなどで下積み練習をした。日課のような数ｋｍのランニング（同期
の澤本徳昭君がリーダー)も重要な練習の一環で、お陰で兵庫県
高校駅伝大会に隆上競技部の助っ人として参加したこともある。
　テニス道具は高価なもので、ボールは表面がツルツルになれば、
生け花の剣山で擦って毛羽立てて、ガットも切れたら継いで修理し
て使う。ラケット自身も良く折れて、近畿高校大会の試合中のスマッ

シュで「バキッ！」と折れてひん曲がったラケットで次の球を返する
という漫画のようなことをパートナーであった同期の岩尾寿一君は
いまだに覚えている。
　それでも高校に進むころには甲南独特の紺の制服に大きなテニ
スバッグとラケットを担いで、校則に反して学生帽は丸めてポケット
に入れて「我こそは甲南テニス部」とすっかりその気になって肩で
風切って街を闊歩したものだった。同期の連中とは結束固く、ＵＳ（甲
南女子）やＫＣ（神戸女学院）のバザーへ乗り込んだり、十二間道
路（２号線）のスズキのアイスキャンデー屋（今でも在ります）にた
むろしたり、多くの想い出が残っている。
　高校では一学年上と下に名選手が多く育ってきて練習量も多くな
り大会への出場も増え、それなりに戦績も上がり、全国の有名選手
との交流も多くなり、文字通りテニス人生が始まった。全国・近畿
の高校選手権やジュニア大会、正月トーナメント（甲子園ク）、全国
都市対抗（伊勢志摩）、国体（富山）、ライバル灘中高との灘甲戦
などが印象に残っている。
　最大の想い出はやはり全国高校選手権（団体）での優勝。昭和
３２～３４年の三連覇の二年目だったが、一年後輩の選手たちの活
躍もあって法政二高を３－２で破って大きな優勝旗を手にした時の中
モズのアンツーカコートに映える夕日の場面は今でもはっきりと覚え
ている。

 ▲ ●●●●●●●●●●●●●●●●

男子

高校 １９５９（Ｓ３４）年卒

大学 １９６３（Ｓ３８）年卒
岡庭 光良　澤田 勝年　徳永 素次郎　永井 俊明　林 昌男　福永 崇　藤村 辰雄　

玉置（斉藤）ひろみ　中江（田島）知子

岩尾 寿一　岡庭 光良　澤田 勝年　澤本 徳昭　静 敬太郎　徳永 素次郎　藤村 辰雄

女子9回

 ▲９回高校卒業アルバムより
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　今、振り返ってみれば、テレビもゲームも勿論スマホもない僕たち
の青春時代に、思う存分テニスに打ち込める環境に育ったことはこ
の上ない幸せであったと思う。同時にテニスを通じて何度も転んで
は起き、また転んでは起きて頑張った自分が得たものは、社会人に
なっても老後の生活でも、単に人脈とか趣味とか健康といったこと
以上に人生に深みと味わいを与えてくれたと思う。１００周年の７０年
ほどを共有させてもらったオール甲南テニスクラブの永遠の発展を
心より願って止みません。

甲南テニス部、ありがとう！
大学　福永 崇

　昭和２６年、私は小学の高学年だったでしょうか、姫路ローンテニ
スクラブで、テニスを始めました。
　壁打ち、たまには大人の方に打ってもらったのですが、当時はテ
ニス人口も少なく、周りにはテニスをしている子
供もいませんでした。
　ジュニアの試合は関西でも行われていたので
すが、私は所属の問題で試合に一度も出場で
きず悔しい思いをしたのを思い出します。ただた
だテニスが好きで、試合に出れずとも小中高と
練習を続けました。
　その後、大学進学を考えた時にテニスを続け
たい思いが強く、甲南大学を受験。合格するこ
とができ、憧れの名門大学でテニスをする夢が
叶いました。
　入部の手続きに行った時、練習場所の甲南
テニスクラブでキャプテンの稲鍵さんに「少し
打とう」と言われ、震えながらラリーをしたこと
を覚えています。
　それからの大学生活の４年間、練習は朝９時
から日没まで。

１年生はコート整備、ライン引き、練習が始まるとボール拾い、練習
後は長距離のランニング。
　そんな中で一番に思い出されるのが、練習に遅刻してしまったこ
とです。大変なことをしてしまったと反省の気持ちを示すため、私は
翌日、丸坊主にして練習に行きました。するとそんな私の気持ちに
同級生が寄り添ってくれたのでしょう。その翌日に同級生全員が丸
坊主になっていました。これには先輩方も驚いたと思います。
　甲南でのテニス生活は、先輩には高校時代に活躍された藤井さ
ん、平野さん、後輩には渡辺君、小林君、河盛君など他にも錚錚た
るメンバーで充実した練習ができました。
　関西大学対抗で関学と１位２位を競っていたため、「打倒関学」
の練習。大学王座を目指して、厳しい練習が続きました。
　いよいよ最終学年となり、先輩の藤井さんから次の主将をするよ
うに言われた時は身の引き締まる思いでした。今まで以上に厳しい
気持ちで１年間やり抜きました。同学年のメンバーやマネージャーの
永井君のおかげと今でも感謝しています。
　残念だったのが、関西大学対抗戦で、渡辺・小林・河盛・野々村・
浅井・福永という素晴らしいメンバーで臨んだのですが、関学に逆
転され、優勝することができませんでした。
　その翌年、後輩達は関学を撃破し、関西で優勝。また全国大学
対抗王座決定戦では慶応大学に勝利し、初の王座となりました。す
ごいことを成し遂げてくれた後輩たちを誇りに思います。
　振り返ると甲南テニス部での生活は、私の人生を変え、大好きな
テニスをもっともっと好きにしてくれました。そのおかげで自身のテニ
スだけでなくジュニア育成にも力が注ぐことができ、テニスと共に人
生を歩んでくることができました。甲南テニス部、ありがとう！
　最後になりましたが、甲南学園テニス部１００周年おめでとうござ
います。これから益々のご発展をお祈り申し上げます。

 ▲１９５８年７月８日全国高等学校対抗優勝

 ▲９回大学卒業アルバムより
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10回

甲南学園硬式庭球部創部１００周年を迎えて
高校　松本 鐵一

　日本のテニス界（デ杯、全日本）で大活躍された渡辺康二君から電
話があり、主題の件に高校時代の戦績を吐露して欲しいと云われ、全
日本高校選手権の決勝で彼と闘った記憶が甦り高揚し、執筆することと
なってしまいました。
　甲南小学校時代に松岡功先輩がテニスで素晴らしい戦績を収められ
ているのを見聞きし、憧れは持っていたと思いますが、野球等にも興味
があり、テニス部に入部は２学期となりました。当時、渡辺・河盛（芦屋
山小出身）、小林・吉田（甲子園小）が既にペアを組み幅を効かしており、
小生はコートの隅でボールボーイとランニングの只管下隅生活が続きま
した。一方、両親からは、国立大学受験を目指せと言われており、その
為の体力強化のために我慢と納得はしておりました。
　高校１年の中頃に小学校の先輩でもある静敬太郎さんのダブルスの
パートナーに選ばれたのを機に、喜びは無論、テニスをやる気にスイッチ
が入り、趣味から競技志向に気持ちが激変しました。静先輩には大変お
世話になり、足を引っ張ってばかりだったと思っていますが、唯一高校の
団体戦でｏｎｅ-ｐｏｉｎｔ取り、優勝出来た事だけが償い出来たのではと思っ
ております。
　高校２年の秋には名門予備校（大道塾）に入塾出来、学校では受験
組に入りましたので、練習が終わると塾に走り、食事の時間も惜しむ人
生で一番過酷な日 を々過ごしました。高校３年の炎天下の７月中頃から、

兵庫県高校・近畿高校・全日本ジュニア・全
日本高校（団体戦・単・複）と目白押しにやっ
てくる試合に、我ながらよく頑張り乗り切ったと
思っております。本人はもとより誰もが法政の配
する絶大な強者達を倒すとは夢にも考えられな
かったと今でも思っております。テニス部の皆様
の応援のお蔭様で実現することが出来ました。
特にボールボーイをして頂いた方々、ラケットの
ガットの修復に奔走して頂いた後輩の皆様、お
世話になりました。遅蒔き乍ら感謝感謝！！
　此のインターハイと全日本ジュニアの優勝に
より、日本テニス協会から初めてＭｉａｍｉで行
われるＯｒａｎｇｅ ＢｏｗｌのＪｕｎｉｏｒ Ｃｈａｍｐｉｏｎ-
Ｓｈｉｐに派遣されることとなりました。当時の日
本の経済情勢（弗１＝￥３６０）では、二度と欧米
に行けるとは夢にも考えられなかったので、何は
ともあれ招待を受け、胸をときめかせて参加さ

せて頂きました。若輩ながら、アメリカの偉大な都市、全てが目新しく感
じ、世界を見る目が養われました。その後の人生にとって有益な経験が
出来たと思っております。
　渡辺君は誰もが認める好紳士であり、数年前に鬼籍に入られた河盛
純造君とは公私ともに親密なお付き合いをして頂きました。甲南中・高
時代を共に過ごした素晴らしい二人に巡り会えたのは、私の人生にとっ
て掛け替えのない友人と想っております。

思い返せば
高校・大学　渡辺 康二

１．誰が最初にデ杯選手になるか
　中学１年テニス部に入部。新入部員は２５名。キャプテンだった高
３の石黒修さんに入部初日にグリップだけ教わった。２年になると同
期部員も半分程度に減少。ある日ラジオでデ杯フィリピン戦の実況
放送があり、これを聞いた仲間数人で誰が最初にデ杯選手になる
かという話が出始め、日常の話題になった。狭い部室の中で小さな
仲間が大きな夢を描き始めた。中学１年入部時のテニス部全員の
写真がある。この一枚の写真の中に５名の将来のデ杯選手の顔が
ある。石黒修、藤井道雄、小林功、河盛純造そして私。私の自慢
の一枚だ。

男子

高校 １９６０（Ｓ３５）年卒

大学 １９６４（Ｓ３９）年卒
有末 正明　伊藤 優　河盛 純造　神原 武昌　熊谷 昂　小林 功　塩田 浩二　武田 俊男　橋本 俊彦　 
藤田 欣一郎　前川 治一郎　村上 博保　渡辺 康二　

中村（小林） 厚子　藤家（江口） 礼子　前川（田中） 怜子　宮村 美代子

河盛 純造　小林 功　米谷 友良　前川 治一郎　松本 鐵一　吉田 泰忠　渡辺 康二

女子

 ▲１９５９年８月 全国高等学校庭球選手権大会単複団体三冠
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２．早弁事件
　当時は中高合わせて６０名くらいの部員に２面のコートしかなかっ
た。中学時代は殆どコート整備とボール拾いばかり。放課後練習で
ボールが打てるのは５分程度。夏休みでも午前・午後で各１５分程
度。ある日仲間が昼休みに少しでも早く練習すべくこっそり先に弁
当を食った（私はボール拾い中）。これが先輩の高校部員に見つか
り、弁当は取り上げられて放り投げられ、おまけにグランド２０周の
お仕置きを食らった。思い出すたびにこの根性ある仲間を誇らしく
思う。

３．コソ錬
　日曜日は部活動も休みのことが多かった。こういう時はここぞとば
かりに同期の松本鐵一の自宅にあるコートに集まり吉田泰忠、小林
功、前川治一郎、河盛純造らとともに６人で朝から晩まで心行くまで
練習した。この練習こそが我が同期を日本一の仲間に育て上げた
原点であると確信している。もう一つは毎朝のランニング。近くに住
む大学生だった高石勝先輩、高校生の野々村俊雄先輩と中学生の
私の３人で芦屋の山道を早朝走らされた。１年以上続いただろうか、
嫌で嫌で仕方なかったが、今思うにこれが私の足を鍛え、バックハ
ンドが下手だった私のテニスをフォアハンドに回り込むスタイルに変
えることができたのだと思う。この早朝ランニングは、高石先輩が
我が家の飼い犬に足を嚙まれて以来途絶えたが、私一人の朝のラ
ンニングは習慣となった。

 ▲１９５８年８月 全国高等学校庭球選手権大会団体２連覇

 ▲１９５９年８月 全国高等学校庭球選手権大会表彰式 
松本 鐵一（甲南高）単複優勝（右から４人目）、小林 功（甲南高）複優勝（右から５人目） 
渡辺 康二（甲南高）単準優勝（右から３人目）

 ▲１９５４年の甲南高校中学テニス部員

①石黒修　②藤井道雄
③小林功　④河盛純造　⑤渡辺康二

1954年（昭和29年）の甲南高校中学テニス部員

①

②
③

④⑤



66

４．各ステージ全種目制覇
　上記6人からなる我々の仲間は、全日本ボーイズ（U15）、
全日本ジュニア（U18）、全国高校団体・個人戦単複、全日
本大学王座、全日本学生選手権単複のいずれかにその名を
刻んでいる。稀に見る偉業であり、生涯自慢できる仲間であ
る。ただ、これは我々だけの手柄ではない。厳しい練習を強

い、反発心をメンタルタフネスに変えさせてくれた諸先輩、特に２年
上の藤井主将のお陰である。関西大学リーグでは１０連勝中の関学
に対し、正規のダブルスペアを崩す奇策３－０とリード、翌日３年生
の野々村浩、２年生の浅井正順が勝って勝利の立役者に。４年生
の小林、河盛、私は全員負けて面目丸つぶれだった。しかし全日本
大学王座の慶応戦では奇策は講じず真っ向勝負。ダブルス２－１の
あとNo.６の前川が７時間の激闘の末敗れたが、上位３人の渡辺、
小林、河盛の４年生組が際どい勝負を制して初の王座を獲得。先
輩、後輩一丸の勝利だった。

テニス部の思い出
大学　前川（田中）怜子

　１０回卒テニス部女子は３人でした。皆大学からラケットを初めて
握りましたので活躍する事が出来ませんでした。私は関西女子学生
新人戦で準優勝出来たのが精一杯の成績でした。因みに私の主人
と息子もテニス部で２人とも全国大会出場を致しました。同期の男
子は特に強く、全国王者に輝き、私達女子は専ら応援団でした。大
学にコートが無く、学校を眺めながら通り過ぎ、住吉クラブに直行し
て練習に励み、真っ黒に日焼けし、たまにコートから歩いて授業に
出る学生生活を送りました。体育祭ではテニス部として、男子は甲
南女子がまだ本山にありまして、アンダースクールを略してU.S.の
お嬢さんに借りセーラー服を、女子は男子学生服を着てフレンチカ
ンカンを踊ったのを楽しく思い出されます。残念ながら８０を超えます
と、半数の方達が天国へ旅立ち、寂しくなりました。今は世間では
サッカーが盛んの様ですが、昔の様にテニスが人気のスポーツとな
ります事、１００年も続いておりますテニス部が益々発展致します事
を願っております。

 ▲１９６３年７月 全日本大学対抗テニス王座決定試合初優勝 
左から 浅井 正順（２年）、河盛 純造（４年）、小林 功（４年）、和田 邦平先生、渡辺 康二（４年）、
前川 治一郎（４年）、野々村 浩（３年）、西尾 忠朋（３年）、甲斐 建樹（1年）

 ▲１９５９年８月 全国高等学校庭球選手権大会団体３連覇 
前列左から 渡辺 康二、小林 功、松本 鐵一、前川 治一郎 
後列左から 阪根 新、吉田 泰忠、鈴鹿 勇一、西尾 忠朋、後藤 泰造、野々村 浩

 ▲１１回大学卒業アルバムより
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11回 男子

高校 １９６１（Ｓ３６）年卒

大学 １９６５（Ｓ４０）年卒
阿曽 勝弘　後藤 泰三　笹倉 祥男　鈴鹿 勇一　田村 浩章　乕田 忠英　中島 徳七　西尾 忠朋　野々村 浩 
松村 正純　森 弘成

植杉（藤野） 修子　岡田（米沢） 吟子　小山田（沢田） 幸枝　加賀（村上） 登美子　木村 洋子　河野（中島） 仁子 
西川（草川） 恭子　古池（加藤） 洋子　森田（津村） 久子

後藤 泰三　鈴鹿 勇一　中島 徳七　西尾 忠朋　野々村 浩

女子

松岡功先輩とご子息の松岡修造氏
高校・大学　後藤 泰三

　私は大学１１回卒で、中高大と１０年間硬式庭球部で青春時代を
過し、たくさんの思い出があります。今回は誰も知らない３回卒の松
岡功先輩とご子息の松岡修造氏のエピソードを書かせて頂きます。
　松岡先輩は中高大でトッププレイヤーとして活躍され、高校大学
では硬式庭球部のキャプテンを務められました。私は松岡先輩の８
代後のキャプテンをさせて頂きましたが、甲南庭球部の黄金時代に
庭球部で過ごせた事はありがたいことでした。
　松岡先輩は全日本で優勝され、デビスカップ選手として日本のテ
ニス界を牽引された方です。卒業後は「東宝」に入社され、すぐに
米国に赴任されて、ハリウッド映画の有名作品を日本へ持ち込み東
宝の基礎を築かれました。在学中もご卒業後も庭球部の発展にご
尽力され、その後の有名選手も松岡先輩を見て育ったのです。
　さて、松岡先輩のご子息の松岡修造氏のエピソードは、三重県
にある「もりえい病院」の森理事長から伺った話です。私は森理事
長と３０年以上前からの知り合いで、森氏は３０年以上前にフランス
に医師として駐在されていました。
　ある日パリの空港事務所から「あなたは日本人の医者ですよね。
今、空港に日本人が到着したが、衰弱して動けなくなっているので

すぐに来て欲しい」と連絡がきたのですぐに空港に行くと、日焼けし
た背の高い日本人がベッドに横たわっていた。すぐに森医師のパリ
の自宅へ連れて帰り、点滴注射をして食事を与えると、若いだけあっ
て一週間で回復した。「これからどこへ行くのか」と聞いたら、「次
の国のテニストーナメントに行く」と言った。「お金は持っているの
か」と聞いたら「持っていない」と言った。「それなら必要なお金を
持って行きなさい」と言って空港へ送り出発させた。
　数年後、森医師は日本に戻り、ある日新聞を見て、松岡修造氏が

ウインブルドンでベスト８に入ったと大き
く報道されているのを見て、空港で助
けた人がこんなに立派になったのかと
感動したそうです。当時は無名でラン
キングもない人だから当然です。
　修造氏は一流のテニスプレイヤー
になって日本に戻った際、日本でのテ
ニス大会のチケットを２枚、「パリのお
母さんへ」と森理事長の奥様に送って
くるという義理堅い方だと奥様がおっ
しゃっておられました。松岡先輩の修
造氏への教育がハングリー精神を育
て、今の修造氏があると思います。
　甲南の庭球部は先輩後輩の絆が強
く、この伝統を我 も々次世代へ繋いで
行きたいと思います。

 ▲１１回高校卒業アルバムより

 ▲１１回大学卒業アルバムより
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12回 男子

高校 １９６２（Ｓ３７）年卒

大学 １９６６（Ｓ４１）年卒
浅井 正順　神社 徳彦　津山 隆三　平野 洋治　

穎川（重満） 邦子　木戸（斎藤） ゆたか　木村（田崎） 恵子　田中（野杁） 浄子　高木（羽根） 民枝

浅井 正順　平野 洋治　真鍋 千之

女子

テニス部の１０年間
高校・大学　浅井 正順

　甲南学園テニス部１００周年おめでとうございます。
　私は甲南中学（昭和３１年）に入学してテニス部に入り、初めてラ
ケットを握りました。スポーツは元々大好きですが、なぜテニスを始
めたのか今でも不思議です。
　中学１年生の時はボール拾いばかりでボールを打った記憶はあま
りありません。練習が厳しかったので２０人位入部しましたが、すぐ
退部される方が多かった様に思います。それでも先輩方々に教えて
頂き、必死で練習したと思います。３年生になると関西の大会、全
国の大会に出場して負けて悔しい思いをした事が記憶に残っていま
す。高校１年生のときは３年生の先輩に渡辺さん、松本さん等、全
国トップレベルの方々がおられ、甲南高校の黄金時代でした。その
方 と々一緒に練習させて頂き、必死でそのレベルに近づこうとしまし
た。そして２年生のときにはインターハイでシングルス優勝すること
が出来ました。先輩たちに厳しく教えて頂いたおかげです。 少しテ

ニスに目標自信が付きました。
　３年生の時にはジュニアの日本代表
として、カナダ、アメリカ等のジュニア
の世界的な試合に出場し、海外遠征
が初めてなのでびっくりする事が多く、
良い体験になりました。もっと強くなり
たいと思いが甲南大学テニス部に入
部してより以上思いました。大学のテ
ニス部も全国レベルでもトップでした。
皆、目標は個人・団体の日本一を目
指しており、今では考えられない位、
厳しい練習でした。その厳しい中、部
員の結束が生まれ、私が２年生の時、
甲南テニス部として初めて大学日本
一になりました。あの時の喜びは今で
も覚えております。
　３年４年生の時にはトップレベルの
試合で色々の方 と々プレーをしました。
特に３年生の冬、日本の代表チーム
の一員として、先輩の石黒さん（故
人）、渡辺さん（２年先輩）等と一緒

に２カ月位オーストラリア遠征して、４大大会の一つオーストラリア
選手権にも出場し、世界のトップレベルの選手と試合をしたのも私
の大きな財産の一つです。当時はオーストラリアが世界で一番強い
国でした。又日本代表でもお金の余裕がなく、安いホテルで一室で
２人又は３人同室で泊まっていました。私が一番若かったので２カ月
位先輩の石黒さんと同室であったので、いろいろ教えて頂く事が多
く、大変勉強になり、又テニスも厳しく教えて頂き、良い思い出です。
世界のトッププレーヤーを目の前で見て力の差が歴然としている事
が分かりました。
　卒業後はテニスから身を引き、社会人として８０才近くまで苦しい
時も歩んでこれたのは、１０年間のテニス部で心身共に鍛えられた
おかげです。
　甲南テニス部１００周年の内、１０年間過ごせたのは私の大変な誇
りです。感謝しかありません。テニス部が日本のトップレベルに又な
る事を夢見て、終わらせて頂きます。
　ありがとうございました。

 ▲１２回高校卒業アルバムより
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テニス部の思い出
高校・大学　平野 洋治　 

　私とテニス部は、父親がテニスをしており、自宅にテニスコートが
あった事で小学校３年位から父親と一緒にテニスをしておりました。
　今回創部１００周年記念誌に寄稿させて頂く事をうれしく思い
ます。
　何分６０年位前の事なので確かな記憶はありませんが、思いつく
まま書かせて頂きます。
　私と浅井君とは中学入学と同時にテニス部に入り、中学高校大
学と１０年間の部活でした。中学での部活はコートの整備、ボール
拾いがほとんどで、球を打つ時間はわずか、それでもあっという間
の６年間が過ぎ、大学の部活に入りました。これ又１年というのは

合宿の時など特に大変で苦労しました。早く４年になりたいとばかり
思っていました。当時の３年４年の先輩は名選手ばかりでした。私は
３年の時念願の全日本に出場しましたが、なんと１回戦が故小林先
輩。結果は明らかに完敗でした。しかし翌年、津山君とのペアで韓
国のペアに勝ち、２回戦まで行きました。又４年の時、宿敵関学に
勝ち、又慶応にも勝った事が一番の思い出です。
　先輩方に竹園で祝勝会を催して頂き、散々飲んだあげく、三ノ宮
で二次会。私はどうして家まで帰ったのか覚えていません。
　私は卒業と同時にテニスを止めた為、体重が１０㎏位増え、何か
運動と我流でゴルフを始め、現在に至っております。今も浅井君と
も時々ゴルフを楽しんでいます。今後は健康に留意し、９０才ぐらい
までゴルフの出来る体を維持したいと思っております。

 ▲１2回大学卒業アルバムより
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13回
甲南でのテニスとの出会いと思い出
高校・大学　甲斐 建樹

　テニス部に入部したのは昭和３２年、ソビエトが初の人工衛星ス
プートニクを打ち上げた年であった。球拾いをしながら暗くなった秋
空を見上げて人工衛星を探したのを覚えている。
　運動能力劣等生の私だったが、クラスメイトの稲鍵君と眞野君に
付いて行って入部申し込みをしたような記憶がある。曖昧な入部動
機ゆえ、練習は休みがち、キャプテンの静敬太郎さんに「明日から
練習に出て来んでエエ」と度々言われた。
　それでも知らん顔して練習に行ったが、皆と同じだけ打つ時間が
与えられた。静先輩の温情がなかったら、私のテニス人生は終わっ
ていたと思う。
　もう一人、忘れてはならないのが３学年上の吉田泰忠先輩。当時
灘校との対抗戦は、実戦経験のない我々が出場できるかどうかは
重要な問題であったのに、熱心でない私を推して下さったのは吉田
先輩だったそうだ（同級の眞野君が先輩の会議を盗み聞きして教え
てくれた）。その灘校戦、完全な負け試合を「絶対に諦めない精神」
で叱咤激励されて勝利を得ることができて、勝負の厳しさを体験さ
せてもらった。
　もう一つ、吉田先輩の大きな一言。中学２年の我 を々集めて「こ
の中で日本一になりたいヤツおるか！」 様子見していたら誰かが手を
あげて、つられてパラパラと手が挙がりはじめて、私は最後から３番
目くらい。吉田先輩「なれる！但しこの中で一人だけ、甲南で１番になっ
たら高校で１番になれる。それには、まずこの中で１番になること。」

　名門甲南は、松岡さん石黒さんはじめ（失礼ながら以下多数おら
れるので省略させていただく）一年置きに高校日本一に輝いておら
れたのだ。
　同学年を見渡したところ「このなかやったら１番になれんことない
な」というのがその時の感想。ここからテニスのエンジンが掛かりだ
した。
　いっぱい球を打っていっぱい走って学年ナンバー１にはなったけ
ど、他の学校にも強いのがいっぱいいて、そう簡単にいかないのが
この世界。関西のライバルとは春に勝って夏は負け、もしインターハ
イで対戦すると私が勝つ順番になる。順調に勝ち進んだ兵庫県勢
２人は決勝に進出、１勝１敗の県大会の決着をつけることになった。
で、めでたく順番通りに勝つことが出来た。（オホン） 偉業を達成し
たというより、ライバルを倒して名門甲南の伝統を守れたという印

象。先輩の言葉と練習量とランニング
の距離だけは誰にも負けなかったこと
が大きな自信であった。
　大学に進んでからは特筆すべき戦績
はないので、ここはいい思い出だけ。
あの時の吉田先輩の言葉が高校日本
一でなく「真の日本一」だったら、何か
が変わっていたかも（ないと思う）。
　長 と々自慢話を書かせてもらったが、
後輩に伝えたいことといえば、諦めず
に目標をもって進んだ努力は、素質を
上回ることがあること。改めて先輩・
仲間・ライバルたちに感謝しなければ
ならない。

男子

 ▲１3回大学卒業アルバムより

 ▲１3回高校卒業アルバムより

高校 １９６３（Ｓ３８）年卒

大学 １９６７（Ｓ４２）年卒
今来 栄治　小山田 徹　甲斐 建樹　片山 勉　下ノ村 和男　高木 祐　田中 清文　鶴岡 吉信　西尾 博文　 
平山 勇　松本 道治　眞野 邦彦　山本 明弘　

内田 加美　久保田（中村） 民子　合田（荒井） 則子　外村（島田） 和貴子

稲鍵 尚吾　甲斐 建樹　片山 勉　眞野 邦彦　西尾 博文

女子
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14回 男子

高校 １９６４（Ｓ３９）年卒

大学 １９６８（Ｓ４３）年卒
市川 良三　圓崎 勝　木村 肇　京谷 光雄　西村 邦彦　村上 剛　柳田 等　山中 達夫　 
山根 義治　山本 敏雄　

下ノ村（斎藤） 道子　田中 千鶴子　西川（福原） 佳陽子

伊藤 久雄　澤田 隆　高垣 俊輔　木村 肇　京谷 光雄　西村 邦彦　山根 義治

女子

甲南テニス部１００周年に乾杯
高校　澤田 隆

　中学入学当時、高校生の２人の姉がテニスをしていた事もあり、
私も自然に入部していた。当時の新入生の仕事は練習前のコート
整備、練習中の球拾い、練習後のランニング、ラケットを持てば素
振り。大勢いた同級生部員も１年後には半分位になっていた。
　そんな時テニスを続けることが出来たのは２つの要因があった。
第一は先輩方の強さを目の当たりにした事であった。中２の夏、応
援要員として通った大阪中百舌鳥コートでのインターハイでの完全
制覇、我 も々頑張ればという気持ちになったのも自然な事であった。
　第二は同級生の乾民治君、故小林豊君の存在である。当時両
君の家には立派なテニスコートがあり、週末には思う存分練習し、
楽しさを体感する事が出来た。
　中３夏の関西ボーイズ（１５歳以下）、手強い相手との対戦が続
き、炎天下フルセットの３試合目、とうとう全身に痙攣を起こした。
先輩、後輩の応援とサポートのお陰で、意識朦朧の中、何とか日没
まで持ちこたえる事が出来た。私にとっては人生初めての苦しい経
験であったが、「あの頃からお前も少し我慢強くなった」とは両親の
後日談である。
　高校生になると対外試合も増え、テニス漬の毎日、同級生部員は

「お手本の様な華麗なフォアハンドの伊藤
君」「練習の虫 故木村君」「サービスとネッ
トプレーが得意な京谷君」「レフティー特有
の曲玉が取り柄の小生」「ネット際の魔術
師高垣君」「部のご意見番西村君」「そし
て力強いリーダーシップで部を引っ張った
キャプテン山根君」こんなメンバーで挑ん
だインターハイ団体戦、準決勝で強敵法政
二高に敗れた。あまり悔しさも残らない程
の力の差を感じた。試合を終え東京駅から
の帰路、ＵＳ（甲南女子高）の部員と同じ
夜行列車で遭遇（？）した。お互いに試合
を終えた解放感もあり話は弾み、気持ちが
少し和んだ。東海道新幹線開通の前年昭
和３８年夏、ほろ苦くも懐かしい青春の想い
出である。
　高校卒業後は大学テニス部に進む者、
他の道に進む者に別れ、私は後者の道を
選んだ。

　以降テニスは私にとって主食（職）から副食（職）へ変わったが、
テニスを通じて多くの友を得た。妻や子供達とダブルスを楽しむ時
代もあった。今はテニススクールに通う孫の動画を見ながらの晩酌
も格別である。テニスは私に「大切な仲間」という宝物を残してく
れた。

テニス部の思い出
高校・大学　京谷 光雄

　私は中学、高校、大学、テニス一筋です。
　テニス部は全員一丸となって、目標達成すべく、基礎練習、厳し
いトレーニングに明け暮れする毎日でした。
　同期のメンバーは中学７人、高校７人、大学男９人、女３人、計
１２人の精鋭揃いの、楽しい仲間です。
　戦績は色々ありましたが、大学４年の団体戦で関西リーグ戦優勝、
王座対抗戦準優勝という結果でした。
　我々は勝ち負けより、持てる力を如何に発揮しきれたかを自分に
問い続けました。

 ▲１4回高校卒業アルバムより
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　練習環境は、中学、岡本コート、高校、学校移転の為に芦屋コー
ト、大学、岡本コートと恵まれた環境でした。
　トレーニングは保久良神社の階段、石屋川経由十二間道路とマ
ラソンコースには事欠かない。
　連帯責任による“丸坊主騒動”もありましたが、同期一丸となっ
て解決した懐かしい思い出でした。
　テニスは上達するのに時間がかかりすぎる、もっと科学的な知見

を取り入れて、効率的な練習方法を編み出す時期ですね。例えば、
ゴルフのライザップゴルフ（名古屋）のように。
　最後に甲南テニス部の皆様に一言
　素晴らしい環境の中でテニスができる幸せを噛み締めて“甲南テ
ニスの真髄”を存分に発揮してください、期待しています。
＜今はゴルフ一筋＞

 ▲１4回大学卒業アルバムより
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15回 男子

高校 １９６５（Ｓ４０）年卒

大学 １９６９（Ｓ４４）年卒
上崎 和之　春日 徹　前田 憲雄　増成 治保

菊地（神谷） 晴子　多木（津村） 弓子　中島（山本） 多恵子

春日 徹　増成 治保　森 博

女子

 ▲ 15回高校卒業アルバムより

 ▲ 15回大学卒業アルバムより
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日系コロニアとのテニスの繋がり
大学　木本 結一郎

はじめに：
　改めて甲南学園硬式庭球部の創部１００周年を、心からお祝い申
し上げます。
　１００周年記念に、一筆書くようにとのお話があり、何を書けばよ
いのかすこぶる悩みましたが、私がブラジル移住後に見た日本とブ
ラジル間、特に日系コロニアとのテニスの繋がりについて、少し書
かせて頂ければと考えペンをとりました。
　早いもので私がブラジルに移住をして５０年が経ってしまいました。
１９７３年５月に、まだ地方空港のような粗末な平屋建ての羽田空港
から、多くのテニス部関係の皆さんに見送られて、ロス～リマ～リオ
経由でサンパウロに向かいました。
　サンパウロのコンゴニアス空港への到着は昼前だったのですが、
入国すると在聖（サンパウロ在住という意味）のテニス愛好者の皆
さんが十数人出迎えて下さっていました。そしてそのまま、後に私
をブラジルでの父親のように面倒を見てくださった山県富士男さん
（慶大卒・インカレダブルス優勝＝パートナーは鶴田安雄さん）の
テニスコート付の別荘に約一時間かけて向かい、終日プレーをする
ところから私のブラジルでの人生が始まりました。
　その後、山県さんのお宅で２か月ほどお世話になったのち、近くの
ドイツ移民の下宿に移り約５年間をそこで過ごしました。スタート時
はポルトガル語は全く分からず途方に暮れたことを記憶しています。
そんな中でも、テニスは私にとって常に力強い味方であり、どこに
行ってもすぐに友達が出来、おかげでひどいホームシックにかかるこ
ともなく、苦しい時期を何とか乗り切ることが出来ました。
　その間には、日本人テニスプレーヤーであるという珍しさもあっ
て、それなりの試合に出させてもらうことが出来ました。特に１９７４
年にはグランプリがリオで開催され、私も出場することになり、当時
世界のベスト１０に入っていたユーゴスラビアのフラノロビッチ選手
と試合を出来たり、サントス国際選手権でマルセロ・グラッシという
ブラジル人のダブルスの名手と組ませてもらい、アルゼンチンのトッ
プ１０の選手のペアに勝って優勝したりすることが出来ました。
　そこで驚いたのは、日本ではまだアマチュアとプロの境目がしっか
りとあり、プロとして賞金等を獲得するには“記者会見をしてプロに
転向することを発表する・・”という手順を踏まねばなりませんでし
たが、ブラジルではテニスに関係した人であれば、自分で「私はプ
ロだ！」と宣言するだけでプロとして取り扱われ、プレイヤーだけで
は無く、レッスンプロやヒッティングパートナーも同様に考えられてい

ました。私も試合に負けて帰ろうとすると、“君は・・回戦で負けた
ので、賞金は・・クルゼイロだ。ついては入金する銀行口座を教え
てほしい・・”と言われ、テニスを通じて所得を得ることなど思いつ
かない世代の者として、大いに驚いたことが昨日のように思い出さ
れます。
　１９７４年には日本のプレイヤーとしては初めてプロになった神和
住純さんが、ＷＰＴのサーキット出場の為来伯され、久しぶりに会う
ことが出来ました。
　アーサー・アッシュ選手との試合が終わったあと、私の友人のア
パートの一室で、すき焼きの鍋を囲みつつ、彼の日本初のプロ選手
としての苦労話を聞きながら、テニス談義に花を咲かせたことは、
私の人生にとって最も良い思い出の一つになっています。
　その後、サンパウロ州テニス協会から、オレンジボウルの向こうを
張って、バナナボウルという名の国際ジュニアトーナメントを開催し
たい。ついては第一回大会としてサンパウロ州テニス協会と日系コ
ロニアが、旅費・経費を半分ずつ負担することで日本のジュニア選
手二人を招待できないか、との申し出があり、日系コロニアの皆さ
んに図ったところ、あっという間に寄付が集まり、第一回のバナナボ
ウルに米沢徹さん（のちにデ杯選手）と、中西伊知郎さん（甲南高・
大ＯＢ）が来伯されました。
　その際、バナナボウルの前哨戦がクルービ・パウリスタ―ノとい
うテニスクラブで行われたのですが、その第一回戦の第一ゲーム
で米沢選手が不慣れなナイターでの試合だったこともあり、4本連
続でダブルフォールトをしてゲームを失ったシーンは、今だに忘れる
ことが出来ません。
　ですが、そのような経緯から、その後の日本で開催されるＪＡＬカッ
プに参加するブラジルのジュニア選手には、日本への旅費・滞在
費をご負担いただく等、日本テニス協会から特別な条件を頂いたこ
とも付記させて頂きます。
　そうした内に、私たちの６年先輩（昭和３９年卒業）で慶応大卒テ
ニス部主将であった杉野禾吉さん（カキチ・故人）が来伯され、日
系コロニアの中でも氏を中心に、ブラジルのジュニアを育成しようと
の気運が生まれ、私たちもお手伝いすることになりました。
　杉野さんはサンタクルース・ド・スールというブラジル南部の町
に住まれ、ブラジルのジュニア選手の育成に尽力され、のちにＡＴＰ
２０位内に入るニエジ・ジアス（女子）選手、ＡＴＰ１００以内に入っ
たセーザル・キスト（男子・その後本村剛選手のコーチに就任）
選手やジロー榊原（ブラジル１８歳以下優勝）選手等を育てられま
した。
　その後、ブラジルで開催されたバナナボウルやフェドカップまたＡ

男子

女子

高校 １９66（S41）年卒

大学 １９７０（Ｓ４５）年卒
浅野 勝彦　今井 憲雄　宇野 怜二　岡部 彰雄　神澤 雄次郎　菊池 春海　木本 結一郎　柴山 隆彦 
滝澤 謙介　辻本 隆　西井 弘樹　藤井 一義　眞野 和彦　

井上（田原）みどり　鈴木 美代

池浦 隆一　神澤 雄次郎　柴山 隆彦　藤原 英一　古川 博康　政岡 基重　眞野 和彦　山岡 靖幸

16回
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ＴＰの各種トーナメントには井上悦子・岡川恵美子・岡本久美子・
雉子牟田明子・柳昌子・松岡修造・鈴木貴男・石井弥起さんら
が来伯し好成績を残され、反対にブラジルからは杉野門下生であ
る古庄大二郎（全日本Ｓ準優勝・Ｄ優勝）・クラウディオ鈴木（亜
細亜大・関東学生Ｓ３連覇）・ジャイメ比嘉（元日大テニス部監督）
さんを始めとする、多くの日系ブラジル人プレーヤーが来日し、長き
にわたって活躍されています。
　最後に、このようなコラムを書く機会を頂く事をもって、私の人生
を振り返る時、どんな場面においても、テニスを通じて学んだ事や
人間関係を基礎に、その都度素晴らしい機会と繋がりに恵まれたこ
とに驚きつつ、それに対し心から感謝をせずにいられません。
　今、甲南学園庭球部で活躍中の皆さんが、そのテニスが秘めて
いる力を最大限に生かされ、日本国内のみならず世界中で多くの経
験と人脈を育み、より豊かな人生を送られるよう強く願っています。
　現在、私共が日本で仕事をする会社には、２０か国語を話す１７
か国籍の若いスタッフが働いて下さっています。今後、日本が世界
の中で、これまで以上に信頼され、確かな地位を築き続けるために
は、テニスを通して成長する現役の皆さん方の、若く圧倒的なエネ
ルギーと智慧が必要です。甲南学園硬式庭球部での経験を生かさ
れ、世界に羽ばたく機会を積極的に掴んで頂きたく思います。
　最後に、甲南学園硬式庭球部関係者の皆様方の益々のご活躍
と、迎える次の１００年のご発展を心からお祈り申し上げます。

３６５日テニス漬けの日々
大学　辻本 隆

　１９７０年（昭和４５年）卒業の辻本です。
　「何歳からテニスをはじめたのですか？」と聞かれたら、私自身答
えられないくらい小さな歳から始めました。父の楽しみは毎日曜日に
親戚や会社仲間とやるテニス。そんな訳で父親と一緒にテニスコー
トに行くと親戚の子供達も来ていて、テニスコート横の原っぱでよく
チャンバラごっこをしたものでした。そして、チャンバラの刀がテニス
のラケットに代わって行くのは自然な流れでした。そんな訳で、大人
のラケットが重く、高校卒業までエクアドルのプロ選手パンチョセグ
ラと同じフォアー、バック、ボレー全て両手打ちのテニススタイルで
した。
　甲南高校に入学し早速テニス部に入ったものの、わずか２面の
コートで１００名くらいの部員がおり、一日５分～１０分くらいの練習に
嫌気がさし、早々に退部。一緒に辞めた浅野君等と甲子園テニスク
ラブで高校卒業までテニスをしていました。
　ここから我々の時代の甲南大学テニス部をご紹介します。
　１９６６年（昭和４１年）我々が１年生として入部した時の陣容は４
年生は主将の甲斐先輩他、３年生は京谷先輩他、２年生は春日先
輩他でした。我学年の特徴は１０数名強（男子のみ）と結構な人数
が入部しましたが、甲南中高のテニス部から入部したのは僅か３名

（上位選手が入部せず）で、大半が部外者（クラブテニス、他高
校テニス部、初心者）の構成だったため、良くも悪くも甲南テニス
部の伝統、文化や習慣を引継いでいませんでした。従って、上級生
やＯＢの皆さんにとってはとても扱いにくい学年であったかもしれま
せん。
　一番思い出に残る試合は２年生の時の関西大学リーグ戦での常
勝関学との一戦です。この時代は関学が圧倒的に強く、甲南は常
に２位だった。関学は出場選手全員Ａｌｌ Ｊａｐａｎ出場経験者（控え
の選手にもＡｌｌ Ｊａｐａｎ出場経験者が居た）で揃えていたが、かた
や甲南はＡｌｌ Ｊａｐａｎ出場経験者２名と後はインカレ出場、関西学
生経験者他だった。
　初戦のダブルスＮｏ.３で、私と木本君が組んだダブルスは４年生
の今井／高屋組相手に５セットのファイナルまで縺れ、お互いサー
ビスキープで８－８、そして１０－８で勝ってから流れが一気に甲南
に傾き、初日ダブルスは２勝１敗のリードで終えた。そして次の日の
シングルスも各試合で勝ち負けが拮抗、４勝４敗で私のシングルス
Ｎｏ. 4の試合（相手は３年生の細井選手）に大学の勝敗がかかった。
細井選手は高校インターハイで優勝した？経験の持ち主相手にこれ
もファイナル逆転で関学を破った！相手の関学は想定外の敗戦で返
還の優勝カップすら持って来ていなかったし、また我々は急遽祝勝
会の為に芦屋の竹園を予約すると言う慌て様だった。この後の全国
リーグ決勝では古林、栗岡、中島を擁する慶応大学と戦ったが残
念ながら敗れました。
　大学の４年間は３６５日テニス漬けの日々でしたが、私の人生での
思い出の中で大きなスペースを占める出来事であったと思います。

 ▲１６回大学卒業アルバムより

 ▲１６回高校卒業アルバムより
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高校 １９６７（Ｓ４２）年卒

大学 １９７１（Ｓ４６）年卒
男子
女子

西尾 佳三　西村 啓二　廣瀬 知正

【女子】田尾（鈴木）貴子　本田（立川）夏子　吉田（河野）光世子

市山 隆一　魚野 秀雄　川口 正敏　須浪 国夫　瀧原 順　近澤 眞　森田 修次　西尾 佳三　野崎 兼司　廣瀬 知正

17回

テニス部の１０年間
高校・大学　廣瀬 知正

　私は昭和３６年（１９６１年）に甲南中学に入学し、父親がテニスを
していた事もあり直ぐにテニス部に入部し、中高大と１０年間硬式テ
ニス部にお世話になりました。
　当時は約６０数年前の事であり記憶が曖昧になっており間違った事
を話す事があるかもしれないがお許し願いたい。
　中学入学当時は中学高校とも岡本の大学の構内にあった（私の高
校時代に芦屋の朝日ヶ丘に移転）。テニスコートはクレーで中学校舎
の直ぐ北側に２面あり中高共にそこで練習していた。
　上級生から順にコートに入る為に平日授業がある時、中学１年は打
つ時間は１～２分程度である。
　現在では想像もつかないと思うが、クレーコートのライン引きは毎
日昼休みに石灰を水に溶かしてライン引き器の口に松葉を刷毛の様
にしてロープを張り引いていた。慣れれば上手く引けるものである。
又コートの北側に銀杏の木が２本あり、秋口には落ち葉が落ち、コー
ト整備に時間を費やした。
　練習は厳しくコート整備も煩くボール拾い練習後のランニングも
ハードであり、上下関係も又厳しく、練習のない雨の日は教室で説教
を食らったものであった。
　入学時は３０名程が入部したが約１ヶ月で１０名程になってしまった。

　中学３年時に練習中にライン
に乗り、石灰が乾いていなく足
を滑らして、手から落ちて手を
骨折した事もあった。
　大学に入るとより厳しい練習
が待っており、授業は語学と出
席をとる科目しか受けられでき
なかったと記憶している。今か
ら考えればみなよく卒業できた
ものだと思っている。
　私は何とか１０年間続けられ
たが、苦しい思いの方が多く、
楽しい思いは少ない。
　ただ社会人になり下積み生
活を経験したことで耐えること
を学んでいた為に５０年間程の
サラリーマン生活を無事に続け

られたと思っており、１０年間の甲南テニス部に感謝している。
　現在は地元のテニススクールの生徒としてテニスを楽しんでいた
が、昨年の４月に心臓の異常で入院手術をしたが、薬のおかげで大
分回復してきている。
　ドクターの薦めもあり、どの程度運動ができるか心肺運動負荷試
験を受けてみたが、テニスプレーは厳しい状況である。ドクターから
は長生きを取るかテニスを取るかあなたが決めることと言われ、勿
論テニスを取ると返事している。
　今年の秋口よりＪＯＰベテランに復帰し試合にエントリーしている。
なかなか勝利に結ばれないが、諦めないで頑張っているところで
ある。
　最後はテニス仲間と楽しい思いと笑顔でテニスを終えたいと思っ
ている。

青春時代4年間
大学　西村 啓二　

　この度は、甲南学園硬式庭球部１００周年を迎えられたこと、心よ
りお慶び申し上げます。それにあたり、今回寄稿文を依頼され、お
恥ずかしい青春時代４年間の思い出話をさせて頂きます。

 ▲１７回高校卒業アルバムより
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　私と甲南学園硬式庭球部との関わりは、私の母校大阪府立高校
の先輩柳田さんと通学時、阪急岡本駅近くの車内で出会い、鶴の
一声 「明日から兼松江商のテニスコートに来い」と誘われたのが運
の尽き。
　その年の新入部員と言えば、甲南高校からの廣瀬知正君とマ
ネージャーの西尾佳三君の２名と私のみの布陣でした。
　週末の練習は皆、大学のコートに移動して行われるのですが、私
ひとりは、平日コートをお借りしていた兼松江商さんの為のコート整
備としてとり残されることが多く、管理人さんから風呂炊きまで命じ
られたりして、私のような新入部員だけではおぼつかなく、優しい上
級生の協力のもと、なんとか運営していました。
　コート整備においては、特にコートセンターに置かれていたドラム
缶からバケツでの霧状の水まきは、とてもうまくできました。
　そんな中、ボール拾いの途中、河盛純造さんからワンポイントレッ
スンをしていただき、「君の足運びは、とてもいいよ」と褒めていた
だいたこと、未だに鮮明に覚えています。
　肝心の大学４年間の勝率は、さっぱりでした。しかし乍ら、心に残
る試合として４回生の時に学習院大学との定期戦で、エキジビショ
ンマッチであるが、マネージャーの西尾佳三君と組んでインカレペ
アに勝利したことが思い起こされます。
　ややもすると、不完全燃焼のまま卒業してしまったわけですが、あ
の名だたる甲南大学硬式庭球部に在籍し、その場の空気をみんな
と一緒に嗅いでいたという誇りは今も持ち続けています。
　齢７０歳を過ぎたころ、今一度体を鍛えて何かしたいと思ったとき、
やはりテニスに行きつきました。
　もう一度完全燃焼すべく、テニススクールに通い、今は体もスリ
ムになり元気に後期高齢者の仲間入りをしている次第です。
　伝統ある甲南学園硬式庭球部のご活躍をお祈り申し上げます。

甲南学園テニス部１００周年に寄せて
大学　本田（立川） 夏子

　昭和４６年卒の女子は４２年入学時には８名だったのが、入部当時
嘱望されていた人たちが次 と々退部し、３回生になった頃にはテニ
ス歴の浅い私と鈴木貴子さんとマネージャーの河野光世子さんの３
名になっていました。輝かしい伝統の甲南テニス部の先輩方の努力
の賜物である関西学生女子一部リーグを維持することが私達に課
せられた最大の責務でした。その年の一部二部入れ替え戦には沢
松順子・和子姉妹のいる神戸松陰女子大学が確実に上がってくる
ので、どうしても一部３位までには入らなければなりません。１年先
輩の田原さん鈴木美代さんにご指導いただき、男子からは今井さん
滝沢さん真野さんに続き、宇野さんをコーチに迎え戦力強化に努め
ました。先輩方のご支援のおかげで何とか一部リーグに残留するこ
とが出来ました。甲南のテニス部という重圧は思いの外あり、リー

グ戦は辛く苦しく、卒業してからはテニスから遠ざかるほどでした。
ただその時の経験“何事も最後の最後まであきらめない”精神がそ
の後の人生にはとても役立ちました。
　入学当時は今の図書館のある所にクレーテニスコートが２面あり、
その前に藤棚がありのどかな雰囲気でしたが、クレーのテニスコー
トは手入れが大変で、ラインは石灰を溶かしてジョーロのくちに落ち
てる松葉を詰めて毎回引いていましたので、綺麗に引くのが難しく、
練習前は時間との勝負で、夏はバケツでの水まきもうまくなりました。
１回生の合宿は戦々恐々で、その前にはご飯を早く食べるのとお風
呂に早く入る練習をしました。それも今では懐かしい思い出です。し
んどいことが多かったですが、対外試合などで京都大阪神戸などの
大学に行くのは楽しみで、先輩からご当地名物やおいしいケーキや
デザートを紹介してもらい思いっきり食べました。試合で高校の同級
生に合うと甲南のテニス部ということで羨望の目で見られたこともあ
りました。１回生の頃の土曜日は男子が大学のコートを使うので、２
年先輩の津村さんやマネージャーの山本さんが練習コートを探すの
が大変で、兼松江商さんや日本板硝子さんのコートを借り歩きまし
た。その後、住吉川近くにアンツーカーのコートが３面出来ました。
　甲南のテニス部は男女練習も別であまり交流はありませんでした
が、１年先輩の男子は人数も多くテニスも強く、大阪組(宇野さん
辻本さん西井さん)先輩は特に活動的で打ち上げコンパなど男女
合同で開催するようになり、卒業後も宇野さんたちの音頭でＯＢ会
を先輩や後輩のお店で開き旧交を温めています。私は甲南の同窓
会事務局のお手伝いをしていましたので、様々な先輩後輩にお目に
かかる機会がありましたが、甲南は旧制高等学校の創立当初から
文武両道を目指してきた学校なので、全国各地でそれぞれの分野
でご活躍のＯＢに接する毎に甲南の卒業生であることに誇りを感じ
ます。入学時には思いもよらなかった、甲南は卒業してから値打ち
のある学校だなと感じる昨今です。

 ▲１７回大学卒業アルバムより
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 甲南テニス部との絆
高校　佐渡島 周平

　昭和３７年、中学校の校舎が岡本にある時に入学、父も少しテニ
スをしていたので、親子で、一生共に続けることができるスポーツ
との思いで入部しました。楠や松の繁るテニスコートでボール拾い
と、松葉で石灰のラインを引き、ブラシ掛けで終わるコート整備の
日 を々過ごしていました。練習は夕暮れ時にボールもよく見えない中
で５分ほどの練習が日課だったように記憶しています。
　次の年から芦屋に移転した中高の校舎には、テニスコートがなく、
会社の寮のテニスコートを借り練習する日々で、いつも自宅大阪か
ら、学校、テニスコートと旅行バックにボールを詰めて、脇に教科
書を入れて通学する日々が続きました。その中でも雨の日には岡本
の校舎から石屋川まで往復を走ることが多く、岡橋家の前を通るこ
ともたびたびでした。これが今の体力維持につながっていると思っ
ています。当時は小柄ながっしりした山岡先輩がハイペースで走っ
ておられたような記憶があります。
　当時偶然でしたが、ＮＨＫラジオで全国高校のテニスの決勝の
放送があり、森主将、春日、増成先輩たちの優勝の瞬間を聞くこと
ができ、その時の感激はいまでも忘れられません。その次の年から、

新入部員がドット増えてテ
ニスコートをぐるりと囲むよ
うに入部してきました。
　残念ながら当時の受け
入れ環境が不十分で、多く
の方が退部されました。た
だ、今年７０才を超えて、仕
事の関係で小池亘さんの
ご子息とも巡り合え、ご縁
ができたり、芦屋松浜クラ
ブでは浅野先輩の指導を
今も受けており、甲南学園
硬式庭球部の１００年のうち
５０年の歴史を感じさせて
いただいております。
　いまは望月健二朗が神
戸市テニス協会の役員をさ
れ、年に数回神戸クラブの
レンタルコートで一度テニ
ス部の門をたたいた同期が

集まり、真っ黒な犬飼、有馬、山﨑、辻本、穐村、鹿島、久保、北
川、浜田、樽谷らが集まり、力量に関係なく楽しく、今も『テニス上手』
になろうと頑張る姿は入部のときの思いが正しかったことを証してく
れました。
　一番の思い出は、昭和３９年６月の中学校三年生の灘甲戦のシン
グルスでした。中学校の勝ち負けを左右する試合で最後まで粘って
勝った一戦です。ミスをしない粘りのテニスで勝ち抜いたことが、守
りのテニススタイルを一生のスタイルとし、経営者としても、サステ
イナブルな経営をしているところがここに根源があるようです。
　蛇足で、私事ですが、義父鈴木恒弥も旧制甲南でテニスをして
おり、当時のテニス部顧問の藤原邦雄先生に結婚前の聞き合わせ
をして、その結果今の家族があることも、テニス部の縁と感じてお
ります。
　オール甲南テニスクラブは“テニスだけ強ければ良い”のでは
なく、その後の社会生活においてもチームワークとリーダーシップ
を発揮できる優れた人材が輩出され、その伝統を担う頼もしいメ
ンバーが一人でも多く入部され継承されますことを切に願っており
ます。
Ｓ３７　甲南中学校入学テニス部に入部、ホーレスマンスクールへ
交換学生　テニス部退部。

高校 １９６８（Ｓ４３）年卒

大学 １９７２（Ｓ４７）年卒
男子
女子

柴田 音吉　辻本 豊　津田 淑雄　畑尾 道廣　山﨑 純　

岩（中倉）由美子　長尾（西羅）愛子　西山（佐野）由紀枝

有馬 市郎　犬飼 美秋　岡橋 輝和　久保 博司　佐渡島 周平　柴田 音吉　辻本 豊　廣瀬 恭久　 
望月 健二郎　山﨑 純

18回

 ▲ 甲南新聞１９６９年６月１５日
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Ｓ４３　大学テニス部当時真野さんから誘いを受けたが、実習が多
いと思っていたので辞退。
　就職後、大丸テニス部でテニスを続け、森良一プロの夏季スクー
ルではアシスタントもさせていただきました。
　参考までに当時の甲南新聞や第一回近畿中学校選抜テニス大
会記事がセピア色でありましたので添付させていただきます。

甲南学園硬式庭球部創部１００周年にあたり 
高校・大学　柴田 音吉（啓嗣改め）

＜「知育・徳育・体育」のバランスのとれた教育
一個性の尊重を重視＞
　私は今年７３才になり、仕事は皇室御用達の日本人最初のテー
ラー「柴田音吉洋服店」の５代目で、明治元年に創業し本年１５５
周年を迎えます。当社が荒波を乗り越えて継続できているのは、困
難に立ち向かう“闘争心”、決して諦めない“根性”、企業を継続す
る“情熱”が育まれた大学４年間の厳しい練習があったからと確信
しており、鍛えていただいた諸先輩に心から感謝しております。

＜偏差値教育の是非＞
　最近の甲南の後輩からよく耳にするのは、偏差値向上教育が重
視され、「関関同立」「産近甲龍」といった、私にとって信じられな
い序列がついているのが現実だそうです。
　最も信頼できる経済誌の一つである「週刊ダイヤモンド」の
２０１８年１２月１０日号の「偏差値で語れない名門＝華麗なる御曹
司大学」の１３頁にわたる特集では、私学における「世襲社長構成
比ランキング」で甲南を筆頭に、成城・成蹊が御三家と言及され、
「全国の社長の出身大学のランキング」でも２１位、「上場企業に
おける社長の出身校の構成比ランキング」でも２７位にランクされ、
マンモス大学と異なり、甲南の学生数からすると驚異的な数字であ
ります。上場企業の世襲社長リストにもそうそうたる有名会社の社
長２０名が連記されており、阪神間では全国的に有名な中小企業
が多数存在しています。私の所在する「東亜経済人倶楽部」でも、
大阪は大半が甲南、東京は慶応が中心で、さらに「神戸ロータリー

クラブ」においても甲南出身者の割合が一番です。阪神間では「会
社の社長に挨拶に行けば甲南に出会う」という定説がある位です。
　私はテニスの方では夏に弱く、大した成績は残していませんが、
関西学生のシングルでベスト４、ダブルスで優勝、全日本学生ダブ
ルスで準優勝、団体では王座準優勝位ですが、最も思い出に残っ
ているのは３年の時、単複No.1で出場した関大戦で、４対４でポイ
ントがかかり、２日がかりで勝利した試合と、４年生秋の関西選手権
で学生トップのシングルスで ベスト８、ダブルスで準優勝した事で
す。その後シングルスで勝利したNo.3シードの先輩から、当時超
一流企業の住友金属に入社し、企業対抗戦に出場してほしいとお
誘いを受けました。何を申し上げたいかと言いますと、学業でもス
ポーツでも、中途半端でなく、“一芸に秀でる”と一流企業の入社
も可能ですし、上述のように甲南出身の社長の会社が多数ありま
すので必ず未来は開かれると思います。

＜セレクションの必要性＞
　卒業後は、３６までコーチとしてパートナーの辻本豊君と共に、後
輩の指導にあたりました。吉田、江見、白石、仁木君等の甲南高
校から名選手が入部し、さらに天才的なリストワークを持つ中西君
が加わった時、近々王座が取れると予感し、我々同期生が果たせな
かった夢である、個人戦、王座の全制覇を成し遂げてくれた時は大
変な喜びでした。
　ＯＢの望みとして、とにかく甲南はより個性の尊重を重視した教
育方針と環境づくりを学園にも要望させていただきたく、もっとス
ポーツで全国的に有名なクラブが３～５位出現してほしいです。関
西では関学・関大・近大、関東では慶応・早稲田・青山等々は
大変スポーツに力を入れており、我が甲南も甲南高校主体では限
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界があり、より強力なセレクションの採用が必要ではないかと思い
ます。

＜統一したスポーツコンセプトの提案＞
　上述の経済誌においても、甲南のライバルは関学であると明記し
てあります。テニス部は歴史・伝統的に鑑みて、甲南がもっと実力
をつけて、甲関戦を開催出来るようにすべきと思います。神戸新聞
のスポーツ欄を見ていると、関学の名が躍動し、羨ましい限りです。
関学はスポーツ全クラブに「NOBLE STUBBORNEESS（高貴
なる不屈の精神＝粘り）」という統一したコンセプトがあり、残念な
がら甲南には存在しません。
　我 ４々年の時は、私が関学に勝つために、渡辺・河盛の超一流
選手の先輩のテニスに習い、「BRILLIANT ATTACK（華麗な
る攻撃）」を戦闘テーマに掲げ、３年間の屈辱を乗り越え戦利する
事ができました。
　結びとして、我が愛する甲南学園の発展と硬式庭球部の一層の
頑張りを期待して、１００周年をお祝いしたいと思います。

甲南中学高校大学硬式庭球部の想い出
高校・大学　辻本 豊

　１９６４年４月１４歳、堺市の浜寺中学から神戸甲南中学３年生に
転校、田舎の中学から都会に出て来た様なカルチャーショックを受
けました。甲南中高の校舎も芦屋山手に新築移転、新校舎から海
を見渡せる素晴らしい環境、校風が全く違っ
ていたのを強烈に思い出します。
　早速硬式庭球部に入部するも、岡本のコー
トでのボール拾い、これに耐えきれず数ヶ月で
退部。高校でも庭球部には入らず学校庭球部
での思い出は少なく、４年間練習は神戸テニ
スクラブでは望月健二郎、香櫨園テニスクラ
ブでは柴田音吉、山崎 純、岡橋 輝和など甲
南高校の友人だけでなく他校の高校生も含め
気楽なテニスライフを過ごし、関西ジュニア、
全日本ジュニアを目指していました。
　中高の庭球部に在籍したように受け止めら
れていますが、実際はインターハイ出場経験
も無く、まさかその５年後に厳しい大学硬式庭
球部に入部するなど全く予想もしない環境で
した。
　快適な中高時代から１９６８年甲南大に入
学、１年先輩の広瀬知正、西村啓二氏に連れ
られ、入学前の１月早々から岡本の兼松のコー
ト整備に駆り出され、アンツーカの冬の凍結

士の入れ換え、表面馴らし、ローラーかけ、体育会の洗礼を受け、
意思表示しない間にいつの間にか庭球部に入部スタート。
　１年生はネットについて先輩の練習ボール拾い、先輩足下まで
ダッシュ、自分の練習時はくたくたであまり身が入らない日々でし
た。今思うにこのトレーニングはテニスに間違いない効果がありまし
たが、やり方に大きな問題があるのも分からずただ走りまわってい
ました。
　練習後半は保久良山、仏舎利、六甲ケーブル、階段、など近郊
の山 を々走り回り、５セットの体力はこれで培われました。保久良山
は練習コートから頂上が見え、コート整備の不備、ボール拾いの遅
延などが先輩から見つかり、同学年共同責任の罰で日に数回も走
りました。我 も々慣れたもの、ジャンケン敗者のみ頂上の見える所
だけを走り、残りは山の麓の茶店で休憩、手抜きランニングも今で
は懐かしい想い出です。
　毎年の関西リーグ戦直前の強化合宿は芦屋竹園でしたが、ここ
で後 ま々で影響を受ける出会いがありました。練習疲れを癒す竹園
の銭湯、湯煙に紛れ、毛むくじゃらの男が現れ、当時野球界の現役、
長島茂雄と裸の対面。「君達は何のスポーツをしているのか？」「テ
ニスです。」「そうか、近代スポーツの基礎はランニングですよ。」
何気無い会話でしたが非常に重みがあり、その後のスポーツ人生
の個人的指標のみならず団体の指標になりました。
　強烈なインパクトを受けるのはこの大学時代の先輩、同期、友
人、今数えれば２、３ページでは書ききれない経験、元 ジ々ュニア時
代は鳴かず飛ばずの戦續、大学１年でテニスのスランプに陥り地獄
を見ましたが、先輩の木本裕一郎のグランドストローク、兄の辻本 
隆のネットプレーを見てスランプを脱出出来ました。現代のような個
人指導はなく、人のプレーを見て真似る事から試行錯誤の連続でし

 ▲１８回高校卒業アルバムより
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た。回り道もしましたが、色んな人々の出会いからヒントを得て思考
が組み立てられ、実行に移せるかが重要であるという事を肌身で知
る学生時代でした。

甲南学園硬式庭球部創部１００周年に寄せて
高校・大学　山﨑 純

　創部１００周年の記念として大学４年間をこのテニス部で過ごした
一人のテニスプレーヤーとして私の記憶を残しておきたいと思いま
した。
　私は甲南中学１年で大勢の友達と入部しましたが、２年の冬に退
部しました。大学１回生から４年間、腰痛を抱えながら最後まで継
続することが出来たのは同期の５名の仲間の存在でした。関西学
生リーグ戦に出場したのは男子部員５名のうち、選手として辻本・
柴田・畑尾・山崎（辻本・柴田は１回生から出場）の４名全員、そ
してマネージャーの津田（他界）がリーグ戦から王座決定戦まで支
えてくれました。
　私が４回生のときは、関西学生リーグ戦優勝、大学王座トーナメ
ントでは、準々決勝中京大学、準決勝福岡大学、どちらも相手校へ
の遠征でした。大学王座決勝では法政大学と対戦しましたが、残
念ながら３-６（於広島）で敗戦。遠征と試合までの猛練習で全員
疲れていたと思いました。
　リーグ戦での私の戦績は、シングルスNo.3に出場し全ての試合
で勝利しました。これが私のテニス人生の心の中で誇りに思ってい
ることです。個人戦はあまり強くなかったのですが、団体戦では「甲

南を背負っている」こと、「応援に支えられて
いる」ものがあり実力以上の力を発揮したよう
に思います。
　また、個人戦では３回生のとき、関西学生
選手権のダブルスで広瀬・山崎組で同級生
の柴田・辻本組や宮川・中沢組（関学）に
勝利して優勝し自宅に帰ったとき、待っていた
母にハグされたことを今でも鮮明に思い出しま
す。母のそれまでの思いが少しはわかった気
がしました。亡き母に感謝です。
　ところでテニスを始めたきっかけは、小学校
まで野球をしていた私を中学でテニスに誘っ
てくれた１年年上の小川先輩でした。私は３０
歳過ぎまでテニスをしていましたが、その後は
やっておらず６０歳頃からの将来設計を考える
とやはりテニスしかありませんでした。７２歳に

なった今でもテニスが出来ること、色々な年代の方とプレー出来る
楽しみがあること、テニスコートに行くときには「心ワクワク」するこ
と、幼なじみでもある小川先輩に感謝しかありません。
　最後になりましたが、甲南学園硬式庭球部創部１００周年おめで
とうございます。甲南の現役の皆さんが過去の戦績よりいい結果
が残せるように、また生涯テニスを続けられることを祈念して終わり
とします。

 ▲ 卒業式
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中高テニス部の思い出
高校　堀田 義男

　１９６３年中学入学。ご多分にもれず、この時代テニス部には４０名位
が入部、その夏には１０数名程度になっていた通常パターンの年次でし
た。結局７名が最後まで残りました。木村、小湊、片山、福原、望月、
山田の各氏と私です。
　振り返れば、我々の中学入学時に中高は岡本から芦屋の新校舎に移
転しました。でも、そこに自前のコートが出来たのは我々が高３の春だっ
たのです。芦屋のコートで練習できたのはほんの数か月間でした。この
意味では、最も長期間、練習環境では苦労した「流浪の民」学年と言
えます。中学時代は岡本の大学構内のクレー２面、高校では芦屋翠ヶ
丘にあった日商岩井独身寮内の赤土２面が主たる練習場でした。他に
も、芦屋の帝人、岡本の兼松、仁川の日本板硝子の各コートを使わせ
て頂いた時期もありました。
　中学時代は大学のコート整備に間に合わすべく、授業終了後即座に、
あの芦屋の急坂を芦屋川駅まで、それこそ「転げ落ちる」ように荷物を
揺らしながら走るのが常でした。今思えば良く耐えたと思いますが、そ
れで脚力と忍耐力が鍛えられたのか！？我々7名は全員インターハイ、

全日本ジュニアの両方或はいずれかに出場出来たのです。
　さて、テニスの面では、１９６４年に４度目の団体全国制覇以降３年間
低迷していましたが、高３の１９６８年に団体ベスト４、それ以降後輩が頑
張り優勝は出来なかったものの、準優勝４回など第２期黄金時代と言え
る名門復活につなげたと自負しています。
　１学年上は中学時代退部する人が増えていき、その学年は高校では

 ▲１９回高校卒業アルバムより

男子

女子

高校 １９６９（Ｓ４４）年卒

大学 １９７３（Ｓ４８）年卒
榎本 博行　大山 守　片山 和寛　木村 隆史　辻田 敏　望月 礼三　山田 幸男　山本 隆久

置塩（上田） 恵美子　栗原（橋本） 雅子　柴田（鈴木） みな　末益（柿原） 陽子 
鈴木（小畠） 陽子　西川（中島） 千恵子　西野（中川） 由美子

片山 和寛　木村 隆史　小湊 孝　佐渡島 宇平　福原 庸介　堀田 義男　望月 礼三　山田 幸男

19回

 ▲ 昭和４４年卒業記念部員集合写真
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テニス部には誰もいなくなったのです。それゆえ、私は高１の夏から２年
間にわたり主将を務めることになりました。４年ぶりの団体制覇にすべて
をかけて取り組みましたが力及ばず、１９６８年真夏の広島での団体準決
勝敗戦日、完全燃焼しきった感がありました。そして、成しえなかった全
国制覇をその日後輩に託し引退しました。翌年私は、テニスの道は断念
し、英国の大学進学を自ら選択しました。その英国での６年間も、その
後の社会人生活においても、完全燃焼した名門甲南テニス中高６年間
が私のバックボーンとして支えになったのは間違いありません。感謝あ
るのみです。ありがとうございました。

甲南学園硬式庭球部創部１００周年に寄せて
高校・大学　片山 和寛

　甲南学園硬式庭球部創部１００周年記念事業として出版される記念
誌に名を連ねる機会を頂き、光栄に存じます。また永年にわたり硬式庭
球部を見守り、ご助言、ご支援を賜りました学園・学校の御関係者様
並びにOB･OG各位に心より感謝、御礼を申し上げます。
　私は中学・高校が岡本から芦屋山手町に移転した１９６３年４月、新
校舎一期生として中学に入学致しました。屋外施設は、雨が降ると足が
取られるほど泥濘み、晴天が続くとコンクリート並みに硬くなるグランド
だけでした。校舎はさすが甲南と思わせる設備でしたが食堂はなく、職
員室西隣にあった『購買部』でお昼休みに販売されるパンと飲み物が、
早弁後の練習に備えるエネルギー源でした。
　そのような環境の中で中学生活とテニス部活動をスタートし、テニス
コートができる高校３年（１９６８年）春まで、中学時代は主に大学構内
テニスコート、高校時代は芦屋翠ヶ丘の日商岩井独身寮のテニスコート
をお借りして練習させて頂きました。
　中学下級生は授業終了時の先生へのご挨拶が終わるかどうかの絶
妙なタイミングで教室を飛び出し、坂道を駆け下りて大学構内のテニス
コートへ向かい、到着後即コート整備開始。そのメインイベントは『経験』
と『技術』が必要とされるライン引きでした。松葉をシングルポールで
叩き落として如雨露に付ける刷毛を手作りし、ラインロープ担当者と呼
吸を合せて仕上げていきました。
　インター杯団体全国制覇（１９６４年）メンバーが高校上級生に名を連
ね、そして部員数も多く、中学１年生のボール練習は日暮れ前。折角コー
トに立たせて貰っても５分も経たないうちに『ラスト！！』、そして『走る
ぞ！！』の声で隊列を組んでランニングを開始しました。
　日がどっぷりくれての帰宅時、岡本に向かう途中のパン屋さんに皆で
立ち寄って、一息付くのが練習の締めくくりでした。
　学校での練習不足を補うために、練習が休みになる日曜日は甲子園
テニスクラブに同級生が集まって基礎練習、そして時には１セットマッチ
の順位決定戦ゲームに興じました。
　対外試合のデビュー戦は、中学２年の夏に靱公園コートで開催された
関西ジュニア幼年ダブルスでした。パートナーは後に名マネージャーとし
て手腕を発揮する同期の山田君。二人は試合用に新調したテニスウェ
アに、フタバヤのラケットを携えての初舞台でした。
　高校に上がると、大学ではヨット部で名スキッパーとして名を馳せた
福原君と、３年からはペア替えでキャプテンの堀田君とダブルスを組む
ことになりました。
　堀田君と組んだダブルスの初戦は１９６８年７月香櫨園コートでの関西
ジュニアで、早生れ出場の辻本先輩、山﨑先輩組に決勝で敗れました。

お二人は『勝って当たり前、負ければ丸坊主』のノルマから、ゲーム開
始と同時に声を出してエンジン全開でした。高校最終の１９６８年は関西
３位、全国７位のダブルスランキングを頂きました。
　一方、１９６４年から３年間遠ざかっていたインターハイ団体戦は、キャ
プテンの堀田君、木村君、小湊君、望月君、山田君、福原君そして私
の７名で全国制覇奪回を目指し、日商岩井のコートで厳しい練習を行
い、藤井道雄先輩の指導も頂き、広島中央コートで開催されたインター
ハイに臨みました。しかしシングル０－２、ダブルス１－０で成蹊に準決勝
で惜敗致しました。目標としていた団体戦優勝は果たせませんでしたが、
堀田君のリーダーシップのもと我 ７々名で『甲南ブランド』は次の世代に
引き継げたと思っています。
　高校庭球部引退後は甲子園、香櫨園のテニスクラブでのんびり練習
し、自由を謳歌する高校生活を楽しんでいました。３月に入ると自宅まで
入部勧誘があり、高校卒業式直後から同期の山田君と大学の練習に参
加し、宇部の春合宿にも参加しました。
　入学式後、高校同期の木村君、望月君、他校から辻田君、榎本君、
山本君、大山君が入部し、１９６９年入学組８人が勢揃いしました。
　平日の練習は、天上川に沿って国道２号線を渡ったところにあった兼
松江商のアンツーカーコートで、社員が来られる土曜日の午後からは大
学構内のコートで行っていました。
　最上級生は学生界では数少ない全日本ランカーの木本先輩、辻本先
輩の世代で、練習はコート３面を使ったラウンド２時間のプログラムもあ
り、一打を疎かにできない厳しい内容でした。練習中、唯一身体を休め
られるのは、順番で回ってくる練習試合ジャッジで座る審判台でした。
　そして兎に角よく走りました。日々練習の締めは保久良山、時にはそ
こに学校裏山の階段、仏舎利が加わりました。オフのトレーニング、雨
でのコートコンディション不良時は、甲子園球場、六甲ケーブルそして西
灘のロングコースがあり、土のコートで５セットマッチを戦い切る体力と
気力はランニングで養われたと思います。３年生のリーグ戦前、竹園レ
ギュラー合宿で一緒になった読売巨人軍 長嶋茂雄終身名誉監督（当
時現役サード）からお風呂の中で頂いた『ランニングはスポーツの基礎』
というアドバイスは、その後のテニス生活の心構えになりました。
　大学では、登竜門となる新人戦はレフティーで多彩なショットを繰り出
す望月君と組んで決勝で同僚の木村君、辻田君組に勝ち優勝。４年生
では２年後輩の中川純二君と組んで春の関西学生選手権は準優勝。
優勝狙いで臨んだ秋の大会は、残念ながら５セット目６-８で関大の木谷・
井上組に準決勝で敗れました。最後の関西学生選手権でしたので、あ
と一つ勝って、決勝に進みたかった思いは今も記憶と共にあります。
　一方、常に優勝が求められる団体戦は３年生（１９７１）そして４年生
（１９７２）時に連続して関西対抗リーグ戦で優勝し、３年生の時は広島
中央コートで開催された全日本大学対抗王座決定戦の決勝に進むこ
とができました。しかし勝てるチャンスのあった法政に敗れ、日程、コン
ディション面も含めて対抗王座決定戦で勝つことの難しさを痛感致しま
した。
　３年生時の関西対抗リーグは近大戦が優勝の鍵でした。その中で勝
てば一気に流れができるダブルスNo.2のゲーム、柴田先輩に組んで
頂いて勝利したゲームは今でも脳裏に焼き付いています。私のセカンド
サービスより早いと思われる近大・夫、丁組の厳しいつき玉をボレーノー
ミスで相手センターに打ち返してチャンスを待ち、最後は私のネットポジ
ションまで入り込んで『マイボール、サンキュー』と声を発しながら打込
む柴田先輩のスマッシュが決めパターンでした。
　４年生のリーグ戦、関西では優勝しましたが、全日本大学対抗王座
決定戦の決勝には進めませんでした。しかし、学校練習休みの日は一
緒に香櫨園で練習に励んだ優れたオールラウンダーの木村君と組ん
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だダブルスは、関大戦 木谷・井上組とは５セット目までもつれましたが
８-６で決着し、３校No.1戦は全勝。シングルスは関大・井上君、近
大・川口君には勝ちましたが、関学３年生・友金君には２セットアップ後、
『Ｎｏｂｌｅ Ｓｔｕｂｂｏｒｎｎｅｓｓ』を地で行くテニスを３セット目半ばから展開
され、５セットファイナル４-６で落とし、唯一の黒星を喫しました。関西
対抗リーグ戦は連続優勝、その中でNo.1戦５勝１敗は、最低限の責任
は果たせたと思っています。
　甲南庭球部生活１０年、多くの方にお世話になり、同期とスクラム組
んで無事過ごすことができました。今思えばよき指導をして下さる方に
巡り会ったのが、私のテニスの原点と思います。中学下級生の時、練
習不足を補うために通った甲子園クラブで、戸田定代先生、関学ＯＢの
森良一様のお父様に基本中の基本を教わりました。そしてご自分の練
習が一段落すると『打とか！』と声を掛けて頂き、乱打が終わると三ツ
矢サイダーをご馳走して下さった京谷先輩そして木本先輩、辻本（隆）
先輩にも甲子園クラブで指導を頂きました。
　大学では、サーブからのゲーム組み立てを辻本（豊）先輩から時間
を掛けて教えて頂き、肘が下がり気味の私のサーブをジョン・ニューカム
（豪）の分解写真をもとに、『左、右両方の手は天を指せ、右肘上げろ！』
と根気よく指導下さいました。
　今のようにプロインストラクターのレッスンやインターネットのない時代、
『目』、『耳』が上達の鍵でした。私の回りには全国区の先輩、同期そ
して他校のライバルがおり、研究するには事欠きませんでした。
　『よき指導者、助言者との出会い』は、自分のテニスを知り、レベル
アップの道標となりました。そして『目標をもって、努力を惜しまないこと』
の大切さを学びました。
　この二つはテニス上達に不可欠であり、社会人となって会社生活を
送る上でも大切なこととして心に留め、今に至っています。
　中・高・大学庭球部の１０年間を先輩、同期そして他校のライバルと
心を通わせて全うしたことが私の人生を支える屋台骨の一つであること
は間違いないと思います。
　これからも甲南庭球部での出会いやメンタリティーを大切にして、次
の１００年に向かって飛び立つオール甲南テニスクラブに心を寄せて、ご
発展をお祈り申し上げます。

甲南学園硬式庭球部創部１００周年記念誌　寄稿
高校・大学　木村 隆史

　この度は、甲南学園硬式庭球部が創部１００周年を迎えることができ、
永年にわたり支えて下さった学園関係者並びに顧問の先生方や硬式庭
球部の諸先輩の方々、在校の中高大の硬式テニス部員と共にこの記念
すべき節目を心より祝いたいと思います。
　本題に入りますが、私が高校１年になった時は、中学時代のテニス部
メンバー【堀田、片山、小湊、望月、福原、山田、私の７名（敬称略）】
全員がそのままテニス部に入りました。ただ、１学年上の高校２年は中
学時代の後半に退部者が続出し、最終的には部員が０名になりました。
高校１年になっても依然として学舎内にテニスコートの新設が無く、特に
春休みや夏休みなど部員全体のレベルアップを図るためには、大学内
のコート２面では到底足りなく、当時主務であった山田君はＯＢを頼り企
業回りして、練習コートを確保するために奔走してくれていました。
　戦績についてですが、Ｓ４３年のインター杯団体戦（於広島）では２回

を勝ち抜き、準々決勝では学習院（東京）と対戦して２勝１敗で勝利し、
準決勝は第２シードの成蹊（東京）と対戦し単０対２、複１対０の１勝２敗
で敗れました。
　複は私と小湊君とのペアで出場し、初回からここまで無敗で臨み、成
蹊ペアにもストレートで勝利することができました。単No.2の望月君は、
試合巧者の小田君に善戦及ばず敗れました。最後に単No.1同士の決
戦となり、堀田君は当時関西では無敵の強さを誇っていたので勝利を
確信していたのですが、然しもの関東の覇者成蹊の横沢に惜しくも敗
れ、準決勝敗退が決まりました。
　このインター杯広島大会後の８月中旬から東京神宮外苑クラブで開
催された全日本ジュニア大会に単複に出場しました。単は２回戦で敗れ
ましたが、複は前のインター杯の余勢がまだ残っていて、運にも助けら
れ決勝まで勝ち進むことができました。決勝は平井健（光ク）、横沢（成
蹊）組に力負けをして完敗でした。この試合で自分の非力さを改めて痛
感しました。ここまでが私の高校時代の想い出です。
　続いて大学時代の想い出を記します。私の大学時代は、高校からそ
のまま上がった片山君、望月君、山田君と他校から甲南大学に進学した
辻田君、榎本君、大山君、山本君（学生連盟）らがテニス部に入部しま
した。私が大学３年の時にはＳ４６年関西リーグ戦で４年振りに団体優勝
を果たす事ができました。その後、王座のトーナメント方式により名古屋
で準々決勝の中京大戦、福岡で準決勝の福岡大戦にそれぞれ勝利し
勝ち進みました。そしていよいよ決勝は法政大学と広島で王座を懸けて
戦うことになりましたが、ここまでの道程を振り返ってみると、間に関西
学生や東西学生対抗戦（室内）の出場も含まれ、かなりの強行軍であっ
たことは否めません。広島市営コートにおける王座決勝戦の大会初日
は、複のNo.1~No.3まで一斉にコートに入り、それぞれ試合をするの
で同校選手の試合の応援が殆ど出来なく心残りでした。
　私が辻田君と組んだ複では、関西リーグ戦及び王座の１回戦から準
決勝に至るまで無敗でしたので、何とかこの複のNo.1で１勝を挙げる
べく試合に臨みました。対戦相手は三宅、加藤組でした。炎天下の中
で大接戦となりフルセットの４時間を超える長丁場になり無念にも敗れま
した。初日の結果は複のNo.2で出場された辻本、柴田先輩ペアのみ
の勝利で１勝２敗です。大会２日目は単でNo.1~No.6まで一斉にコー
トに入りました。私はNo.4に出場し伊東末広と対戦しました。まだ前日
の疲労が残っている上に真夏の日差しがさらに厳しく、試合中に時折く
らくらする感じがしていましたが、ＯＢの木本さんが 試合開始から終了
までコートスタンドから応援して下さったので非常に心強く感じました。
結果はセットカウント３対１で勝つことができましたが、試合直後には人目
を憚るようにコートブラシやトンボが置いてある倉庫のような場所に直行
して、精根尽き果て倒れ込むようにコンクリートの上でそのまま寝ていま
した。
　ちなみにパートナーの辻田君は、外見は私よりもがたいが大きくパワ
フルで一見屈強そうに見えますが・・・単のポイントゲッターとしてＮｏ.６
で出場しました。加藤と対戦するも２セットダウンの後３セット目のコート
チェンジあたりから前日の疲れからか様子がおかしくなり、応援者に頼ん
で頭から氷水を掛けて貰ったところ、そのまま意識を失って救急車で病
院に運ばれ、敢え無く棄権負けという悲惨な結果となりました。王座決
勝戦のトータルでの結果は、複１対２、単はNo.1で出場された辻本先
輩と私の２勝のみで２対４の計３勝６敗で法政大学に敗れ、念願であった
大学王座奪還は叶いませんでした。
　以上が私の大学生時代のテニス部における想い出です。
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甲南学園テニス部１００周年に寄せて
大学　西野（中川）由美子　

　甲南学園硬式庭球部１００周年おめでとうございます。私は１９７３
年大学卒業の１９回生です。ピチピチギャルだったあの頃から早や
半世紀。同世代の皆様、諸先輩方、お元気でお過ごしでしょうか？
現役学生さんの祖父母世代が当時の思い出を披露させていただき
ます。
　あの頃、甲南大学の硬式庭球部といえば、ちょっとええトコのボ
ンや嬢ちゃんが優雅にやっている、けれど強い部だと世間では認識
されておりました。実態は全く優雅ではありませんでした。（ちなみ
に私の特技は水撒きです。クレーコートにホースは無く、夏場はバ
ケツで水を撒いていました。バケツでサーっと、まるでシャワーのよ
うに水撒きできます！）
　私は中学軟式・高校硬式とテニスをやっていて、そのせいか勧
誘されて入部したのですが、特に「強くなりたい」とも、「いい成績
を残したい」という意欲もないダラダラ部員でした。そんな部員だっ
たので、休みもない、拘束時間が長い、練習がきつい、でいつも「や
めたい、やめたい」と愚痴っていました。
　当時の運動部は先輩後輩の上下関係が厳しくて、「1年道具、２
年奴隷、３年人間、４年神様」が常識でした。私たちが２年生にな

る時、やっと道具から奴隷に昇格できると期待したのに、１年生は
安保さん１人だけで「道具」を２年間せざるを得なくなりました。ト
ホホでしたが、道具のままでは終わりたくない！人間や神様に昇格す
るまでは「やめない！」という変な理由で腹がすわり、４年間続けた
次第です。
　夏は、日が暮れると歯しか見えないくらい真っ黒けで、蛇口から
頭に水をかぶって頭を冷やし、汗だくで練習終わりは皆体から湯気
が立ち昇っている女子大生。今振り返れば、年頃の女の子がなん
とワイルドな生活をしていたんでしょう！
　団体で三宮を歩くと道行く人が振り返って「あの娘たち、日本人？」
「違うやろー。」とヒソヒソ声が聞こえたり、母から「あんたが寝る
とシーツが黒く汚れそう」と言われたりでした。今は信じられないで
しょうが、当時はその黒びかりが、かなり自慢でもありました。
　そのころは普通の学生がうらやましく、アルバイトしたい、デート
したいと無いものねだりでしたが、今は思い出すと面白くてたまりま
せん。一番きつかった1年生の時の思い出が特に面白い。泥んこに
なってローラーを引っ張ったり、リヤカーでネットやコートキープの道
具を運んだり、喫茶店のお手拭きで手や顔や足を拭いたり（お店の
方ごめんなさい）、などみんなキラキラした思い出です。と同時にそ
んなキラキラした思い出を共有できる友だちがいることが一番の財
産です。やめなくて本当に良かった。

 ▲１９回大学卒業アルバムより
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わが青春の中高テニス部
高校　横山 公一

　私たちの学年は昭和３９年（１９６４年）中学入学で、岡本から芦
屋に校舎が移転した一期生です。その当時は道路も舗装しておら
ずテニスコートも無かった為、大学のコートに練習に行くときは阪急
芦屋川駅３時１２分発か２２分発に乗らなければコート整備が間に合
わないのですが、３時にチャイムが鳴って１２分発だと芦屋川駅まで
ダッシュ、２２分発だと岡本駅から大学までダッシュの繰り返しでし
た。大学のコートが使えない時は仁川の日本板硝子のコートや岩園
の日商岩井のコートをお借りし、ジプシー活動を続けながらの練習
でした。それでも練習は毎日あり、当時のマネージャー方のコート確
保は大変だったと思います。
　高１の時にコートが出来、デ杯選手の先輩方がコート開きに来
て頂き、３人打ちで徹底的にしごかれ、練習後のランニングで海ま
で走らされ、途中で２人ぶっ倒れましたが、今となればいい思い出
です。
　１年上の先輩方は人数も実力も揃っておられ、広島でのインター
ハイ団体にも出られたのですが、その広島で兵庫県の役員の先生
が来年は「関学やな」と言っているのが耳に入ってきました。闘争
心に火をつけられましたが、我々の学年は近江君・片岡君と３名で
団体戦に必要な４名に届きません。１年下の中川君を入れたのです
が、その中川君の大活躍もあり、決勝戦２－１で関学に勝ち、大会
役員の先生にも祝福を受け、インターハイに進むことが出来ました。
　群馬でのインターハイでは柳川高校に準決勝で敗れ、３位に終わ

りましたが、群馬からの帰りに片岡君と私の叔母が東京にいるので、
寄って行こうと言っていたら、大学テニス部の木本先輩が、法政大
学で神和住さんとペアーを組んでいた柳原さんの車で東京に行くか
らと乗せて頂きました。途中、新宿の高級そうな中華料理店に連れ
て行って頂き、高校生だからもっと食べろと死ぬ思いで食べさせら
れたのも良い思い出です。
　中高６年間をテニスとランニング漬けのテニス部で過ごしたお陰
で、社会人になってから困難な事があっても、根性だけは負けない
ぞと頑張ってこられたように思います。
　今後益々甲南テニス部が活躍をされる事を祈念しています。

テニス部の思い出
高校・大学　片岡 道昭

　硬式庭球部創部１００周年誠におめでとうございます。節目の年
に立ち会えたことは、先輩後輩のみなさんのおかげと感謝申し上げ
ます。
　昭和３９年中学に入学し初めて買ったラケットが軟式ラケットだっ
たという右も左もわからない状態からのスタートでした。
　中学時代、中高にコートは無く、当時大学構内にあったコートで
の練習。授業が終わると阪急芦屋川駅まで猛ダッシュ、岡本駅から
また猛ダッシュ、そんな毎日が続きました。
　中１では４０人以上いた同級生も中２では４人になっていました。練
習後の帰り道、いつも立ち寄るパン屋さんで飲み物よりも少しでも多
くのパンを選んでいると、見かねたおばちゃんが水の差し入れをして
くれて嬉しかったことを思い出します。
　高校時代、高３の灘高戦、夕闇迫る灘高のテニスコート。最後の
この試合に勝てば、９－０（Ｓ６、Ｄ３）で完全勝利。既に閉会式は終
わり、帰宅途中の生徒が金網越しに応援してくれました。ポイントを
とる毎に拍手。あの時の高揚感は今でも忘れることができません。
この勝利によって勝って得る自信がこんなに大きいものかと改めて
実感しました。
　この時期、学生運動に影響を受け、このままテニスを続けるか否
かと迷っていましたが、ここは初志貫徹続けることを決意しました。
　大学時代、借りていた会社のコートと大学の往復、講義は出席を
とる授業だけ、これでよく卒業できたものです。試合のことはほとん
ど記憶にありませんが、なぜか国道２号線沿いにある鈴木商店のア

高校 １９７０（Ｓ４５）年卒

大学 １９７４（Ｓ４９）年卒
男子
女子

稲鍵 耕司　片岡 道昭　瀧川 俊治　中川 洋一　松下 誠克

中村（安保）恵利子

近江 伸次　片岡 道昭　鈴木 信一郎　高橋 潔　横山 公一

20回

 ▲２０回高校卒業アルバムより
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イスキャンディ、甲南本通商店街の中にあったナダシンの餅等、美
味しかったことはしっかり覚えています。
　そして「ホクラ、ブッシャリ、カイダン」（懐かしい響きです）よく走
りました。今から考えれば非科学的なトレーニングだったかもしれま
せんが、これで体力と共に精神力も付いたように思います。曲がり
なりにも中高大と１０年間続けることが出来ました。誇れる戦績は何
一つ残せませんでしたが、私のなかでは密かな誇りです。社会人に
なっても自信に繋がり、大いに役立ちました。

　最後に一つ明治３０年生まれ元デ杯選手の言葉です。
　　この一球は絶対無二の一球なり
　　されば身心を挙げて一打すべし
　　この一球一打に技を磨き体を鍛へ精神力を養ふべきなり
　　この一打に今の自己を発揮すべし
　　これを庭球する心といふ
（福田雅之助『テニス（硬式）』（旺文社、1967年）8ページより引用）
※引用に際して、旧字体を新字体に書き換えています

　甲南学園硬式庭球部の輝く１００年後を目指し更なる活躍をお祈
りしています。

大学テニス部の思い出
大学　中村（安保）恵利子

　私が入部したのは昭和４５年春、関西学生リーグ戦が始まる前の
厳しい練習真っ盛りの頃でした。当時のマネージャー山田氏からの
熱心な勧誘に根負けした形で入学式前から練習に参加しました。当
時通い始めた自動車学校にもなかなか通えなくなり、免許を取れた
のはその年の秋にまで延びてしまいました。
　大学の練習は高校時代のそれとは違ってランニングにもついてい
けない程、私にとってはハードなものでした。
　当時の甲南テニス部は男女とも一部リーグで戦っておりました。
リーグ戦が終わり夏休みの練習が始まった頃には４人ほどいた１年
女子部員が私一人になっていました。当時のテニスコートはクレー

コートで、ラインは石灰を水で溶かし、ジョーロで引いていました。
ロープを引っ張る人２人、ラインをかく人１人と最低３人いないとコー
ト整備はできません。なので２年生が交替でコート整備を助けて下
さいました。
　翌年のリーグ戦の選手選考で、私は２年生４、５人に勝ち、当時
キャプテンをされていた３年生の佐野さんと対戦しました。佐野さん
はスライサーで、私のようにフォアハンドでラケットを高く構えるタイ
プには苦手な球筋でした。
　にもかかわらず佐野さんは自分の代わりに私を選手として指名さ
れました。私に電話で「勝てる自信はあるよね」と聞かれて、私は「ハ
イ」と言うしかなかったのを今もはっきり覚えています。
　それまで私の高校時代のテニスは、ラリーを続けて我慢すること
はとても苦痛な事でした。なので負けるときはあっさりと負けていま
した。しかしながら団体戦リーグ戦というものはそんな無責任な事
は絶対に出来ません。
　ましてやキャプテンに約束した以上、石にかじりついてでも勝たな
ければならないという思いで臨んだ結果、リーグ戦で負けなかった
のです。個人戦で勝てなかった相手にも勝てるようになり、４年生
の時には全日本選手権にも出場してベスト８にもなりました。大学王
座にも出場出来たし、甲南大学テニス部で私のテニスは花開きまし
た。当時テニス部の顧問をされていた和田先生にも大変お世話に
なりました。
　大学時代テニス部で知り合った他の大学のテニスの仲間達、また
すぐ下の後輩達とは卒業後５０年近く経っても親交を深めております。
　同級生のコートを取り合った男子部員達とも連絡を取り合い、交
流が続いております。
　大学時代に出会った人達は人生の宝物となっています。甲南大
学テニス部に在籍させて頂いたおかげで７１才になった今でも、まだ
「ルネッサンス佐世保」でテニスのインストラクターとして仕事をさ
せて頂いております。勿論、全ルネッサンステニスインストラクター
最年長として。有難いことです。

 ▲１９回大学卒業送別会 
場所：多分甲南中高学生食堂

 ▲２０回大学卒業アルバムより 
上段左から２人目　和田 邦平先生　場所：甲南大学テニスコート
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甲南中学テニス部生活の思い出
高校・大学　小川 隆司

　１９７１年甲南中高校及び１９７５年甲南大学卒業の小川隆司
です。
　私は中高大のテニス部活動の中で最も思い出深く、そして楽し
かった甲南中学時代の思い出を語らせていただきます。何はともあ
れ私がテニスに情熱をもち、ラケットを持つことの楽しさを大いに感
じたのは中学テニス部時代です。
　といっても中高一貫の部活で、特に部として全国高校での団体
優勝を最大の目標にしていましたから、練習は高校生レギュラーが
優先で、中学生部員、特に中１、中２は球拾いとコート整備に徹す
る毎日でした。従って、あろうことか毎日朝から晩まで（休日や夏休
み）の練習で、実際に球を打つ時間は中１は午前・午後で１０分ずつ、
中２でも２０分ずつほどしかなく、球拾いとコート整備に連日明け暮れ
る日々 でした。
　そんな環境でしたが、中２で初めて兵庫県や近畿の大会に出ます
と、これが皆結構勝つんですね。そして中３になると私どもの同級
生からダブルスで全日本ボーイズを始め兵庫県のジュニアで優勝
者が生まれました。もちろん先輩たちは同じような環境でもっと優秀
な成績を上げておられたことは周知の事実です。
　中学時代仲良くなった他校の選手と談笑する際「君たちは何で
球を打つ時間がほとんどないのに上達するのか？」と良く問われ
ました。それは間違いなく我々は球拾いしながら先輩方の素敵な
フォームを見ることによって、頭の中でしっかりイメージトレーニング
ができたからだと思っています。「あの先輩のかっこいいサーブや
フォアハンドを真似たい」が基本にあり素振りなどで習得した結果と
思います。当時はつらい練習後の帰り道（夜道）で、同級生部員達
と立寄る店でジュースやパンを食べ、練習の不満を言いながら談笑
するのが楽しみでした。
　私の中学テニス部時代、芦屋の甲南中高にまだテニスコートがな
く、従って中学１年・２年時は毎日授業終了後、速やかに岡本の甲
南大学或いは当時コートをお借りしていた日商（現・双日（株））の
夙川のコートへ行かねばなりませんでした。大学コートで練習の場
合は、通常授業終了時間は１５時ですが、終了２～３分前には教室を
飛び出す準備をし、芦屋川駅発１５時１１分の電車に猛ダッシュ汗だ
くで乗車し（通常学校から芦屋川駅まで徒歩２５分弱）、１５時２０分
頃からコート整備を始めねばならない厳しい日々 でした。
　また、日商のコートで練習の場合は連日大変な苦痛を味わったの

です。それは我々が中２の頃まで現在のテニスコート前の夙川方面
へ行く道路はまだ舗装されておらず、トラック等の走行でガタガタ荒
れ放題の道でした。その超悪路を授業終了後【１５時】通常徒歩３０
～４０分はかかる日商のコートまで、やはり猛ダッシュで走り、汗だく
のまま練習着に着替え、１５時３０分には練習開始できるようコート
整備にかかる毎日でした。連日の猛ダッシュコート通いのお陰で持
久力はついたかもしれませんが、反面、ガタガタ悪路を走ることで、
通学用の革靴はあっと言う間にボロボロになった記憶があります。
　それでも、当時は短時間でもボールを打つことが何より嬉しく、ま
た道具にも拘りだし、有名選手が持つラケットに憧れたものです。こ
のような環境が一変したのは私が高１の時です。立派なテニスコー
トが４面、甲南中高に設備され、これまでの不便さは無くなり練習に
打ち込めるようになったことを本当に嬉しく感じたことを記憶してい
ます。

４年間の思い出
高校・大学　中川 純二

　今でもよく覚えていることは大学へ入学する前の２月中旬頃、突
然夜８時ごろ、大学テニス部の２年先輩である方 ６々名だったと記憶
しておりますが、自宅に来られて、入部への勧誘と３月初めに行わ
れる合宿への参加のお誘いを受けました。私の大学テニス部生活
は３月のこの合宿から始まりました。
　私が１回生の時の昭和４６年度リーグ戦は優勝し、そして王座に
出場し、やはり甲南は強いんだと誇らしく思っておりました。
　日々の練習については、我 １々回生は４名のみで、内１名は経営
理学部在籍の為講義優先であり、通常３名でコート整備と球拾いに
明け暮れしておりました。コート整備について３名では大変で、大学
構内にあった２面のコートのライン引きが一番大変で、石灰を水に
溶かしラインを引くのですが、２名でロープを引っ張り支えなくてはな
りません。しかし張りが弱くなり直線では無く湾曲なラインになり先
輩方に叱られたこと、又他に難儀したことは秋口から冬にかけての
落ち葉拾いでした。３名では練習開始時刻までには拾いきれず残る
こと多々ありました。今でも良い思い出であります。
　２回生から幸いなことにレギュラーの一員でリーグ戦に単複出さ
せていただきましたが、リーグ戦の優勝は出来ませんでした。我々
が４回生の時は非常に弱くリーグ戦最下位の可能性が多分にあり

高校 １９７１（Ｓ４６）年卒

大学 １９７５（Ｓ５０）年卒
男子
女子

小川 隆司　下井田 隆　中川 純二　本多 元彦

久次（横田）禮子　永井（井上）尚子　中原（原田）三枝子　吉田（藤森）陽子

池田 和正　小川 隆司　川岸 尚行　小池 亘　高田 典明　中川 純二　森 俊

21回



TH
ANNIVERSARY

KONAN TENNIS TEAM
100

89

ました。当然最下位になれば入れ替え戦に臨まなくてはなりません。
しかし何とか最下位は免れ３位で終わることができましたが、私の
不甲斐無さ、そして最下位にならなくて良かった安堵感がありまし
た。以後私らの学年含め２～３年低迷期があったように記憶しており
ます。
　私は当時の部活生活については先輩及び後輩の上下関係、そし
て皆で協力して行くことの大切さを学んだと思っており、今も甲南大
学硬式庭球部に感謝しております。
　最後に中高のテニス部、大学の硬式庭球部が今以上に活躍して
いただきますよう、陰ながら応援して行きたく存じます。

甲南ファニーズ
大学　中原（原田） 三枝子

　私達２１回同級生は、ヘチャコ、フーテン、エコ、クリマンの４人で
す。今は「甲南ファニーズ」というグループ名で年に一度、日本女
子テニス連盟の大会に出ています。もちろんすぐに負けてはしまい
ますが、その後は旅行を楽しんでいます。甲南の名を汚してはいけ
ないと思い、安保先輩にグループ名に“甲南”を入れる了解を得ま
した。
　私、クリマンは徳山から特急で６時間かけて神戸に行きました。
中高と軟式庭球部でした（山口県の中高には硬式テニス部はありま
せんでした）が、沢松和子さんに憧れて硬式テニス部に入りました。
　甲南は男女ともに一部リーグ、毎日が部活動中心の生活でした。

クレーコートだったので雨が降った翌日は、雑巾でコートの水を取り
整備しました。テニスの合間にジャージで授業に出ていました。経
営学部だったので男子ばかり、顔は真っ黒でした。４年間の下宿生
活の中で、１年生の時は洗濯機、お風呂なしだったので、毎日テニ
スウエアは手洗い、銭湯通いでした。
　あの頃の私達は個人戦よりはとにかく一部残留しなければという
思いが強かったです。リーグ戦前の広島での合宿の決まり、ルール
は先輩達より先にお風呂に入ってはいけません、コート整備をやり終
え宿に帰ると、急いで食事等の準備をすること、とにかく動き回って
いました。
　また練習、試合でのボール拾いは当たり前でした。そして拾った
ボールはきっちりワンバウンドで先輩の出されている手に収まるよう
に渡さなければいけません。少しでもずれると先輩達は知らん顔？
でした。上下関係はとても厳しかったです。でもそのお蔭で私達は
一部に残ることができ、しかも王座に二度も行くことができました。

今思えば全て懐かしい思い出、私に
とっては宝物です。多くの素晴らし
い先輩たちとの出会いを頂き、後輩
というだけでとても可愛がって下さ
います。
　２００９年の都市対抗戦には辻本
豊先輩、２０１０年の山口国体の時
は渡辺康二先輩が徳山に来られま
した。両大会運営のお手伝いをした
のですが、お二人と話をする私をみ
んながビックリ顔で見ていました。
　卒業後帰省してからずっとここ山
口では、大きな顔？ でテニスをさせ
てもらっています。感謝！！です。今
は徳山まで新幹線で２時間弱です。
美味しいふぐ料理を食べにどうぞお
いでませ山口へ！！

 ▲２１回高校卒業アルバムより

 ▲２１回大学卒業アルバムより
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１０年間を硬式テニス部で過ごして
高校・大学　山本 雅英

　私は、甲南中学に入学と同時にテニス部に入り、１年生の時には
ボール係を担当しました。当時は学校にテニスコートが無く、約１５
分ほど走って下りた岩園町にある会社のテニスコートを借りて練習
していました。午後３時１５分にテニスコートについてすぐにコート整
備をしないといけないので、６時間目のチャイムが鳴るときには教科
書をカバンに詰めて、テニスボールが一杯入った大きな袋を抱えて、
終礼の挨拶が終わるとすぐに学校を飛び出していました。ある日の
英語の先生の時には、チャイムが鳴る前から立っていた私を見て、
終礼のやり直しをさせられたのが今でも記憶に残っています。
　中学で初めてテニスをする１年生に対して、先輩が丁寧に教えて
くれました。といっても冬場は１年生の私たちがボールを打てるのは
午後５時過ぎで、ネットの下からほとんど見えないボールを追いかけ
ていたのが思い出となっています。
　やがて高校生になると、県大会の予選は難なく勝てて本戦に出ら
れるレベルになってきました。しかし、そこが大きな落とし穴が待っ
ていました。高校２年の春の県大会の予選の時、すぐに勝ってくる
という安易な気持ちで試合に臨んだ結果、なぜかいつも入っている
ショットが決まらず、ずるずると負けてしまいました。心の油断が思
わぬ結果となりました。それ以降、試合のたびに身体が動かなくな
り、予選１回戦負けの日々が続きました。いわゆるイップスになって
いたと思います。これから先、もう試合に勝てないのではと悩んでい
た時に、１年先輩の中川さんが声をかけてくれました。毎日フォアの
バックサイドから相手のバックに打つ練習でした。ミスをしたらコート
１周をランニングする。その練習を何日か続けているうち、フォアの
バックサイドからのショットだけは自信を持って打てるようになってき
ました。そうして、試合で相手のバックにボールを打ち込んでネット
に出てゆくと必ずロブが上がってきて、それを得意のスマッシュで決
めるパターンが出来上がってきました。自分の中でそのパターンが
出来上がったおかげで、これまで苦手としていたシングルスで、高
校３年の時にインターハイに出ることができました。どんなに不調に
なっても、あきらめずに努力すれば報われるということが、その後の
人生の教訓となりました。
　甲南大学に進学してからも硬式テニス部に入り、また１年生として
コート整備や球拾いから始めることになりました。当時の１年生は三
人しかおらず、今の大学の図書館の場所にあった土のコートの整備
の時に、石灰でラインを引くときに、一人はコートの金網にロープを

くくりつけて足で押さえ、もう一人はロープを引っ張って足で押さえ
なければならなかったのが今でも良い思い出です。
　大学４年の年は大学１部リーグ戦で、戦力不足から２部落ちの下
馬評が高かったのですが、運よく相手校のオーダーミスによりシング
ルス６試合が没収になり、最終的には２位で１部残留することができ
ました。
　中学から大学まで硬式テニスで過ごしましたが、社会人になって
からその時の苦しかった時の経験がずっと役に立ちました。以前に
自分のこれまでの思い出をアルバムにしてみましたら、みんなでテニ
スをしている場面の写真ばかりでした。甲南中学から大学までの１０
年間を硬式テニス部で過ごせたことは自分にとっての宝物です。

大学４年間の思い出
大学　土持 耕治

　甲南学園硬式庭球部１００周年誠におめでとうございます。私の
甲南中学高校時代は民間テニスクラブで練習しておりましたが、大
学と同時にテニス部に入部致しました。その当時の練習場所は平
日、兼松江商テニスコートで、又土日祝は甲南大学敷地内にあった
コートで練習していた事を懐かしく覚えております。土日祝は、兼松
江商社員の方々に終日開放、そのお世話等を１、２回生の内1人が
お手伝いさせていただき、その担当を先輩がその都度決めておりま
した。今だから言える事ですが、１、２回生の心中は皆自分に担当
させて欲しいという気持ちだったと思います。なぜなら終日の厳しい
練習から解放され、「しばしの休息」のような時間を過ごす事がで
きたからです。
　テニス部に入部した頃は、最近ではハードコート・砂入り人工芝
などが主流ですが、当時クレーコート・アンツーカーコートが主流で
あり、コート整備に費やす労力は半端ではありませんでした。トンボ
掛、ローラー掛、ブラシ掛、ライン掃き、そして石灰水でライン引き、
さらには特に夏場はバケツを用いての水撒きを行ない、先輩が来ら
れるまで完璧に仕上げなければなりませんでした。その後我 １々回
生は球拾いから始まり全く休めなかったように思いました。私自身、
中高テニス部に所属しておりませんでしたので、コート整備の経験
がなかった分大変でした。練習終了後待ち受けていたのがランニン
グ。私自身ランニングは苦手分野で毎回ご迷惑をかけておりました。
ランニング終了後コート整備をして終了でした。練習は朝から夕刻ま

高校 １９７２（Ｓ４７）年卒

大学 １９７６（Ｓ５１）年卒
男子
女子

土持 耕治　福島 忠敬　山本 雅英

泉原（大野）加寿子　徐（衣笠）彰子

生島 五三男　長瀬 佳彦　広瀬 保　福島 忠敬　古田 善敬　松江 秀一郎　山本 雅英　

22回



TH
ANNIVERSARY

KONAN TENNIS TEAM
100

91

ででしたので、又翌日もあると考えただけでも憂うつでしたが、なぜ
か貴重な時間を過ごしたように思いました。
　大学４年間の思い出は色々ありますが、特に最大の思い出は大学
４回生の関西大学リーグ戦でした。その当時のリーグ戦は４月から
始まり、一部校の甲南はなんとしても残留しなければならないという
使命感でありました。その当時一部４大学の総当たりでしたが、そ
の時の甲南は実力的に厳しい状況だった為、とにかく目標が一部残
留でした。初戦関西大学には何としてでも勝つ事でしたが、オーダー
交換の時に関西大学印が押されていなかった事に気付き、その事
で甲南が勝利。次戦の近大戦は何とか勝利し、最終戦の関西学院

大学には一歩及ばず、勝利する事はできませんでしたが、結果は一
部２位の成績を収め、残留となりました。しかしその当時の心境は
残留を目的としていただけに、対戦相手のミスにより残留に大きく前
進したのには少し複雑な気持ちでした。
　最後になりますが、大学テニスを通じて私自身が学んだ事は特に
礼儀規律であり、社会人となる翌年よりその思いはずっと持ち続け
ようと、現在もその事については感謝しております。これから甲南で
テニスを始められる方は何か目的目標を持って部活を楽しみ、社会
に出てからも生かしてほしいと思います。 

 ▲２２回高校卒業アルバムより

 ▲２２回大学卒業アルバムより
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僅か４年、されど４年
大学　中川 方仁　

＜甲南大学テニス部道＞
Ｋａｗａｓａｋｉウッドラケット、フタバヤラケットと共に
・今と違う世界観→声を枯らした掛け声
　掛け声、何時の間にかテニスコート周辺住民からの苦情で出来な
くなった。
・水機き→全日本レベルのコート整備
　大学内のクレーは特に難しかった。松葉でのライン引き、落ち葉
拾いに薄く広く、また、霧状の水撒き、全日本レベルを目指して！
・エピソード→歴史は繰り返す
　練習をサボろう！と雨上がりに更に水を撒いたら、先輩に水の溜ま
り方がおかしい！とバレ怒られた。
・ボールボーイ→全力でタッシュ
　受け取られるＯＢ／先輩の手元にワン・バウンドでいくように！（常
に相手の立場を考えて）、練習最後の厳しいランニング（途中最後
のダッシュ迄脱落者が出ない様に励まし助け合い）

＜春合宿＞
　最終日はお借りした広島市テニスコート周辺の草抜きと、壊れて
いる場所の修理（場所を提供頂いた事への感謝）
　優しかった先輩と厳しかった先輩、優しかった先輩の有り難み、
上級生になって初めて分かる、厳しかった先輩の有り難みに感謝の
気持ちを忘れずに。
　広島に転勤になり、懐かしの市民コートで子供たちと、合宿の真
似事をしながら学生時代を思い出しています。

＜リーグ戦＞
　土持主将・山本副主将、小職が３年生の春のリーグ戦、甲南・
関学・関大・近代の４校が一部リーグであった。他校は強い選手
が多く厳しい大会の中、初戦は関大戦でオーダー交換の時、メン
バー表に関大に記入漏れのミスがあった。リーグ戦に際し学連主催
主務会議で、記載事項に抜け等が有ると没収試合となると合意さ
れていた。思わず勝った一言、結果、甲南の勝利となり1部残留の
目標達成できた。

＜三山巡り＞
　その一つ六甲ケーブルまで、道には昨晩降った雪が残っている。

下り坂では滑っても不思議ではない状況で、今では考えられない無
茶苦茶なランニングでした。懐かしく思い出すことは、この時の体は
どんなに素晴らしかったのか、あんな時が有ったのかと楽しかった、
苦しかった、しかし、今は筋力もバランス感覚も面影すらありません。
素晴らしかったテニス部時代に感謝です。

<僅か４年されど４年>
　甲南大学テニス部道のお陰で成長出来ました。甲南大学テニス
部に感謝！甲南大学テニス部バンザイ！！

現役時代の想い出
大学　森岡 孝太

　高校迄テニス経験なく、浪人時代に郷土の四日市出身の九鬼潤
さんがアメリカ留学から帰国されテニスに興味を覚え、当時名古屋
で行われた東西対抗戦に辻本、柴田、辻田、木村諸先輩が甲南大
学から参戦された試合を見て甲南大学テニス部に憧れて受験。合
格発表の日に兼松江商のテニスコートに顔を出し、管理小屋の横
の水道で屈まれて水を飲まれていた片岡先輩に入部志願。翌日か
ら練習に参加、場所は甲南高校テニスコート、初心者でしたので役
割はボールボーイ！山本先輩に言われた事を真に受けて全力疾走
でボールを取りに行っていたので直に体力を消耗、午後の練習にな
るとヨレヨレ、練習後の六甲山岳コースのランニンニグに付いて行
けるわけもなく、一人だけ遥かに遅れ今にも倒れそうにランニング。
監視役で私に付かれた瀧川先輩に「あのカーブを曲がったらすぐそ
こや！」と叱咤激励、何度も何度も騙され、何度目の最後の力を使
い果たしたのか覚えているわけもなく精魂使い果してゴール。二年
間の浪人生活で身体が鈍っていた私にとって当に地獄の甲南大学
テニス部生活の始まりでした。翌朝起きると脚が筋肉痛で立ち上が
れない。トイレに行って便器に座ったら立ち上がれない！「あっ、此
れは駄目だ、休むしかない！」と思っていると、早朝に其れを見通し
た如く山本先輩から電話！「皆そうや！練習に来たら何とかなる！」と
冷たく言い放たれ甲南高校へ。最初の数週間の練習後のランニン
ニグは何度も何度も「このまま死んだ方がましか！」と思ったもので
した。今も当時の記憶が鮮明に昨日の如く蘇ります。この経験が社
会人生活での財産となりました。諸先輩方「大変有難う御座いまし
た！」「甲南大学テニス部万歳！」

高校 １９７３（Ｓ４８）年卒

大学 １９７７（Ｓ５２）年卒
男子
女子

井本 佳明　中川 方仁　平田 隆也　森岡 孝太

関（柿原）郷子　寺田（岡本）朗子　富松（西山）優樹子　古澤（真柴）恵　山本（川上）伸子

西尾 茂之　沼田 信弘　山根 敏彦　渡辺 裕

23回
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私の“甲南大学硬式庭球部 考”
大学　山本（川上） 伸子

　私が甲南大学でテニスに明け暮れていたのはもう半世紀ほど前
の“昭和時代”・・・。
その時代には「それが当たり前」と思っていたことが、今思うと「？！」
なことがたくさんあるので、創部100周年のこの機会に少し思い出
し事実を考察してみました。
①【事実】私達の時代女子は、現在の1号館南側という人通りの多
い1等地？にあるコートで日々練習に励んでいた。クレーコートだっ
たためライン引き・コート均し・水まき・雨後の水取り・ローラー引き・
冬場の石灰撒き等々、今ではほとんど必要のないコート整備が1年
生の日々の必須事項だった。特に「ライン引き」は、目印に合わせ
て二人でロープを張り、水で溶かした石灰を専用のポットでロープに
沿って引くという作業だったが・・・代々続く作業のためポットの刷
毛は摩耗してすでに跡形もなく、毎回キャンパス内の“松葉”を調達
していた？！
⇒【考察】そのように教えられ深く考えずに毎回松葉を拾ってい
たが、そのお陰？で何か不具合があっても「とにかく何とかしない
と・・・」と考える癖と発想力が鍛えられた？！
　また、代々の先輩の「ベストタイム」があり、「1秒でも早く！」と競っ
ていたため同期の結束力強化に繋がった。
②【事実】練習の合間の“水撒き”が必須だったがホースがなく、
バケツで水を汲み、水たまりができないよう霧状に撒く技術が要求

された。最初は水たまりを作っては素早く水をとるという何とも効率
の悪いことを繰り返していたが、早くしなければという緊張感の元、
上達も早かった。
⇒【考察】この技術？に関しては後々他で役立つことはなかった（苦笑）
③【事実】時々、校外にあった男子の練習コートに行くことがあり、
練習ボールの入った大きなゴミバケツ２個・トンボ・大きなやかん・
湯呑等をリヤカーに積んで、国道２号線を天井川の辺りまで短いス
コートを履いて移動していた。
⇒【考察】当時は毎日の練習の疲れも手伝って、周囲の状況など
に気を配る余裕もなかった？
　卒業後に同じ道を車で通ることが多々あったが、「こんなところを
よく平気であんな格好をして歩いていたなぁ」と恥ずかしい思い出
の一つ（汗）
④【事実】夕方のスマッシュ練習の時、同期の一人が「暗くてボー
ルが見えない・・・」とポロっと漏らしたところ、ある先輩に「見よ
うと思ったら見える！」とボソッと言われた。同期の言葉は私達全員
の思いだったため、先輩の言葉でピシッと緊張感が走った。
⇒【考察】その後「風が強い」「熱い」「寒い」「コートが凸凹」など
の状況に遭遇した時にふと思い出し、気を引き締める言葉となった。
　このように学生時代には“辛い”“しんどい”と思っていたことも、
その一つ一つが“今の私”を作っている大切な経験だったと思える
歳になり、改めて創部１００年の重みと小さいながらもそこに存在し
ていたという誇りを感じています。これからも甲南学園硬式庭球部
がずっと輝きを放ち続けていかれるよういつまでも応援しています。

 ▲２３回高校卒業アルバムより  ▲２３回大学卒業アルバムより
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甲南テニス部１００周年記念
高校・大学　橋本 滋

　橋本滋（２４回（昭和５３年）大学卒業）と申します。甲南テニス
部に中学・高校・大学と１０年間お世話になりました。その思い出
を書き綴りたいと思います。
　甲南中学に入学し、テニス部の門を叩きましたが、練習が大変
に厳しかったことを今でも鮮明に覚えています。４月には新入部員は
５０人程いましたが、夏休みが終わる頃には３人に減っておりました。
同期が減ってしまったことに寂しさを感じるとともに、厳しい練習に
耐えて残った仲間達との絆が深まったのも事実で、その後の３年間
は大変に充実したものとなりました。
　高校においては、坂口、難波、馬場、横田、九鬼という仲間に恵
まれました。高校でも厳しい練習をした結果、西尾先輩を中心とし
た1つ上の先輩達が、インターハイにおいて柳川高校に次ぎ準優勝
を果たしました。我々は、先輩達の雪辱を晴らすべく、練習を重ね、
インターハイ県大会では単・複・団体で優勝することができたもの
の、全国大会においては、宿敵柳川高校にベスト８で敗れ、再び苦
杯を舐めることとなりました。

　今だから話せることですが、中学・高校と厳しい練習に明け暮
れていたため、大学でテニス部に入るかどうか迷ったことがありまし
た。そこで、大学テニス部で主将をされていた中川先輩に相談した
ところ、「１０年間一つのことを頑張ると、必ずなにか良いことがある
から入部しろ」とアドバイスをいただき、入部を決意しました。
　そして、大学からの新しい仲間、林、豆鞘、橋本昌一、明慶と共
にテニス漬けの４年間を過ごしました。同期、先輩、後輩に恵まれ、
大変充実した４年間でしたが、実は、私の学生テニス生活で最も悔
しかった出来事も大学時代に起きました。
　大学時代の最大の目標は、団体王座の獲得でした。私が大学４
年次のときの甲南大学は、全日本の資格を持った選手を６人抱えて
おり、優勝候補の筆頭でした。しかし、関西１部予選で、近畿大学
に４－５で負けてしまい、主将としてチームを全国に導くことができま
せんでした。私がシングルスで負けてしまったのが最大の敗因だった
と思っています。このことは、４０年経った今でも、年に何回か思い
出すほど悔しかった思い出です。
　振り返ってみますと、同期、先輩、後輩との出会いに恵まれ、厳
しいながらも充実した１０年間を送らせていただきました。皆様には
感謝しかありません。

高校 １９７４（Ｓ４９）年卒

大学 １９７８（Ｓ５３）年卒
男子
女子

橋本 滋　橋本 昌一　豆鞘 恒平　明慶 俊一　林 恒之

朝井（松本）弘子　富岡（橋本）悦子

九鬼 孝　坂口 嘉雄　難波 徹　橋本 滋　馬場 恵蔵　横田 彰公

24回

 ▲２４回高校卒業アルバム
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　なお、テニス部を引退して就職活動をしていたとき、甲南大学の
後輩が、インカレでシングルス・ダブルス共に優勝してくれました。
そのことは新聞でも報道され、偶然にも、その翌日に、私の第一志
望の会社の面接がありました。面接官は新聞を見ていたようで、「君
はそこの主将だったの？凄いね」と言われ、トントンと内定を頂き、
その後定年まで楽しく仕事を続けることができました。どうも、大学
入学時に中川先輩からいただいた「１０年間やればなにか良いこと
がある」というアドバイスは正しかったようです。

テニス部の思い出
大学　林 恒之

　私が入部したのは２月末入学前。強いクラブに入れば強く成れる
の思いから軟式の経験のみで入部。合宿も参加。ただ一生懸命や
れば強く成れるの思いだけでひたすらやりました。
　今となれば方向性指針なしのがんばりは辛かったな。後の人生に
おける底なしの体力と耐える力が最高の財産かな？ 楽しかったのは
練習後の仲間との食事かな？ＯＢ監督が恐くて、強く成りたい。旨く
成りたいどうすれば良いですか？と聞けなかったのが最大の後悔。
　監督もＯＢも何一つ技術的なことは教えてくれなかったなかで、柴
田さんだけがいくつか自分の気がつかなかったこと、知らなかったこ
とを教えてくださったのが嬉しかった。いまだにこころにひびきます。

 ▲ 2４回大学卒業アルバムより
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甲南テニス部に入って
高校・大学　吉田 一宏

　甲南中学に入学し、いろんな部活があるなか、雑誌でテニス部
が強いと知っていたので入部を決めました。思い起こせば中学・高
校・大学と１０年間が走馬灯のように思い出されます。中学1年の
時は、練習を高校と一緒にやっていたという事もあり、先輩の球拾
いばかりで右に左の毎日でした。1日ラケットを持てるのは7分だった
のが思い出されます。練習中は真夏でも水を一切飲めない毎日が
続き、いかに練習を休むか、いつやめるかという事ばかり考える毎
日でした。そんな毎日が続き、２年生・３年生と上級生になっていく
中で高校と一緒の練習はハードすぎてやめたいとか不満が出てきま
した。一緒にやるからこそ上達するのが早いのですが、そんなこと
もわからず自分たちの言い分ばかり言っていたのもなつかしい思い
出です。
　高校になるとインターハイ（団体）に出場する事が当たり前のよう
な事でしたので、まだ１年生・２年生の時は、“あゝ 今年もインターハ
イにいける”という気持ちでいましたが、キャプテンの３年生になれ
ば、いままでの伝統を守っていかなければというプレッシャーとの戦
いでした。
　運よく私たちの時代は、同学年・後輩に恵まれて比較的力のあ
る者が揃い、県大会もそれほど苦しまずに勝てたような記憶があり
ます。次は全国制覇を目標にインターハイに行くわけですが、当時

１０連覇以上の成績を残す福岡・柳川商業の存在がありました。こ
こ２～３年決勝まではいけるのですが、最後にやはり柳川に敗れ、準
優勝というのが続いていました。
　今年こそはという思いでメンバー編成などいろいろ顧問の先生を
交え作戦を考えたものでした。やはり結果は例年と同じく決勝で負
け準優勝に終わり、悔しさと“柳川には勝てない”という思いでいっ
ぱいだったのを覚えています。
　大学はそのままのメンバーが上り、体育会の為当然厳しい毎日で
したが、上下関係の枠を超え教え合い、相談し合って来たのを思い
出します。又、ＯＢの方にも熱心に指導頂き、関西では常に上位を
占める位置にいる事が出来ました。
　そういうメンバーで大学王座（団体戦）には十分な期待をもって
臨みましたが、柳川メンバーも揃って中央大学に進学し、またしても
高校と同じ対戦になると予想できました。
　ふと、脳裡に負け続けている記憶がよみがえりました。予想どおり
大学王座では両校とも順調に勝ち進み、決勝でまたしても同じ顔合
わせとなりました。
　しかしながら、高校と違い９ポイント制 （シングル６・ダブルス３) 
となる為、皆勝てるチャンスはあると考えていたと思います。宿舎で
レギュラーでない者も含め意見を出し合い、色々考え試合に挑んで
みましたが、またしてもインターハイと同じように準優勝に終わってし
まいました。
　しかし４学年全員で色々意見を出し合い考え、練習から試合へ臨
んできたので、充実感と悔しさとなぜが達成感に加え、自分達は少
しでも成長出来たとすがすがしく帰ったのを覚えています。
　勝つ喜びと負ける悔しさ、練習の厳しさ、チームワークなどたくさ
んの事を教えてくれた１０年間でした。今思えば非常に充実した時
間を、かけがえのないメンバーとすごせた事は、私自身の誇りであり
財産である事に聞違いありません。
　有難うございました。

「カッコいい」を目指して
高校・大学　吉田 昇生　

　お陰さまで、インターハイ団体準優勝・シングルス準優勝、大学
王座決定戦準優勝・インカレ室内単複優勝とチームメイトと共に活
躍させていだいた。
　思い出すと同級生の吉田一宏君と、高３から大学の練習に参加

高校 １９７５（Ｓ５０）年卒

大学 １９７９（Ｓ５４）年卒
男子
女子

大谷 洋裕　牧野 隆一　吉田 一宏　吉田 昇生　

阿部（田頭）佳子　落合（松島）敦子　名和（松田）順子　袴田悦子　原（西尾）元子

森本 真　籔田 真彦　吉田 一宏　吉田 昇生

25回

 ▲２５回高校卒業アルバムより
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した日々が懐かしい。２月、大学の練習は
ハードで当初は両足を痙攣させながら走っ
ていた。その頃、硬式テニス部女子（関西
リーグ１部）・軟式テニス部男子・軟式テ
ニス女子と４団体で岡本キャンバス内テニ
スコート２面（現図書館）・住吉川テニス
コート２面を共有していた。そのため練習
はボール（通称・ズタ）を担いで兼松江商
テニスコート（コープリビング南側）と学内
コートとを移動しながら行われていた。
　３月には、広島の合宿、香櫨園テニスク
ラブを使用した芦屋竹園旅館でのレギュ
ラー合宿と順調に行われた。移動しながら
の練習であったが、４学年を合わせてもプレーヤーが十数人と少な
かったため、納得いくまでコートを使用させてもらい、ＯＢの方々から
も多くのことを教えていただける恵まれた環境であった。
　４月の１部リーグ戦（４校制）を迎え、対戦する３校ともダブルス
Ｎｏ.１が全日本出場ペアに対し、甲南は「インカレ+無資格」と不
利なメンバーであった。しかし、関西学院大学に負け王座出場を逃
したものの、近畿大学に勝利し１部２位となった。この結果は４年後
の後輩たちが果たした王座優勝に繋がっていったと思う。
　河盛純造監督、那須一郎さんをはじめ多くの先輩方から「甲南
はカッコよくしなさい」とも教わった。「カッコいい」は見た目だけで
なく、対戦相手や審判を敬う、自らの責任が取れる、一生懸命物事
に取り組む、仲間を大切するなど、プライドがもてる振舞いをすると
いうことである。「健全な常識をもった世界に通用する紳士淑女た
れ」から繋がる教えである。平生八三郎先生からの教えを伝えてい
ただいた先輩方に感謝するとともに、これからの後輩にも誇りをもっ
て「カッコいい」を伝えてもらいたい。
　１００周年を心からお祝い申し上げます。

かけがえのない時間
大学　原（西尾）元子

　甲南学園硬式庭球部１００周年、おめでとうございます。この歴史
の重みを、たかだか大学４年間を過ごした者が語るには、些か荷が
重すぎる感は否めませんが…。
　何と言っても日本のテニス界で華 し々いキャリアを持つ男子に対
して、女子は何だか華麗さに欠けた、泥だらけでボール拾いをして
いる地味な存在でした。それでもクレーコードでの石灰で引く線引き
は、男子がとても上手で、秘訣を伝授して貰いながら、それがとて
も意外だったのを覚えています。
　まだ１、２年生の頃、猛暑の夏でも寒い冬でも、早朝からクラブに
通う毎日。岡本駅から大学までの道のりで誰ともなく「ねぇ、生まれ
変わってもクラブ入る？」と言い出し、全員答えはすかさずＮＯだっ

たのを覚えています。入部して何人かは辞めて行った中で残った５
人。ここで自分が辞めたらボール拾いやコート整備でみんなが困る
から…その思いだけで通い続けた日々 でした。
　私たちの学年が幹部になったときの目標は〈２部への昇格〉以外
何ものでもありませんでした。その１年間は藁にもすがる思いで初代
女子の坪川さんにご指導をお願いして、男女問わず沢山の卒業生
の方々にも練習に来て頂きました。
　当時の顧問の和田邦平先生に、毎年男女一緒に行く広島合宿を
どうか女子だけで大学のコートや近くの公園のコートでさせて下さ
い、とお願いしに行きました。そんなことは歴代無いことだから、と
最初は訊いて頂けなかったのですが、ご家庭のある女子の先輩方
にどうしてもご指導頂きたい、と諦めずに懇願した甲斐あって実現
することが出来ました。
　ただ当時の下級生達はリヤカーを引いて岡本の街中をよく歩いて
くれたと、今思い起しては感謝しても足りません。勿論、坪川さんの
お声かけのお蔭で日替わりで沢山の先輩方がご指導に来て下さい
ました。
　本当に多くの皆さまのご協力のお蔭で２部に復活出来た日の事は
忘れられません。表か裏か分からない程日に焼けた年頃の娘に、「も
う、毎日毎日山のような洗濯物ばっかり！私は貴女をテニス学部に
入れたつもりはない。」と怒りながらも、その日はとても喜んでくれた
母（現在９２歳）にも今更ながら感謝しています。
　その日からもう４５年が経ち、今また、坪川さんのご紹介で芦屋国
際ローンテニス倶楽部で第2？第３？のテニスライフを楽しんでいま
す。試合で各地に遠征に行きますが、先日も現役の頃にお世話に
なった先輩が応援に来て下さり、「甲南のテニス部に入って良かっ
たよね。」と言って下さいました。今となっては辛かった思い出は何
処に消え去り、懐かしい思い出ばかりです。
　最後に…やんちゃな主将の私を陰で支えてくれた副将の田頭さ
ん、時間には厳しくしっかり者だった松田さん、心優しくいつも皆に
気配りをしてくれた松島さん、そして明るくひょうきんでいつも皆を
和ませてくれた袴田さん、貴女たちと一緒に過ごせた４年間はかけ
がえのない時間でした。この場をお借りして、本当に有難うございま
した。

 ▲２５回大学卒業アルバムより
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テニス部の１０年間
高校・大学　仁木 信夫

　甲南学園硬式庭球部１００周年おめでとうございます。私は、Ｓ４５
年４月甲南中学校に入学しました。入学時から既に５２年の歳月が
経っていますので、その当時の出来事やエピソードの年次・日時が
多少ずれているかもしれませんが、ご容赦ください。
　私は硬式テニスと言うスポーツに全く興味が無く、当然経験も有
りませんでした。テニスは女性のするスポーツだと思っていたからで
す。しかし、甲南テニス部と言えば全国レベルの強さを誇る有名な
クラブである事を知り、数日悩んだ末テニス部に入部する事を決め、
勧誘を待っていました。ところが勧誘は無く、不思議に思いながらも
自ら志願致しましたが、勧誘が無かった理由が直ぐに解りました。
　何と新入生１８０名中６０名以上の生徒がテニス部に入部して来
たのです。６限目の授業が終わると同時に、新入生はテニスコート
へ走ってやって来ます。やはり強くて有名なクラブは、勧誘などしな
くても部員は集まるのだと納得した次第です。しかし、その人数も日
を追うごとに少なくなり、夏休み前には１０数名になっていたと思い
ます。夏休みに入り益々練習時間も長くなり炎天下の下、水も飲め
ず、球拾いにコート整備・草抜きと辛い日々 が続きましたが、頑張っ
て耐え抜きました。やっと長い夏休みも終わり、２学期が始まる時点
では１０名の新入生が残っていました。頑張って苦しい夏休みに耐え
た同期生を紹介しておきます。望月君・阪田君・桑田君・中舎君・
廣部君・蓬莱（白石）君・山本君・堀内君・江並君そして私です。
　この年、六甲中学から甲南高校テニス部に入部して来られた方
がおられました、後にプロテニスプレイヤーに成られた西尾茂之さん

です（入部は同期です）。入部当時からテニスは大変上手でしたが、
全身から怖いオーラが大量に出ている方でした。西尾さんの球拾い
に付くのは皆、恐怖を感じていたと思います。誰もが素晴らしいショッ
トだと思うのですが、自分自身が納得出来るプレーが出来ていなけ
れば、球拾いのボールを敢えて手で取らず、ラケットで取ったり打ち
返したりと球拾いは大変でした。そうなると慌てて中学２年生が飛ん
で来て、球拾いが悪い訳ではないのですが、交代させられ、延 と々
花屋往復のランニングが課せられるのです。しかし、西尾さんのレ
ベルの高いプレーを間近で見ることの出来た当時の部員は、自身の
レベルも上がり、同時にテニス部のレベルも数段上がった事に、感
謝の気持ちで一杯だったと思います。
　毎年夏休み期間中に近畿中学生大会が服部緑地公園のテニス
コートで開催されます。私は１年先輩の籔田さんの球拾いに付きま
した。対戦相手は九州地区から遠征して来た吉野中学１年生で、
言い方は大変申し訳ないですが、何処から見ても田舎の中学生にし
か見えませんでした。しかしウォーミングアップ練習が始まって驚きま
した。対戦相手のフットワーク・フォアーハンド・バックハンド・サー
ブ、全てが数十段上でした。試合結果はご想像通り数十分で終わ
り完敗です。その対戦相手が後の日本を代表するテニスプレイヤー
福井烈君です。当然この大会の優勝者は中学１年生の彼でした。
中学３年間は全て彼が優勝者だったと思います。私はこの大会で彼
を知り、それ以来１０年間彼の存在に私達甲南テニス部は苦しめら
れる事となりました。
　中学２年生になり、沢山の新入生が入部して来ました。その中に
甲子園クラブで小学生からテニスをしていた中西伊知郎君がいまし
た。彼のレベルは別格でしたが、他の新入生と同様に１年間はラケッ

高校 １９７６（Ｓ５１）年卒

大学 １９８０（Ｓ55）年卒
男子 江見 浩平　酒井 龍二　至田 保彦　仁木 信夫　廣部 雅仁　藤岡 克朗　蓬莱（白石）政次

江見 浩平　桑田 正彦　中舎 敏明　仁木 信夫　廣部 雅仁　蓬莱（白石） 政次　望月 英四郎

26回

 ▲ 中高６学年の集合写真
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トを握ることが出来なかったと思います。彼は甲子園クラブでテニ
スの出来る環境にありながら、ラケットの握れない１年間をよく我慢
し、耐えたと思います。やっと下級生が出来たと喜んでいた時期に、
同期の山本君・堀内君・江並君の３名が残念ながら退部して行き
ました、理由はよく覚えていません。
　中学３年生になる年、どう言う訳か中等部のキャプテンに私が指
名され、断ることが出来ないまま、何も考えずに引き受けてしまいま
した。それから暫くして問題が起こりました。我々中学３年生全員が、
西尾さんの下級生に対する立ち振る舞いに納得できず、退部を覚
悟に異議を申し立て、高校生の部室へ行きました。数時間のやり取
りがあったと思いますが、その日は結論を出さずに一晩考える時間
を設けると言うことで帰宅し、翌日もう一度高校生の部室に呼ばれ、
西尾さんの考えを聞かせて頂きましたが、我々の考えとは相違があ
りましたので、全員退部を覚悟したと思っておりました。
　ところが、望月君が退部しないで残ると答え、白石君、桑田君、
廣部君、中舎君、阪田君の５名は退部と返答したのです。私は悩ん
だ末、望月君を一人にはできないと思い、残る決心をしたのですが、
他の５名を裏切った格好になってしまい、非常に辛かった思い出が
残っています。望月君と二人になった期間は只々寂しかったので、何
をしていたのか全く記憶に残っていません。中学３年間のテニス部
生活で、一番きつくて辛かったです。しかし数か月後退部した５名も
全員戻って来てくれたので安堵し、更なる覚悟を持つことができまし
た。その後、神戸クラブでテニスをしていた吉田昇生さんと、その
翌年江見浩平君が入部して来た様に記憶しています。またこの二
人のレベルも非常に高く、甲南テニス部と全部員のレベルアップに
繋がったので大変感謝しております。
　高校２年生になり、テニスも少しは上達して来た様に思うのです
が、私ぐらいのレベルではレギュラーメンバーには程遠いものでし
た。そしてこの年も甲南テニス部はインターハイ団体準優勝、優勝
は福井烈君も在籍している福岡県の柳川高校でした。私のテニス
部在籍中（中１～高３）インターハイ団体戦は、毎年柳川高校テニ
ス部に破れ準優勝でした。
　高校３年生になり、キャプテンに指名されレギュラーメンバーにも
やっと入ることが出来、県大会団体戦で試合にも選手として出場し、
全国大会のキップも手にしましたが、全国大会では選手として出場
は出来ませんでした。メンバーの好意で、インターハイ団体戦準決
勝の慶應高校戦に出場予定でしたが、甲南テニス部は決勝で柳川
高校に勝つ為に厳しい練習をしてきました。慶應戦で私の出場に
よって他のメンバーが不安になることを恐れ、藤原先生に出場辞退
を申し出、承諾を頂きほっとしたことを思い出します。
　そして慶應高校を順当に破り、決勝戦で柳川高校との対戦が決
定しました。その夜（決勝前日）、甲南テニス部から法政大学テニ
ス部に進まれた私の３年先輩の（Ｔ・Ｙ）さんが、ホテルサンルート
渋谷の宿舎に激励に来て下さいました。キャプテンの私が明日出場
しないことを知るや（この話は４７年前の事なので時効と言う事でお
許しくださいませ）、夜の渋谷街に連れて行かれる事となり…。何を
していたかはご想像にお任せしますが、誉められたことで無いのは

明白です。宿舎に戻ったのは空が白む頃だったと記憶しております。
少し横になった後みんなで決勝会場へ行きましたが、私は喉の渇き
と睡魔で決勝戦の内容をあまりよく覚えておりません。確か江見君
が福井君に破れ、中西君が古賀君に勝ち、桑田・白石君ペアが破
れて、１対２で福井烈君率いる柳川高校に優勝をさらわれ、又して
も全国２位と言う事だけは理解できました。今この文章を書きなが
ら猛省しております。甲南テニス部メンバーの皆様、大変申し訳ご
ざいませんでした。
　インターハイも終わり、気が抜けてしまったのか、私は続けて２回
も停学処分を受ける事になりました。１回目は飲酒パーティーに参加
していた事、２回目はカンニングほう助を行ったこと、この事は渋谷
朝帰りの件を含め、全く、ほめられた事ではないのですが、学生時
代のワルサも、想い出のひとつとして、しっかり頭の中に残っており
ます。こんな失態をしてしまった私は、当然藤原先生や同期メンバー
に退部を申し出ましたが、主将交代だけで許しを得ました。本当に
感謝しております。この時ほど主将としての自覚の無さ・責任感の
無さを嫌と言う程思い知らされた事はなく、同時に同期の優しさに
感謝したことを思い出します。
　その後、甲南大学に入学する為の推薦テストを受けるのですが、
１回目の成績が芳しくなく、１年先輩で甲南大学硬式庭球部の吉田
一宏さんに、何とかならないかとお願いしましたが、なかなか難しい
との返事でしたので、実力で推薦テストをクリアしなければならなく
なりました。ほとんどした事のないテスト勉強に精を出し、経済学部
に無事入学する事が出来ました。
　大学の入学式前から白石君、廣部君、江見君そして私の４名は
入部していたのですが、入学式後、甲南高校バレー部主将だった
藤岡克朗君が、どう言う訳かテニス部に入部して来たのです。今ま
でテニスをした事もない彼の入部には大変驚きましたが、翌年、甲
南高校バレー部主将だった田中政明君も、同じ様に藤岡君を慕って
テニス部に入部して来ました。彼ら二人は大学４年間辞める事無く、
そして藤岡君は最終学年に副主将にまで成った、人望の厚い素晴
らしい同期生です。現在は一緒にゴルフを楽しんでおります。大学
テニス部のことも書きたいのですが、大学時代のことは副主将の藤
岡克朗君におまかせします。

江見 浩平　酒井 龍二　至田 保彦　仁木 信夫　廣部 雅仁　藤岡 克朗　蓬莱（白石）政次

 ▲２６回高校卒業アルバムより
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　最後になりましたが、私の６５年の人生で唯一自慢が出来、また
誇りに思う出来事を紹介して終わりにしたいと思います。私は「継
続は力なり」を座右の銘にしております。中学一年生から大学四年
生まで、テニスの名門かつ強豪校と言われてきた甲南テニス部に席
を置き、日本一を目標に部員一丸となって、日々練習に明け暮れま
した。にも拘わらず一度も甲南テニス部を日本一にする事ができず、
悔しい思いをして来ました。大学三年生の王座では、福井烈君がレ
ギュラーメンバーの中央大学テニス部に破れ、又しても高校時代と
同じ全国２位と言う悔しい思いを味わいました。しかし最終学年の
王座で(Ｓ５４年）、関東学生の優勝校早稲田大学テニス部を破り、
甲南大学テニス部史上２度目の大学王座優勝日本一を、１６年ぶり
に勝ち取ることが出来たのです。
　頑張って続けてきた努力が、願いが１０年越しに叶い、甲南大学
硬式庭球部員全員で大学王座優勝の喜びと歓喜を存分に味わいま
した。この事実はオール甲南テニスクラブ１００周年史の中でも、たっ
た２回しか成し得ていない偉業なのです。と今でも大いに自慢して
おります。
　この様な自慢話が出来るのも、甲南テニス部在籍１０年間に、大
変お世話になった上級生の方々、苦労を共にしたかけがえのない同
級生、我 を々縁の下で支えてくれた多くの下級生の皆さん、本当に
ありがとうございました。

テニス部の思い出
大学　藤岡 克朗

　記憶を頼りに４５年程前のことを徒然に書いていきます。
　私は甲南中学・高校とバレーボールを７年間（皆より１年多く勉
学に励んだ結果）やり通して卒業しました。大学入学後しばらくは、
これから何をしようかと模索していました。スポーツと体力には多少
自信があったので、体育会へと自然に的は絞られました。次は団体
競技ではなく個人競技を、更により強い部を目指した結果、硬式庭
球部にしたのです。６月に入部し、テニス初心者の練習の日々が始
まったのでした。
　入部してみると、中学高校で同級生だった吉田昇生、吉田一宏が
１年先輩で偉そうにしていました。同期は７名で甲南中高出身の故・
江見、仁木、白石（現在は蓬莱）、廣部、九州小倉から来た下宿生
の酒井、大阪の清風高校出身の至田という面子でした。１年後には
中西伊知郎も迎え、テニスエリート集団の中に身を置いたのです。
後にテニスの世界で吉田、吉田の名声実績を目の当たりにして、偉
そうにしてもこれはしょうがないと納得したものです。
　入部当時の主な練習コートは、大学正門を入ってすぐ左手にあっ
たクレーコート１面、西校舎から住吉川へ数百メートルの所のクレー
コート１面、離れた所にあった兼松のアンツーカー２面でした。間も
なく西校舎すぐ下にハードコート３面が出来上がり、そこでの練習時
間が増えていったのです。正門近くのクレーコートは樹木に囲まれ、

ボールの打音が校舎にこだまし、部外者が憩うには良いのですが、
我 １々回生にとって仕事量の最も多いコートでした。毎朝、石灰と
ロープを使って白線を引かなければならないし、樹木に囲まれてい
て落ち葉拾いに限がなかった記憶があります。今になっては残して
おいて欲しかったコートです。西校舎のクレーコートでの思い出は、
経緯はよく覚えていませんが、日本初のプロテニスプレイヤー石黒
修氏と中西伊知郎が練習マッチ（1セットだったと記憶）を行った際、
ボーラーをしたのです。その時コートには何故か私達３人しか居な
かった記憶があるのです。次回中西に会った時記憶のすり合わせ
をしてみたいと思います。兼松のアンツーカーでは、バケツでの水
撒き技術が格段に上達したものでした。バケツの水を満遍なく鋭く
散らす技術です。そのための水がコート端のドラム缶に溜めてある
のです。当時は練習中に水を飲んだらあかん、日陰に入ったらあか
ん（真夏の炎天下でも）という上からのお達しを命がけで守ってい
ました。水分補給は、トイレに行く時に飲む、顔を洗うふりをして飲
む方法がありました。夏の練習中コート端のドラム缶の水で顔を洗っ
た後よく見たらボウフラが居てギョッとしたこともありました。現在で
もたまに一献傾けている当時近畿大学の主将だった松江英二郎君
とお互い過酷な体験を自慢し合ったものでした。因みに彼らはコー
ト横の川にボールが飛び込んだ時、川の水で顔を洗ったらしい。
　そのような練習の日々を過ごした結果、３回生と４回生時には全
国王座へ挑戦することができました。私はレギュラーにはなれず団
体戦の試合には出ることができませんでしたが、全員一丸となって
王座決戦に乗り込みました。３回生時には、和歌山で福井烈が居る
中央大学に敗れ準優勝、４回生時には、長野で早稲田に勝ち王座
をとることが出来ました。
　帰りの新幹線内で優勝カップにビールを注いだのも良い思い出
です（よく覚えていませんが、新幹線はガラ空きだったと信じたいで
す）。数年前に王座を取った時の４学年で「日本一の会」を発足さ
せ、当時の監督であった辻本豊ＯＢにも参加いただいて会食をした
りしています。
　他の投稿された方々の文章内容と重複したところがあるかもしれ
ません。その際はご容赦ください。取り留めもない文章になりました
が、我々のテニス部が益々発展して行くことを願って止みません。

 ▲２６回大学卒業アルバムより



101

TH
ANNIVERSARY

KONAN TENNIS TEAM
100

 ▲ 第１４回関西学生室内選手権大会パンフレットより
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 ▲２７回高校卒業アルバムより

高校 １９77（Ｓ５２）年卒

大学 １９８１（Ｓ５６）年卒
男子
女子

市川 典男　伊藤 英介　田中 政明　中西 伊知郎　弘世 晃嗣郎　三村 晃久

大仲（奥田） 祐子　北陸 淑子　増尾（小林）由恵　吉川（久野） 眞理子

市川 典男　大橋 紀寛　中西 伊知郎　弘世 晃嗣郎　三村 晃久

27回

テニス部の思い出
高校・大学　市川 典男

　私は甲南中学１年で入部しました。同級生で中１から大学卒業ま
で庭球部に在籍したのは中西伊知郎君と三村晃久君と私の３名だ
けなのですが、まあ、この三人のキャラクターが見事にばらばらで
した。中西君は幼いころからの経験者で入部した時点で上級生を
打ち負かすような実力者、三村君は未経験者ながら持前の運動神
経でめきめきと実力をつけてきたプレーヤー。後輩にとってはそれ
ぞれがよき目標だったのではないかと思います。それに対して私は
というと名門庭球部に入部したこと自体が場違いの運動オンチ。持
前の持久力で厳しい練習にはついていけたものの中２のデビュー以
来公式戦で１勝もできないありさま。中３で裏方中心のプレイングマ
ネージャーの役が回ってきました。でも結果そのおかげで１０年間在
籍し続けることができたのだと思います。というのも当時なぜか庭球
部は顧問の先生もほとんどノータッチ。日々の練習は最上級生のも
とで行っていましたし、部費の管理から遠征の手配まで生徒の私が
行い全国大会にも同行していました。ですから高校の夏休みは練習
よりも遠征先での応援の思い出が多く残っています。
　その中でも一番は高校２年のときのインターハイ東京大会での団
体決勝。対戦相手は前年も決勝で惜敗している柳川商業。相手の
シングルスＮｏ.１は超高校級の福井烈さんだったものの、甲南も中
西君のシングルスＮｏ.２で確実に一勝が見込めたために、勝敗はダ
ブルスの白石（蓬莱）桑田組に託され、一時はマッチポイントを握
るまで追い詰つめたものの逆転負けを喫しました。多くのＯＢの方も

応援に来ていただいている中で部員全員が泣き崩れ
たのを忘れません。
　そんな悔しくもあり楽しかった高校生活も終わりに
近づいたある日、吉田昇生さんに出会いこう声をか
けられました。「おい、市川！いつから大学の練習に
出てくるんや？もう中西も三村も来ているぞ」「みん
な大学でもう一度日本一を目指そうと頑張ってるん
や、だから大学でもお前にマネージャーをやってほし
いんや」と、もちろんその時点で私には大学でテニ
スを続けるなど選択肢にありませんでしたが「もう一
度日本一を目指そう」と言葉にひかれて入部を決断
しました。そして３回生の時に蓬莱主将のもと、宿敵
柳川勢で構成された早稲田を破り王座となりました。
　１回生で主務になってわかったのは高校のマネー
ジャーと大学の主務では責任も守備範囲もけた違い

に大きいと言うこと。さらにはその年、「オール甲南テニスクラブ」
が発足しＯＢとの窓口業務も広がりました。流石にこれだけの仕事
を一人でするのは無理と考え、まずは足固めとして学連への出向
を弘世晃嗣郎君に、体育会本部は伊藤英介君（故人）にお願いし
ました。翌年には西尾（高井）義輝君が副務として、下村（黒田）
慶子さんが女子マネとして加わってくれました。他にも当時はレギュ
ラーもイレギュラーも関係なく部員全員が「日本一」という一つの目
標に向かっていたからこそ悲願が達成できたのだと思います。

甲南学園庭球部１００周年記念にあたり
高校・大学　中西 伊知郎

　甲南学園硬式庭球部１００周年おめでとうございます。
　事務局から記念誌への寄稿依頼を受け、甲南中学、高校、大学
と１０年間硬式庭球部で活動してきた中で、特に印象に残るのは団
体戦での戦いです。
　中学入学と同時に庭球部に入部し１０年間の庭球部生活が始ま
るワクワク感を覚えた記憶があります。甲南では中高が一体となっ
て部活動が運営され、当時の先輩諸氏が中学生の面倒を見なが
ら、全国大会（インターハイ）優勝を目指し厳しい練習の日 を々送っ
ていたのを今でも思い出します。私も同期と共に高校生になったら、
「自力がついてくれば自然と全国大会優勝を目指すような気持にな
るのだろうなと」と漠然と目標を持ったように思います。
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　高校生になるとはっきりと目標は「全国大会（インターハイ）優
勝」となり、当時は九州の柳川高校が全国大会優勝の常連校とし
て名を馳せていました。「打倒柳川」を合言葉にＯＢの方々をはじ
め部員が一丸となって厳しい練習に取り組んだことは今でも鮮明に
覚えています。私は幸いにも１年生からレギュラーメンバーでしたが、
レギュラーはほんの一部（４名）でしかなく、当時の中学生、高校の
同期（三村君、市川君、弘世君、大橋君）、諸先輩に支えていただ
きましたが、絶対的エースの福井烈（つよし）選手を擁する柳川高
校に惨敗し、準優勝に終わり悔しい思いをしました。
　２年生の全国大会も柳川高校に敗れ、３年生では県大会で報徳
学園に負け全国大会への出場を逃してしまい、残念な気持ちで仕
方がありませんでした。
　中学、高校での６年間の庭球部も終え息つく間もなく、大学の練
習に参加することになりました。当時は大学内にクレーコートが２面、
住吉川沿いにクレーコートが２面、新設のハードコートが３面と、大
会に応じ7面のコートを使用していました。大学の庭球部には高校
からの同期に加え新たに田中君（高校時代はバレーボール部）、伊
藤君が加わり同期は６名となりました。大学庭球部もＯＢの方々、部
員が一丸となり「大学王座優勝」を目指し練習に明け暮れた毎日で
した。
　大学１年時は関西学生リーグで敗退、２年時は大学王座決定戦
に進出するも準優勝と、なかなか結果がでず悶 と々した思い出があ
ります。３年時になりようやく大学王座を優勝することができました。
「選手は力を出し切り」「応援部隊は勝利を信じ、目いっぱい応援
をする」これぞ「甲南学園庭球部」の良い面と思った瞬間でした。
　４年時にはキャプテンを指名され連覇を目指しましたが準優勝に
終わり、１０年間の庭球部生活を苦しくも楽しく終えることができまし
た。これも中高大１０年間マネージャーとして頑張ってくれた市川君、
学生連盟の役員として学生大会他を企画運営してくれた弘世君、
自治会体育会本部で活躍をしてくれた伊藤君、日々の部活動を一
緒になって支えてくれた三村君、田中君に感謝です。
　中高大と１０年間テニスに打ち込むことができたのも良き同期、
諸先輩に恵まれたおかげと感謝しています。卒業後は庭球部にかか
わることも少なくなってはいますが、現役の皆さんの活躍を期待して
います。

テニス部に感謝
大学　北陸 淑子

　大学卒業から４０年以上経過して何を書けばよいか？思い出すの
は入学当初のこと。
　中・高の６年間、陸上部で走ってきた私が大学で、何も知らない
テニス部に入ったのは、ただ運動をしたいという一念だけだったよう
に思います。打ち方、ルールは勿論、ボールの渡し方さえ知らず、
ノーバウンドで投げて目を丸くされる。ボールに向かって走り出すと

ストップできず、隣のコートの邪魔をする有様です。解らないことだ
らけで、落ち込みの毎日でした。４月に１０名以上いた同級生が、少
しずつ減っていき、することが増えていく。
　１回生の夏合宿（？）だったと思います。足裏のけがで参加できな
かった私は、一人抜けたら大変なことが解っていながら、皆が「大
変だった！」と言った時に「怪我して良かった」的なことを言って、総
スカンを食った記憶があります。「ごめんなさい」ですよね～
　一人学部も異なり、遠方から２時間かけて通う私は、同期には無
茶苦茶わがまま、自分勝手な存在だったと今更ながら思います。
　しんどい、苦しい、悲しい、なんてことの方が、人の脳は詳しく覚
えているようで、楽しい思い出はと考えても思い出せない。そこで
昔のアルバムを出して見ると、そこかしこに笑顔の自分がいるのに
ビックリ！「新入生歓迎旅行」「学園祭、屋台の甲南そば」「同期４
人でのスケート」
　「新年会を我が家で開催」１回生から３回生まで全員が、こんな
に田舎で、雪深い、かやぶき屋根の我が家に集まって、大騒ぎをし
ている。皆はどうやって来たのだろう？駅から３キロも歩いて来たの
だろうか？なんて考えても覚えていない。１枚、１枚アルバムをめくり
ながら、懐かしく回想できたのは嬉しいことでした。
　現在もテニスを続けられているのは、技術と厳しさを教えてくだ
さった先輩、友情をくれた同期、笑顔の後輩。そしてテニス部に感
謝です。

 ▲１９８０年度全日本大学対抗テニス王座決定試合パンフレットより

 ▲２７回大学卒業アルバムより

市川 典男　伊藤 英介　田中 政明　中西 伊知郎　弘世 晃嗣郎　三村 晃久

大仲（奥田） 祐子　北陸 淑子　増尾（小林）由恵　吉川（久野） 眞理子
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中高テニス部の思い出
高校　石本 幸一郎

　私は､ 中学･高校の６年間を｢甲南テニス部｣にお世話になりまし
た｡思い出すままに書いてみました｡
　中１初めての練習で、西尾さん、山根さん、渡辺さん、沼田さん
（高３）難波さん、橋本さん（高２）がコートですごいラリーをされて
いるのを見て何とも言えない緊張感がありました。（これからこんな大
人と毎日練習か）
　４５分間の昼休みは早弁をしてコート整備、近くの松林から松葉を
拾ってきてラインを引く漏斗の先にセット｡ なかなか難しかった。（中
学生の仕事でした｡高校生は昼休み）
　罰はいろいろ｡ 花屋、小学校走ってこい｡ 高２、高１、中３、中２そ
れぞれからの ｢説教｣ (その間ずぅっと正座)｡ 反省文５枚､ 明日まで
に書いてこい､坊主してこい､などなど｡
（ちなみに私、中１から中３まで元々坊主でしたので最悪の罰は無し 笑）
　そんなテニス部なので、我々の学年国語教師の荒木先生からお前
らは“軍隊か”と言われていました。（誰の親も問題なし｡現在であれ
ば。。。。。。）
　高１の時に東京へインターハイの応援に行き、決勝戦で柳川高校
に負け、悔しい思いをしました。（が、その後、渋谷、原宿、六本木で
遊んで楽しかったなぁ）
　高２では県大会で負けてインターハイには行けず､ 高校生全員坊
主になりました。（みんな坊主かスポーツ刈りかわからんかったなぁ）
　夏休みの練習でクーラーボックスにビールを冷やしていたら､ めっ
たに来ない顧問のロク（渡辺先生）がやってきて、アッツいなぁとクー
ラーボックスを開けました。思わず｢皆で先生の為に冷え冷えビール
用意しました｣チャンチャン（冷や汗）
　その後は、先輩も引退し、これ幸いと夏休みバイトして与論島へ旅
行｡ 高３の一部はレギュラーたちと後輩により多くの練習をしてもらう
ため自主引退して勉学に励みました。
（単位ギリギリ大学無理か、しかし荒木先生に頼み込み、単位いただ
きました。感謝）
　大人になりふり返ってみると､特に中学時代の練習の厳しさが役に
立ったとテニス部と先輩方に感謝します。（テニス部の同期・後輩・
先輩･よき友に恵まれて本当に感謝）
　最近あらためて思うことは、６年間ご指導いただいた石井義仁校長
先生は｢徳育・体育・知育｣を教育現場で実践されていた｡感謝｡
　数年前から甲南の伝統でもある六甲登山を毎月続けています。（有
馬温泉とビールがたまりません。）

　還暦を過ぎたこれからは、徳育を持って地域に少しでも役に立てる
事を､楽しみながら行っていきたいと考えています。

私の大学時代の思い出
高校・大学　直木 隆明

　私は中高大と１０年間、甲南テニス部で過ごしました。中高は８人で
したが、大学に入っても続けたのは坪田君と私の二人でだけでした。
大学では兵庫県の他校でテニスをやっていた井上君と上村君の二人
と甲南出身で中高バドミントン部だった高井君（現姓西尾君）が入部し
て５人となりました。
　当時大学のテニス部は、甲南高校テニス部出身の人が大半を占め
ており、実力も関西学生はもちろんのことインカレ上位レベルの方が多
数おられました。コートは西校舎前のハードコート３面と住吉川沿いの
クレー２面でハードコートをメインに利用していました。
　大学の練習は、高校放課後の３時間程と違って1日中やっていて、
必須科目の授業の時だけ練習を抜けても良いという形で、毎日の練習
時間が半端なかったです。
　中高６年間テニス部で培った体力と精神力にはそれなりに自信があ
りましたが、精神面では高校で上級生になると指示命令されることも
無くなり、中学時代の下積みの苦しかった経験もすっかり忘れていまし
た。それが大学に入ると１年生は雑用から球拾いから何から何までやら
なければならず、練習時間の長さと併せ、まさしく地獄の始まりでした。
　１年生の春合宿は確か浜松だったかと思いますが、まだ坪田君と高
井君の３人で参加したため１日中球拾い（１年生が打てる時間は１日３０
分程度だったと思う)、宿舎までかなり距離があったと思うが、古ボー
ルが入ったズタ袋を担いで休む暇もなく、地獄の合宿を過ごした記憶

 ▲２８回高校卒業アルバムより

高校 1978（Ｓ53）年卒

大学 1982（Ｓ57）年卒
男子
女子

井上 正美　上村 敏郎　坪田 克彦　直木 隆明　西尾（高井）義輝

岡本（橋本） 郁子　河上（高木） 弘美　下村（黒田） 慶子　福井 裕子　山中（今村） 祐子

石田 将人　石本 幸一郎　北川 晃男　坪田 克彦　直木 隆明　前田 昭　松村 義幸　溝本 一人

28回
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があります。当時王座で優勝することが目標でしたのでその練習量も
質も半端なかったと思います。
　運よく私は１年生の夏に関西学生の本戦に上がることができたので
本戦直前の２週間程は練習中にコートに入る時間も増え、本戦出場の
先輩方と乱打する機会に恵まれましたが、これがまた地獄でした。少し
でもミスをすると「練習にならない！」と怒られ、今までに感じたことが
ない、試合以上のすごい緊張感の中で練習をした記憶があります。こ
の時に高校テニスと大学テニスの違いを肌で感じたと思います。当時
のリーグ戦は５セットマッチをやっていましたので、それに対応できる体
力と精神力は必須でした。
　２年生の時は蓬菜さんという鉄人のような方が主将になられて、練
習量も質も半端なかったですが、冬の早朝トレーニングの際には、三
宮⇔岡本往復マラソンと芦屋浜まで走ってのサーキットトレーニングを
一日おきにやり続け、普段の練習後のランニングでは住吉川を下流近
くまで往復しサーキットトレをやり、また雨の日はフリーになることを秘か
に期待していましたが、校舎内のスロープ（７、８階？）を永遠に走って、
いつ終了するかは蓬莱さんしかわからない地獄のトレーニングをやって
いました。その甲斐もあってその年に念願の王座優勝！！を勝ち取るこ
とができました。
　目標を高く持って限界を自ら作らず、毎日継続してやる努力の大切
さとその先にある喜びを学び、これは社会人になっても貴重な糧となっ
ています。
　また辻本さん、柴田さん他OBの方 も々熱心にコートに来てくださり、
基礎練を徹底してやっていただいたお陰でスマッシュ逆クロスは今でも
ミスしません（笑）
　現在も甲南テニス部で一緒に過ごした個性豊かな（笑）先輩・後輩・
仲間達や他校の大学テニスの仲間達とテニスをしたり、色々な場面で
再会したりして楽しく過ごさせていただいています。
　大学卒業して４０年経ちますが、同じ時代を過ごしてきた仲間と会う
と今でもその当時に戻って、お互いが楽しめることは有難いことで凄い
ことだな！と感激しています。
　改めまして伝統ある甲南学園テニス部創部１００周年おめでとうござ
います！
　益々の発展を祈念しております！

テニスを通したご縁
大学　山中（今村） 祐子

　甲南学園硬式庭球部創部１００周年、おめでとうございます。
　テニス部に入部したのは、同じ高校の黒田慶子さんがテニス部
のマネージャーになったので、練習を見に行き、自分もテニスをして
みたいと思ったのがきっかけでした。その頃は初心者でも入部でき
たのです。それまでテニスどころか、ほとんどスポーツもしたことが
なかったので、今から考えると、なんと無謀なことをしたのか。体育
会がどういうものか、全くわかっていませんでした。最初は優しかっ
た先輩が、新入生歓迎旅行（小豆島）が終わった途端、厳しくなり
（笑）、もちろん、体力がないので、最初は全く練習についていけま
せんでした。その頃は、練習中は水を飲んではいけなかったので、
しょっちゅう気分が悪くなり、コートの横のベンチで寝ていましたが、
今から考えると完全に熱中症で、よく何事もなく済んだものだと思い
ます。とにかく、１年生の時はつらかった。何とか最後まで続けるこ
とができたのは、同期の橋本郁子さん、福井裕子さん、高木弘美
さん、黒田慶子さん、先輩後輩のおかげです。
　大学卒業後は、全くテニスをする機会がありませんでしたが、結
婚して東京に移り、テニスを再開して某テニスクラブに入ったとこ
ろ、学習院OBの方がいらっしゃったので、思わず、「私、甲南なん
です」と口走ってしまったのが、運のつき。それがきっかけで学習院
OB戦に参加せざるを得なくなり、灘OB戦、現役激励会にも参加
するようになりました。偶然にも灘の松影会会長の神澤俊介さんは
私たちが４年生のときにコーチをしてくださった旧制高校ＯＢの神澤
得之助さんの息子さんでした。初めてお会いした方ともテニスをし
て仲良くなれることが多く、東京でお付き合いの輪が広がったのは、
テニスのおかげと感謝しています。
　テニス部時代は苦しいことも多かったですが、その時の経験が今
の自分を作っているのは間違いありません。これからもテニスを通し
たご縁を大切にしていきたいと思っています。

 ▲２８回大学卒業アルバムより

 ▲１９７８年関西学生室内庭球選手権大会パンフレットより
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テニス部の思い出
高校　中村 篤司

　私の座右の銘の一つに“生涯一学生”というのがある。これはわ
が校中高大で留年進学留年進学を繰り返すことにより２０年学生で
いられるということではなく、生涯勉強が必要ということなのは言う
までもない。
　私が中高テニス部であったが正直テニスについて話すべきことは
ない。
　しかし自分のテニス部での思い出をいくつか話していこう。先ず
は是枝君には謝らなくてはいけないだろう。
　理由は忘れたがバスケットボールを私と是枝君のどちらかが持っ
て帰ることとなった。当然そんな物持って帰りたくないので押し付け
合いになり、阪急電車夙川駅で甲陽線の発車寸前の電車にボール
を投げ込んで帰ったのだった。次の日、彼が凄く怒っていて、他の
乗客もいるのにすごく恥ずかしかったと、言われてしまった。確かに
他の乗客のことをすっかり忘れていたのは私が悪い、反省している。
言い訳させてもらえればバスケットボールは持って帰るには邪魔な
のだ。当たり前だ。あの時は多分練習の後で大変疲れていて少し
機嫌が悪かったのだろう。そういうわけで、度々あの事に非難してく
るのは勘弁して欲しい。もう一回言うけど、反省している。
　次は藤原君には文句を言わしてもらおう。
　一緒に釣りに何回か一緒に行ったのだが、何故か私の釣果が良

くないのだ。要は狙った魚が釣れないのだ。確か最初、淡路島にカ
レイを釣りに行ったのだが、彼はカレイを何匹か釣ったが私は釣れな
かったのだ。基本投げ釣りをするので、パワーがある彼が遠くに投
げられるから当然有利なのは確かなのだが、それにしても何か腹が
立つ。テニスで負けるのはどうでもいいが釣りで負けるのは納得が
いかない。機会があれば再戦（再戦て試合じゃないけど）を申し込
みたい気もするが無しだ。この年齢となると道具の進歩とか交通関
係の便利さ向上がかえって釣りをする気が出ない。淡路島なんか釣
りをしていた辺り、橋が出来てビックリだ。とにかく私が釣り損ねた
魚の子孫達が元気で暮らしていれば満足だ。
　まあこんな感じの私のテニス部の思い出だ。アップルのスティー
ブ・ジョブスのスタンフォード大学卒業式スピーチの「ハングリーで
あれ。愚か者であれ。」とは程遠いが、まあこんなものだろう。
　なにせ座右の銘が「生涯一学生」だから。

私の甲南テニス部１０年間
高校・大学　是枝 宏二

　私は昭和４８年に甲南中学に入学し、当時学校で一番強いクラブ
に入ろうとテニス部を選んだ。初めて練習に参加した日、同じ学年
で入部したのは確か２０名ほどだったと記憶する。ここから私の甲南

テニス部が始まった。毎日、毎日厳しい
練習が続き、我 １々年生はひたすら球拾
いとコート整備をやり、一日にボールを打
てるのがわずか１０分程度だった。毎日怒
られ、走らされ、特に夏休みの練習では
水を飲んではいけないと、今の時代では
考えられないこともあった。そんな日が続
き、ある日、意を決して同級生全員で練
習をボイコットし、帰ろうとした所、駅で
当時のキャプテンに遭遇し、慌てて逃げ
たことが今となってはいい思い出となって
いる。
　高校では、中川、井上、藤原、石原、
廣部、中村と私の７人で高校最後まで頑
張ることになった。
　高校では、藤原を中心に個人戦では多
くのライバルが居る中、絶えず誰かが上

高校 １９７９（Ｓ５４）年卒

大学 １９８３（Ｓ５８）年卒
男子

女子

石原 守　井上 雅之　大橋 一徳　大町 裕哉　是枝 宏二　中川 康　中西 信之　廣部 永隆　藤原 純一　 
細西 克弘　松岡 隆昭

塩田（岡本） 美貴　西畠（高橋） 陽子　前田（岡本） 美穂　村田（竹内） 博美

石原 守　井上 雅之　是枝 宏二　中川 康　中村 篤司　廣部 永隆　藤原 純一

29回
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位に入り、比較的強い年代であっ
たと思う。
　我々の目標は、長年先輩方が
成し得なかったインターハイ団体
での“打倒柳川高校”だった。高
校３年間の集大成で臨んだイン
ターハイ団体兵庫県予選。当時
は甲南、関学、報徳の三つ巴と
言われていたが、正直負ける気は
しなかった。そんな中、我々は順
調に決勝まで勝ち進み、決勝で
報徳と戦うことになった。
　最後まで接戦となったが、１対
２で負けた。打倒柳川もまさかの
県予選敗退で叶わなかった。こ
れが高校３年間で一番悔しい思
い出となった。
　大学に進むと、大半のメンバー
も引続きテニス部に入部したが、
中村だけは他の道を選んだ。大学から大橋、大町、中西、細西、松
岡と新たに５人の仲間が増えた。更に女子部には前田美穂、塩田
美貴（共に旧姓岡本）、村田（旧姓竹内）、西畠（旧姓高橋）の４人
が入部してきた。男女合わせて１５人の大所帯となった。大学４年間
は、王座で当時スター選手を多く擁した早稲田大学を破って大学日
本一となったことから始まった。この時の戦いは強烈な印象で、今
でも鮮明に覚えている。
　その後３年間も正月の１週間と、試験前の数日を除き、ほぼ毎日
練習に明け暮れた。
　当時は、授業も出席が必須の語学と体育にしか出させてもらえ
ず、試験前には友人にノートを借りに奔走した。
　甲南テニス部最後の４年間はあっという間に終わり、戦績は決し
て優れたものでは無かったが、苦しい練習も多くの同級生が居てく
れたお陰で乗り越えることができた。社会人となった今、甲南テニ
ス部に在籍したことで得た“忍耐力”が生かされていることは間違
いない。
　そんな苦楽を共にした同級生と最後にハワイに行った卒業旅行
は、今でも一生の思い出になっている。

甲南庭球部 仲間と過ごした日々
大学　村田（竹内） 博美

　先日、原稿の執筆を頼まれた時は正直、戸惑ってしまいました。
何せ、私が甲南庭球部に在籍していたのはもう、４０年も昔のことで
す。それでも、記憶の糸をたぐり寄せていくと、かつて一緒に過ごし
た仲間たちの顔が浮かんできます。苦しかった試合、負けてしまった

時の悔しさに涙した瞬間、またその悔しさをバネに練習に打ち込ん
だ日々 ……瞬く間に当時の記憶の中へと立ち返っていきました。
　女子部のみんなとは、毎日太陽の下で真っ黒になってコートを走
り回りました。下級生の頃は先輩に叱られながら練習に邁進し、ど
うすれば自分の技術を高めていけるのか、満足できずに頭を悩ませ
る日々でした。自分が上級生となって後輩たちを引っ張っていく立場
になると、自分は先輩たちのように、後輩たちにとって適切なアドバ
イスを話せているのか不安になることもありました。そうして思い悩
む私を支えてくれたのは、同期の仲間たちでした。側にいて話を聞
いてくれたり、必要な時はそっと手を貸してくれたりしました。あの時
は、本当に感謝しています。練習後に岡本駅近くの喫茶店に寄って、
お茶を飲みながら談笑した日々 は今でも忘れられません。
　また、男子部とは、よく本戦前の練習に参加させてもらい、互い
に試合の時は応援にかけつけました。男子部は全国に行くほどの実
力を持っているため、部員は皆、実力者揃い。私は男子部の子から
様々なアドバイスをもらったことで、その実力を伸ばしていくことがで
きました。普段の練習ではなかなか交流が持てない女子部・男子
部でしたが、互いに気兼ねすることはなく、休憩の合間には雑談で
盛り上がることもありました。
　何よりも思い出深かったのは、やはり男子部・女子部の同期と行っ
たハワイへの卒業旅行です。公園のテニスコートでテニスをしたり、
ショッピングや食事に行ったりと、大学生活最後の思い出に残る数
日間でした。大学を卒業して４０年経ちますが、その頃の同期の子
たちとは今でもたまに連絡を取り合っています。テニスを通じて得た
仲間は、今でも私にとってかけがえのない、大切な宝物です。

石原 守　井上 雅之　大橋 一徳　大町 裕哉　是枝 宏二　中川 康　中西 信之　廣部 永隆　藤原 純一　 
細西 克弘　松岡 隆昭

塩田（岡本） 美貴　西畠（高橋） 陽子　前田（岡本） 美穂　村田（竹内） 博美

 ▲２９回大学卒業アルバムより
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創部１００周年に寄せて
高校・大学　中西 次郎

＜中学校の思い出＞
　中学入学と同時に、先輩が「次郎、テニス部に入らないか？」と
体験入部に誘われました。あまり気は進まないものの、当時は、学
年の大半が運動部に入っていることもあり、入部を決めました。当
初は、多くの同級生がいたものの、あっという間に減っていき、わず
かな人数しか残らず、寂しく感じたものです。
＜高校の思い出＞
　人数がどんどん減っていき、最後は大原健一郎君と私の二人だけ
しか残りませんでした。強豪甲南と言われましたが、私は県大会の
予選で敗退するなど、上手くはありませんでした。しかしながら、諸
先輩、後輩たちに助けられ、６年間続けられたことに感謝しています。
＜大学の思い出＞
　男子は、岩城、高橋、能宗、廣瀬、私の五名。女子は、木村、島
村、富田の三名。四年上の年に、久しぶりに王座となり、強豪甲南
の名を轟かしていた頃です。四回生の時に、団体は、一部で三位、
個人は関西学生で３２が最高の成績でしたが、中・高・大と十年間
続けていて、学習院をはじめとした各大学との交流、諸先輩方、後
輩と共に過ごせたことが、今も糧となっています。
＜卒業後＞
　卒業後も、関西学院、近畿、学習院、早稲田、慶応、法政等、

各大学の諸先輩、同級生とゴルフ、食事会などで交流を持ち続け
ています。特に、学習院創部百周年記念行事にご招待をいただき、
上皇、天皇がお見えになり、同じ時間を過ごせたことに感謝してい
ます。
＜最後に＞
　諸先輩方をはじめ、現役諸君のますますのご発展とご健康を祈念
しております。

テニス部の思い出
大学　岩城 俊弘

　甲南学園硬式庭球部１００周年誠におめでとうございます。
　諸先輩方が築いてこられた歴史を現役の皆さんがバトンをしっか
りと受け取っていただき、迎えた１００年に深い感慨を感じています。
　かく言う、私は外部の県立神戸高校から大学テニス部に入部い
たしました。
　入部当時、大学４年の先輩には会長の三村さんや中西伊知郎さ
ん、３年には直木さんや坪田さん、１年上には是枝キャプテン、藤原
さんや石原さんという錚々たるメンバーのテニス部に入部したのは、
高校からラケットを握り始めた浅い経験の中、今から思うと勇気が
あったなあと思います。

高校 １９８０（Ｓ５５）年卒

大学 １９８４（Ｓ５９）年卒
男子
女子

岩城 俊弘　高橋 秀尚　中西 次郎　能宗 大輔　広瀬 浩二

井上（富田） 潤子　坂本（木村） 弥栄子　島村 由美子

大原 健一郎　中西 次郎

30回
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　大学では中西次郎君が主将で自身が主務を務めることになりました。
　彼とはラケットを握ってすぐの公式戦、高校1年春の兵庫県予選
1回戦で対戦し０－６完敗だったことが思い出されます。
　入部するとすぐに春のリーグ戦が始まり、王座に進んでいきまし
た。中西伊知郎さんの強さは言うまでもありませんが、プレッシャー
のかかるリーグ戦、王座を通じて坪田さんの勝負師として、スナイ
パーのような正確で圧倒的な強さは今でもよく覚えています。
　テニス部に入部したことで、現在に至るまで素晴らしい経験を積
むことができました。
　ハードコートの夏の猛烈な照り返しの暑さや岡本から三ノ宮まで
の往復ランニング等、今となっては想像もつかないような毎日でし
た。また、学内外のテニス仲間やラグビー部やアメフト部等同級生
体育会仲間との交流は今も大きな財産となっています。
　現在は東京、田園テニス倶楽部で神原先輩や石原 卓君始めメ
ンバーの皆さんと週末のテニスやアフターテニスを楽しみにしてい
ます。故石黒修先輩のホームクラブだったのは何かのご縁だったの
かもしれません。
　この晴れやかな１００周年、２年前に亡くなられた一年先輩の故石
原守先輩は羨ましく観ていらっしゃると思います。残念でなりません。
　改めまして１００周年をお祝いさせていただきますと共に現役の皆
さんのご活躍と益々のご発展をお祈りしております。

「エースをねらえ！」に憧れて
大学　坂本（木村） 弥栄子　

　「エースをねらえ！」（漫画）に魅了されテニス漬けの大学生活を送
りたくて、理系から文系志望に変更、希望校である甲南大学に入学。

入学手続きで校門を入ると校舎までの坂道では各部が新入生を勧
誘していました。懐かしい光景です。
　硬式テニス部と言えば一般的には華麗なスポーツを想像される
方が多いかもしれませんが、体育会のテニス部はガッツリスポーツ
をする場所です。人間が入れそうなゴミバケツに練習ボールを入れ
てリアカーで部室からコートまで運ぶ、鉛のようなローラーでテニス
コートを整備する、練習後くたくたの締めにコートから白鶴美術館近
くまで住吉川沿いを掛け声とともにランニングでかけ登る、菊水旅
館での合宿では食事を残すのはＮＧで朝からお日様が沈むまでテニ
ス漬け。こんな日々がいまだに年齢以上の筋肉を両足につけてくれ
たのかもしれません。
　でもしんどいことばかりではなく、「かじか」で紅生姜ののった
チャーハンを同年とほおばったり、練習後にホールケーキを先輩後
輩と分け合って食べたり、大学祭では男子部と共同で甲南そばを出
店したり、男子部女子部同年とシンガポールに卒業旅行して旅行中
に知り合った現地メンバーの家庭で食事して盛り上がったり、楽し
い思い出もいっぱいです。
　テニス部生活でもっとも忘れられない思い出は、大学３年のリー
グ戦での試合。強い先輩方が卒業されて降格の危機もささやかれ
る状況下、緊張の極限での初戦ダブルス。リターンミスを繰り返す
私に切れることなく、ペアのシマがサイボーグかと思わせるぐらいポ
イントを取り続けてくれて勝利。その後も応援メンバーも含め全員一
丸となり苦しい戦いを３勝２敗で乗り切りました。あの日の試合後の
円陣、私は一人じゃないんだと痛感しました。
　大学テニス部時代に鍛えていただいた体力と気力が、その後の
社会人生を支えてくれている事を深く感謝しています。

岩城 俊弘　高橋 秀尚　中西 次郎　能宗 大輔　広瀬 浩二

井上（富田） 潤子　坂本（木村） 弥栄子　島村 由美子

 ▲３０回大学卒業アルバムより
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甲南テニス部１００周年の中で
高校・大学　大内 義彦

①中学入学前から入学まで
　先ず私と甲南テニス部の出会いは小学生のころ当時スポーツ好
きの少年はほとんど野球（ジャイアンツＶ９時代）をしている時代で
した。当然私も野球が大好きで５年生から学校の少年野球チーム
に入っていた。そうして６年生の時には地区大会（春）から市の大会
（夏）まで進みました。しかし市の大会では体も大きくこれまで見た
ことのない剛速球を投げる投手と対戦。チームは惨敗しました。
　そこから中学進学を考える時期になりましたが、中学で特に何が
したいということもありませんでした。ただ一つだけ、頭を坊主にす
るのが嫌だった。私の校区の公立中学は坊主だったのでそれを避
けるには私学に行くしかなかった。（余談）そんな嫌だった坊主も大
学時代はほとんど坊主で、なんてこと無かった。その当時兄が高校
でテニスを始めていて、たまに家の前の道で打ち合いの相手をさ
せられており、初めてラケットを握ったが数回はラリーもできていた？
（ような記憶）。そこで兄から中学でテニスするなら私学しかないよ！
と言われ、それが先ず私がテニスを真剣にやろうと決めたキッカケ
でした。そして兄からどうせやるなら日本一を目指している甲南がい
いんじゃないのとアドバイスをもらい、それが私が甲南受験を決めた
キッカケでもありました。
②中学から高校
　そして無事甲南中学に合格し、入学直ぐ上級生（中学２年）の方
が休み時間毎に教室に来られてはテニス部に入部（見学）するよう
一人残らず勧誘していたような。当然他クラブの勧誘もありました
が、私は入学の２、３日目にはテニスコートに行くようになりました。
仮入部（見学）的ではあったが練習が始まったら私はいきなり倉庫
で砂濾しをやらせていただきました。そしてコート回りでボール拾い！
ボールが飛んで来たら素早く拾ってプレーされている上級生の手
にワンバウンドで投げる！かなりコントロールがいった！その時テニス
部ってテニスするだけじゃないやと実感しました。そしてコートでは
高校日本一を目指して練習している上級生の方々がプレーされてお
り、なんてかっこいいんだろうととても憧れました。
　学校が中学１年生仮入部の間はコートを１６時には出なくてはいけ
ないということで、その１０分程前に上級生の方々が私達（７０人ぐ
らい）にネットからラケットでボール出しをしてくださり、途切れなけ
ればずっとラリーを続けていただけました。そんな状況なのでネット
に掛けないよう必死でボールを追いかけて返球、なんせ途切れると

次、回ってくるかどうか？って感じだったので。そんな感じで１か月程
経ち、いよいよ本入部させていただき、晴れて甲南テニス部に入部
できました。
　最近は中学と高校は完全に分かれているようですが、当時甲南
中学高校テニス部は一つのクラブで、キャプテンは高校３年生でし
た。その当時は当たり前と思っていましたが、規則（礼儀：上下関
係や縦横の関係､ 時間等）もとても厳しい方だったと思います。上
級生だけでなくＯＢの方々への喋り方や挨拶の仕方等は練習中だけ
でなく、お昼休みや雨で練習が無くなった日等に部室でみっちりと上
級生の方に教えていただきました。だから私は雨の日がトレーニング
も含め嫌いでした。テニスのプレーの方ではなんせ日本の高校生の
トップクラスの上級生の方々が直ぐ目の前で練習されておられた訳
で、当時は今のような色々な情報があるわけでもなく、ただただその
前で打たれている方々の足の動きやフォームを観るだけでした。そし
て少し回ってくる自分の練習時間には先ほど観て頭にいれたイメー
ジでラケットを振っていました。特にその当時はバックハンドが綺麗
な方々多かったので、自分で言うのもなんですが私はバックハンドが
得意になりました。また当時は甲南の１は兵庫の１みたいな感じでし
たので私も何とか同学年の中で１になりたいと思って練習に励みま
した。その甲斐あってか中学２年生の秋に兵庫県中学新人戦で単
複優勝する事ができました。ただこれが私の中学から大学までの甲
南テニス部在籍１０年間での最初で最後のシングルス優勝でした。
　その後中学から高校と最終的には高校３年生の時に団体戦でイ
ンターハイに出る（当初は優勝する？）という当時の目標に向かって
頑張りましたが・・・。力及ばずインターハイ団体戦出場は叶えら
れませんでした。夏の大会（インターハイ･全日本ジュニア）も終わ
り、中高６年間の甲南テニス部生活はとりあえず終了、引退となりま
した。

高校 １９８１（Ｓ５６）年卒

大学 １９８５（Ｓ６０）年卒
男子
女子

大内 義彦　笠原 伸二　関家 徹　長谷川 次郎　藤原 聡　前田 健志　松浦 圭三　三浦 耕史　山根 克哉

岡（岩本） 香　山本（和田） 美喜

大内 義彦　笠原 伸二　長谷川 次郎　藤原 聡　前田 健志　三浦 耕史　山根 克哉

31回
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　そしてさあ大学進学に向けて勉強！といっても内部推薦試験なん
ですが、私は学校の勉強があまり得意ではなかったので、前期試験
まで２週間を切っていたこともあり、暗記ものを中心に対策をして臨
むしかありませんでした。
　何とか前期・後期（１月）と試験を受けることができ、あとは合否
の結果を待つのみでありましたが、その際には、当時学級担任でテ
ニス部副顧問もされていた古池先生には大変ご心配いただき、且
つご尽力も（中高６年間の出席簿：中学精勤､ 高校皆勤やテニス
の戦績資料集め）いただきました。古地先生には本当に感謝してい
ます。
　何とか大学の推薦試験にも合格でき、そこから私の残り甲南テニ
ス部４年がスタートしました。大学の４年間については同期の松浦さ
んが投稿されるということですので私の投稿はこれで終わります。
③最後に
　最後に、その後私はダンロップの住友ゴムグループに就職し、甲
南テニス部１０年間で培ったテニスの技術や体力や忍耐力、そして
なにより沢山の人との繋がりを活用して定年まで楽しくテニス関係
のお仕事をさせていただくことができました。
　会社では大先輩の中西伊知郎さん（私が中１の時､ 高２）、後輩
ではかなり年は離れていますが河野剛さんや岡田直樹さん、最近で
は綾部翼さんや渡部耕平さんと甲南テニス部ＯＢが職場（ゴルフや
テニス）は違いますがおられ、仕事を離れてちょこちょこ飲み会をし
ては甲南テニス部の話題で盛り上がっています。
　この度、甲南テニス部は１００周年を迎えましたが、私の人生の中
で甲南でテニスをしていたということは誇りであり一生の宝物です。
　これからも末永く大好きな甲南テニス部が益々繁栄していくことを
お祈りします！
　我が甲南テニス部は永遠に不滅です！

甲南大学テニス部に入部して
大学　松浦 圭三

　まず最初にこの度は伝統ある甲南学園硬式庭球部の創部１００周
年記念誌に寄稿させていただくこととなり、先輩の皆様、同期、後
輩の皆様、現役の皆様に感謝申し上げます。
　さて私の場合は、中高から入学した方と違い、一般入試で入学し
た者（甲南高校以外）からの目線で寄稿する様にと、同期の主将
から指示がありましたのでその観点から書き下ろして参りたいと思い
ます。
　そこで私がどの様な人間だったかを簡単に説明いたします。出身
高校は愛媛県立八幡浜高等学校という、その名の通り愛媛県のみ
かんと漁業が盛んな人口３万人程度の小さな田舎町です。中高と
軟式テニス部に所属しておりました。主な戦績は四国ベスト８、イン
ターハイ、国体出場についてはこの試合に勝利すればインターハ
イ、国体出場に出場できるというチャンスが４回ありましたが、全て

敗戦となり全国という憧れの世界を経験しておりません。
　全国大会を経験していない私は大学では必ずインターカレッジ、
及び、王座決定戦に出場することを夢見て大学探しを行いました。
当時のテニス雑誌を全て購入し、その中で甲南大学がその年に早
稲田大学に勝利し王座を獲得した記事を見つけ、これで私の進む
道は決定しました。
　それではこれからは本題に入りたいと思います。我々の代は以下
の出来事無くしては語れません。
　当時、一部リーグは４校あり、その優勝校が王座決定戦に出場で
きるシステムでした。１戦目、２戦目はある程度苦労はしましたが
大差をつけて勝利を収めました。残る最終戦、同志社大学との優
勝をかけての１戦です。
　戦略を立て、結果ダブルスを２－１でしのぐと勝利の確率が８０％
程度にアップすると結論がでました。ところがいざ試合を行うと３－０
とリードしました。部員全員大喜びです（主将は冷静でした）。とい
うのも我々のシングルスＮｏ.1は当時関西で敵なしで1本は確実に
計算でき、実質４－０と全員が勝手に計算してしまいたした。残るシ
ングル５本の内1本獲れば優勝です。
　しかし後から考えますとこの喜びとか安堵感が同志社大学よりも
１番の難敵でした。誰も『優勝』と言う言葉は口に出しませんでし
たが勝手に浮かれてしまい、結果、５本全て落とし４－５で王座決定
戦への出場は叶いませんでした。
　現在でも心が痛いのは、最後の１本をかけさせてしまったＮｏ.２に
申し訳ないこと、Ｎｏ.６で出場した私がファイナル５－６から勝ちきれ
なかったことについて申し訳ないということです。
　その後社会人となり数年が経過し当時を経験した同期は何らか
の教訓を学んだと信じております。人生において良い意味でのこの
経験が何らかのプラスになっていることを祈っております。
（ただ、この寄稿書を作成している時点では同期はちょうど還暦を迎
えております。）
　最後に現役の皆様、
努力は必ず何らかの形で報われます。テニスに限らず若いうちにど
んどん様々なことに挑戦してください｡そして沢山失敗して､沢山挫
折を経験してください｡それが素敵な大人になるための条件だと思
います。

大内 義彦　笠原 伸二　関家 徹　長谷川 次郎　藤原 聡　前田 健志　松浦 圭三　三浦 耕史　山根 克哉

岡（岩本） 香　山本（和田） 美喜

 ▲３１回大学卒業アルバムより



甲南学園硬式庭球部
KONAN TENNIS TEAM
since 1923

112

感謝
高校　三宅 恒治

　この度、甲南学園硬式庭球部が１００周年を迎えるにあたり、これ
まで主体的にテニス部を支えてきていただいた諸先輩方、後輩の
方々にこの場をお借りして御礼申し上げます。
　私と同じ神戸市の魚崎小学校から甲南中学に入学した人は私を
含め６名で、そのうち半数の３名がテニス部に入部しました。私以外
の２名、坂元君、石本君はそれぞれ入学前からテニス部入りを決め
ていたように記憶しています。石本君は兄がテニス部の高２で、坂
元君は小学校時代からスポーツ万能少年でテニスも少しやっていた
と聞いてます。
　ということで、当の私は水泳部やサッカー部をイメージしていたの
ですが、特に坂元くんの勢いに押されたのと、やはり何といってもテ
ニス部は強くて名門ということに惹かれて入部しました。
　とにかく授業の合間の休み時間ごとに中２の先輩が中１の教室に
来ては、日々 の挨拶や先輩への言葉遣い、服装、球拾いのフォーメー
ションまでかなり何度何度もレクチャーされたのを覚えてます。中で
も今でも素晴らしいと思うのは、一番初めにテニス部の最終目標を
頭に叩き込まれたことです。テニス部の最終目標は？と問われたら必
ず「インターハイで団体優勝すること」と教え込まれてました。初め
はインターハイが何かも分からないままに暗唱してました。このシン
プルで分かりやすい目標の効果は後々の社会人になってからも実感
しています。
　中１の夏頃までは確か４０名以上は入部していたくらい、人気なの
か、勧誘が激しいのか、学年の１／４くらいの生徒は入部してました。
その後、夏を経て秋になる頃には例年通り１０名以下まで減っていた
と記憶してます。でもやはり一時期でも一緒にテニス部で苦労した
友人はその後も印象深く残ってます。
　最終的に自分達の学年は、坂元、石本、福永、菅原、古畑、池田、
勝山と私になります。
　中１～２は球拾いとコート整備、中３は審判と中１、中２の管理指
導責任といった役割で、高校になるとテニスに集中するといった運
営でした。なので特に中１～２の頃は少ない時間で必死にテニスを
覚えたといった感じで、中１で部活に慣れてきてテニス自体が面白く
なってきた頃には、同学年で食堂手前の道端や、ピロティなどでミニ
ミニテニスをしてテニスやりたい病を紛らわせていた懐かしい思い
出があります。その後、中２か中３の頃には地元のテニス倶楽部な
どに入会して学校で思い切り出来ない分を校外で埋め合わせてい

ました。
　ということでテニス部自体の練習は高校生主体でしたが、その
分、中学生は全国レベルに近い高校先輩のプレーを球拾いしなが
らずっと見ているので結果的にかなりの良いイメージトレーニングに
なっていたと思います。
　球拾いミス、審判ミスジャッジ、ミスコールによる罰（ランニングや
反省文）も今となってはいい思い出ですが、当時は自分は意味のな
い量の反省文だけは嫌ってました。ある日、神戸クラブの本戦の球
拾いで同学年の1人でもミスがあれば反省文５枚（？ ３枚だったかも
知れません）となり、案の定ミスがあり、連帯責任で同学年全員が
翌日朝練までに提出となりました。日頃から中身のない量が多い反
省文を練習後の夜中までかけて書かせるくらいなら、翌日走らせた
方が体力もつくので意味があると思ってた私は坂元くんや皆に「も
う書かんとこ」と提案し、全員で書かずに翌日の練習に行きました。
　その日は生憎の雨で練習も無くなったので、かなり長時間説教さ
れたのを覚えています。その中でチーフである坂元くんだけが特に
酷い罰（暴力ではなくランニングやウサギ飛び）を受けていました。
間違いなく言い出して皆を先導したのは自分であるのに、先輩は
チーフの責任とした訳で未だに申し訳なく思っています。
　しかしながら今から考えてみれば、最終目標設定や学年ごとの
チーフ選出と責任の負わせ方など、中学や高校の部活の組織運営
としては基礎が出来ていたと感心します。
　自分達の学年の戦績で記憶深いのは中３で兵庫県、近畿圏共
に団体戦優勝したこと、個人戦では高1の新人戦で兵庫県のベスト
１６に６人、うちベスト８に５人入ったのと、なんと言っても部活の最
終学年である高３の時に団体戦で兵庫県優勝したことです。あの
時は本当に嬉しかった。その頃はもう自分はレギュラーにも入ってな
かったけど、中学時代に坂元君とダブルス組んでお溢れで優勝した

 ▲ 中学２年生時、高校３年生送別会 平生会館にて

池田 亨

福永 成樹 三宅 恒治
石本 茂

菅原 竜生
坂元 俊一

古畑 龍

高校 １９８２（Ｓ５７）年卒

大学 １９８６（Ｓ６１）年卒
男子

女子

荒金 淳　石本 茂　坂元 俊一　菅原 竜生　徳重 敦之　古畑 龍

久語（南谷） 宏美　楠本（山浦） 真早美　塚崎（松宮） 佳子　土居（清水） 靖子　中山（佐竹） 真理子　 
西（山岡） 玉音

池田 亨　石本 茂　勝山 直洋　坂元 俊一　菅原 竜生　福永 成樹　古畑 龍　三宅 恒治

32回
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時よりも比べものにならない喜びと感動を感じました。やはり最終目
標が染み付いてるということと、個人ではなく皆で成し遂げたという
事が同じ努力してきた仲間との連帯感で大きかったと思います。な
ので個人戦でもベスト１６や８を甲南勢で占めた時も大変嬉しかった
です。
　自分は高２の途中からイップスに悩まされ、大学はラグビー部に
入りましたが、この中高大の両部活の経験は、社会に出てからの考
え方や行動特性の基礎になっており、感謝してもし切れないと考え
ています。同学年だけでなく上下の学年も含めて同じ目標に向かっ
て邁進できた仲間に本当に感謝しています。

ボクらの時代
大学　土居（清水）靖子

　ラジオから流れているのは、山下達郎の「ラブランドアイランド」
懐かしい～。
　テニス部に入部して間もなくの頃、新入生は、試合応援のため、
1学年上で学連の仕事をしていた山根先輩の車で会場まで送っても
らった。車？ うわぁ～おとな～かっこいい！その車中
でかかっていたのが、忘れもしないヤマタツだった。
当時は、カーステ？カセットテープ？ の時代。憧
れのキャンパスライフに胸ときめかせ、キラキラ輝い
ていた頃。
　あれから４０年。今回の原稿を書くにあたって同
期同士、連絡を取り合った。男子はリモート会議も
したらしい。私は、ラインのメッセージのみ。直接
話をしなくても、事は進む。
　世の中、すっかり変わった。
　この度、執筆を仰せつかった私。こんな時にしか
連絡くれないんだから・・・と思いつつ、懐かしい
仲間とのＳＮＳでのやり取りは結構楽しかった。私
は、昭和６１年卒業、１００周年記念の年は、生誕
６０年にあたる。何だか縁起がいい、と思っている。

　同期の男子は、インカレダブルス優勝の坂元氏や春の関西学生
シングルス優勝の石本氏と同じく甲南高校出身の古畑氏と菅原氏、
公立高校からきた徳重氏の5人と体育会本部の荒金氏。先の４人
は、高校卒業から自動的に、大学リーグ戦に突入したと聞いている。
その年は、個人戦の結果からみて当然のことながら、団体戦は、甲
南が優勝と予想されていたのに、まさかの３位。団体戦の怖さを早
くも知ることになる。また大阪テレビ開局の年で、関西学生テニス
リーグ戦が、記念放送された。滋賀の信楽開催で、各大学レギュ
ラーは、ホテル宿泊。お寺のようなところに宿泊した補欠組は、賑
やかな夜のリーグ戦（大学対抗野球拳）に参加を余儀なくされた。
お腹を出したタヌキに化けたのは、誰だったのか？？？ 笑。
　リーグ戦以降は、イレギュラーのルーティンは、球拾い。２回生に
なり審判に格上げされるが、土日の練習は、そのほとんどが審判。
そろそろ終了～と思ったら、痛恨のジャッジミス！心ならずも罰ランは、
ずっと台に座ってガチガチになった体には堪えた。
　４回生の団体最終戦でまさかの黒星だった坂元君は、試合直後、
会場近くの床屋で坊主頭に変身した。こんな数々のレトロな経験も
社会に出てから組織での役割分、それぞれの立場を思いやること
に生かされた、と。
　今回の取材で、私は初めて聞く話も多く感慨深かった。最後まで
誰一人欠けることはなかった。絆は堅い。心優しい同期男子のおか
げで、私たち女子部は、とても活動しやすかった。本当にありがとう！
　現役幹部の年に男女共に学習院戦で東京に行った。夜、関東Ｏ
Ｂとの会食。青山にある日生ビルの中の料亭だったと思う。ＯＢの
皆さんは、緊張する私たち学生を温かく迎えてくださった。和やかな
宴、デザートで出てきた立派な（今までの人生の中で一番大きい）
巨峰のプリプリと美味しかったこと ！ 
　当時は、スポーツ推薦はなく、初心者の私でも入部できた、ラケッ
トの握り方から習ったようなもの。今は亡き神沢得之助先生にご指
導いただいたことは、有り難き幸せ。
　テニスに打ち込んだ日々 、しみじみと振り返る機会を与えていただ
いたことに感謝して。

 ▲３２回高校卒業アルバムより

古畑 龍

古地 健吉顧問
藤原 邦雄顧問

池田 亨 勝山 直洋 坂元 俊一 菅原 竜生 石本 茂

中原 敦顧問

三宅 恒司

荒金 淳　石本 茂　坂元 俊一　菅原 竜生　徳重 敦之　古畑 龍

久語（南谷） 宏美　楠本（山浦） 真早美　塚崎（松宮） 佳子　土居（清水） 靖子　中山（佐竹） 真理子　 
西（山岡） 玉音

 ▲３２回大学卒業アルバムより

桜井 治顧問

石本 茂 古畑 龍菅原 竜生

南谷 宏美 清水 靖子 松宮 桂子 佐竹 真理子 山浦 真早美

坂元 俊一 徳重 敦之
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テニス部の思い出
高校・大学　松村 敏治

　この度は甲南学園硬式庭球部創部１００周年誠におめでとうござ
います。
　編集、式典に携わって戴いている有志メンバーありがとうござい
ます。
　甲南中学校に入学、部活を選択する訳ですが、まず甲南で当時
華やかな戦績を飾って活躍されていた伝統の我が硬式庭球部に入
部を決めました。とにかく厳しい、絶対に続かないと知人からの助言
を押し切りの決断でした。テニスのテの字も解らない私が今でも生
涯スポーツとして取り組むことができたのも諸先輩型の並々ならぬ
ご指導、ご鞭撻のお陰と感謝しております。この場をおかりして厚く
御礼申し上げます。
　硬い台詞はこのくらいにしまして当時のエピソードとしてまず最初
に思い出に残っているのが「先輩は絶対」という封建制、理不尽な
ことを経験できたことです。先輩が言えば黒も白となります。社会に
でてもこれはある意味通じる大人の事情、縦社会の経験、何より目
標を達成させるための執着、執念と人生基盤構築といっても過言で
はありません。
　練習といえば１年坊主はコート整備やボール拾いが主でやっと
球が打てる時間となり与えられた時間は１０分かつ球２球のみです。
「お願いします」球出しでいきなりネットし残り1球、相手の同期中
川君に「えー加減にせーよ」とどなられ、それ以来は丁寧にと「１」
球の大切さ」ネットの高い位置を通すロビング主体のテニススタイ
ルになったと当時を振り返ります。

　夏休みや土日には沢山のＯＢ方が指導に来ていただけたわけで
すが、中でも河盛さん、高石さんなど日本を代表する壮々たるメン
バーに「将来どうなりたいのか」を問われたことを覚えています。デ
杯、オリンピック、国体、インカレ、インター杯等。その中でデ杯の
意味がわからなかった自分がおりました。高石さんからは毎回アドバ
イスご指導をいただき、忍耐力がついたのもこの時期あってのこと
と深く感謝します。
　近畿大会、全国大会にも出場、優勝が当たり前の風潮の中、遠
征には当時画期的なＳＯＮＹウォークマンでオフコースの曲でリラッ
クスしたことが懐かしく思います。
　特に江見さんのご指導はサーキットトレーニングを重視し現場で
一緒に汗を流し、１日の締めはサウナスーツでの夙川ランニングと
それまでのＯＢ先輩というより率先垂範、兄貴のような存在でした。
(この場をお借りしてご冥福をお祈りします)
　１００年の中のわずか１０年を硬式庭球部で過ごした訳ですが、集
大成ともいえる関西大学リーグ戦に於いて結果２部落ちという歴史
的汚点を遺してしまいました。伝統の重圧、厳しさの中にも時間の
大切さであったり、結果重視の世界の中に於いてプロセスを評価し
ていただいたり、何より先輩後輩の縦社会、育成、伝える力、超ポ
ジティブに切り替えるメンタルを養う基盤を築けました。
　家族兄弟、それ以上の家族愛、温かさが生涯の宝物として後輩
達にも脈 と々受け継いでいかれますことを願って終わりとさせていた
だきます。

テニス部で得られた経験と感動
大学　三谷 友孝

　甲南学園硬式庭球部１００周年、誠におめでとうございます。
　このような伝統あるクラブに在籍できたことを、改めて誇りに思い
ます。
　私の学年（３３回卒）は、大学・高校卒含め、松村君、松田君、
中川君、江島君、吉田君、三谷。大学女子の福崎さん、白井さん
です。少人数ということもあり在学当時から仲が良かったと思いま
す。当時の思い出として、強く印象に残っている出来事を３つご紹
介させていただきます。
　１つ目は、在籍中にインカレチャンピオンが出たことです。前田先
輩・坂元先輩のペアが見事に優勝しました。部員全員で応援に熱

 ▲３３回高校卒業アルバムより

高校 １９８３（Ｓ５８）年卒

大学 １９８７（Ｓ６2）年卒
男子
女子

江島 靖　中川 浩　松田 裕弘　松村 敏治　三谷 友孝

福崎（西藤） 美穂　水渡（白井） まり子

中川 浩　松田 裕弘　松村 敏治　吉田 正治

33回
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を上げ、決勝では皆がコートに立って一団でプレーをしているような
臨場感があり興奮したことを今でも鮮明に覚えています。全国一番
がこんなにも嬉しいものなのかと身に染みました。また、決勝相手
の今鷹さん（法政大）は、大阪出身で高校の先輩だったこともあり、
当時から関東学生が強かった中で「関西の雄ここにあり」と思いな
がら応援したことを覚えています。
　２つ目は、関西リーグ戦を揺るがした「Ｔシャツ事件」です。オー
ダー交換時は、試合の服装で整列する事前確認ルールがありまし
たが、対戦相手の大体大がＴシャツ姿で現れ、現行犯で確認され
た1人の単複が没収試合となりました。それを指摘した坂元先輩の
ファインプレーであり、これには、甲南で諸先輩方から代々受け継が
れてきた「勝つための並々ならぬ信念」みたいなものを感じました。
ただ、その残り試合は、大体大も強いメンバーが揃っており苦戦を
強いられましたが、台頭著しい大体大の田中君に対し、宇津原君が
神がかり的プレーで一蹴し、勢いそのままに甲南が勝利を収めまし
た。この試合で、私も石原君とのダブルスで強敵の高橋・川上ペ
アに勝利できたのも記憶に残る良い思い出になっています。
　３つ目は、これを書かないわけにはいきません。関西リーグ戦を２
部落ちさせてしまったことです。あの時の、悔しく、申し訳ないとい
う気持ちは今でも忘れられません。その当時、私は最終４年生で２
部落ちしていないのは関東の慶応大と甲南大だけだと言われてお
り、相当なプレッシャーを感じていましたし、主将の松村君はそれ以
上だったと思います。リーグで最下位となり２部との入れ替え戦相手
は、あの「Ｔシャツ事件」で失速し、前年２部落ちしていた大体大と
いう因縁の対決でした。試合は健闘むなしく敗退し、その後のリー
グ戦打ち上げ会の際、当時の吉田監督から「あ～、強い時の監督
だったらな～！」（パワハラではありません。愛嬌込めて言われました）
と嘆きの声をいただき、シュンとしたことを覚えています。全力で向
き合ったからこそ、本当に悔しく苦い思い出でありました。
　この他にも、様々な苦楽がありましたが、甲南学園硬式庭球部で

得られた沢山の経験や感動は私の宝物です。今までも、これからも
私の人生の大きな糧になると思っています。

クレーコートの思い出
大学　福崎（西藤） 美穂

　甲南学園硬式庭球部１００周年おめでとうございます。
大学卒業以来神戸を離れ、東京とニューヨークに在住しており、中々
神戸に帰省できない中、３６年が経ってしまいました。その間後輩た
ちは何度も活躍を報告してくださり、それを頼もしく拝見しながらも
一度も訪れることがなかった自分に少し負い目を感じていました。
　それが数年前偶然通りかかった西岡本の甲南大学クレーコート、
数十年の時を経て、それは当時（１９８０年代半ば）そのものでした。
　フェンスは少し新しくなっているけれど変わってるのはそれだけ、
道具を入れていた小屋は場所も当時のまま、２面だけのテニスコー
ト、思い出が一気にあふれてきました。水がすぐに溜まってしまうク
レーコートの水たまりに雑巾を置き泥水を染み込ませ絞り、それを繰
り返す、そこに砂を入れ、ローラーをかけブラシをかける、何度も何
度も。先輩方がプレイ中に滑らないように。
　夕暮れになり、ボールも見えなくなるのに終わらない１００本ラ
リー、夕暮れの寒さが身に染みても終わらない、先輩とシングルス
で練習試合をしていただき、アドバイスをお願いした時、最初から勝
つ気がないように見えたって怒られたこと。
　なぜか、思い出すのは当時の辛い思い出ばかりでした。でも、そ
れがその後の私の人生の励みになり、どこに住んでもテニスで友人
ができる幸せを感じ、甲南デニス部であった誇りを常に持ち続けてい
ました。大学テニス部時代の思い出は書ききれませんが、このよう
な機会をくださった事務局の先輩に心より感謝、御礼申し上げます。

 ▲ クレーコートにて

 ▲３３回大学卒業アルバムより

江島 靖　中川 浩　松田 裕弘　松村 敏治　三谷 友孝

福崎（西藤） 美穂　水渡（白井） まり子
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辛い練習を乗り越えて
高校　井上 雷太

　私のテニス部の記憶ですが、甲南中学１年の入学と同時にテニ
ス部に入部。当時１学年１６０人のうちの半分８０人が最初テニス部
に入部していたと思います。
　コートの四隅に中学１年が立ち、球拾いをしていました。体力的に
ついていけない同期が一人辞め、二人辞め、そして夏休みに入る
前には２０人ぐらいになっていました。当時はまだ罰制度があり、今
ではすぐにニュースに取り上げられるようなことで、考えられないの
ですが、疲れた顔をするなと言う理由で走らされておりました。
　夏休みに入ると朝８時にはコートに入り、夕方の１８時まで練習が
ありその間一日中走らされたり、うさぎ跳びをしたり、部室で正座さ
せられて説教されたりで、また少しずつ辞めていく人間が出てきまし
た。夏休み明けには８人に減ってしまいました。結果、中学２年生の
時は、大学でキャプテンを務めた石原君と青木君と私だけになりま
した。中学２年生になると仕事が増えて１年生の面倒を見ながら球
拾いをして、練習が終わると暗い中、溝の木の補修や土濾し、ネッ

トの整備と多様な仕事を３人で割り当てられこなしていました。
　特に時計と審判が嫌で、少しの間違いも許されず、プロ級の先
輩の球を目で追うのは中学２年生にとっては至難の技でした。時計
も１０秒ぐらい忘れていてバレないか冷や冷やしていた毎日でした。
毎日失敗の連続で「つけぴょん」と呼ばれるうさぎ跳びを昼休みと
練習後にするのが日課になって、その合間にドラム缶に入れられて
水をかけられたり、人間狩りと称する先輩が２メートルくらいの至近
距離からサービスをぶつけてきたりと、どの位前の先輩からこのよう
な悪しきイジメが出てきたのか不明ですが、罰とイジメを毎日こなす
日々 が続きました。
　中３になると立場が少しずつ変わり、やっと人間らしい部活が過ご
せると思いきや、連帯責任を問われ反省文をよくかかされ丸坊主も
何度もした記憶があります。
　高校生になると立場が一変し、一つ上の先輩が２人しかいなかっ
たのと、途中で上級生や同期が高校から入部し、すごくやり易くなり
ました。多分我 も々下級生にいじめや罰をしていたのだろうと、今考
えれば反省しきりです。確か高校２年の終りに一つ下の代が中２の
下級生にうさぎ跳びをさせていて倒れてしまい、その父親が学校に

高校１９８４（Ｓ５９）年卒

大学 １９８８（Ｓ６３）年卒
男子 石原 卓　宇津原 彰一　大田 哲也　小倉 崇　澤田 浩

青木 豊　石原 卓　井上 雷太　植田 治一郎　宇津原 彰一　小倉 崇　黒田 和伸

34回
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殴り込みに来たことが原因で、高校の監督から罰制度を廃止もしく
は罰担当の人間を一人作って、適正に罰を与えるという制度に変更
されました。今ではどうなっているのか全くわかりませんが、当時は
画期的で何十年も続いていた罰制度がなくなると思うと不思議な気
持ちになっていました。
　今になっても大会で優勝したことよりも辛い練習を乗り越えてきた
ことの方が思い出になっております。
　社会人になって、あの時の経験がすごくためになったと、皆同期
で話したり、先輩や後輩と飲んだり、仕事での繋がりで助け、助け
られたりと甲南テニス部の団結力をつくづく感じております。

先輩、後輩の皆様！有難うございました
高校・大学　石原 卓

　私の大学時代のテニス部の思い出は、入学したばかりの１年生
の時の思い出が全てだったと思います。雨の次の日のコート整備で
ドロドロになって整備して、ダッシュでローラー掛けしてローラーに脚
を挟まれても練習をしたこと。クレーコートの整備でバックラインを１
本だけ掃き忘れて連帯責任で１年生全員が坊主になったこと。先輩
がサーブの練習をされている時に、サーブがネットに当たってネット
が切れて穴が開いた時に体が固まったこと。練習前に突然先輩が
無理矢理ネットを引っ張り回してネットが切れて走らされたこと。学

習院戦で東京に行った際に対抗戦も終わり、夜の宴会で飲み過ぎ
て朝寝坊して、先輩方に朝の時間を連絡するのを忘れて激怒され
二枚刈りの坊主になったこと。岡山県の児島で合宿があった時に、
規則では禁煙でしたが、先輩方がコートに来ない朝早くにテニスコー
トに行ってコートの見えない所でコッソリ煙草を吸って吸殻をそこに
捨ててしまい、後で先輩に見つかり一日中走らされたこと。香櫨園
に先輩の応援に行った際に、コートの見える所では煙草を吸っては
いけない規則があるのに、同期の一人が何を思ったのか屋外コート
の前で煙草に火を点けて一人だけ坊主になってざまあみろ！と思っ
たこと。うつは〇クレーコートで前日まで雨だったが翌日の朝に雨が
止んでしまい、朝早くコートに行って水をジャブジャブに撒いてコート
を使えなくして練習がフリーになったときの喜び。保久良山を走って
こいと言われて、途中でサボって煙草吸って美味しいと感じたとき。
練習も終わりコート整備も終えて１年生だけコートに残り、同期同士
で先輩の悪口を言って楽しかった時間。帰り道の岡本駅近くにあっ
たサンタマリアと言うスパゲッティ屋に同期で行った時の同期同士
の無駄な団結力。車でテニスコートには行ってはいけないのに、コー
トの近くに車を隠し置き、その当時の監督に見つかったが監督自身
が車好きで車の事を褒められたとき。〇じもと監督思い起こすと懐
かしく、今となっては楽しく感じることばかりでした。最後になります
が、自分自身が上級生になった時に後輩達に走らせたり説教したり
厳しく接していました。私の学年と共にした後輩の皆様！ 本当にご
めんなさい！ これからは仲良くしてくださいね！甲南テニス部！ ありが
とう！

石原 卓　宇津原 彰一　大田 哲也　小倉 崇　澤田 浩
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最高のテニス仲間たち
高校　四宮 慶太郎

　日本代表のエースを筆頭に上下に全日本の選手が多くいた中学・
高校テニス部の学年でした。私達が中学３年の時から開催された第
１回の全国中学団体戦優勝はとてもいい思い出です。
　強豪チームだった甲南テニス部の伝統を受け継いだ厳しい練習
や冬のトレーニングにより、強い精神力忍耐力が鍛えられた６年間で
した。
　自主的に練習カリキュラムトレーニング内容を考え、強い意志で
テニス部をけん引してくださっていた歴代キャプテンに改めて感謝
です。当時は大人だと思っていた高校生も今思うと本当に未熟でし
た。自主性を尊重しながらも精神面・技術面そして人としての成長
を教えてくれる強い指導者がいてくださってたらと今は改めて思いま
す。先輩たちから引き継がしていただいた中高テニス部の伝統を自
分たちの学年がやり切って次世代に継承していくという点に於いて
は少し悔いの残る中学高校の同級生仲間だった気がします。

　そんな少し悔いの残る気持ちもありますが、最高の学園そして最
高のテニスの仲間たちと集えた６年間のテニス部生活でした。次の
１００年に向けて現役の皆さん、選手をサポートしてくださっているＯ
Ｂの皆様のご活躍を祈念しております。

後輩に救われた我々
高校・大学　横山 和典

　甲南学園硬式庭球部が１００周年を迎えられたことを心よりお喜び
申し上げます。在学中にお世話になった先生・先輩・後輩の皆様
に感謝申し上げます。
　私達の時代は、他の大学がセレクションを開始し数年で各大学の
実力が入れ替わる状態でした。又、キャンパスではサークルが活発
で汗くさい体育会に人たちも少なくなっていました。
　団体戦で絶えず１部優勝候補であった甲南大学庭球部も４回生

男子
女子

高校 １９８５（Ｓ６０）年卒

大学 １９８９（Ｈ１）年卒
縄田 哲也　水谷 俊彦　横山 和典

坪井 実紀　福井 美樹

明瀬 周ニ　木下 康　熊谷 定男　小泉 英助　四宮 慶太郎　田中 智　夏梅 秀紀　弘世 芳嗣郎　 
丸井 隆司　三好 正人　横山 和典

35回
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の先輩が引退をした時点では、部員は我 １々回３人を含む１２人に
なっている状態でした。
　そんな私達に課せられた課題は団体戦１部へ復帰であります。し
かし、私はテニス部というのは恥ずかしいぐらい下手であり、同期メ
ンバーもセンスは抜群だが練習嫌いで体育会本部にいった水谷君、

もう一人は体格抜群だが、ご実家の手伝いのため徹夜のバイトをす
る縄田君とセレクションメンバーと戦えるものではありませんでした。
余談になりますが、私の甲南高校同期のメンバーは高校１年生でイ
ンターハイ準優勝の夏梅君をはじめ多数優秀なメンバーがいまし
た。そのメンバー達を誘えなかったのは私の不徳の致すところであ
ります。それを救ってくれたのは、まさしく後輩です。
　年 １々０人規模の入部があり、私が４回生の時には４０人程度の部
員がいたと思います。その中には関西学生優勝の藤井君、現在監
督の四宮君、佐伯君とセレクションメンバーに負けないメンバーが
続 と々入部をしてくれました。
　そのメンバーのおかげで１部復帰をすることができ、何とか私の
責任が果たせることができました。もちろん、私は何の役にも立たな
かったことはいうまでもありません。
　今でも時々先輩・後輩と飲むときがありますが、すぐにその時の
関係性に戻り昔話に花が咲きます。私にとってはかけがいのない仲
間であります。
　そのような思い出と仲間づくりの場を提供してくれた甲南硬式庭
球部が続くことをお祈り申し上げます。そして感謝します。ありがと
うございました。

縄田 哲也　水谷 俊彦　横山 和典

坪井 実紀　福井 美樹
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起て甲南の快男児
中高　３６回同期一同

　「こんなクラブ辞めたる。明日、退部届け出したる」と何度、実行
しようとしたことか。自分達が入部した１９８０年は、中学・高校が４
面のクレーコートで約３５人が共に練習していましたが、中学１年は６
学年の最下級生で球拾いやコート整備の雑用ばかり。パワハラとい
う言葉や概念もなくミスをすると上級生から厳しい叱責を受け、うさ
ぎ跳びなどの過酷な罰が課せられます。理不尽な連帯責任を負わ
され、一人の失錯が全員への罰に繋がりました。「来週ノーミスやっ
たら球拾いを引退させてやる」と云われ、連日、同期で芦屋神社に
参拝。運命の日、練習開始直後に藤尾が１番コートで先輩にツーバ
ウンド送球したその瞬間に、球拾い引退が１か月延びたりもしました。
　ラケットを握らせて貰えるのは一日１０分程度で、テニスは一向に
上達せず。何のためにテニス部に入っているのかと疑問を感じ、多
くの同期が辞めて行き、残ったのは戸田、直木、西峪、藤尾、藤本
の５人。それでも諦めなかったのは、上級生になったら自分達なりの
やり方で改革し、先人の築いてきた甲南テニスを守り繋いで行こう
という、偏に純粋な使命感からでした。
　一つ上の学年は１９８１年の全国中学団体で全国制覇し、個人戦
でも全国レベルで活躍していましたが、自分達は県大会がせいぜ
い。ところが中学３年進級時に帰国子女枠で藤井が編入、またクラ
ブテニスで既に有名選手だった四宮の入部もあり、一挙に全国レベ
ルに伸し上ります。全国中学団体はベスト４で敗退したものの、個
人戦でも全国上位に食い込み、関西では負け知らず。この陣容で
あれば全国制覇も夢ではないと期待していた処、一学年先輩の殆
どが退部するという事態が発生します。今でもあのメンバーが揃っ
ていたら高校・大学で全国優勝していたのでは、とふと考えたりも
します。
　自分達のハイライトは最上級生になったばかりの１９８４年秋、近
畿高校での団体優勝でしょう。中学からテニスを始め理不尽な仕打
ちに耐えたメンバーが中心となり、臥薪嘗胆、常勝誇る清風高校に
決勝で勝利したことは今でも語り草です。１９８５年春インターハイ団
体予選は、藤井が松岡修造等とウインブルドン・ジュニア派遣選手
として選出されたため参加できず、県大会で敗退しますが、清風が
団体で日本一となり大いに溜飲を下げたものです。振り返れば苦難
に満ちた中高時代でしたが、部内に手本となる全国上位の選手も
多く、日々、高品質なイメージトレーニングをこなせる恵まれた境遇
でもありました。
　近頃では学生スポーツも科学的・合理的になり、もはや理不尽

な下積みを強いる環境にはありません。只、いつの時代であっても
正念場を乗り切るには、極限まで自分を追い込んだ経験に因る、何
か自信になるものが必要な筈です。学生諸君には自主自律を旨とす
る甲南テニス部で、その何かを見つけるため全人格をかけてテニス
道に取り組んで頂きたい。起て甲南の快男児！

絆
大学　尾崎 真二郎

　私達の年次は甲南高校硬式庭球部出身者５名に対し、私を含む
大学からの入部が7名の計１２名で当時は比較的人数が多く、又、
外部からの入部の方が多いという珍しい学年でした。兵庫県のごく
普通の公立高校でテニスをしていた私にとって、“甲南硬式庭球部”
とはスター選手が集結した正に雲の上の憧れの存在でした。当時、
同じく公立高校でテニスをしていた友人と一緒に不安な気持ちを抱
きながら、恐る恐る運動場を歩いて部室に向かったところ、我々の
入部を同期メンバーが大きな歓声とともに受け入れてくれた事は３６
年も前の事ではありますが、今でも鮮明に覚えています。
　在部中の４年間で何と言っても私にとって一番思い出深いのは、
関西学生団体リーグ戦での入れ替え戦です。
　私たちが１回生の時は善戦したものの、甲南大学硬式庭球部創
部以来初めて２部に転落してしまうという悔しい結果となりました。
私が入部した時点ではリーグ戦は既に終わっていたのですが、少し
ピリピリした雰囲気がまだ残っていました。２回生の時のリーグ戦で
はリベンジを果たすべく挑みましたが、２部の1位争いで近畿大学に
４対５の僅差で惨敗、１部返り咲きには至らず、大変悔しい思いをし

高校 １９８６（Ｓ61）年卒

大学 １９９０（Ｈ２）年卒
男子

女子

尾崎 真二郎　戸田 孝　直木 俊樹　馬殿 太郎　深田 恭史　藤井 淳　藤尾 憲弘　藤本 拓司　船岡 誠　 
升 祥史　山本 祥史　吉田 勝彦

石井（坂田） 昭子　石塚（白木） 雅子

戸田 孝　直木 俊樹　西峪 邦彦　藤井 淳　藤尾 憲弘　藤本 拓司

36回
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ました。それから、更に１年後、３回生の時のリーグ戦では前年甲南
を下して1部に昇格した近畿大学との入れ替え戦となり、正に運命
的な対戦となりました。結果は前年の結果を裏返したかのような５―
４の僅差での勝利、レギュラー選手ではなかった、ひたすら声を上
げて応援する事しかできなかった私、又、チームメンバー全員で念
願の１部返り咲きの瞬間を溢れ出る涙とともに、抱き合って喜んだ
事は生涯忘れません。
　個々の力を比較すると間違いなく甲南が有利と思っていましたが、
２年続けてこれだけの僅差で勝敗が分かれるというのは、お互い、
意地とプライドと魂をぶつけ合う、リーグ戦ならでは、又、団体戦の
難しいところなのかもしれません。
　私にとって、甲南大学硬式庭球部での４年間は今でも社会人生
活の原動力になっていると言えます。それと、この４年間苦楽を共
にした同年メンバーは３０年以上経過した今尚、毎年交流が続いて
おり、自分にとって、又、これからもずっとかけがえのない友であり、
この絆は貴重な財産になっています。新入生のあの時、勇気を振り
絞って、入部して本当に良かった、今でも心からそう感じています。
　最後に現役の皆さんへ　個人戦での関西学生、インカレ、又、
団体リーグ戦等、目標が色 と々あると思いますが、達成に向け悔い
を残す事がないよう、甲南魂を発揮して、完全燃焼してください！！
　又、チームメンバーとの絆を大切にしてください！！
　陰ながらこれからも皆さんのご活躍を応援しています。

生涯ＡＯＨＡＲＵ
大学　石塚（白木） 雅子

　私が小学生の頃、奈良の田舎で熱心にコーチの指導を受けてい
る少女がいました。両親に連れられテニスコートに来ていた私は、
暑い中練習に励む彼女を、陰ながら応援していました。やがて高校
からテニスを始めた私にとって、すでに大阪で活躍している彼女は
羨望の的でした。大学でもテニスをしたい！高校時代、県外の試合
では必ずシードの下に入れられていた私にとって、伝統ある甲南大
学のテニス部に入ることは夢のようでした。緊張しながら初めて部

活に顔を出すと、そこには彼女、坂田さんがいたのでした。
　奈良から電車を３つ乗り継いで通う部活動は、想像を絶するもの
でした。身体がついていかず辛くなった時には、坂田さんがいつも
明るく冗談を言って励ましてくれました。レベルの高いメンバーに囲
まれて練習し、次第に試合に勝てるようになると、どんどんテニスに
のめり込んでいきました。
　初めてのリーグ戦の前後に同期や先輩方が辞められて、部員が
４人になった時期がありました。未熟で生意気な私たちは、よく先輩
たちとぶつかり合い、反抗しました。その際には、神沢先生やＯＧ
の坪川順子さん、諸先輩方に大変お世話になりました。４人で何度
も話し合い、よく悩み、よく泣きました。
　私たちの負けず嫌いな性格が功を奏したのか、最初のリーグ戦で
は、２年ぶり２部復帰、その後元気な後輩たちが６人も入部し、雰囲
気が一気に変わり、次の年には２部２位という良い結果を残すこと
ができました。坂田さんは、先輩とのダブルスで夏関ベスト４という
素晴らしい成績を収めました。
　また、いつも仲良く団結力のある同期の男子部にも支えてもらい
ました。練習後の「サンタマ」、試合前に観に行った「ロッキー４」、
本戦前には、クレーからハードコートに下りて男子との対戦があり、
女子部の先輩に負けた男子が、罰を受けたことも忘れられない思い
出です。ここだけの話ですが住吉川ランニングに行くと言って休憩
した事もありました。（ごめんなさい）
　テニス部で過ごした日々 は３０年以上経った今でも、宝石箱を開け
た時のようにキラキラと輝いています。
　先輩たちと真剣にぶつかり合った日々、これも今では懐かしい思
い出です。その時には気付かなかったけれど、もっと強くなりたい、
試合に勝ちたい、リーグ戦で結果を残したい…実は先輩たちと私た
ちの気持ちは、バラバラではなく同じ方向を向いていたのです。
　真剣にテニスに打ち込んだことは、強靭な身体を作ることに繋が
り、大切な仲間と出会うきっかけになりました。大学時代の経験で
辛いことに対しても我慢強くなり、今では豊かな人生を送ることが出
来ているのです。
　悩みを持った部員たちへ、私たちからのメッセージです。諦めず
に努力し続けてください！創部１００周年おめでとうございます。

尾崎 真二郎　戸田 孝　直木 俊樹　馬殿 太郎　深田 恭史　藤井 淳　藤尾 憲弘　藤本 拓司　船岡 誠　 
升 祥史　山本 祥史　吉田 勝彦

石井（坂田） 昭子　石塚（白木） 雅子

 ◀３６回大学卒業アルバムより 
前列左から、升 祥史、藤本 拓司、直木 俊樹、吉田 勝彦、 
藤井 淳 
後列左から、深田 恭史、尾崎 真二郎、馬殿 太郎、 
石塚（白木） 雅子、石井（坂田） 昭子、藤尾 憲弘、 
戸田 孝、山本 祥史
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高校　塩田 哲也

　個性的な同級生達の中でも一際異彩
を放っていたのが藤戸謙一君である。入
部時の彼はぶ厚い眼鏡をかけた肥満児で
あった。しかし、1年後には当初1回すらで
きなかった腹筋運動を600回以上もこな
すようになり（もちろん諸先輩方のご慈愛
に満ちたご指導の賜物である）、彼の腹
は見事なsixpackに変貌していた。とこ
ろが肝心のテニスはからっきしである。当
時（現在も）、人として未熟であった私は
「なぜ藤戸は辞めないのだろう？ 」と思っ
ていたが、彼は中高6年間テニス部を続
けきった。卒業後、理解できたことがある。
甲南庭球部とは、小学校を出たばかりの
子供を先輩という名のこれまた子供達が
猛烈にしごき、篩にかけることで「強い意
志と忍耐力」を叩きこみ「社会に通用す
る人間」へと育成するための卓越したシ
ステムであった。ということである。深謝。

大学　佐伯 孝平

　私たちの学生時代は、エドバーグとベッ
カーの全盛期。この二人のプレーに魅了さ
れた。しかし私は、それ以上に、現代テニス
の最高のライバル、フェデラーとナダルのプ
レーと人柄に強く惹きつけられた。正々堂々
のフェアプレーで全力を出し切る二人の姿、
そして互いを認め合い、相手を尊重してプ
レーする姿。勝っても負けても、試合が終わ
ると握手をし、互いを称えるシーンに心を奪
われ魅了された。ただ強い弱い、だけではな
く、テニスを通じて、人間的に成長し、魅力
的になっていく2人を見ると、テニスという競
技をしていて本当に良かったなと思う。
　今回の寄稿にあたり思い返してみると、そ
んなテニスという競技を、先輩や後輩、そし
て同期の仲間と手を抜かず一緒にできたこと
を誇りに思うし、私たちを成長させてくれた
甲南テニス部には、感謝の気持ちしかない。
たくさんの素晴らしい思い出をありがとう ！ 

大学　谷田（安井） 真紀

　３回生、2回生の４人の上手な先輩方
にあこがれて６人で入部した３７回生の私
達。今のようなセレクション制度もなく初
めてテニスを始めるメンバーもいました。
残念ながら1人は怪我で退部を余儀なく
されました。私達は日々努力を重ねていま
したが、本戦にもなかなか上がれず３部
降格の恐怖と戦っていました。そんな私
達に甲斐建樹先輩、吉田昇生先輩、坪
川順子先輩をはじめとするＯＢ、ＯＧの
方々が熱心に指導して下さったことに本
当に感謝しています。同期の男子にも助
けていただきました。最後、結果としては
２部残留、頑張ってきてよかったと満足で
きました。成績は残せなかったけれど素晴
らしい先輩方や後輩達、一生の仲間とめ
ぐりあうことができました。甲南のテニス
部に入って本当によかったと今改めて感じ
ています。

高校写真 大学写真

スナップショット

古池先生

藤原先生

中原先生藤戸 小川

谷田（安井） 船越（植西） 森光（加賀谷） 松下（中川） 下郷（徳岡）阪本 佐伯

張 塩田 大地 田中 谷内 西峪 四宮

佐伯

卒業式 '91

最後のリーグ戦後 '90 最後のリーグ戦後 '90グリンピア三木合宿 中2 大学祭 '87

新歓仮装 '87

阪本 阿部 杉浦 小川

延原 大地 四宮 塩田

高校 1987（Ｓ62）年卒

大学 1991（H3）年卒
男子

女子

大地 篤司　小川 武志　佐伯 孝平　阪本 真司　塩田 哲也　四宮 康次郎　杉浦 正明　田中 隆雄　谷内 宏隆 
張 勝貴　西峪 邦彦　延原 孝二

船越（植西） 真紀子　森光（加賀谷） 真利　下郷（徳岡） 麻子　松下（中川） 佳子　谷田（安井） 真紀

阿部 元彦　大地 篤司　小川 武志　奥田 泰之　佐伯 孝平　阪本 真司　塩田 哲也　四宮 康次郎　杉浦 正明 
延原 孝二　藤戸 謙一

37回
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■ Profile
名前 阿部 元彦 船越（植西）

真紀子 大地 篤司 小川 武志 奥田 泰之

学部･ゼミ 経・高寄 法・潮海 営・三島 経･- ̶
出身高校 甲南 被昇天 甲南 甲南 甲南
部内での役職 トンボ係 なし 役に立たないコートキーパー 学連 ローラー係
愛称 あべちゃん、ブコビッチ まこりん オチ めばえ おっくん、フレディ・マーキュリー
名言･座右の銘 ̶ ケ　セラ　セラ 人間万事塞翁が馬 ̶ ̶
得意ショット ボレー スマッシュ フォアー フォアハンド ボレー
好きな選手 コナーズ、マッケンロー シュテフィ・グラフ オラシオ・セバジョス ̶ 夏梅秀紀、ボルグ

入部した理由・ 
ひと言

父がテニス部で勧められた
から。

4年間続けられる事を求
めて。

モスバーガーで部活帰りの
先輩方とすれ違った時に先
輩方が楽しそうに食事をさ
れていたのを見て。

助け合える仲間がいたから。 同じ小学校の塩田がテニス
部に入ったから。

名前 森光（加賀谷）
真利 佐伯 孝平 阪本 真司 塩田 哲也 四宮 康次郎

学部･ゼミ 法・潮海 法・渡邉 営・三島 営・河﨑 経・中島
出身高校 被昇天 甲南 甲南 甲南 甲南
部内での役職 女子部　主務 主将 主務 副将 同期取りまとめ
愛称 まりぱん さえきんぐ チンピ 【表】しおちゃん 【裏】てんこち こうじろう
名言･座右の銘 我今何を成すべきか考える 走ってこい！ ぷっちん切れるで！３本ぐらい＃笑 反省はする　後悔はしない ̶
得意ショット サーブにしときます フォアのショートクロス スマッシュ… 当たりの薄いフォアハンド ボレー
好きな選手 セリーナ・ウィリアムズ 西さこチャン アンドレ・アガシ ヤニック・ノア ジョン・マッケンロー

入部した理由・ 
ひと言

体育会というものが分かっ
ていなくて…。

みんなとテニスしたかった
から。

一緒に真剣になれる仲間
がいたから。

庭球部に入るために甲南
中学を選択。 テニスが好きだったから。

名前 杉浦 正明 田中 隆雄 谷内 宏隆 張 勝貴 下郷（徳岡）
麻子

学部･ゼミ 営・- 法・渡邉 経・滝沢 経・滝沢 文・枡矢
出身高校 甲南 西宮今津 甲南 甲南 神戸海星女子学院
部内での役職 学連 なし 役に立たないイレギュラー 会計 なし
愛称 おすぎ たなやん タニ ちょう あさこ
名言･座右の銘 ̶ 臨機応変 実は「走って来い！」が一番楽です 楽は苦の種、苦は楽の種 みんなちがってみんないい（はず）
得意ショット バックのショートクロス スピンロブ 威力の無いヘビートップスピン サーブ サーブ（あらゆる意味で）
好きな選手 マッツ・ビランダー マイケル・チャン マッツ・ビランデル ステファン・エドベリ グラフとエドバーグ

入部した理由・ 
ひと言 身体を丈夫にしたかったから。

高校生の時に前田さん、坂
元さんのインカレダブルス
優勝された試合を見て。又、
シード選手の多い甲南テニ
ス部に憧れていました。

高校時代に「青が散る」を
読んで。

テニスをすることが好き
だったから。

硬式庭球部の響きに無限
の可能性！？を感じて。

名前 松下（中川）
佳子 西峪 邦彦 延原 孝二 藤戸 謙一 谷田（安井）

真紀
学部･ゼミ 文・野々山 法・渡邉 営・- 営・星野 法・潮海
出身高校 兵庫県立川西緑台 甲南+平生 甲南 甲南 大阪女学院
部内での役職 副主将 雨雲呼んでくる係 体育会本部 ̶ 女子部　主将
愛称 けーちゃん にっさこ、にったこ のぶ、のぶりん ふじと ぴーちゃん

名言･座右の銘 一隅を照らす（目標） 蜂の知らせ　西峪で10枚 “反省文書いてこい！” 
次の日　“坊主してこい！” ̶ 頑張りすぎなくていいんだよ

得意ショット 逆クロスのフォアー バックハンド コート整備のローラー ネットプレー バックハンドのストレート
好きな選手 シュテフィ・グラフ アガシとチャン 夏梅秀紀 エドバーグ リサ・ボンダー

入部した理由・ 
ひと言

体育会の先輩がかっこいい！
と思って硬式テニス部に入
ることにした。

テニス部の皆が好きだった
から。
ひと言：卒業できたのは、
女子部のお陰で感謝します。

中学で甲南に入る前からテニス
部に入りたいと思ってた。大学時
代は体育会本部や米国留学など
でテニスからは遠ざかったけど、
高校卒業前から、もう入部する
のは当然のような感じだった。

大人になってからも続けら
れるスポーツを選びました。

素敵な先輩方に勧誘してい
ただいたので。

大地 篤司　小川 武志　佐伯 孝平　阪本 真司　塩田 哲也　四宮 康次郎　杉浦 正明　田中 隆雄　谷内 宏隆 
張 勝貴　西峪 邦彦　延原 孝二

船越（植西） 真紀子　森光（加賀谷） 真利　下郷（徳岡） 麻子　松下（中川） 佳子　谷田（安井） 真紀

阿部 元彦　大地 篤司　小川 武志　奥田 泰之　佐伯 孝平　阪本 真司　塩田 哲也　四宮 康次郎　杉浦 正明 
延原 孝二　藤戸 謙一
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高校 １９８８（Ｓ６３）年卒

大学 １９９２（Ｈ４）年卒
男子
女子

池本 晃英　大西 太郎　岸田 行生　小林 銀次郎　須部 哲司　平野 卓雄　藤井 範彰　前川 満太郎

今川 佳子

大西 太郎　小林 銀次郎　須部 哲司　野谷 昌平　平野 卓雄　前川 満太郎

38回

甲南中高硬式庭球部ＯＢであることの誇り
高校　野谷 昌平

　創部１００周年、誠におめでとうございます。
　旧制甲南高等学校の時代１９２３年に創部された我が硬式庭球部
が、１００周年という大きな節目を迎えられた事、心よりお喜び申し上
げます。
　団体戦では全国大会優勝や準優勝、個人戦でも日本のテニス界
に誇る名選手を数多く輩出している我が部は名実ともに甲南を代表
するクラブであり、その歴史は１００年もの長きに亘り、現
役の学生の皆さんにも脈 と々受け継がれている事は、Ｏ
Ｂの１人として大変誇らしい限りです。
　少しだけ私達の学年の話をさせて下さい。
　私個人的には中高６年間しか硬式庭球部に在籍致し
ておりません。１００年の歴史の中で、私が籍を置いてい
た期間はごく僅か。しかし、その６年は本当に濃密な期
間でございました。
　余りに濃い期間であり、最近の事はちょくちょく忘れる
のですが、この時代の事は全く忘れる事も無く、今も良
い想い出であり脳裏に焼き付いております。
　中学校時代は本当に「理不尽」と「不条理」との闘
いでありました。昭和の時代に在籍された皆様は推して
知るべしと存じますので敢えて書きませんが。。。心身と
もにかなり鍛え上げられました。これを正に、血と汗と涙

の日 と々言うのではないかと思います。入学時に６０名程入
部した部員が、中学校卒業時には精鋭の６名になっており
ました。
　特に私達の学年で思い出深いのが、中学３年生の時の
全国中学生テニス選手権大会です。私達の１年前の第１０
回大会で、１学年上の先輩方が準優勝されておられました。
１学年上の先輩方は部員数も多く、アスリート揃いでしたの
で、私達の学年はいつもその陰に隠れ目立たない存在であ
りました。その為、密かな闘志を燃やし、先輩方の戦績を
上回り、絶対に優勝をすると燃えていたのを思い出します。
　残念ながら私は補欠でしたので、試合で貢献する事は出
来ませんでしたが、決勝戦では名古屋市立豊正中学校に２
－３と苦杯を喫しましたが、我々の学年が初めて存在感を
示せた試合であり、苦しい練習を耐えてきた成果でもあり、
嬉しくもあり、誇らしかった記憶がございます。
　この度の１００周年記念行事に際し、当時の仲間たちと

頻繁に連絡を取ったり、会って食事をしたり致しますが、話す内容は
当時のことばかりです。
　本当に同じ釡の飯を食った仲は素晴らしく、永遠であると思いま
す。私達の学年は、現大学監督の平野が学生の指導に当たってく
れております。
　常勝甲南硬式庭球部を守り続ける為に、我々、１人のＯＢとして出
来る事は小さいと思いますが、その力を Ａｌｌ Ｋｏｎａｎ Ｔｅｎｎｉｓ Ｃｌｕｂ
として結集し、素晴らしい戦績を残してくれる様に我々同期が先頭
に立ってサポートをしていかないといけないと考えています。

 ▲３８回高校卒業アルバムより

 ▲ 第９回全国選抜高校庭球大会より
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　そして、次代に名門甲南硬式庭球部を１５０年、２００年
と受け継いでいって頂きたいと思います。
　現役の皆様の益々のご活躍を心からご祈念申し上げ
ます。
　この度は誠におめでとうございます！

関西学生リーグ戦の思い出
高校・大学　須部 哲司（３８回卒業生一同）

　創部１００周年、誠におめでとうございます。
　同期一同、心よりお慶び申し上げます。
　早いもので、我 も々卒業後３０年が経ちましたが、現在
も先輩方と週末テニスに興じるメンバーや、主将を務めた
平野は、大学男女の監督として、現役と共に汗を流してい
ます。
　さて、我 ３々８回卒業メンバーにとってのハイライトは、紛れもなく
４回生最後の関西学生リーグ戦だったと言えます。それはテニス部
人生の集大成となる、生涯忘れえぬ思い出になりました。
　また、この年１部リーグは、１部４校制５セットマッチが最後で、翌
年からは１部６校制３セットマッチへ移行する、ある意味歴史的な年
となったのです。
　その最後のリーグ戦は、近畿大学、同志社大学に連敗し、１部残
留が掛かった最終京都産業大学戦、初日のダブルス３（大西／村
上組）、２（池本／藤井組）は、いずれも０－３のストレートで落として
しまいましたが、ダブルス１（平野／前川組）はフルセットでの激戦
を制し、辛うじて１－２でシングルスに望みを繋ぎました。ダブルス１
はセットカウント１－２と劣勢の中、日没と降雨のため順延となってい
ました。
　学連からはナイター設備のあるコートへ移動して続行するよう指
導がありましたが、当時の監督、吉田昇生さんがゲームの流れや、

選手の疲労度に配慮し、順延を申し出て下さったのです。
　そうしてダブルス１は、翌日何とか逆転で勝利しましたが、続くシ
ングルスは６、５を落としてしまい、完全に後がなくなりました。
しかし、ここから奇跡とも言える逆転劇が始まったのです。
　中学生時代から切磋琢磨してきた、Ｓ４平野、３前川、２大西の３
人は、試合前に３人だけで「やるしかないやろ！」と士気を高め合い
臨んだ結果、いずれも格上の相手にストレートで勝利し、最終シン
グルス１の藤井に望みを託すことになりました。
　藤井は「人生で最も緊張した瞬間だった」と言っているように、
非常に緊迫した大熱戦でした。
　第１、第２セットを連取したものの、第３セットを落とし、第４セットも
シーソーゲームとなりましたが、最後は藤井のフォアハンドのパッシ
ングショットで勝負が決まり、その瞬間全員がコートに流れ込んで、
勝利の喜びを分かち合いました。
　その後のミーティングでは、４回生を始め後輩たちも全員が涙して
いたのを、昨日の事のように思い出します。
　テニス部では辛いことも多々ありましたが、このメンバーで続けて

きて本当に良かったと思える、最高の瞬間でした。
　当時は甲南だけがスポーツ推薦を実施しておらず、他校
よりインカレ、本戦枠も少ない不利の中、４回生は練習後
に保久良山までのランニングを課す等、主将の平野を中心
に全員が追い込み、一丸となって戦う団結力が、京都産業
大学を優り、最後に勝利へ導いたと思います。
　一方女子部は、４回生が1人という中、責任者の今川が
全員を率いて、３部を死守した事も特筆すべき事です。部
員数も少なく厳しい時期を乗り越えて、今があると言っても
過言ではありません。
　最後になりましたが、甲南硬式庭球部の、今後の更なる
発展と活躍を祈念しております。
　Ｌｅｔ‘Ｇｏ！　甲南！！

池本 晃英　大西 太郎　岸田 行生　小林 銀次郎　須部 哲司　平野 卓雄　藤井 範彰　前川 満太郎

今川 佳子

 ▲ 岡本、ハードコートにて

 ▲３８回大学卒業アルバムより
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甲南テニス部の１０年間
高校・大学　村上 典由

　１２才から２２才までの１０年間を過ごした、甲南テニス部とは何だっ
たのかを考えてみた。
　テニス部に入ったのは親の意向。無邪気に過ごした小学校を卒業
して、ヒエラルキーの底辺に。無我夢中の下積みの日々でテニスも
なかなか上達しなかったのだが、幸い辛い記憶はなっていない。
　高校になって少しは人間らしいクラブ生活を送れるようになった
が、盲目的にテニスを続け、大切な試合でよく負けて悔しい思いをし
た。反省することは多いが、悪い思い出ではない。
　大学では私たちの代は強い学年ではなかったが、とにかくよく練
習した。１部６校制となったことで降格は免れ、スポーツ推薦も始ま
り、後輩にバトンを渡すことができた。ここでも反省することばかり
だが、とても充実した良い思い出である。
　今振り返ると、当時の１０年間は甲南テニス部でなくてもよかった
かもしれない、とも思う。もっと視野を広げて、いろいろな経験を積
むことも出来たかもしれない。ただ、熱中することに出会えて、愛す
べき仲間と熱中できたという経験は、他の選択で得られたかどうか。
この点においては甲南テニス部だから得られた、替えがたい１０年間
だったと思う。
　中高の同期は阿部・村上・村上・岸・前田・青木・宮武。大
学は村上・星野・岸・塚田、女子部の宮迫・仁・佐藤・北村。阪
神大震災で亡くなった岸が、今いないのが残念だが、一緒に苦楽を
ともにした同期・先輩・後輩のみなさんには心から感謝したい。

硬式庭球部で過ごした時間
大学　星野 俊一

　１９２３年に誕生した甲南学園硬式庭球部が、創部１００周年を迎
えられたことを心よりお慶び申し上げます。そしてこの１００周年を多
くの偉大な先輩方とともに、ＯＢの一人として居られることを大変嬉
しく思います。
　私が硬式庭球部に所属したのは１９８９年からの４年間です。私は
外部生でしたので、制服の襟に「甲南大学硬式庭球部」のバッジ
をつけられた時の嬉しさは今も覚えています。
　同期は村上・塚田・岸と私の４人。１回生の時は先輩への電話
連絡を、帰宅途中の当時は公衆電話からしたことが多々ありました。
またチョンボした時に主将から発せられる「坊主」への恐怖心。結
局雪が降った翌日にコートキープが間に合わず１回坊主になりました
が、その時のことは未だに忘れられません。４回生の時はリーグ戦で
「１部」を守らねばならないと、厳しい練習を重ねました。私はレギュ
ラーをサポートする側でしたが、村上主将の下全員で戦い、１部残
留できた時には安堵しました。最後にセンターコートで撮影した集合
写真は、よき想い出として今も飾っています。
　硬式庭球部で過ごした時間を振り返ると、その後の社会人生活
において役立つものが非常に多かったと感じます。後輩の皆さんに
は、貴重な学生時代を伝統と歴史ある硬式庭球部員として過ごす
ことを自覚し、「徳・体・知」に磨きをかけていってほしいと思います。
　伝統と人材育成を重んじる硬式庭球部が１００周年を機に一層輝
きを増すことを祈念しております。

高校 １９８９（Ｈ１）年卒

大学 １９９３（Ｈ５）年卒
男子
女子

岸 克巳　塚田 健太郎　星野 俊一　村上 典由

石井（北村） 祥子　香川（佐藤） 敦子　袖岡（宮迫） 恵子　前田（仁） 佳子

青木 伸二　阿部 文彦　岸 克巳　小谷（前田）英一郎　宮武 和寛　村上 宜史　村上 典由

39回

 ▲３９回高校卒業アルバムより

 ▲ 大学新人歓迎旅行（４回生時）
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甲南硬式庭球部 出会いに感謝
大学　塚田 健太郎

　甲南学園硬式庭球部創部百周年を迎えられたことを心よりお慶
び申し上げます。
　我々の世代は楽は無かったが、幸、喜、苦の多い世代だったと思う。
　先ずは幸。多くの先輩と後輩に囲まれ、人に恵まれたことが幸だっ
たと思う。卒業後、愛知の会社に就職。私が一回生時、四回生の
先輩が私の住む街に転勤で赴任してこられ、未だ携帯電話の無い
時代、私の寮に電話を頂いた。甲南の後輩二人も愛知に就職して
おり、以降、私達は濃密な時間を愛知で過ごした。この先輩と現在
は東京で家族ぐるみのお付き合いをさせて頂いている。よくよく考
えると愛知の会社に就職できたのは私が四回生の時の監督、先輩
のお陰である。妻と出会ったのも甲南庭球部だ。
　喜びは三回生春のリーグ戦。私はレギュラーにはなれなかったも
のの、四回生の先輩達の頑張りで一部に残留できた。最終の京産
大戦である。ダブルス１勝２敗で折り返し、シングルスも２敗し後が
無くなった中、シングルス４本を取り大逆転で勝利した。この時テ二
スの試合で初めて感動し泣いたことを今でも鮮明に覚えている。こ
の時、部員全員が最後まで諦めずに戦ったことは社会人生活の礎
となった。
　苦は何と言っても私達が三回生となり、最高学年となった時であ
る。当時先輩達のお陰で一部に残留できたが、戦力は明らかに大
幅に落ちており、二部落ち確実と言われていたからである。私達の
世代の主将を務めた村上は相当なプレッシャーがあったと思う。全
体の底上げが必要だと練習メニューを考え、毎日全員で住吉二周
のラン二ングを行った。一部六校制に変更となり、残留の見通し
が出てきたが、一部の試合は秋となり、一年半、二部落ちのプレッ
シャーとも戦いながら最終学年を過ごした。結果、一部残留と歴代
の先輩方からするとレベルの低い戦績しか残せなかったが、私達の
下の世代は何年振りかで王座出場を果たしてこれたのはこれも幸で
あったと思う。各世代で色んな経験を積んだと思うが、甲南でのテ
ニス生活は社会人の礎となるはずだ。

改革　始まりの年
大学　袖岡（宮迫） 恵子

　創部１００周年、誠におめでとうございます。
　３３年前を振り返りますと数えきれない想い出が蘇ります。仁さん、
佐藤さん、北村さんと共に、輝かしい戦歴の先輩方とテニスに明け
暮れる毎日。できたマメは今もしっかり残っていますが、猛練習の甲
斐あって、今川先輩と全国出場を果たすことができました。
　主将となった年、一芸セレクションの導入が決まり、宣伝活動が
必須となります。名刺片手に地方予選へ。住居リサーチに不動産
へ。セレクション会議の資料作り。合格した選手の環境作りも早急
の課題でしたが、日々 の練習もあり、自分の中でやりたい事とできる
事とのギャップに苦しみ、悔しい思いもしていた、そんな時、手を差
し伸べて下さった先輩方。また、レベルアップの為、男子部との合
同練習に賛同してくれた同期、後輩たちにも感謝の気持ちでいっぱ
いです。小さな事しかできなかった１年目でしたが、学生の皆さんの
ご活躍を拝見し、熱いものが込み上げてきます。
　どんな時も励まし合い、夢を語り、努力を怠らず、汗を流し、涙を
流し、笑い合う。そんな尊い時間はあっという間に過ぎます。今を
大切に、自分を信じ、諦めず、挑み続けたその先の栄光を、皆さん
各々が掴み取ることを、切に願って止みません。さあ、次の１００年へ！
硬式庭球部の益々のご躍進を心から祈念申し上げます。

岸 克巳　塚田 健太郎　星野 俊一　村上 典由

石井（北村） 祥子　香川（佐藤） 敦子　袖岡（宮迫） 恵子　前田（仁） 佳子

 ▲ リーグ戦終了後男子部全員で

 ▲ リーグ最終戦直後

 ▲ リーグ最終戦直後
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硬式庭球部での充実した４年間の経験
大学　浅井 裕

　この度は、甲南硬式庭球部の創部１００周年おめでとうございま
す。心よりお喜び申し上げます。
　私は、家庭の環境もあり、テニスに携わった人や携わっている人
に囲まれて育ち、１９９０年３月に甲南高校を卒業し、１９９０年４月の
甲南大学への入学と同時に入部しました。
　その当時は、関西学生リーグ戦が４月に開催をされており、リー
グ戦に向けて練習をされているところに、新入生として入部しまし
た。初日は、リーグ戦が行われる神戸総合運動公園でのレギュラー
の先輩方の練習であり、朝から夕方まで、試合のボーラー、ボール
拾いでスタートした事を、ついこの間の様に記憶しております。中学、
高校ではテニス部には属していなかった私にとって、先輩方のテニ
スに励む真剣な姿、また厳しい練習は大変新鮮であり、この厳しい
生活を４年間続けられるのかを不安に感じ、慣れるまで時間を要し
たのを覚えております。
　さて、４月のリーグ戦が終わり、私のテニス部でのラケットを持っ
てボールを打つ４年間の生活がスタートしました。１回生、２回生は、
部活中はボールを打てる時間は短かったですが、その短い間に集中
してボールを打つことが凄く充実していましたし、練習後の自主練
は、練習の疲れを感じずにボールを打ち続けました。４年間を通し
て、ＯＢ、先輩の方々に色んなことを沢山教えていただきましたが、

残念ながら、テニスでは満足する結果が
残せなかったのが今でも悔やまれる部分
です。しかし、２回生の時に副務、３回生、
４回生で主務を務めさせていただき、部
を代表してＯＢの方々への報告や連絡を
する立場、また合宿の手配や、学習院戦
や遠征時の交流戦のアレンジ等のため
に他の大学の方 と々の調整役となり、部
を支える裏方として、テニス以外の面で
も活動を行うことで学ぶことも多かったと
感じております。
　大学４年間のテニス部での生活は、苦
しい事、嫌な事、悔しい事が殆どで、た
まに嬉しい事、楽しい事があったのが事
実ですが、今となっては全てが懐かしい
大変良い思い出です。入部から引退ま
でラケットを握らない日はほぼないくらい

にテニスに没頭したことは、私の人生にとって誇りであり、また自信
となっており、部活を引退し、社会に出て現在に至るまで、何にで
も立ち向かっていく姿勢でいられることに繋がっていると感じており
ます。
　最後となりますが、私が大学で部活を４年間続けてこられたのは、
お互いに苦楽を共にした片岡くん、平井くん、阿部くん、佐藤くん、
女子部の津川さん、河野さんの６名の同期、また厳しさの中にも優
しく接していただいたＯＢの方 と々先輩の方々、後輩が居られたから
だと考えており、感謝でしかありません。
　今後も、ＯＢとして現役の皆さまの役に立てるよう何らかのかたち
で支援させていいただき、甲南大学硬式庭球部が繁栄し続けること
を心より祈願しております。

かけがえのない仲間との出会い
大学　桂（津川）宏子

　創部１００周年おめでとうございます。今から３０年前…女子テニ
ス界はシュテフィ・グラフが絶対王者として君臨し、伊達公子さん
が日本のエースとして活躍中でした。私たち４０期生がテニスに明け
暮れていたのはそんな時代です。１回生の時、女子部員は私１人。

 ▲４０回高校卒業アルバムより

男子
女子

高校 １９90（Ｈ2）年卒

大学 １９94（Ｈ6）年卒
浅井 裕　阿部 文彦　片岡 武哉　佐藤 元彦　平井 大輔

桂（津川） 宏子　河野 佳代子

片岡 武哉　木部 久陸　時田 嘉昭　平井 大輔　行定 幸治

40回
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１つ上の４人の先輩方がコート整備から片付けまで一緒にして下さ
り、優しく面倒をみてもらいました。２回生の時、初心者の河野さん
を半ば強引に引っ張り込み、共に頑張る仲間を持ちました。彼女と
２人だからこそ頑張り続けられた部活動。１つ上の宮迫先輩には試
合でたくさんいい経験を積ませていただきました。後輩たちにも恵ま
れ、練習中はあえて厳しく指導もしましたが、普段は和気あいあい
と過ごし、楽しい思い出がいっぱいです。ブーブー言われながらの
住吉川ランニング、ダンロップフォートの水缶を有り難ーく回し飲ん
だことも、またかけがえのない思い出です。笑。
　３０年たった今でも先輩や後輩を交えて集い、なんちゃってテニス
をしたり、美味しいお酒を飲みながらの近況報告は、今のかけがえ
のない時間です。
　現役の皆さん！楽しい時も苦しい時も共に過ごす部の仲間は一生
ものです！目一杯好きなことをやれる「今」を大切に、目標に向かっ
て精一杯頑張って下さい！そして、苦しい時こそ、テニス部で培う「諦
めない心」で歯を食いしばり、笑顔で乗り越えて下さい！これからも
益々のご発展を心からお祈り申し上げます。

 ▲４０回大学卒業アルバムより

 ▲ リーグ最終戦後クレーコートにて
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ポッシブル
高校・大学　新原 英世

　自由に生きましょう。自分勝手でも自己中心でも無く、自由に。精
神が自由で、肉体も自由で在れば、尚いいね。６年いや１０年続く
階層、厳しい部則と弛い校則の内、自由な精神と肉体を手に入れ
たい。
　拘らず、偏らず、執着がない。勝ち負けが有り、戦績が残り、目
標の到達を目指す。自由を手にするのは困難な環境に感じますか。
然にあらず。
　昨今の世の中に垂れ込める同調圧力線状帯、他人の発言を自
分の発信として拡張するコピペさん、未だ、お上や専門家の御達し

に従順すぎる国民？ 性。
　これって、間違うことの怖れでは？
　自由に考え、自分で考え、自他に尋ね、自然を鑑み、信頼する。
いま、必要です。
　自由って？ 総てのことを許す。真ぐに全てを。
　蛇足　そんなあなたは自由なのか！ 否否、とんでもない。もし、ロ
シアの大統領の子供だったら、とっくに父親をノビチョクしてます！ 
不自由な感情のもち主です。

人生で最も心を揺り動かされた瞬間
大学　木内 伸光

　甲南学園テニス部１００周年、心よりお祝い申し上げます。私が
甲南大学に入学したのは、平成３年（１９９１年）。元々京都か神戸
で大学生活を送りたいという理由だけで長野県松本市から甲南大
学経営学部を受験したのがきっかけです。どちらかといえば京都の
同志社大学を目指していましたが叶わずに甲南大学に入学したの
が事の始まり。元々は本意ではなく始まった甲南大学生活。テニス
素人だった自分がなぜかテニス部を選び入部し甲南大学体育学部
テニス学科生として４年間を過ごしました。現在５２歳になりますが、
実は自分史上最も心を揺り動かされた経験を、その本意ではなく始
まったこのテニス部での４年間の中でさせていただきました。それは
今でも自分の人生の中で最も心が震えた瞬間であると同時に、今
もその瞬間を超えるような経験をするべく、自分の日々の仕事に向
かっていますが、どうしても未だ超えることのできない貴重な体験で
す。ここではその貴重な経験に関して感謝を込めて書かせてもらい
ます。
　私の人生で最も心を揺り動かされた瞬間、それは大学４年の関
西大学対抗テニスリーグ戦の最終戦、対立命館大学戦で起こりま
した。私たちの代になった時から「近大に勝って王座に行く」とい
う大きな目標を主将の中村を中心に掲げ、その年の１年から４年ま
での部員がそこに向かえていたように思います。４年の同期７人の
内、３人がレギュラー候補としてテニスに向かい、残り４人が非レギュ
ラーとして支える役を担い、明確に役割分担ができていたことも良
かったのだと今になって感じます。目標としていた「近大に勝って…」
は叶わず３勝１敗で迎えた最終戦。ポイント３対４でシングルスNo.１
の中村とNo.２の重政の試合が残り、その２試合にポイントがかか
りました。先に重政が勝ち、最後は中村。ベンチコーチとして必ず
勝つと信じてはいましたが、格下になんとお茶目にファイナル突入。

男子
女子41回

 ▲４１回高校卒業アルバムより

 ▲ 中学時代

高校 １９９１（Ｈ３）年卒

大学 １９９５（Ｈ７）年卒
木内 伸光　鈴木 彰吾　中村 総一朗　新原 英世　東野 勝　三澤 英麿　行定 幸治

塚田（相田） 尚子　吉本（北川） 景子

新原 英世　福岡 正晃　堀 拓真　松本 鉄郎　三澤 英麿
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たぶん、重政よりも先に終わらせたくなく、あえてのファイナル突入
だったと今でも疑っていますが、事実は分からず。中村がマッチポイ
ントをものにしてついに甲南が５対４で勝利しました。その瞬間です。
部員がコートになだれこみ、「ううぉー」という奇声を発しながらコー
ト上で抱き合い、大号泣しました。それは王座に出場したことの感
動というよりも、皆で同じ頂を目指し、それぞれの役割の中で意見
をぶつけながら成し遂げた事に対しての感情であったように思いま
す。「近大に勝って…」は達成できませんでしたが、皆で目指したあ
のプロセスと結末が残念ながら今でも自分にとって最高の経験で、
あれを超えるような経験をしたくて今も自分の会社でチャレンジし続
けています。
　大学での４年間、それは間違いなく人生の中で最も貴重な経験
です。甲南学園の目指す「個性を尊重し、天賦の特性を啓発する
人物教育」。甲南生として甲南学園テニス部に籍を置いた者として、
決して今の社会に埋もれず、型にはまらず、ぜひ自由闊達に自分自
身の価値や使命、強みにしっかりと向き合い、自分自身が心から価
値を感じる事の出来る仕事を生涯していってほしいと強く願います。
とはいえ、何をするにせよ最後は体力。毎日毎日好きなテニスに明
け暮れる事のできるこの大切な時間に、心身を徹底的に鍛えて下さ
い。そして、個人の目標と同じように、テニス部の仲間とチームとし
ての目標を共有し、同じ目標に向かい、共にもがいて下さい。
　甲南学園に関わる全ての皆様に、そして同期の皆に幸多かれと
心より願っています。

現役の皆様へ
大学　東野 勝

　甲南学園テニス部創部１００周年、心よりお慶び申し上げます。
　甲南大学硬式テニス部へ入部された現役の皆様へ。皆様は、
今、テニス部の伝統と練習の厳しさに驚いているのではないでしょ
うか。準備から後片付けまで、家族と過ごす以上にテニス部での時
間を過ごしておられることでしょう。試合で負けたり練習で上手くい
かず、悔し涙を流すことはありましたか。理不尽なことを言われ納
得いかないことも、試合前日に緊張して寝れないことも、怪我をして
仲間と行動を共にすることが出来ない時間もあるでしょう。しかし、
仲間と一緒に汗を流したこと、練習や試合で勝って喜びあったこと、
練習外の行き帰りや移動時間で友と笑い、悩み事を相談したことな
ど、その多くの時間が、かけがえのない時間です。特に同期は、プ
ライベートの時間も多く過ごすので、一生涯の友となることでしょう。
テニス部４年間の汗と涙は、皆様の力となり、社会人になってからも
体力的、精神的、人間的にも自信と魅力につながっていきます。テ
ニスが縁で人間関係が広がっていくことも事実です。どうか、たくさ
んの汗をかき、涙を流し、悩み、考え、笑いあって、仲間と過ごす
時間を大切にして下さい。
　最後になりますが、先輩、後輩の皆様、そして同期として４年間
を共に過ごしていただいた中村氏、木内氏、新原氏、鈴木氏、行

定氏、三澤氏に、この場をお借りして感謝申し上げます。それでは、
テニス部員の皆様の御健康とテニス部の御発展をお祈り致します。

変革の流れのなかで
大学　塚田（相田）尚子

　甲南学園テニス部１００周年、心よりお祝い申し上げます。
　私の学年は、私と北川さんの２名。北川さんは、学年一人で上級
生になっても部活を続けていけるのか悩む私と、そんな私の不安と
一緒に向き合って頂いた先輩の熱い勧誘により、大学からテニスを
始めた初心者でした。
　そんな状況の中、大学ではスポーツ推薦の導入が本格化し、１学
年下からスポーツ推薦枠で入部する部員ができ、活動の方向性や
雰囲気が大きな転換期を迎えました。実力も実績もない私たちが、
スポーツ推薦の部員もいる下級生を引っ張るにはどうすればいいの
か。部活の意義や目標が個々で違い、揺れ動く中、それでも今出来
る最大限のことはなにか。悩みながら行動し続け、２部リーグに昇
格を果たしました。
　部を通じて、経験や能力を言い訳にせず、『真剣に達成したいこ
とへの信念をもって取り組む姿勢』を持ち続けたことは、今もなお自
ら考え、行動に移す力として活かされていると思います。
　現役の皆さん、現環境がかけがえのない時間であったと振り返る
時は、まだ先の話ですが、是非テニスは勿論のことながら、学業も
遊びも懸命に取り組まれて下さい。
　今後も部の発展と皆様のご活躍を心よりお祈りし、お祝いの文と
させていただきます。

 ▲ 大学リーグ戦終了後

 ▲ 大学クレーコートにて３部リーグ戦後
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 人は無限に頑張れる
高校　春日 勉

　私は今年で満５０歳になりますが、中学一年生というとおよそ３７年
前になり、あのコートの門を初めてくぐった時から人生に大きな影響を
与えてくれる試練があったということが、今となっては懐かしく大切な
事だったと感じています。
　その中で一番勉強になった事といえば、『人は無限に頑張れる』と
いうことだと思います。テニスという試合
競技は、練習をしても上には上がいるた
め、上位の方はそれ相応の努力を積み上
げているのでマグレでは勝つことは到底
できません。
　ランニング一つにおいても、三ノ宮まで
を電車で行くところを往復走るという経験
や、コート整備をするにしても１５時の授業
終了から１５時２０分までの間に仕上げな
ければいけないため、授業が終わると同
時に一目散に走らなければいけないなど、
ここでは書ききれないくらいの初めての事
や、コート上の決まり事・部の決まり事・
同時にこなさないといけない分担などがあ
り、その中で各々が乗り越えていかないと
いけない課題が常にある環境でした。
　その様な課題のあった学生生活を１３
歳の中学一年生から高校三年生までの

間送らせていただいたこと、学べる課題が常に高くあった事を本当に
感謝し嬉しく思います。今の自分があることの大きな面が青春の甲南
テニス部であったと思います。

部活の経験が自分のベース構築に繋がった
高校・大学　竹田 臣也

　創部１００周年おめでとうございます。私は小学生時代サッカーを
していた事もあり、甲南中学校入学後はサッカー部に入部するつも
りでいましたが、テニスをしていた父の強い勧めがあり、結果テニ
ス部に入部する事になりました。
　入部後はテニスの面白さにのめり込んだ半面、今では考えられ
ないようなテニス部の厳しさやしきたりを目の当たりにしました。半
年も経たないうちに同期の半分以上が辞め、自身の体力・精神力
も限界に来ていましたが、好きなテニスを続けたかった事、何よりも
一緒に頑張っている同期がいた事が励みになり「体育会とはこうい
うもの」「球拾いはいつまでも続かない」と自身を鼓舞し続けていた
事を記憶しています。そんな中、大学卒業まで通算１０年間続けら
れたのは、厳しい中でも「甲南テニス部の伝統」「テニスへの愛情」
「尊敬する諸先輩方」「素晴らしい同期」があったからです。

男子

女子42回

 ▲４２回高校卒業アルバムより

 ▲４２回大学卒業アルバムより

高校 １９9２（Ｈ4）年卒

大学 １９9６（Ｈ８）年卒
今川 究　小林 亮輔　小張 慎一郎　坂戸 秀彰　高橋 永　竹田 臣也　山根 康太

笠間（早瀬） わかな　川上（加藤） 夏絵　久木山（宇都宮） 美麻　佐藤（本山） 恵子　田中 友紀子 
ミニョー（内本） 京子　山本（山口） 未希子

新井 敏允　春日 勉　小林 亮輔　竹田 臣也　山根 康太　
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　当時ＯＢの先輩から「日本一厳しい甲南テニス部で頑張れたら、
社会人になってどんなつらい事があっても耐えられる」と言われた
事は今でも心に残っており、甲南テニス部で培われた様々な経験が
「多少の辛い事ではへこたれない」「球拾い・コート整備等の下積
みは決して無駄ではない」という自分のベース構築に繋がったと自
負しています。
　私は社会人になり２５年が経過しましたが、テニス部で培われた
様々な経験を今でも会社の部下指導に活かしています。現役の皆
様もこれから困難な場面に遭遇されるかとは思いますが、甲南テニ
ス部の絆と誇りを大切にし、乗り切って頂きたいと思います。今後
益々のご活躍を祈念いたします。

仲間と一生語れる日 を々
大学　小張 慎一郎

　創部１００周年おめでとうございます。私達の代は引退して約３０
年弱ですから、現役の頃は７０周年ということになりますが、当時は
そんな意識もなく、日々がむしゃらに過ごしていた気がします。ほぼ
毎日、日が落ちるまでコートを走っていましたが、引退後にはナイター
が設置されたと聞き、時代に命を救われた思いです。
　当時はどんなに疲れても、練習後に仲間と飲みに行き、翌朝、超
人的な体力でコートに立っていました。甲南テニス部が会社だったら、
ハンパない成果を生み出す超優良（ブラック）企業だったと確信して
います。３０年経とうという今も同期や上下世代で集まり、毎回同じ
逸話や伝説で盛り上がりますが、すべてはこの時間のために演じた
長い茶番劇だった気がします。
　私達の代は３年の時に王座に行ったこともあり、勝手にプレッ
シャーを感じながら、阪神大震災とともに４年を迎えました。六甲ア
イランドへの路も断たれ、集まれる者だけで住吉川沿いをランニン
グし、各自自宅の復旧やボランティアに散っていったことを憶えてい

ます。どの大学よりも春に走り込んだことで、メンバー全員が震災を
言い訳にしない戦績を残せたと思います。ただ、今になれば、もっと
こうしておけば良かったと思うことも多々あります。社会人になって
も判断、選択を迫られる日々ですが、あの時悩みながらも進んだ経
験が生きていると実感します。４年間は無限なようで一瞬です。現
役の皆さんが仲間と一生語れる日々 を過ごすことを願っています。

やりたいことは、やれる時に挑戦を
大学　田中 友紀子

　創部１００周年おめでとうございます。開催するべきかどうか賛否
両論が巻き起こった２０２１年夏の東京オリンピック。新型コロナウイ
ルスの影響で、無観客という異例の大会でしたが、全力で戦う選手
の姿に心打たれ、改めてスポーツの力の偉大さを思い知りました。
そんな東京オリンピックから遡ること３０年。私達の学年は女子７名。
初のスポーツ推薦者、未経験者が入り混じるメンバーが集まりまし
た。高校までの部活と違い、練習メニューや合宿、対抗戦など、自
分達で考えて実行する大学の部活は、初めて経験することばかり。
メンバー同士、意見の相違で、部室で長時間泣きながら話し合った
こともありました。夏の練習後には、岡本駅近くの甲南そばでかき
氷を食べながら、時に熱く、時に他愛もない話を皆でよくしたもので
す。また、１９９５年１月、３年生の時に起きた阪神大震災。それまで
の当たり前が突然当たり前ではなくなった日。生活が一変し、部活
どころではない状況でしたが、少しずつ日常を取り戻し、練習を再
開できるようになった喜び。忘れられない経験です。
　学生の皆さん！やりたいことがあるなら、ぜひ挑戦してみてくださ
い。３０年前にテニス部だった私達が、今の世の中を想像できなかっ
たように、未来のことは誰にも分かりません。『やりたいことは、やれ
る時に挑戦を』というエールを学生の皆さんに贈らせていただくとと
もに、テニス部の今後益々のご発展をお祈り申し上げます。

 ▲ 卒業式正門前にて ▲４年のリーグ最終戦後に同期で
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私の大学テニス
大学　蛯原 孝之

　男子５名の少ないメンバーで４年間クラブ活動をしました。簡単に
同期を紹介します。
　まずは誰もが知っている重政淳。テニスではかなり活躍しました。
意外と泣き虫であったり、面白い人間です。
　次にキャプテンであった佐藤広世。メンバーをしっかりまとめ、関
西リーグ４位に導いた頼れるキャプテンでした。
　そして、唯一の甲南中高からテニス部であった川口純一。大学で
は主務や学連として支えてくれました。
　次に会計をしてくれた星野。途中で体調を壊して練習にたまにし
か参加できませんでしたが、星野くん作るポカリは絶妙な配合で、
めちゃくちゃ美味しかったです。
　最後に私、蛯原です。ただただ練習を休まず、継続することに意
義を感じ、クラブ活動に参加しました。
　私の思い出としては、やはりリーグ戦です。マリンパーク北村で
白熱した団体戦が繰り広げられました。私たちの時は、相手チーム
の選手たちに野次を投げかけたりして、かなり周りの力が勝敗に影
響してました。甲南は他の大学と比較しても人数が少ないながら、
応援は他大学に負けませんでした。ゴーゴーレッツゴーレッツゴー甲
南！と声が枯れるまで掛け声を連呼したことを覚えています。
　体育会テニス部に入って、罰ランや理不尽な怒られ方をしたり厳
しい環境だと感じますが、４年間クラブを継続したことで、最高の先

輩や後輩に恵まれて良い４年間を過ごせ
たと思います。
　最後に佐藤くん、重政くん、川口くん、
星野くん、同期は最高でした。辛いこと助
けあって、喜びを分かち合い、同じ時間
を過ごせたことは本当に宝物になってい
ます！
　ありがとう。(ほとんど今は音信不通な
ので、連絡下さい)
　２０２３年４月に息子が甲南中学校に入
学し、テニス部に入部しました。継続する
ことの大切さを自ら経験して欲しいと思い
ます。

必死の４年間
大学　重政 淳

　１００周年おめでとうございます。
　私が、大学時代に分岐点となった出来事をまとめてみました。
　１回生で、いきなりテニス人生のターニングポイントになったのが
春関でした。田舎の高校から何もわからない状況で甲南大学にやっ
て来て、何とかレギュラーになって。リーグ戦で活躍する為には、イ
ンカレに出場することがチームメイトから信頼を得られるのではない
かと考え、目標にしていました。高校生までの戦績があまり無かった
私は、予選の下シードからスタートでした。インカレに出るには、本
戦に上がって３回勝って、ベスト１６に入れば確定でした。予選から、
まわりのレベルも全くわからないので「油断すればいつやられるか
わからない」という気持ちで、全力で試合したのを今でも覚えてお
ります。その勢いのまま、予選を勝ち上がり、本戦も２回勝ち。３回
戦の対戦相手は、強豪同志社のキャプテン。ファーストセット、セカ
ンドセットを取り合って、ファイルセット４－２リード。最悪のことに、こ
こで、足首を負傷するアクシデントが起きてしまいました。４－４まで
追いつかれましたが、相手も走れない私にプレースタイルが変わり、
ボールを置きにいってしまったことと、私の諦めない姿勢に対するプ
レッシャーから、ミスが増え、泥試合になり、６－４で勝利。インカレ
に出場できる大きな一勝だったと思います。試合直後、病院にいき、
即ギブスの靭帯断裂でしたが、運良く全治１か月でトレーニング出
来るまで回復しました。これが私の関西学生デビュー戦でした。

 ▲４3回高校卒業アルバムより

男子
女子

高校 １９９３（Ｈ５）年卒

大学 １９９７（Ｈ９）年卒
蛯原 孝之　川口 純一　佐藤 広世　重政 淳　星野 義弘　

榎本（吉田） 愛　塩川（池田） 百合乃　西田 陽子

川口 純一　笹田 泰二郎　澤井 源　樋口 啓

43回
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　２回生は、いろいろな経験をしました。まず、春関のダブルスで予
選から優勝しました。結果は覚えているのですが、内容は全く記憶
に無いです。夏関ダブルスでの決勝戦。５セットマッチのファイナル
セット。相手は宿敵近大。試合をしている私たちもエキサイティング
していましたが、その試合は、異様な雰囲気で、両チームの応援の
ボルテージがあがり、場外乱闘がおきてもおかしくない感じでした。
その理由は、その年のチーム目標が「近大を倒して王座に出場す
ること」でした。レギュラー/イレギュラー全員、同じ気持ちだったか
らだと思います。試合は、ファイナルセット５－４の４０－３０。マッチポ
イントで私のサービス。渾身のボディへのファーストサーブをバック
ハンドで強烈なリターンエースを決められて、そこから５－７の逆転
負け。試合が終わった直後、近大に校歌を歌われて…。応援してく
れたチームメイトに合わす顔もない状況。不甲斐なさと情けなさで、
ラケットをすべて叩き折ってゴミ箱に捨てて帰ったのを覚えておりま
す。絶対マネしないでください。その悔しさがバネになり、リーグ戦
までの１か月は私のテニス人生で１番真面目に練習したと思います。
リーグ戦では近大にリベンジすることは出来ませんでしたが、念願
の王座出場を果たすことが出来ました。その後、個人戦では、関西
学生室内シングルス優勝。初めて関西学生をとる事ができました。
その１か月後、阪神淡路大震災を経験することになりました。学校
も崩壊、日常生活をするのが困難な状況で、到底テニスなんか出
来る環境ではなかったのですが、早稲田大学の主務の方から「練
習場所で困ってたらおいでと」ありがたい連絡を頂き、１か月、早稲
田で貴重な練習体験をすることが出来ました。
　３回生は我慢の年でした。六甲アイランドの陸上トラックの場所は
復興支援の自衛隊の基地でした。六甲アイランドの外周のランニン
グコースも液状化して、暗くなると怪我をしそうな感じでした。この
状況で、テニスしていていいのか？と思うこともありましたが、他に
何が出来るかと考えた時「少しで
も神戸に明るいニュースをテニス
で運ぶ事くらいしか出来ない」と思
い続けていました。結果は、春、夏、
室内全てシングル準優勝に終わっ
てしまいましたが、とても貴重な経
験でした。
　４回生最後の年、真剣にインカ
レ優勝と関西学生優勝を目標に
やっていました。インカレは残念な
がらベスト８に終わってしまいまし
た。関西学生は春関でも準優勝で、
４大会連続準優勝…。新聞にもミ
スター準優勝と書かれるぐらいでし
た。最後の夏関でなんとか優勝し
て結果を出し、チャンピオンスピー
チで、周りの人に感謝している気
持ちを伝えることができて、とても
幸せでした。

　甲南１００年の伝統の中に、自分たちの１ページが、記されている
事に光栄を感じます。後輩達には更なる繁栄を期待しております。

大学テニス部を通じて
大学　塩川（池田）百合乃

　甲南学園硬式庭球部創部１００周年記念誌の発刊、誠におめでと
うございます。心よりお祝い申し上げます。１００年という長期に亘り、
運営にご尽力頂きました様々な方々に、この場をお借り致しまして厚
くお礼申し上げます。
　さて、私達１９９７年卒部生も、社会に出てから振り返りますと早
や四半世紀ほど経ち、年月の経過の速さに驚きを隠せませんが、こ
の間、公私ともに様々な出来事がありました。就職、結婚、子育て、
転勤などなど、それぞれのライフイベントに付随する思い出がたくさ
ん出来ました。そのように各々の道を歩む中で、卒業後も時折、母
校の後輩達の練習を見学に行ったり、皆で集まりテニスをしたり、
年に一度のＯＢＯＧ学習院戦に参加させて頂いたりと、学生時代に
戻ったような気持ちで過ごせる機会を持てることは、本当にかけが
えのない時間だなと感謝しております。
　これからも様々なことがあるかと思いますが、いつも甲南大学硬
式テニス部で過ごした思い出と共に、笑顔で頑張っていきたいと思
います。

 ▲４３回大学卒業アルバムより
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私と甲南テニス部
高校・大学　國光 宏昌

　記念誌執筆に関して、現役引退してから２６年程経った今、改め
て当日を振り返る貴重な時間を作っていただいた、記念誌企画制作
スタッフの方々に感謝申し上げます。
　私は甲南高校からテニス部に所属し計７年間を甲南テニス部とし
て過ごしました。特に大学４年間の経験は非常に濃いものであり５０
歳の声を聞き始めた今でも当時の「苦行」は昨日のことのように思
い出せます。
　まず大学テニス部最初のサプライズは“入部”のプロセスでした。
未だに私は「大学テニス部に入部する」と言う意思確認をした覚え
がなく、高校３年生の２月頃、「伊藤忠で練習があるから来るよう」に
と言われて高校テニス部の延長で伊藤忠での練習に参加していま
す。その時の経験はここで文字に起こす事はあえて避けようと思いま
す。ただ、当時の高校３年生同期が次 と々脱落し、甲南大学入学時
には５名のみになっていました。来る４月にはその５名で桜咲き誇る甲
南大学正門近くで新入生への体育会テニス部への勧誘活動をしてお
ります。「ん？僕達って勧誘される側じゃ・・・？」と口に出すどころか、
想像することも許されない空気感だったと記憶しています。
　入部してからも幾多の「苦行」をこなし、時には私が原因で同期
全員丸坊主に何度も陥れ、今思うと本当に申し訳ないと反省してお
ります。問題ばかり起こす私について摂津本山駅前マクドナルドに
同期全員集合して「國光をどうする・・・」と、真剣な議論になっ
たあの時の光景は脳裏に焼き付いております。
　ここまで「苦行」などと書かせてもらいましたが、当然悟りを開く
境地には達しておりませんが、人生におけるかけがえの無い友人や
先輩/後輩と巡り会え、その後の人生に大きな影響と幸福をもたら
してくれた事は間違いありません。今の私はそんな素晴らしいオー
ル甲南ＴＣに恩返しをする事が幸せに繋がっております。

Ｎｅｖｅｒ ｇｉｖｅ ｕｐ！
高校・大学　髙島 一郎

　「絶対に辞めるな。根性をつけろ」という父からの言葉が私のテ
ニス人生の始まりでした。
　私にとっては厳しい３年間の受験勉強が終わったのもつかの間、
中学入学と同時に甲南ゴルフ部出身の父から中学、高校で一番厳
しかったテニス部に入部するように言われました。入部してみて本
当にびっくりしましたが、当時のテニス部は本当に厳しかったです。
　当時の私にとって、とても厳しい練習を終えたあと片道２時間、往
復４時間をかけて姫路から通学をした道のりこそが現在の私の成長
への道であり、基礎を築いたのではと思います。
　中学時代の一番の思い出は、仲間と共に全中団体戦で３位に
なったことです。テニスを始めて３年でしたが、努力が実を結ぶこと
を実感しました。個人戦では中学、高校、大学と思うような成績を
残すことはできませんでしたが、１０年間を通じて一つの事をやり遂
げたことで、父が言った根性や忍耐力も得ることが出来、どんな困
難があっても乗り越えられると現在も私に大きな自信を与えてくれて
います。
　大学時代には、関西学生テニス連盟の運営側にも参加しまし
た。大会の運営を通じて、裏方の大切さやマネージメントを学ぶだ
けでなく、多くの学校の人 と々の出会いの機会をもらいました。そし
て、そこで出会ったのが当時園田学園にいた現在の妻であり、後に
世界で活躍する浅越しのぶさんでした。帯同した引退試合ではＵＳ
オープンのコートにも立たせてもらい、違う形で４大大会のコートに
立つという夢を叶えさせてもらいました。
　余談ですが中学１年生になった娘は現在、妻の母校である園田
学園のテニス部でプロを目指し頑張っています。テニスが私たち家
族の縁を結んでくれたことに感謝しています。
　また、大学４年の引退後はテニスのコーチとしてアルバイトをす
ることで、幅広い世代
の方 と々の出会うととも
に、コミュニケーションを
学ぶことが出来ました。
その経験は、社会人と
なった現在も仕事で大
いに役立っています。
　社会人になり、現在も
様々な場所で甲南出身
の方々にお会いすること

高校 １９９４（Ｈ６）年卒

大学 １９９８（Ｈ１０）年卒
男子
女子

國光 宏昌　坂戸 宏通　高島 一郎　竹田 憲　西森 正和　橋本 郷　原田 泰　森谷 智一

大林（山田） 尚代　岡田（谷野） 直子　松田（宇野） まや44回

 ▲４４回高校卒業アルバムより

 ▲ 中原先生・濱田・橋本・髙島・大塚・竹田・ 
清水・中山・山西

國光 宏昌　髙島 一郎　竹田 憲　西森 正和　橋本 郷　山西 圭
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國光 宏昌　坂戸 宏通　高島 一郎　竹田 憲　西森 正和　橋本 郷　原田 泰　森谷 智一

大林（山田） 尚代　岡田（谷野） 直子　松田（宇野） まや

があります。同じ学校、同じ所属クラブだったということだけで、特
別に可愛がっていただけるのは、伝統がある学校クラブならではの
魅力だと感じています。
　これまでの１００年間先輩方が繋いできた良き伝統を私達後輩が
絶やすことなく、次の１００年に繋げてゆくことを心から願っています。
　この度は甲南テニス部１００周年、誠におめでとうございます。

花やと小学校と私
高校・大学　橋本 郷

　中学時代にあまりテニスを行った記憶が薄い為、題名も今の現
役の方はわからないと思われますが挙げさせて頂きました。罰ラン
のルートを示す業界用語？ですが、学校が終わってクラブ活動開
始時に始まり、練習終了間際まで続くような感じで、その当時は陸
上部より長距離は早かったと自負しています。我々の世代はスポコ
ン世代であり、スクールウォーズや戸塚ヨットスクールのような、今
ではコンプライアンス違反もいいとこだと思われる事が正しいと叩き
込まれていたため、現在もたまにジェネレーションギャップの際悩ま
されます。今思えばあのような指導方針ではなく、ゆとり教育のよう
な余裕のある考え方であれば、さらにその当時の現役の方々はさら
に飛躍していたかもしれませんが、後悔先に立たずで今では良き思
い出です。中学３年の時は部活終わりにレッスンを受けに行き、兵
庫県や近畿で優勝も出来、完全テニスバカでした。悩みと言えばボ
レーが下手くそで毎日鉄アレイを持ってランニングしていたことぐら
いでしたが、ああいった努力を今でも出来るかというと難しいと思わ
れますが、その時の執着心を忘れないようにしないといけないとた
まに思います。
　高校時代ですが、何かといろいろな誘惑に負け妥協が出てきてい
たのが記憶にあります。ただ中原先生が最後の試合（近畿選抜の団
体？）に「今までいろんな試合会場に連れていってくれてありがとう」
という言葉はとても印象深く思い出に残っています。当時は本当にあ
りがとうございました。
　現在はヨーロッパで日本商材の輸入を行っていますが、遠方にい
てもテニス関係で繋がる事も仕事上で多く、昔話に花咲く事も多々
あり、やっていてよかったと思う事があります。そういう事が無けれ
ばよかったと思えるような思いは湧かなかったと思われますが、今で
は素晴らしい人間関係を築けた事に感謝しております。

　同期の友人はテニス関係の方のスポンサーなど実施しており、私
も何かできないか模索していますが、ジュニアテニスがヨーロッパで
活躍できるような場所を現在の仕事を通じて協賛出来ればと思って
います。
　現役の方のご活躍はFBなどを通じて見ています。今後とも永続
的にご活躍、ご健闘して頂きたいと願っております。

大切な４年間
大学　松田（宇野）まや

　創部１００周年おめでとうございます。心よりお喜び申し上げます。
　入部したのは今から２９年前。幼い頃よりＯＢの父から甲南テニス部
への熱い思いを聞いて育ち、気がつけば自分もその一員になりたいと
思うようになっていました。期待していた通り、学生主体の活発で温
かなクラブだったことが嬉しく、ウキウキしながら住吉川横のクレーコー
トに足を運んだ日のことを思い出します。４年間を振り返ると、沢山の
良い出会いがありました。優しくて頼りになる先輩方、元気でしっかり
した後輩のみんな、尊敬すべき男子部、そしてかけがえのない同期。
最初７人いた同期は少しずつ減り、最後は３人になりましたが、辞めた
メンバーとの楽しい思い出も沢山あります。残った３人は、主将の山
田尚代（旧姓）、主務の谷野直子（旧姓）、そして私。とにかく３人で様々
な話をしました。山田さんは責任感が強く、常にチームのことを1番に
考えて皆を引っ張ってくれました。谷野さんはチームのお母さん的存
在で、細かいところにまで優しく心を寄せてくれていました。そんな２
人に私はいつも励まされ、練習がキツくて心が折れそうな時もいつの
間にか笑って乗り越えていました。４年間、最後までやり抜いたことは
大きな自信になっています。
　現在、山田さんは学習教室の経営兼講師、谷野さんは営業職、私
は幼児教室の講師としてそれぞれが自分らしく頑張っています。テニ
ス部での４年間が糧となっていることは間違いありません。甲南テニ
ス部で本当に良かった。甲斐監督、直木監督をはじめ、大変お世話に
なったＯＢ・ＯＧの方 に々も感謝の気持ちでいっぱいです。これからも
甲南大学硬式庭球部の益々のご発展、ご活躍をお祈り申し上げます。

 ▲２００６年（ＵＳ ＯＰＥＮ）  ▲ 園田学園でプロを目指す娘（右）

 ▲４４回大学卒業アルバムより
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中高大テニス部の思い出
高校・大学　山口 竜史

　甲南テニス部１００周年を迎えるこの素晴らしい日に、心よりお祝
い申し上げます。
　私たち４５回は、中学高校時代も大学時代も人数が少ない代でした。
　中学入部時は１０数名いましたが高校卒業時には２名。大学入部
時は３名いましたが卒業時は２名。なぜか当時は人数が多い代、少
ない代が交互になっており、雑用が多く損した気分になっていました
が、１学年上の先輩方に優しい方が多く、助けられていました。
　私は、震災の影響で一時期大学テニス部を離れましたが、どうし
ても甲南大学テニス部でテニスをやりたい気持ちを捨てきれず復帰
しました。迎え入れてくださった当時の主将と諸先輩方には今でも
感謝しています。と同時に、その間同期の片山君には迷惑と苦労を
かけたことを今でも申し訳なく思っています。同じ愛知県民。いまだ
に飲みに行くと当時の思い出話に花が咲きます。
　中学生時代は練習以外の部分で辛かった記憶がほとんどです
が、大学生がリーグ練で中高テニスコートに来られた際の上級生の
颯爽とした登場姿のカッコ良さ、練習姿のカッコ良さにあこがれを抱
き、「自分もああなりたい」と思い、踏ん張り耐え抜くことが出来ま
した。高校時代は、もっと練習しておけばよかったと後悔の念が残っ
ています。大学時代は、よく走り、よく打ち、これ以上出来ないくら
い練習に打ち込めました。おかげで高校の時には絶対に勝てなかっ
たような相手に勝つことも出来たりと、日々の猛練習が試合で報わ
れる充実感、達成感も味わうことが出来ました。
「もう一度中学生に戻ったらテニス部に入るか?」と聞かれると、当
時はもう二度と こんな辛い思いをしたくないと思っていましたが、今
となってはＹＥＳです。もう一度やり直せるならば、もっと練習して強

くなりたいと思います。
　あの修練を乗り越えたからこその今があると自負していますし、甲
南中学高校大学の１０年で得たものは、今では何物にも代え難い財
産となっています。
　テニス部１００周年を心からお祝いするとともに、これからの甲南
テニス部の輝かしい未来を祈念いたします。

震災直後の入学
大学　片山 匡

　私が甲南へ入学したのは大学１年生の春、１９９５年１月の阪神大
震災直後の入学でした。スポーツ推薦制度を利用し早めに合格を
いただいていたのか、３月から練習に参加していました。
　練習初日は、「摂津本山駅のマクドナルド前に集合」と言われ、
当時２回生の先輩の車に詰め込まれて六甲アイランドのテニスコー
トに連れて行っていただきました。練習コートまでの交通手段は六
甲ライナーも運行できていなかったので車に限られていました。道
は通行止めばかりで岡本から六甲アイランドの練習コートまで１時間
半を超えることはざらで、「遅刻＝坊主」だけは避けないといけない
ので、運転の先輩も乗っている毎日冷や汗ものでした。
　当時は震災直後でコートサイドにある水道は蛇口をひねると白く
濁った水しかでてこなかったので、水缶やポットは体育館まで毎回
汲みに行っていました。
　入学後も現在は立派な校舎が建っている岡本キャンパスは半壊

 ▲ 仲の良い３人で

男子
女子

高校 １９９５（Ｈ７）年卒

大学 １９９９（Ｈ１１）年卒
片山 匡　山口 竜史太

東田 正美

津崎 元博　山口 竜史

45回

 ▲４５回高校卒業アルバムより
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の建物が多く、校庭に建てられた無数のサティアン（プレハブ）で
授業を受けていました。
　私たち男子１年生の同期は私を含めたったの３名。同期の山口は
震災後の実家の家業を手伝う必要があり、もう一人の門田は体調
を崩し練習に来れない日が続き、気がつけば同期は私一人。下働
き→練習→下働きが永遠に繰り返される地獄の日々が始まっていま
した。
　地獄だったのは私だけでなく、２回生の先輩方も私と一緒に練習
前後の下働きを手伝っていただきました。同期が１人しかいなかった
ので上級生の方も気を配っていただき、本当に感謝の日々 でした。
　試合は４回生の今川先輩とダブルスを組ませていただき春関、夏
関共に本戦にあがり、リーグ練習とリーグ戦に出場。自分の出番が
終わったらボーラーに変身し毎日クタクタでしたが、とにかく勝って
コートに入り続けないと下働きを免除されないことに気付き、試合
は必死で頑張りました。冗談抜きで今では貴重な体験と思える様に
なりました。
　それとＯＢの方を覚えるのも必死でした。中高テニス部の先輩方
も時 「々あの人誰？わからへん？」ってあてにならない事も…。
　２回生になる頃には同期の山口も部活に戻り、更に後輩も８名入
部し、余裕ができたのかテニスも楽しくなりました。在学中の４年間
で大学王座には出場できませんでしたが、先輩、同期、後輩とＯＢ
の方に恵まれ、インカレ以外に全日本選手権にも出場できたのは甲
南テニスの歴史やノウハウを叩き込まれたからだと今でも思っています。
　卒業後は仕事の関係で愛知県に在住ですが、甲南やテニス部で
仕事がつながる方もあり甲南卒業生で本当に良かったです。
　微力ですが甲南テニス部のさらなる発展と現役学生の活躍を心
より応援しています。
　甲南学園硬式庭球部１００周年、誠におめでとうございます。

学びある大学時代と今
大学　東田 正美

　高校から本格的に硬式テニスを始めました私は、選手として戦績
は残せませんでしたが、伝統ある甲南大学硬式庭球部は、いわゆ
る体育会系の厳しい部でしたので、目上の方に対する立ち振る舞
いを学ぶことができました。 入部当時は、決められた時間より前に
部活動の準備を行うことや、試合でのボーラーや無駄のない動きを
行うことで、先輩方に指摘されないようにすることで精一杯でした。
圧倒的な上下関係がある状況でしたが、その経験から新卒１年目
で社会人となった時の懇親会などでは、目上の方々への対応を評
価され、テニス部で学んだことは社会人としてとても大切なことであ
ると思いました。
　また現在はスノーボードのプロ選手兼プロ選手へのコーチをして
おります。競技は違いますが、懸命に練習しても結果を出すことが
できなかったテニス部での経験がとても役に立っています。上達す
るには正しい練習計画とその実施、分析と改善が必要だと学びまし
た。大学時代にはあれほど練習に割く時間があったにも関わらず、
与えられたメニューを行うだけでした。今思えば、自分でプレーを分
析して改善するなど、自身ですべきことがもっとあったのではないか
と考えさせられます。当時活躍していた選手たちは、勝つために何
が必要かを考えて認識し、練習していたのだろうと想像します。今
になりまして当時の選手たちを改めて尊敬しています。
　プロスポーツ協会で選手会の役員として活動しておりますが、こ
のオール甲南テニスクラブはとても良いモデルだと思います。選手
を引退すると、その競技に関わる機会が減る方が多くいらっしゃい
ますが、毎年会費を納め、関わりを持ち続けることができます。遠
方にいる方やテニスから離れている方も、現役の活動を把握するこ

とができますし、新規に施設を建設する
場合などには、すぐにサポートできるよう
な体制です。 選手活動へのサポートだ
けではなく、就職活動のサポートや卒業
後の繋がりなどもあります。
　オール甲南テニスクラブが結ぶ現役
選手とＯＢ／ＯＧの方 と々の縁というも
のは、とても素晴らしいものであると同
時に、歴史を重ねるたびに、この縁が増
えていくことはとても貴重なことだと思い
ます。
　これからもオール甲南テニスクラブ、
並びに甲南大学硬式庭球部の益々のご
発展をお祈り 申し上げます。

 ▲ 大学リーグ戦
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硬式庭球部での学び
大学　立花 潤

　この度は、甲南学園硬式庭球部の創部１００周年を迎えられたこ
とを心よりお祝い申し上げます。１世紀もの間歩んでこられたことは、
ＯＢ・ＯＧの皆様と大学、テニス界関係各位のご理解、ご支援と現
役選手各位の日々の精進の賜物であり、その一員でいられることを
誇りに思うとともに心より敬意を表し感謝申し上げます。
　さて、私が甲南大学硬式庭球部に所属しましたのは平成８年から
１２年の４年間になります。思い返せば入学当時は平成７年に発生し
ました阪神・淡路大震災の影響が残り仮設校舎で講義を受け、そ
こからテニスコートに通ったことを思い出します。
　練習に明け暮れた４年間でしたが、社会人に必要な基礎スキル
の一部を学ぶことができたように思います。
“チームファースト”
　高校までは個人戦、個人で勝つというのが一般的ですが、大学
だと団体のリーグ戦で勝つことが重要な目標になってきます。レギュ
ラーメンバーが勝つ事と同じぐらい、その他のメンバーがどのように
サポートして“勝たせるか”大切になってきます。応援・アドバイス
など周りの方々の支えがあってこその勝利というのが大学のテニス
だと思いますが、個人競技であるテニスにおいて、「チームの中で
自分が何を貢献できるか？」を常に考えるようになりました。その経
験や学びが社会人になってから活きています。
“レジリエンス”
　平日は授業が終わってから、休日は朝から晩まで練習やトレーニ
ングに明け暮れた結果、自分の思考や感情、反応を自覚できるこ

と（自己認識）、自分の思考や感情を制御し、環境や状況
に応じて適応させられる力（セルフコントロール）、ポジティ
ブな面や事柄に気づき発見し、目的に沿ったアクションを起
こせる性質（現実的楽観性）、状況に応じてフレキシブルに
考え、思考できる性質（精神的柔軟性）、自分らしさ、強み
を見出し、その強みを最大限に発揮し、困難も突破する強
さ（キャラクター・ストレングス）、信頼関係を構築し、維持
していく力（人とのつながり）を養うことができ、社会人とな
り逆境や困難が訪れても、自立的に立ち直ることのできる強
さ・柔軟性を持つ事ができました。
　硬式庭球部で過ごした日々は後々の人生においてもかけ
がえのないものとなります。現役の皆様には今できる事に集
中し、自信と誇りを持って挑戦を続けて頂きたいと思います。
　甲南学園硬式庭球部の発展に尽くされたＯＢ・ＯＧの皆

様、そして歴代のご関係各位に、創部１００年の節目にあたり、あら
ためて感謝申し上げると共に、今後のますますのご発展をお祈りい
たします。

高校 １９９６（Ｈ８）年卒

大学 ２０００（Ｈ１２）年卒
男子
女子

梶本 周平　立花 潤　富岡 秀太　春風 信介　船津 裕之　山田 倫久　吉田 剛士　米本 浩章

木岡 都美　山根 江里46回

 ▲４６回高校卒業アルバムより

 ▲ 第１７回全国選抜高校テニス大会

梶本 周平　中井 久雄　村瀬 和哉
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梶本 周平　立花 潤　富岡 秀太　春風 信介　船津 裕之　山田 倫久　吉田 剛士　米本 浩章

木岡 都美　山根 江里

がむしゃらなテニス人生
大学　富岡 秀太

　このたびは甲南テニス部１００周年、誠におめでとうございます。
４６期生の富岡秀太と申します。甲南大学を卒業してから２０数年が
経った今、このような機会をいただき感謝いたします。
　大学当時は本当に無我夢中で、あっという間の４年間でした。
１９９６年に高校を卒業し、縁あって夢と希望を抱き入学することと
なった甲南大学。震災から１年後の神戸はまだまだ復興する過程の
街でした。高校から大学という環境の変化に戸惑いながら、１９９６
年３月、六甲アイランドのテニスコートでの練習に参加した当初か
ら、甲南大学体育会硬式庭球部の伝統や厳しさに圧倒され続けま
した。
　仲間の一人は、毎日こんな厳しい練習、生活はもう無理だと言い、
それを日々の練習帰りの電車内で、また明日も一緒に頑張ろうと互
いに励ましあい、支えあった日々が続きました。ただテニスを強くな
りたかっただけなのに、こんなに厳しいルールの中で過ごすことに何
の意味があるのだろうか…そう思うこともしばしばでした。
　４６期男子は８名いましたが、驚くことに実は大半が一般入学の部
員でした。テニスの強豪高校出身の私には驚きでした。しかし、彼
ら一人一人がいてくれたからこそ、多くの困難を乗り越えることがで
きたと思います。立花、梶本、船津、春風、吉田、春風、米本。大
切な仲間を得られたことが何よりの財産です。もちろん、女子部の
皆も。
　自分自身、テニスではあまり貢献できませんでしたが、テニス部
の為に自らの全てを犠牲にし、なりふり構わずただがむしゃらに突き
進むことができた４年間でした。
　思い起こすと数えられない程いろんなエピソードがあります。ここ
では具体的には述べませんが、また何かの折に同期に会った時にで
も、酒でもかわしながらその一つ一つを語り合えたらなと思います。
きっとどんな酒の肴よりも酒に合うこと間違いないでしょう。
　１００周年を迎え、現役の後輩達にはぜひとも大学王座出場、そ
して悲願の大学日本一を勝ち取っていただきたい、そう心から願っ
ています。
　最後になりましたが、現役時、何度も何度も、暑い日も寒い日も
六甲アイランドテニスコートまで足を運びご指導いただいた辻本先
輩、吉田先輩、宇津原先輩、その他先輩方、本当にありがとうござ
いました。大学関係者の皆様も本当にありがとうございました。
　私自身、現在もテニスに関わる仕事を大阪でさせていただいてい
ます。今年で４５歳になりますが、まだまだ私のテニス人生は続きま
す。甲南大学硬式庭球部ＯＢとして、誇りを持ってこれからも日本の
テニス界の発展のために出来る限り尽力したいです。
　このたびは１００周年、誠におめでとうございます。

まさに大人な青春?!
大学　木岡 都美

　甲南大学硬式庭球部、皆様にとってどんな記憶が思い起こされ
ますでしょうか。それぞれに楽しくもあり、苦い思い出もあったり、濃
い大学生時代だったはずです。私はとにかく目から鱗でした。
「大学生ってお化粧してテニスするんだ!みんな綺麗だな~」
「お酒飲んで煙草吸ってテニスプレイヤー、なんだか大人?!」
一人密かに心の中で驚きの連続でした。それだけ何も知らず大学
に飛び込んだのです。そして何よりも全員真剣にテニスに向き合っ
ている、そんなのは当たり前の話でもありますが。私のテニスに対
する今までの概念が少々覆るほどに、これほどまでに自主的にテニ
スをする先輩の姿を見て、もっと大人にならなきゃと思わされるほど
でした。今でも色々な感情、記憶が昨日のことのように鮮明に蘇り、
懐かしい気持ちになります。
　１、２年生の頃は、大学テニスの環境に少し圧倒されながら、ど
のように練習したら今よりレベルが上がるのか迷走していました。そ
んな時に、ＯＢの吉田昇生さんや当時監督をしてくださっていた宇
津原さんの献身的な指導のおかげで、自分のテニスに少しずつ変
化が生まれたのを覚えています。
　大学時代、一度はトーナメントで優勝したいという目標だけは常に
あり、その為に散々周りを巻き込んで練習に励みました。あの頃は
本当に我儘放題、今考えても生意気で自分のことしか考えれていな
かったなと胸が痛くなります。それでも私にとっては楽しくてたまらな
い熱く頑張れた４年間だったのではないでしょうか。
　昔と今では、随分と様変わりしているのかもしれませんが、テニス
に思い存分打ち込むことは同じだと思うので、現役の皆さん悔いな
く最後まで青春してほしいです。なんと言っても、人生の中で元気
で若い時代でもありますから。
　最後になりましたが、甲南学園硬式庭球部創部１００周年、誠に
おめでとうございます。
　１００年という長い歴史の中、錚々たる諸先輩方のご活躍や並々
ならぬご尽力、月日が経った現在も様々な場所で語り継がれている
ことと存じます。この素晴らしい歴史の歩みが止まらぬよう、益々の
ご発展を心よりお祈り申し上げます。

 ▲４６回大学卒業アルバムより
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甲南大学　硬式庭球部を経て
大学　北尾 佑介

　大学４年間、自分の青春はほぼテニスコートの上にあったと言っ
ても過言ではありません。そしてこの４年間こそが、将来に渡って自
分を支える礎となりました。
　スポーツ推薦で入学し、硬式庭球部の一員となりましたが、一年
目はレギュラーにもなれず悔しい思いをしたことを今でも思い出しま
す。しかしながら、その悔しさから、どう工夫すれば人より上手くな
れるのか、強くなれるのかを常に考えるようになりました。休日も先
輩を誘い練習し、全体練習が終わった後に、居残りで自主練を行い、
人が練習していない時こそ、実力の差を埋める機会であると捉え、
日々ボールを打っていました。その結果、二年目からはレギュラーと
してリーグ戦にも出させてもらえるようになり、少しずつですが、戦
績を残すこともできました。三年目には、関西学生選手権ではシン
グルスベスト１６、最後の年にはダブルスでもベスト８の成績を残し、
目標であったインカレにも出場することができました。
　これらの経験から、努力を続けることで結果に結びつくこと、先
輩からのアドバイスを素直に受け入れること、自分を信じ続けること
など、多くのことを学びました。今となっては、経験したことすべてが、
かけがえのない財産となっています。本当に、指導してくださったＯ
Ｂはもとより、支えてくださった先輩や練習に付き合ってくれた後輩
には、心より感謝しています。
　卒業後、社会人となってからも、多くの難局に直面してきましたが、
あきらめることなく、それらの問題を乗り越えられたのは、甲南大学
硬式庭球部に在籍していた４年間で得た経験があったからなのは間
違いありません。
　またテニスを続けたことで、人との繋がりが増えたことも自分の人
生にとって、大きな財産となっています。
　就職し企業に勤めた際、テニスが趣味であると自己紹介を行った
ことで、多くの先輩に声をかけてもらい、休日テニスに誘って頂いた
ことで、勤めた会社以外の方とも知り合うことができ、多くの刺激を
受けました。結果、海外で活躍されているような方とも知り合うこと
ができ、自分も新たな挑戦がしたいという気持ちが芽生え、社会人
経験を経て南カルフォルニア大学に進学し修士課程を修了したこと
も、今振り返るとやはりテニスがきっかけだったと思います。
　このように過去を振り返った際、いつもテニスが起点となっており、
甲南大学硬式庭球部に縁があって入部できたことが、自分の人生
における最大のターニングポイントであったと思います。

男子
女子47回

 ▲ 第１８回全国選抜高校テニス大会

 ▲４７回高校卒業アルバムより

高校 １９９７（Ｈ９）年卒

大学 ２００１（Ｈ１３）年卒
北尾 佑介　久代 貴士　城 慎太郎　田中 修平　橋本 隆

木下 朋香　光野（森下） まり子　山口（三澤） 類

高橋　田中 修平　津嶋 昭宏　野々山 健児　藤原
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　テニスは野球のように一発逆転はありません。またサッカーやバ
スケットのように時間で終わることもありません。どのポイントも同じ
1ポイントであり、その積み重ねが結果に結びつきます。これは仕事
でも言えることであり、日々の努力の積み重ねが大きな結果を生む
のだと信じ、今も仕事に邁進しております。
　自分が在籍していた甲南学園硬式庭球部が、創立１００周年を迎
え新たな歴史を刻もうとしているこの時に、多くの仲間と同じ時間を
共有できることを嬉しく思います。
　１００周年記念、誠におめでとうございます。硬式庭球部および携
わる皆様の益々のご発展を祈念しております。

伝統ある甲南テニス部ＯＢの一員として
大学　橋本 隆

　１００周年記念実行委員よりご推薦をいただきまして、僭越ながら
文章を書かせていただきます。
　平成１３年卒業の橋本隆と申します。私は最も多いであろう小中
学校からの内部生ではなく、大学から入学をした外部生です。です
ので、内部上がりの方 と々比べて、客観的な視点で甲南を見ること
ができました。技量が高いだけでなく、テニス以外の分野において
も魅力的な先輩方が沢山おられ、「格好良くて、テニスが強い」そ
んな甲南に憧れをもっておりました。大学に入学が決まった時の喜
びは、今でも鮮明に覚えております。
　社会に出ても卒業生の方々のご活躍は、まさにテニスと同様で、
東阪問わず各方面でＯＢの方々のお名前をお伺いします。当然のこ
と、自身のキャリアにおいても一助になっております。
　私事で恐縮ですが、民間企業で２２年勤めた後、令和５年度４月
に行われた党一地方選挙におきまして、歴代最高得票数（４２２９票）
にて芦屋市議会議員となりました。
　精神的にもギリギリの選挙戦でしたが、自身の経歴に「甲南大学
テニス部」と記載した手前、活動量だけは、特に根性が必要な取

組みだけは他候補者に絶対に負けられない思いで選挙戦を展開し
成果を収めることができました。
　私の限界指標は「リーグ練習」です。あの厳しい「リーグ練習」
が精神的・体力的な分岐となり、今日の自身を形成しております。
　今般の選挙戦におきましては、直接接点のなかった先輩方からも
多数のご支援をいただき、改めて甲南卒業生の強い繋がりを感じ、
感謝の気持ちとその誇りを一層深めることができました。
　今後、甲南テニス部が更に発展し、在学生の戦績は勿論のこと、
卒業生の方々のご活躍を願い、また自身においてもその一員となれ
るように頑張る所存です。

最高の仲間
大学　光野（森下）まり子

　私の大学４年間での一番の思い出は、テニス部で仲間と過ごし
た濃密な時間です。入学当初は、数多くあるサークルに入るかどう
か迷いましたが、テニスをするなら本気で取り組みたいと思い、先
輩方が優しく声をかけて下さったので、スポーツ推薦ではない私も
テニス部に入ることができました。
　練習を重ねる中で、一球をあきらめないことの大切さ、リーグ戦
で勝つためのチームワークの重要性を学びました。初めはリーグ戦
での審判に緊張した事、リーグ戦でみんなで一丸となって応援した
事を今でもよく覚えています。テニス部でつらいこともあり逃げ出し
たくなる時もありましたが、それでも続けることができたのは励まして
くれる仲間や先輩の支えがあったからです。
　大学３回生の時に提携校であるビクトリア大学へ留学をし、４回
生の春に戻ってきた時も、仲間が快く受け入れてくれた事に感謝し
ています。
　テニスが生涯スポーツとなっている私にとって、テニス部を通して
ＯＢ，ＯＧの方々にも出会えたこと、心からうれしく思っています。
　硬式庭球部、１００周年おめでとうございます。テニス部のますま
すのご発展を心よりお祈り申し上げます。

 ▲ 大学リーグ戦
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チームスポーツ
高校・大学　梶本 卓司

　私の甲南高校テニス部での３年間は、テニスがチームスポーツと
して仲間を意識することができた大切な期間であった。
　１年生のインターハイ予選、レギュラーになれず、団体戦に出場
することはできなかったが、ここで私は初めてテニスがチームスポー
ツであることを意識することになる。私が入部する直前の３月、甲南
高校は久しぶりの全国高校選抜テニス大会の出場を果たし、その
年は８月のインターハイに出場できるチャンスがあった。だからこそ、
先輩方のインターハイ出場に掛ける思いは強かったが、当時の私は
どうせレギュラーではないしと、他人事であった。そんな中で、イン
ターハイ予選が始まったが、試合を重ねる度に、私に心境の変化が
生まれた。結果としては、準決勝で敗れてしまったが、必死にプレー
する先輩方の姿に感動すると共に、初めて自分以外の人が負けた
ことに対して悔しさを感じることとなった。
　そこから、私のテニスに対する目標が、個人の戦績から、団体戦
でのインターハイ出場に変わった。１年生の秋からレギュラーとなり、
３月の全国高校選抜テニス大会に出場をはたすことはでき、２年生
のインターハイ予選を迎えた。決勝の相手は、明石城西。シングル
スＮｏ．１の田中さんが勝利し、ダブルスの津島さん・矢野組が負
け、１－１でシングルスＮｏ.２の私に勝敗が掛かった。相手は格下で
あったが、個人戦の時には感じたことのないプレッシャーと緊張で身
体が動かず、初めて団体戦の怖さを感じた。正直、緊張でどのよう
に戦ったか覚えてはいないが、必死に応援してくれている仲間の期
待に応えるために、がむしゃらにプレーし、私の勝利でインターハイ
出場が決まった時には、喜びというよりは、ホッとして放心状態になっ
てしまったことだけは今でも覚えている。そして、翌年の３年生では、
団体ではインターハイ出場は叶わなかったが、春の全国選抜ではベ
スト８に入ることができた。
　私は甲南高校テニス部での経験の中で、プレッシャーや緊張に立
ち向かう勇気を得ると共に、仲間と共に何かを成し遂げることの楽
しさを学んだ。その高校の経験から、さらなる高みを目指して甲南
大学でもテニス部に入部することに繋がっている。
　今回、この文章を書かせていただくまでは、自分の今を作ってい
るのは大学での経験が大きいとの意識が強かったが、改めて高校
時代を振り返ってみて、私の原点は甲南高校テニス部での経験に
あったことに気づくことができ、感謝している。
　最後に、私と同じように皆様の多くの思い出が詰まった甲南テニ

ス部が、１５０年、２００年と発展し続いていく事を心から願っていま
す。１００周年おめでとうございます。

男子
女子48回
高校 １９９８（Ｈ１０）年卒

大学 ２００２（Ｈ１４）年卒
安居 亮治　池本 裕介　梶本 卓司　中久保 貴司　藤塚 健次　矢野 健太

松本（城下） 裕子

池本 裕介　梶本 卓司　小島 隆之　藤塚 健次　矢野 健太
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大学テニス部で学んだ大切なこと
大学　安居 亮治

　私は甲南テニス部での生活を通じて、日々の積み重ねの重要性
や強い信念と諦めずに努力すれば結果が現れることを学びました。
大学入学時にスポーツ推薦で入学しましたが、初戦の春関の予選
で敗北し、期待に応えられず、1年目のリーグ練習ではボール拾い
とコート整備に専念する日 を々送り、大変悔しい思いをしました。し
かし、その経験から、リーグメンバーから外れることを絶対に繰り返
さないという強い意志を持ちました。
　２年目からは富岡秀太先輩とのダブルスで初めて本戦に進出で
きた喜びは今でも鮮明に記憶に残っています。その後、本戦では常
に一勝し、本戦シード選手となりました。また、四年生最後の最後で
リーグに出場できたことは非常に嬉しかったです。
　この経験から、日々の努力と強い信念を持つことで上達し、結果
が必ずついてくることを学びました。合わせて、逆にやる気がない
時期もあり、その時には結果としてやる気のなさが現れることも学
びました。特にその当時は後輩への思いやりと方向性を明確に示す
事ができず、不満を募らせたこともあり、恥ずかしながら今では一番
学びの多い経験となりました。その節は後輩のみなさん、本当に申
し訳ありません。

　学生時代はテニスに没頭し、４年間を集
中して学ぶことに費やし、今の私の形成に
もつながっています。
　就職後はテニスを通じて他部署の同
僚との交流ができ、仕事上の問題を円滑
に解決したり、新商品の開発に協力した
り、他社とのつながりを築くことができまし
た。本当にテニスに助けられたと感じてい
ます。
　特にクラブ活動で学んだ日々の積み重
ねと明確な目標設定の重要性は、私が会
社のメインブランドのブランドマネージャー
として任命されたときに大いに役立ちまし
た。学生時代の数々の失敗や反省がなけ

れば、私は現在の立場には到達できなかったでしょう。その経験は
私にとって貴重な教訓となりました。
　甲南テニス部の素晴らしい点は、卒業後も年齢や世代を超えて
先輩や後輩との絆が深く、お互いに助け合えることです。時が経っ
ても、私たちは苦しい練習や時間を共有した仲間として、戦友のよ
うに互いを理解し合うことができるのだと思います。特に私が独立
し会社を立ち上げる際には、先輩や後輩の皆さんに大いに助けら
れ、現在も協力をいただいています。今日の私があるのは、学生時
代に甲南テニス部に所属していたからこそです。
　社会人になる前に一つのことに没頭し、想いを持ってその道を突
き詰めること。そして、その中で数々の失敗や反省からの学びを次
に活かしていく事が大切だと改めて感じています。これが学生時代
における最も重要な教訓です。
　甲南テニス部での経験から学んだことを今後も大切にし、想いを
強く持ち、日々の積み重ねを続けながら目標に向かって進んでいき
たいと思います。
　甲南テニス部の次の１００年に向けて、更に良いクラブをみんなで
創り上げていきましょう！
　この度は甲南テニス部１００周年誠におめでとうございます。
感謝。

 ▲ 大学リーグ戦

 ▲ 春の高校選抜ベスト８

 ▲４８回高校卒業アルバムより
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中・高校テニス部で学んだこと
高校　砂原 亘彦

　私がテニスを始めたきっかけは、父と母がテニスを遊びで楽しん
でいたことに影響されたからです。私の家族はスポーツが好きで、
週末や休暇の日にはよく公園やテニスコートに出かけていました。あ
る日、私がまだ子供だった頃、父と母がテニスを始めました。お互い
にラケットを握り、楽しそうにボールを打ち合っている姿を見て、私
も興味を持ちテニス部に入部しました。
　当初甲南中学がテニスの強豪であったことも理解しておらず、い
きなり入り込んだ環境に圧倒されていた事をよく覚えています。
　当時の環境を考えても、ラケットの持ち方の指導、打ち方の指導
等もなく、先輩方のボールを打っている姿を見ながら、自分自身で
試行錯誤し、模索しながら技術を磨いていきました。
　また、練習の厳しさ等から中学で入部した人間のうちほとんどが
1年で辞めてしまい、雑用等の負担がかなり大変だったことを覚えて
おります。
　大会等では選手層の薄さから団体戦のオーダーに頭を悩ませ、
持てる力を振り絞ってギリギリの中で成績を残していきました。他校
の選手たちと競い合うことは、緊張感と興奮を同時に味わうことが
できました。試合前の緊張感や、相手チームとの激しいラリーの中
での応酬は、私にとって貴重な経験でした。また、試合後には勝利
を喜び合ったり、敗北を悔やんだりすることもありましたが、その経
験を通じてさらに成長することができました。
　テニス部の活動は単にスポーツを楽しむだけではなく、仲間との
絆を深める機会でもありました。練習や試合の合間には、一緒にお
弁当を食べたり、部活外でも交流を深めることができました。困難
な時や疲れた時には、仲間たちが励まし合い、支え合ってくれまし
た。その結束力は、私にとって非常に大切なものであり、一生忘れ
ることのない思い出です。
　テニス部での活動を通じて、私は忍耐力や努力の大切さを学びま
した。また、目標を持ち、それに向かって一緒に頑張ることの素晴ら
しさ、自分自身の頭で考え、試行錯誤しつつ目標に向かって行動す
る経験を学ばせていただきました。高校時代のテニス部での思い出
は、私の人生において貴重な経験であり、自信と成長の源となって
おり、現在の自分の行動指針及び仕事に対する姿勢にかなりの影
響を及ぼしております。
　最後になりましたが、この度は甲南学園硬式庭球部１００周年、誠
におめでとうございます。甲南高校硬式庭球部の一員としてこの歴
史に、携われたことを大変光栄に思います。
　今後のますますの発展とさらなる飛躍を応援しております。

高校 １９９９（Ｈ１１）年卒

大学 ２００３（Ｈ１５）年卒
男子 池本 純平　春木 昌範49回

 ▲ 第１９回全国選抜高校テニス大会

 ▲４９回高校卒業アルバムより

池本 純平　砂原 亘彦
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私とテニス、甲南との出会い
大学　春木 昌範

　私が初めてテニスに出会ったのは、小学３年生の時でした。島根
県松江市という、テニス人口も少なく、競争率も激しくない中で、家
の近くにあったテニススクールに週１回の習い事として通い始めま
した。
　小学生時代は試合に出ても初戦敗退ばかり、中学生時代はなん
とか県大会で上位まで行けても、中国大会出場がやっと、高校生
時代は部活動とテニススクールの両立で練習量も増え、県大会で
も優勝できるようになり、全国大会にも出場することができました。
　大学進学を考えた時に、ジュニア時代からやってきたテニスを大
学でも続けてもっとレベルアップしたい、そして進学するなら関西の
強豪校に行きたい、という想いが強く芽生え、当時、関西学生リー
グでも１部リーグに所属していた伝統ある甲南大学へ大変魅力を感
じ、進学を決意しました。
　縁あって晴れて甲南大学へ入学、そして、体育会硬式庭球部へ
入部させてもらい、これからテニス中心の学生生活で忙しくなるで
あろう期待と不安の中、ワクワクした気持ちで、私の大学テニス人
生がスタートしました。
　そんな気持ちとは裏腹に、入部したての１回生時代は、２回生の
先輩方に練習以外でのあらゆる決まり事や練習前後の準備・片付
けなどのやり方を事細かく教えてもらい、とにかく毎日がしんどい、
正直楽しくない、という思いしかありませんでした。何度か投げ出し
そうになり、辞めてしまいたいという気持ちになる中、同期の池本
純平に支えられて、なんとか続けていくことができました。
　２回生になると後輩も数名入部し、１回生の時よりは練習に専念

する時間も増えるだろうと思っていましたが、残念ながら入部して
もすぐに退部してしまう者もおり、残った者は１名だけという状況で
した。
　１、2回生合わせて３人しかいない中で、練習とそれ以外の雑用
を毎日こなし、今思えば、この始まり２年間でかなりメンタルとフィジ
カルが鍛えられた気がします。
　そのおかげあってか、３回生になってすぐの春関シングルスでは、
前年まったく歯が立たなかったシード選手にリベンジすることがで
き、ベスト３２という戦績でインカレ出場を果たすことができました。
　それ以降、シングルスではシード選手になることができ、４回生の
時にも春関シングルスでベスト３２、インカレ出場という戦績を残すこ
とができ、入部当初の実力からすると、大学４年間での伸び率は、
関西の大学の中でも特に甲南大学は優れており、テニスの実力も
人間力も総合的にレベルアップさせてくれたと今でも感謝していま
す。当時、共に切磋琢磨しながらボールを追いかけた先輩や同期、
後輩とは、今でも年に数回集まって同窓会テニスをする仲です。
　関西学生リーグ戦では、在学中に１部残留から２部降格を経験し、
そして２部残留という結果で引退することになりましたが、後輩達に
１部昇格、王座出場という目標を託し、引退して１０年後にはその
目標を達成されたことを耳にした時には、ＯＢとしてとても嬉しく思
い、リーグ戦では特に底力を発揮する甲南魂はさすがだなと思いま
した。
　最後になりましたが、この度は甲南学園硬式庭球部１００周年、誠
におめでとうございます。伝統ある甲南大学体育会硬式庭球部の
一員として、この歴史に携われたことを大変光栄に思います。今後、
益々の発展と、この甲南魂をさらに継承していき、さらなる飛躍を期
待しております。

 ▲ 一回生のリーグ戦を２人で乗り越えて（左：池本　右：春木）
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現役時代の思い出
大学　今若 真樹子

　甲南大学硬式庭球部　現役の皆様並びに日頃応援下さっている
ＯＢ・ＯＧの皆様、１００周年記念大変おめでとうございます。
　硬式庭球部女子部５０回卒の今若です。
　現役時代の主な思い出と言えば、人数が少ないため、女子部の
先輩・後輩はもとより、男子部員の先輩・同期・後輩にとてもお世
話になったことでしょうか。
　一年下の女子部が人数制限のため不在だったため、常に男子部
にお世話になり、毎日男子と同じ練習をするため身体が痛く、病院
通いの時が一番戦績が良かった思い出があります。
　またその時も私の試合に皆さん応援に来てくださり今も大変良い
思い出です。
　団体戦では人数が足りないため一本捨てからの試合だったことも
印象的です。
　他校と交流戦・ダブルスを組むこともとても刺激になりました。
　いつもＯＢの方が日々練習を見に来てくださり、アドバイスもとて
も励みになりました。社会人になった今でも現役時代の経験がとて
も役に立っております。
　あとは毎年実施された学習院戦が楽しみでした。関西と関東を
一年ごとで行き来しておりましたが、コロナ禍の現在はどうしている
のでしょうか？社会人になっても交流は続いていくため、可能であれ
ば貴重な経験だと思います。
　現役の皆様、今しかない貴重な時間を大切に、ＯＢ・ＯＧの方に
甘えるところは十分に甘えて、それぞれ悔いのない素晴らしい時間
を過ごしてください。
　皆様の今後のご活躍とご健勝を心よりお祈り申し上げます。

 ▲５０回高校卒業アルバムより

 ▲ 女子部室にて

 ▲ 練習風景（今若）

 ▲ 練習風景（城下）

男子
女子

高校 2000（Ｈ12）年卒

大学 2004（Ｈ16）年卒
城下 正則

今若 真樹子

片山 順介　木村 和陸　木村 史樹也　中塚 伸二　新田 康隆　花本 亘弘　吉川 忠秀　吉澤 大輔

50回
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男子

高校 ２００１（Ｈ１３）年卒

大学 ２００５（Ｈ１７）年卒
池上 真悟　河野 剛　柴田 昌俊　菅 洋介　高木 隆宏　萩森 友寛　武藤 晶紀

池上 真悟　井上 恵由　遠藤 修作　大林 正幸　甲斐 正樹　柴田 昌俊　野本 宗太郎　平井 正和　
福田 容久　古川 智章　堀内 俊孝　丸山 隆也　武藤 晶紀　森脇 昭人　横大路 裕紀　若生 周治

51回

甲南テニス部が僕に教えてくれた事
高校・大学　武藤 晶紀

　入部する前はテニスの強豪校である事を知らずに私は扉を叩い
た。甲南テニス部に入りたくて受験勉強を頑張って入部する人が多
い中、何も知らずテニスコートに足を踏み入れたが、一瞬にして皆
が入りたくなる学校なのだと理解した。
　今もそうだと思うが、当時高校、中学が合同で練習していた。高
校生がミズノのウエア、シューズ、ラケットで統一され、私が見てい
た家族テニスとはかけ離れた球のスピードでラリーをしており、一人
ひとりが輝いていたからだ。「格好いい」。憧れるようになる。
※当時高３：梶本周平さん、高２：田中修平さん、津島さん、野々
山さん、高１：梶本卓司さん、矢野健太さん、藤塚健二さんがコー
トで練習しておられたと思います。
　私も諸先輩方のように強くなりたいと思い、練習に明け暮れた。
どうしたらうまくなれるのか悩んでいた我々に厳しくご指導頂いたの
が中高テニス部ＯＢの難波さん。難波さんが経営されている園田の
テニスクラブに足を運び、ご指導頂いた。この機会が無ければ戦績
は残せていなかったと当時を振り返ると強く思う。
　中学２年。初めての挫折を味わう。竹内さん、水田さんを筆頭と
するチームに大林、古川と私が団体戦のメンバーに選任頂く。名古
屋で行われた全国中学校選手権の団体の部に兵庫県の代表とし
て出場。シード校の国学院久我山中学を破り、シード校の名古屋
学院とベスト４をかけて戦う。兵庫から沢山の方々が応援にかけつ
けてくれたが、声援もむなしく、何も出来ず敗戦。水田さんから「お
前ら、もう一回この地に戻り、来年俺らの分まで頑張ってくれ」と温

かい言葉をかけて頂いたのを今
でも覚えている。
　この悔しさを１年間忘れず、
もう一度全国の場に立って勝
利したいと思うようになり、練習
に励んだ。中学３年の１年間は
自分自身にも様々な事が起きま
したが、皆の励ましを受け、乗
り越えれたと強く思う。かけが
えのない同期メンバーに感謝し
かない。
　様々な事を乗り越え、迎えた
兵庫県予選。決勝まで一つも
土をつけず、勝ち上がる。迎え

た灘中学との決勝戦。灘のシングルス１は池村光之介。個人で準
優勝した両手フォアのハードヒッターだ。大林が負けてしまうも４－１
で快勝。兵庫県で圧倒的な強さを見せる事が出来た。この勢いの
まま、近畿大会も勝ち進み優勝。兵庫県代表として、全国大会へ
出場。
　広島県で行われた全国大会の舞台。我々は前回大会ベスト８の
戦績もあり、第４シードで出場する。そのドローを見て皆が驚いた。
何故なら、我々の箱に前回手も足もでなかった名古屋学院がいたか
らだ。順当に勝ち進め、迎えた名古屋学院との戦い。ダブルスを２
本奪い、迎えたシングルス。今までの努力が報われ、危なげなく勝
利した。この戦いに勝つ事が出来、過信が自信になった事を今でも
覚えている。ベスト４をかけた第１シードの日大三との戦い。この日、
シングルス３で起用していた野本の調子が悪い。ここで、県予選、
近畿大会で一度も出場の無かった福田をシングルス３にＯＢの難波

 ▲ 51回高校卒業アルバムより

 ▲ リーグ最終戦後
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さんが起用する。福田は、園田のテニスコートに嫌々ながら行ってい
た。しかし、嫌々ながらも頑張って園田までいき練習をしていた姿を
知ってかの起用。私たちメンバーも驚いた。
　日大三との準決勝。ダブルス１－１、シングルス１－１でシングルス
３の福田にかかったのだ。正直諦めムードがあったが、５－２とリード
した。勝利目前の中、相手も最後の力を振り絞り５－５まで追いつか
れた。一進一退の攻防が続く。皆がコート周りに集まり、必死に声
援を送り、福田を信じた。結果７－５で勝利する。コートになだれ込
み勝利を喜び合った事は今でも忘れられない経験だ。
　そして迎えた立教中学との決勝戦。ナイター照明に電気がつく長
い試合になる。ダブルス０－２で奪われ、シングルス１の大林が勝利。
決勝でも起用された福田と私の試合の勝敗にかかる。２つの試合は
ファイナルセットまでもつれた。ここで私の指に異変が起きる。５本
の指が攣ったのだ。グリップがうまく握れない。皆とここまで頑張っ
てきた事がフラッシュバックのように駆け巡る。私はグリップと手を
テーピングでぐるぐる巻きにして戦った。しかし、敗戦。準優勝に終
わった。準優勝に終わったが、何故か清 し々い今まで味わった事の
無い達成感があった。
　このような貴重な経験を出来たのも先輩との出会い、ＯＢとの出
会い、チームメイトとの出会いがあったからだ。他の学校に行ってい
ればこのような経験はできなかったであろう。甲南テニスの強さは
人にある。皆で集まれば専らあの全国大会の話になり、今でも絆に
なっている。何気なく、甲南テニス部の門を潜ったが、今も仕事が
出来、家族を養っていけるのも甲南テニスの経験があったからだと
強く思う。コロナ禍で人間関係が希薄になり、有難さを忘れがちに

なっているが、甲南テニス部で学ばせて頂いた感謝の気持ちを大
事に歩けている事に感謝しております。
　最後になりましたが、甲南テニス部１００周年誠におめでとうござ
います。更に５０年、１００年と「甲南魂」が引き継がれる事を願いま
す。誠にありがとうございました。

戦績：１９９７年
・県中学校総合体育大会　
個人の部　ダブルスベスト４　武藤・大林組、古川・横大路組
団体の部　優勝（武藤、大林、丸山、古川、若生、横大路、野本、
柴田）
・近畿中学校
団体の部　優勝（武藤、大林、丸山、古川、若生、横大路、野本、
福田）
・全国中学校選手権　
団体の部　準優勝（武藤、大林、丸山、古川、若生、横大路、野本、
福田）

甲南の素晴らしさ
大学　萩森 友寛

　高校時代、地元・愛媛県のテニス協会主催のイベントで吉田昇
生さんに出会い、歴史ある甲南大学体育会硬式庭球部に興味を持
ち、一般入試の末に入部した私。河野剛、菅洋介、高木隆弘の推
薦入試組３名が主務、学連、体育会本部を努め、池上真悟、柴田
昌俊、武藤晶紀の甲南高校上がりの３人と一般入試の私がテニス
に没頭するという不思議な状況でボールを追いかけていた日 を々懐
かしく思います。
　１回生の時に２部リーグ降格の悔しさを味わった私たちは、当時、
１部リーグを知る最後の学年として「在籍中の１部リーグ復帰」を
目標に、同期達と切磋琢磨しながら、がむしゃらにボールを打ち続
けました。４回生の時に何とか辿り着いた１部・２部入替戦。シーサ
イドテニスガーデンで京産大との対戦でした。諸先輩方や甲南中高

 ▲ 大学同期７人
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 ▲２０１１年の全日本選手権で渡辺康二さんと

生の大勢に応援して頂きながらも、１部リーグ復帰を果たせず、悔
し涙を流しながら引退した日は今も忘れることはできません。
　大学卒業後は地元の伊予銀行に就職し、日本リーグで活動する
テニス部に入部し、８年間、実業団選手として活動させて頂きまし
た。全日本選手権で渡辺康二さんや中西伊知郎さんにお会いした
り、日本リーグに出場する各チームの甲南関係者の皆さんにお会
いしたりする度にオール甲南テニスクラブの素晴らしさを再認識し、
甲南ファミリーの一員でいれることを嬉しく感じていました。2011年
の全日本選手権で本戦初勝利の直後に撮影させて頂いた渡辺康
二さんとの２ショット写真は今も私の宝物です。
　実業団を引退後も伊予銀行の行員として日々邁進しております
が、現在はご縁を頂き、勤務地である四国中央市立・川之江北中
学校（愛媛県）の外部コーチとして地元中学生にテニス指導をさせ
て頂いております。昨年度、全国選抜中学校テニス大会に引率し
た際には、懐かしいえんじ色のユニフォームを着た甲南中学校の選
手たちや福井先生、山本トレーナーとも交流でき、改めて甲南の素
晴らしさを痛感しました。
　最後になりますが、甲南学園硬式庭球部１００周年、誠におめでと
うございます。甲南学園硬式庭球部の益々の発展を願います。

 ▲２０２２年の全国選抜中学校テニス大会で甲南中学生、福井先生と
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男子
女子

懐かしい中高大テニスの思い出
高校・大学　重友 力

　一学年上は、全中団体準優勝。自分たちも「全中に出る」と意
気込んで臨んだ県中学総体団体戦は、あえなく１回戦で三田学園
に惜敗。当時の顧問の先生もあきれて、最後のミーティングでは「お
前ら負けると思ってたんですわ。」と言い放たれたのは、今でも同学
年の集まりの酒の肴になっています。
　高校に上がっても変わらぬメンバーでしたが、新しい顧問の先生
が増えました。当時新任の福井先生。（失礼かもしれませんが、）２
名いた顧問の先生たちがラケットを握っている姿をほぼ見たことの
無い私たちにとって、試合で当時のレギュラーメンバーに勝ったり、
体育祭のリレーでは、（物理の先生でしたが、）体育教師並みに足
が速かったりと、福井先生の登場は衝撃的でした。そんな若くて生
徒に近い先生が増えたことでテニス部も活性化されたと思います。
さて、中学の時に団体１回戦負けした私たちは、県新人団体では県

のベスト４、県総体ではベスト８と諸先輩方には遠く及ばない戦績で
したが、先生やＯＢさんに支えられ高校テニス部を全うすることが
できました。
　最後の県総体では、実力が拮抗していた報徳学園とベスト４をか
けた戦いで１-２の負け。高３メンバーは全員が悔し涙。
　そんな中、高校から大学テニス部に入ったのは私１名だけ。最終
的に１年生男子はスポーツ推薦の他にも２名が入り全部で４名、がし
かし、すぐに２名になってしまいます。その春、東京で行われた学習
院との定期戦、審判ミスで先輩の怒りを買い、私含め３名が試合中
のテニスコート横で正座を命じられ、２時間ぐらい耐えた後、他の２
名はこれ以上やってられない、と去ってしまいました（私はそんな勇
気もなく残ってしまいました）。１年生の夏までは、試合や応援、コー
ト整備等ばかりで、前期が終わってみれば取得単位が５ぐらいだっ
たと記憶しています。
　また本戦会場では、翌朝の練習コートの確保のために他の大学
の１年生たちと前夜から靭にいたり、試合が始まると先輩が試合に
入ったことを必死に駆け回り、上級生に伝えたりと、今考えると笑っ
てしまいます。
　歴代の中では、低迷期と呼ばれる時でしたが、難波さんをはじめ、
（吉田）昇生さん、江見さんや他多くのＯＢさんたちからご指導い
ただきました。後輩という理由だけで時間を割いて接してもらってい
たこと、今さらですが、感謝するのと同時に、贅沢な時であったとし
みじみと感じます。

少ない人数から得たもの
大学　酒井（田中）千沙都

　皆さま、創部１００周年おめでとうございます。心よりお喜び申し
上げます。
　早いもので卒業して１７年が経過しました。今では二児の母親とな
り、育児に仕事にと奮闘しております。毎日必死に六甲アイランドの
テニスコートで練習していた日々 を、本当に懐かしく感じます。
　私が入部したとき、女子部の先輩は３回生に１名いらっしゃるだけ
でした。私が在籍中はとにかく女子部の人数が少なく、１回の時４
名、２回の時４名、３回の時５名、４回の時でやっと７名という部員数
でした。人数が少なかったので、リーグ戦の時が非常に体力的にも
精神的にもきつかったのをよく覚えています。試合に出るのも、準備

52回

 ▲ 秋の団体戦にて

 ▲５２回高校卒業アルバムより

高校 ２００２（Ｈ１４）年卒

大学 ２００６（Ｈ１８）年卒
重友 力　吉本 匡利

酒井（田中） 千沙都　鶴谷（山田） 絵里子　村田（藤田） 遼子

生島 喜裕　伊勢知 直樹　大江 拓真　大矢 雅人　金城 了平　北岡 薫　斎藤 雅　佐渡島 進　重友 力　嶋本 武司　 
谷本 悠一郎　提 充洋　二階堂 拓　西川 貴夫　長谷川 浩一　山本 敦司　渡辺 悠介
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をするのも、何から何まで全て自分で行わないといけない中で、怪
我や病気で試合に出れなくなってしまった場合、代わりの選手がい
ないというのも非常にプレッシャーでした。しかしながら、今思えば
皆がそういった中で戦えたからこそ、チーム一丸となれたのかもしれ
ません。
　人数が少なかったこともあり、練習は男子部と合同の期間が多く
ありました。練習内容はもちろんのこと、トレーニング・罰ラン等、
男子部と同等のメニューをこなすのが、当時は本当に苦しかったで
す。今はクレーコートがなくなりましたが、重いローラーを使っての
コート整備も慣れるまで大変でした。かごに入ったボールを何故か
ズタと呼び、謝罪するときは「ソウ！」と言う、謎のルールがたくさん
ありました。
　決して楽しいだけの４年間ではありませんでしたが、テニス部で汗
を流した日々は、私の人生の中で大きな糧となり今でも色濃く残っ
ています。ご指導くださった監督・諸先輩方に、この場をお借りして
心から感謝申し上げます。
　末筆ではございますが、皆様の益々のご活躍とご健康を心よりお
祈り致します。

甲南学園との繋がり
大学　鶴谷（山田）絵里子

　この度は、甲南学園硬式庭球部の創部１００周年誠におめでとう
ございます。
　私は岡山の山陽女子高校（現山陽学園）からスポーツ推薦で甲
南大学へ入学しました。山陽女子は中高で部活を行なっており、中
１の時、高３におられた美人でテニスも強い先輩が甲南大学へ進学
された事がきっかけで、甲南大学への興味が芽生えた事を覚えてい
ます。
　甲南大学硬式庭球部へ入部した際、女子部の先輩は３回生にお
一人のみで、一緒にスポーツ推薦で入部した田中千紗都と、一般
入部の藤田遼子と私の４人だけでした。
　基本的にはずっと男子と一緒に練習を行い、トレーニングや罰ラ

ン、色 と々しんどかった事を覚えています。部活後に摂津本山のマ
クドへ１回生で集まり、反省会（という名の愚痴り合い？）をしてスト
レスを発散する日々でした。練習中は厳しかった先輩方でしたが、
練習以外ではとても優しく、相談にのってくださったり、可愛がって
いただきました。大学卒業後は、当時テニス部の監督だった難波さ
んのテニスクラブでコーチとしてお世話になりました。
　そのテニスクラブに通っていた、甲南中学の沼野や榎原との出
会いもあり、兵庫のジュニアの試合を見る機会が増え、甲南中高生
との面識ができました。
　数年後、靱テニスセンターで働くようになり、春関や夏関で甲南
大学の試合を見るようになると、なんとなくですが部員の名前と顔
が分かる年が続きました。
　結婚し、出産してからはテニスコートからも足が遠のき、今では庭
球部の部員の顔と名前もあまり一致しませんが、子どもも成長して
きたので、また自分に出来る事があれば庭球部の発展の為に尽力
していきたいと考えております。
　最後になりましたが、甲南学園テニス部の益々のご発展とご活躍
をお祈り申し上げます。

 ▲ 全学年の集合写真（４回生当時）

 ▲ 部内スキー旅行

 ▲ リーグ戦にて
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甲南テニス部に感謝
高校　近藤 晋司

　元々テニス部に入部する気はなかった。実態を知っていれば間
違いなく入部しなかっただろうと思う。飽きては辞め飽きては辞めと
色々な部活への入退部を繰り返していたのだが、野球部で一緒で
あった西村の誘いに乗ってテニス部に入る運びとなった。強豪だと
は知らずに軽い気持ちで入部したのだが、他部とは一線を隠す全く
新入生を大事にしない環境に身を置くこととなる。
　中学時代、特に１年生、２年生時にはテニスをした記憶はほとん
どなく、球拾いと審判と罰則による外周の思い出しかない。１バウン
ドで先輩に取りやすくボールを渡せなかったので小１走ってこい、と。
半分小学校の新入生に隣のコートの一番遠い先輩まで安定して投
げられるフィジカルはないのだが、先輩達は容赦なかった。また誤審
をしたからと走らされるのだが、高校生のフラットサーブの際どいと
ころが正確に判断つくわけもない。インかアウトか迷った瞬間走らさ
れた。一度走らされるとエンドレスだ。時間内に走れないともう一週
走らされるが、なぜか短くされる目標タイム。２周目でタイムが縮ま
る訳がないのでコースをショートカットするのだが、きっちり監視され
ており1日中徹底的に走らされたものだ。
　そんなことを中学校３年間も続けなければならないと考えると先
が長すぎてやっていられないと思う子供は多いだろう。同期も1個
上の学年もどんどん辞めていき、高校まで残っているほうが少数派
だった。ただ残った部員達のメンタルとフィジカルは強かった。ボー
ルが打てない中学時代の成績は芳しくなかったが、高校に上がると
急に勝てるようになった。今思うとコートは限られるので人数を絞る
為に必要な工程であったのかもしれない。
　残念ながら自分たちの世代は城西、関学、仁川の３校に阻まれ、
各団体戦ともに兵庫県でベスト４以上に進むことができず、甲南テ
ニス部としては良い成績は残せなかったのだが、自分達と入れ替わ
りの世代頃からまた強くなり、中学生の練習環境も改善されたよう
でなによりだ。
　最近２０年ぶりにテニスを再開したのだが、かつての仲間達ともテ
ニスを通じて交流を再開することとなり、中学時代の思い出も今と
なっては良い笑い話のネタである。
　甲南以外の交友関係も増え、非常に充実した日常を送れており、
厳しい部活ではあったが非常に有意義な時間であったと感じる。生
涯スポーツであるテニスに誘ってくれた西村や皆、甲南テニス部に
は感謝するとともに今後の甲南の活躍に期待したい。

甲南大学体育会硬式庭球部　思い出
大学　白根 雄一

　私の「今」があるのはテニス部での経験があったからだと思って
います。
　２００３年に入部し４年間、テニス漬けの日 を々過ごしておりました
が、今思い出せるのは厳しい練習と先輩に怒られた事ばかりで楽し
い思い出はほぼ思い出せません（笑）。なぜ謝る時が、「ソ～」やね
ん！どんだけ罰ラン走るねん！っと毎日思っておりました。。。
　また一番恐ろしかったのが練習時間の長さです。朝９時から練習
スタート、終わるのが２０時、２１時。１９時頃に主将に時間を聞きに
行って、２対１のボレストっと言われた時の絶望感は今思い出しても
鳥肌が立つほどです。。。
　ただそんな中でも頑張ってこれたのは、テニス部全員がリーグ戦
で一部復帰するという目標があり、その目標を絶対達成するんだと
いう想いがあったからだと感じます。リーグ戦とはテニスの実力だけ
ではなく、今までやってきた練習の成果が全て出るのがリーグ戦。
現役とＯＢが甲南大学体育会硬式庭球部として一つにまとまり戦っ
ていく。選手、サポータが少しでも手を抜けば勝てないのがリーグ
戦。私はこのリーグ戦で本当に様々なことを学べたと思います。
　責任感・忍耐力・礼儀、リーダーシップ、何より目標を設定し達
成するという「熱い想い」。
　私の代では残念ながら目標を達成することはできませんでしたが、
４年間テニス部で学んだ事が今社会人として本当に役立っていま
す。社会では理不尽な事も多いし、賢い人間もたくさんいる。若手
社員の時は会社を辞めようと思ったことが何度もあったし、もう駄目
だと思うこともありました。

大学 ２００７（Ｈ１９）年卒
男子
女子

金原 大介　白根 雄一　福井 淳二　松浦 庄吾

坂元（石川） 梨衣子53回

 ▲５３回高校卒業アルバムより

高校 ２００３（Ｈ１５）年卒
宇仁 太一　億川 大洋　梶 正太郎　金光 志樹　黒木 賢秀　近藤 晋司　吹田 郁　田島 俊郎　手島 孝基　藤井 広貴
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　そんな中でも辞めることなく逃げずに最後のひと踏ん張りができ
たのは間違いなくテニス部での経験があったからだと感じています。
　現役の皆さん！テニスに打ち込めるのは今だけです。いろいろ悩み
があると思いますが、いっぱい考え挑戦し良い経験をしてください。

創部１００周年
大学　松浦 庄吾

　この度は、甲南学園硬式庭球部１００周年、誠におめでとうござい
ます。
　甲南学園硬式庭球部の発展に尽くされた歴代の諸先輩方、後輩
の皆様にはあらためて感謝申し上げます。
　５３期生の松浦庄吾と申します。当時を振り返る良い機会を与え
て頂き、ありがとうございます。
　メンバーは主将の白根雄一、副主将の金原大介、坂元（石川）
梨衣子のスポーツ推薦組、一般で福井淳二、と私の５名でした。後、
途中で辞めてしまいましたが、太田理、素人で一緒だった岸田も忘
れてません。（みんなは岸田の事覚えてるか？）
　私が下手なりに厳しい部活動を４年間続けさせてもらえたのは、
携わって頂きましたＯＢ、ＯＧの皆様、諸先輩、同期、後輩の方々
のおかげです。その中でも特に１学年先輩の吉本さん、同期の白根
には本当に助けて頂きました。
　少しだけ私の事をお話させて頂きますと、私は一般入試で大学
から硬式テニスを始める未経験者でした。当時はサークルに入るの
か、部活動をするのか、悩んでおりました。サークルからの勧誘は
沢山あったものの、テニス部からの勧誘はたいしてなく、本来は素
人同然なので、サークルに入るというのがセオリーだと思うのです
が・・・選んだのは硬式庭球部でした。そうです、私は、毎年１、２
人はいるかどうかという変な奴でした。成績はと言うと、恥ずかしな
がら本選にも出ておらず戦績はありません。
　入部した当初は、直ぐに辞めると思われていたみたいで、入部当
時の同期は、全く愛想も無く、優しくなかったです。初めに話をさせ
ていただくようになったのは、帰り道が同じ方向という事もあり、１学
年先輩の吉本さんでした。入部してからの私は、当時、仏と言われ
た３回生の柴田さんを怒らせる程の鬼畜っぷりで、数えきれないほ
どの罰ランに吉本さんを招待していました。（池上さん、萩森さんも
その節はお世話になりました。）そして、その後は、もちろん吉本さ
んから追加の罰ランが出るのですが・・・大学へ向かう最終バス
が発車するのを見ながら走り「吉本さん、走り終わりました」という
報告を聞くまでずっと帰らずに待って下さっていた。そう、あなたは
まさに生粋の甲南スピリットを受け継ぐメシアでした。吉本さんには、
私が入部してから引退されるまでの３年間、本当に沢山お世話にな
ると同時に、非常に沢山の迷惑をかけました。本当に最後まで面倒
を見て頂きありがとうございます。５番コートで練習させて頂いたこ

とずっと忘れません。
　同期は、こんな私が言うのもなんですが、クセが凄かった。変り
者ばっかりじゃないかと思います。それでも３回生、４回生になると
白根は中 ま々とまらないチームを力技で一つにして、誰一人置いて
かないように引っ張り上げながら皆の１歩、２歩前を進んでいく、熱
くてかっこいい男になりました。今更、自分の同期を褒めるのも気色
悪い話かもしれませんが、四六時中一緒にいたのに、何度も引っ張
り上げてもらってしまいました。そんな男のおかげで自分は４年間過
ごすことが出来ました。
　終わってみればあっという間の４年間、あの時もっとこうしたらと
いう後悔はあります。それでも、甲南大学硬式庭球部の一員として
この歴史に携われたことを大変光栄に思います。
　現役の皆様、４年間は終わってみればあっという間です。素晴ら
しいＯＢ、ＯＧの方々が沢山おられます。時には力を借りて、充実し
た熱い時間を過ごせるよう、今後益々の発展と飛躍に期待しており
ます。
　最後になりますが、この度は甲南学園硬式庭球部１００周年、誠
におめでとうございます。

金原 大介　白根 雄一　福井 淳二　松浦 庄吾

坂元（石川） 梨衣子

 ▲ リーグ戦にて

 ▲５３回大学卒業アルバムより
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１０年間テニス部で過ごして
高校・大学　吉川 達郎

【中高の思い出・団結して掴み取った関西１位＆全中ベスト８】
　名門の甲南中学に入学し、楽しい部活生活が待っているかと思っ
ていたが・・・待っていたのは朝から夜までの球拾いの嵐でした・・・・
実際にコートに立てる時間は毎日１０分程度であり、辞めていくメン
バーも続出する中、キャプテンの谷本君を中心に全国大会に出るこ
とを全体目標に掲げました。まずは練習時間の確保であり、朝６時
に行って柵を乗り越え、がむしゃらに練習していたこと
を思い出しました。限られた練習時間の中でどうすれ
ば勝てるかを意識し、自分たちの弱点を分析し、弱点
に特化した練習を反復して行っていたことを思い出し
ます。
　まだ中学生ながら勝つためにはどうすべきなのかを
それぞれのメンバーが自己分析し、行っておりました。
本気で勝ちに行く中で、社会人にも通用する課題解
決力が自然と身についていったのだと今になって実感
しております。この年になりつくづく何かに本気で取り
組む大切さを痛感しております。
　そんな中高のメンバーも大学テニス部に入ったのは
２人だけであり、振り返ると中高のメンバーで、大学
テニス部でもっと真剣にテニスが出来たらどうなって

いたのだろうとよく考えます。
　最後になりましたが、私自身甲南テニス部に人格形成を
してもらい、本当に成長できたと心から感謝しております。
　特に大学に入ってからは勝てない自分にイライラして、
多くの方々にご迷惑を掛けながら本当に支えられた４年間
でした。
　社会人としてまだまだ未熟ですが、甲南テニス部での
１０年間の成長が今の自分を支えてくれております。
　これからも甲南テニス部のために尽力致しますので宜し
くお願い致します。

【大学に入ってテニス人生初めての挫折を経験】
　中高ではトップクラスの選手ではなかったですが、そも
そも目標があまり高くなく、最低限の兵庫県ベスト１６を特
に意識することなくクリアできており、正直高校の部活の
練習も課題を持って取り組むのではなく、ただ毎日を楽し
く部活動で過ごしていたのを覚えています。

　ベスト８をかけた試合では明石城西、関学、仁川の上位選手に対
して、絶対勝ちたいとの思いで試合に臨んでいない情けない選手で
した。
　いざ大学に入るとレベルの違いに驚愕したのを覚えています。
　ただ日々の練習は厳しい練習であり、確実にレベルアップはして
いるものの、何年経っても予選を突破することができず、大事な試
合では緊張も高まり、自分のテニスができずに悔しい思いをしていま
した。

男子
女子54回

 ▲ 高校時代

 ▲ 大学同期メンバー

高校 2004（Ｈ16）年卒

大学 2008（Ｈ20）年卒
岩越 彬　近藤 将宏　三反田 達昭　吉川 達郎　吉田 健

飯塚（妹尾） 百笑

有馬 康人　浦部 和也　金本 直樹　倉光 賢　瀧川 徹　谷本 達郎　友枝 俊介　林 寛　三反田 達昭　矢野 正裕　 
山中 靖仁　吉川 達郎　吉田 翔
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　大学で自分が予選すら立ち上がれ
ない現状から、初めて挫折を味わい
ました。
　その中で一番成長を感じる事が
できた事象としては、同時に「予選
を勝ち上がるためには何が必要なの
か」、「上位選手と自分とでは何が違
うのか」、「自分の特性を生かして上
位選手と戦うにはどうしたらいいの
か」等を様々な仮説を立てるように
なったことです。
　今振り返ると、このような経験は真
剣に勝ちたいと考えることからスター
トしており、本気でテニスに向き合え
た証拠だと感じています。
　この経験は社会人になった今でも
私の思考の根幹になる部分であり、
甲南テニス部で本気でメンバーとテ
ニスに向き合うことで醸成できたと感じております。
　結果として個人としてインカレに出場することも出来、引退時には
まだまだ部活がしたいと伸び盛りでの引退が自分の中では非常に悔
いの残る所ではありました。
　振り返ると大学時代のとても濃い４年間を過ごすことで社会に出
て逆境の嵐の中で、自分を見失わず、筋の通った判断能力、仮説
立案能力、最後までやりきる力が身に付き、それぞれの仕事に生か
すことが出来ております。
　今後もＯＢの立場として現役世代をサポートすると共に、甲南大
学テニス部、ＯＢ会の発展に寄与したいです。

８０周年から１００周年へ
大学　吉田 健

　甲南学園硬式庭球部１００周年おめでとうございます。
　この歴史あるクラブの一員であることに改めて身の引き締まる思
いであるとともに、非常に誇りに思う気持ちであります。
　８０周年の記念式典に現役生として出席させていただき、多くのレ
ジェンド達にお会いできたことを今でも鮮明に覚えております。あれ
から２０年の歴史がさらに重なり、これからも続いていくことを思えば
感慨深く嬉しく思います。
　現役当時のことは十何年も経っているので美化されてしまってい
るのかもしれませんが、テニス漬けの毎日でもとにかく楽しかった思
い出が強く残っております。先輩・同回・後輩に恵まれ、仲間と共

に熱く過ごした日々は今でも美しい
思い出です。
　私個人は選手としてリーグ戦や個
人戦で結果は残せておりませんが、
裏方仕事でチームに貢献していたと
評価していただければ幸いです。
　当時はＯＢ会のお手伝いをしてい
たこともあり、多くのＯＢ・ＯＧの方
の支えの元、自分たちが活動できて
いるのだと感謝していました。今は
自分がこれからの選手たちの支えに
なれるよう微力ながら力になれれば
と思います。
　これからも甲南学園硬式庭球部
の発展を願っております。

 ▲ 合宿にて

 ▲ リーグ戦での集合写真
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テニスコートでプレー以外に学んだこと
高校　５５回同期一同

　甲南庭球部１００年の歴史の中で私共の５５回卒のメンバーは特
にこれといった戦績を残さず偉大な先輩方からの叱咤激励も華麗
にスルーしたまま卒業してしまいました。そんな特徴を持つ代でした
ので球拾いをする時間はどの代にも負けないのでは無いかと自負し
ております。
　なので、あの奇妙な掛け声とワンバウンドさせて先輩に球は配
給するといった謎のルール以上のものは社会に出てからも見当たら
ず、社会人のルールにスムーズに溶け込めたという点で貴重な経験
をさせていただいたと感謝しております。
　当時はまだまだパワハラという言葉もない時代でしたので、個性
豊かな先輩達から理不尽な仕打ちも受けました。
　罰ランの後にスクワットを４００回もさせられて高校から阪急芦屋
川までの坂道を下るのもきつかった事や、合宿中に同級生のラケッ
トが喧嘩道具に使われるというような事件もあの時代ならではでは
ないかと思います。
　今となってはそのような特殊な思い出は中学、高校時代きりであ
り、その時代を過ごした仲間、先輩、後輩に久しぶりに顔をあわせ
れば、思い出を媒介にして、あの時代に一瞬で戻れてしまいます。
　甲南テニス部は我々の原点で有り、唯一無二の人生のハイライト
です。
　有り難うございました。

松浦さんの残響
大学　三ツ井 隆容

　我々の代はいわゆる谷間世代。
　１部降格から数年経ち、２部に甘んじている状況だった。また４年
間で入れ替え戦に一度も進むことができず、２部校という殻を破れ
ないまま過ごした４年間であった。
　個人的には岩越さん、近藤さんという仁川学院の先輩の後を追
い、甲南大学テニス部に入部したが、１回生の頃は高校テニスと大
学テニスの違いに大いに苦しんだ。その最たる例が当時キャプテン
を務められていた、吉本さんとの試合であった。
　吉本さんは全球無重力のロブを打ってくるという、高校テニスで
は出会うことのないプレースタイル。こちらが焦って攻めるとパッシ
ングで横を抜いてくるという鬼畜プレイヤーであった。吉本さんには
同級生達も大いに苦しめられ、皆、大学テニスの厳しさを教えてい
ただいた。
　２回生になると、ダブルスで団体戦のメンバーに入ることができ
た。私が在学中に１部との入れ替え戦に一番近付いたのはこの年
で、京都産業大学との試合に勝てば入れ替え戦に進めるという状
況であった。しかもこの試合は相手のオーダーミスが発覚しダブルス
３－０スタート。シングルスも１本取ったため、４－０となり、勝利まで
あと１本というところだった。
　しかし、ここから相手校が驚異的な粘りを見せ、シングルス５本を
落とし、トータル４－５で逆転負けを喫してしまう。試合後のミーティ
ングは非常に暗い雰囲気となった。そのムードを変えるために４回
生の松浦さんが「まだ終わりじゃないから、また元気出していきましょ
う！」と、大きな声を出されていたが、その声が京都産業大学の体
育館に虚しく響いたのを今でも覚えている。
　３回生の時の思い出は、ダブルスで初めてインカレに出場できた
ことだ。４回生の吉川さんとペアを組ませていただき、春関でベス
ト１６に入り、入替戦で近大のペアに勝ち、インカレ出場を決めるこ
とができた。その試合のマッチポイントは吉川さんのセカンドサーブ
で私が相手のリターンをポーチに出てボレーを決めての勝利だった
が、これはコーチの吉田昇生さんに教えていただいた、セカンドサー
ブは相手もミスしたくないという意識があるから逆に攻めろ、という
教えがあってのことだった。
　４回生となってからは、ダブルス１としてリーグ戦に出させていた
だいた。２個下の後輩の藤井君とのペアであったが、リーグ前は絶
好調で他校との練習試合ではかなりの勝率だった。しかし、本番で

大学 ２００９（Ｈ２１）年卒
男子
女子

岡田 直樹　奥村 康平　佐々木 龍矢　笹田 優一　平野 薫朗　三ツ井 隆容　宮本 貴史

末松（山田） 奈緒子　西村（横田） 有紀55回

 ▲５５回高校卒業アルバムより

高校 ２００５（Ｈ１７）年卒
足立 皓亮　尾本 樹　角本 宗一郎　河田 裕介　北野 裕也　椎葉 大幹　吹田 大地　中田 佳伸　中野 雄介　 
夏山 輝之　平野 薫朗　藤井 大毅　藤原 有貴
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は重要な試合で勝ちきれず、チームに貢献できなかった。今でこそ、
ピークを本番に合わせるというのはスポーツの世界では常識だが、
当時はそういう考えも無く、ピークをかなり早めに持って来てしまっ
ていたことが、敗因では無かったかと今でも悔やまれる。
　大学時代の４年間は、学生主体で練習や試合をこなすため、自
分で考えることが多く、非常に学べることが多かった。この経験は
今後の人生にも大いに役立っていくと思う。大学時代に関わってく
ださった方々に感謝したい。

「トレーニング隊長」としての経験
大学　末松（山田）奈緒子

　私は、岡山の「山陽女子高等学校」からスポーツ推薦枠で甲南
大学に入学させていただきました。当時、岡山県内での「甲南大学」
の知名度はあまり高くありませんでしたが、三学年上に姉がいたと
いうこともあり、入学前から練習にも参加させていただきました。
　しかし、大学ではＯＢさんが監督やコーチとして試合を観に来て
くださることはあっても、平日の練習は学生のみ、試合会場にトレー
ナーは帯同しないということに驚いた記憶があります。
　ありがたいことに、高校時代は部活動、テニ
スクラブ、そしてスポーツクラブにも通い、コー
チやトレーナーが試合に帯同してくださることが
当たり前でした。
　そんな環境の中でも少しでもレベルアップでき
るよう、色 と々努力しましたが、結果として大学で
は思うような戦績が残せませんでした。
　しかし、「トレーニング隊長」としては少なから
ずチームに良い影響を与えられたのではないか
と自負しております。（山田奈緒子＝トレーニング
という印象をお持ちの方も多いはず？）

　元々岡本キャンパスのトレーニングルームには、プロのトレーナー
さんが常駐してくださっていたので、個別にトレーニングメニューを
組んでいただいたり、冬の走り込みのメニューを一緒に考えたり、オ
ンコートでのコーディネーショントレーニングを取り入れるなど、トレー
ニング隊長として様々な工夫をしました。
　正直、トレーニングが嫌いな部員もたくさんいたはずなので、なか
なか煙たい存在だったとも思いますが…(笑)
　幸いにも、唯一の女子部同期である横田も、トレーニングにはか
なり前向きに取り組んでくれたので、２人ともテニスでは後輩に敵わ
なくとも、トレーニングで先輩の威厳を保つことができていたのかな
と感じております。
　私事ではありますが、この「トレーニング隊長」という経験から、卒
業後もスポーツや健康に携わる仕事に就かせていただいております。
　ただがむしゃらに六アイを走っていたのも良い思い出なのですが、
やはりトレーニングルームでの筋トレや、キャンパス裏にあった神社
の階段や坂道ダッシュなどに励んだ時間は、私にとって大きな自信
であり、宝物です。
　最後になりましたが、４年間共に戦ってくれた同回、そして様々な
形でサポートしてくださったＯＢ・ＯＧの皆様、本当にありがとうござ
いました。
　甲南大学硬式庭球部の更なる飛躍をお祈りしております。

岡田 直樹　奥村 康平　佐々木 龍矢　笹田 優一　平野 薫朗　三ツ井 隆容　宮本 貴史

末松（山田） 奈緒子　西村（横田） 有紀

 ▲ キープ引退の日  ▲１部との入替戦

 ▲ 仲良しランチタイム
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ＫＡＴＳＵＨＩＫＯ世代
高校・大学　石原 幸忠

　「灘校戦なんて勝って当たり前やろ！」「なんで公立のやつ負ける
ねん！」そんな言葉をよくＯＢの方々からお声を頂く世代でした。灘
甲戦に負けた日には家に帰るとＯＢでもある親父に３～４時間くらい
説教されました・・・。
　そんな我々の世代は明石城西、関西学院の２強にあわせ、全中Ｂ
ｅｓｔ４に進出した過去最強の灘、さらには通信制の高校がぽつぽつ
と台頭してきたまさに群雄割拠の年でした。
　そんな強豪がひしめく中、甲南中学・高校強化のためにＯＢさん
が土日の練習に関与するようになったのが我々の世代だったと記憶
しています。
　特に私達の代でよく練習にきてくださっていたのが坪田克彦大先
輩でした。
　冬でも夏でもトレードマークのオレンジ色のパーカーを着て、左手
にボール缶を片手に「石原～～！！」「谷垣～～！！」とよく練習中に呼
ばれ、𠮟咤激励を頂いていたのが今でも鮮明に思い出せます。
　特に練習メニューでは地獄の３点ボレースマッシュや走り込みの
数々、テニスが大好きだった私にとって初めて部活に行くのが嫌に
なった瞬間でした。それと反比例してメンバーのスマッシュがめきめ
き上達していきました。

　しかしながらラケットの進歩とともにストローク中心の時代。明石
城西のぐりぐりのスピン効いたストロークに押され、なかなかスマッ
シュをお披露目できなかったのが悔しかった・・・。
　華 し々い記録をお持ちの諸先輩方や後輩の方々には何一つ自慢
できる戦績は御座いません。
　しかしながら、部活時代にあった理不尽な経験が社会に出た今で
も役に立っているのは皆様一緒じゃないでしょうか？
　たまーに集まった同期達と先輩にされてきた数々の仕打ちを肴に
飲むお酒は美味しいのは皆様一緒ではないでしょうか？
　目立った戦績はなくても楽しかったクラブ活動、我々はＫＡＴＳＵＨ
ＩＫＯ世代です。

４年間の思い出
大学　日和 昭博

　４年間を通して振り返るとあっという間でした。テニスの楽しさや
技術、礼儀を教えてくださった先輩方、顧問の先生、コーチ。辛い
練習も、側で支えあってきた同回。また、自分が主将を務めてから
付いて来てくれた後輩。
　皆様のおかげで私の大学生活はかけがえのない時間になり、今

大学 ２０１１（Ｈ２２）年卒
男子
女子

石原 幸忠　谷垣 誓悟　日和 昭博

中岡（木下） 世莉

 ▲５６回高校卒業アルバムより

56回
高校 ２００６（Ｈ１８）年卒
石原 幸忠　稲葉 健太　黄 良樹　谷垣 誓悟　谷本 鋼　山口 裕司
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社会に出てからも大きな財産となっています。
　部活動で得たものは何よりも「仲間」だと思っています。テニス
は個人競技でありながら、団体競技の要素があります。同じ目標に
向かって日々努力をし、共に汗を流し、励まし合った事は今でも頭に
残っています。１回生の時は下積みとして団体生活に欠かせない協
調性、また忍耐力が培われました。２回生になると後輩もでき、試合
にも出れるようになり、責任感、自発性を習得しました。３回生になっ
てからは主将を務めさせて頂き、チーム力、集積力を最大限に上げ
る為に、礼儀の中にももっと後輩が自発的に発言でき、積極的に練
習に取り組み、切磋琢磨し合える環境づくりに徹しました。ドラえも
んではないですが、『こんな事いいな、出来たらいいな』の考えでど
んどんチームが良くなる為に先輩、後輩関係なくディスカッションしま
した。
　結果、強固なチームが出来、１部リーグに返り咲くことは出来ませ
んでしたが、何年かぶりに入れ替え戦リーグに進む事が出来ました。
　これらを踏まえて、何をするにも１人ではできない事を学び、常に
周りの人に支えてもらっているんだという意識が強くなりました。
　これからも甲南大学硬式庭球部で培ったものを武器に社会でも
頑張っていこうと思います。

逆転の発想
大学　中岡（木下）世莉

　このたびは、甲南学園テニス部の創立１００周年を迎えられたこ
と、心よりお慶び申し上げます。
　私は卒業して１２年ほど経ちますが、昨日のことの様に当時の記
憶が蘇ってきます。
　学年に女子１人という中、不安で
いっぱいでしたが、同回の男子部や１
つ上の先輩方に助けてもらったこと。
　入部当時、独特のあいさつの仕方
や声の出し方に苦戦し、声の出し方
に気を取られてしまい、審判の際カウ
ントを忘れてしまうという失態をおか
し、頭が真っ白になってしまったこと。
　そんな不安でうまく立ち回れなかっ
た１回生の私に当時４回生の先輩が
「私と組んで夏関の本戦にあげてあ
げる！」と言って頂き、初めて本戦に
上がれた時の喜びは今でも忘れるこ
とはありません。
　そしてそんな先輩のような自分の力
で立場の弱い人を助けてあげられるよ
うな人に私もなりたい、この先輩に出
会えて本当によかったと思えました。

　入部当初は女性部員が少ないことに戸惑いを感じておりました
が、２回生以降は環境にも慣れ、夏の合宿やリーグ練、関東遠征の
際に考えたことは、
・少ない人数だからこそできること
・少ない人数だからこその強み
・少ない人数だからこそ人とのつながりが濃い
・少ない人数だからこそほかの人になにが起きているかすぐにわ
かる

・少ない人数だからこそ連携して効率の良い練習方法を考える
　一般的にみれば、ハンディのある状況でも考え方を変えポジティ
ブにとらえることで状況を好転させられるということを学んだ４年間
でした。
　最後になりますが、夏の暑い練習の後に先輩が作るかき氷が最
高においしかった！
　今後の発展とご活躍をお祈りいたします。

石原 幸忠　谷垣 誓悟　日和 昭博

中岡（木下） 世莉

 ▲５６回大学卒業アルバムより

 ▲２回生の時の忘年会
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男子
女子57回

テニス部の絆
高校　江見 奨

　中学まで他校に所属していた私は、当時のダブルスパートナーと
一緒に、テニス部入部を目的として甲南高校に進学しました。
　毎日の登下校や夏休みの練習等、苦楽を共にした青春時代。大
学は他校に進学し甲南生活は高校のみですが、これまでの人生で
最も笑い、ドラマがあったのはこの甲南生活でした。
　卒業後の今でもテニス部仲間と連絡を取り定期的に会うこの絆
は、かけがえのない財産です。

オール甲南
高校　杉本 翔治

　「オール甲南」当時は当たり前のように聞いていたこの言葉。卒
業して１５年近く経ち、少しばかり社会人としての経験を積んだ今、
この言葉の意味を本当に理解できた気がしていると同時に甲南テ
ニス部の絆の強さを感じています。
　中学・高校・大学のメンバーが一緒に練習したり、休みにはＯＢ
が教えに来てくださったり、試合の応援に来てくださったり。ハード・
ソフトともに素晴らしい環境でテニスに打ち込めたおかけで、戦績こ
そ残せなかったものの、一生の仲間に出会えることができたし、テ

ニス部の６年間でかけがえのない経験を積む中で自分自身も大きく
成長できました。当時関わってくださった方々には今でも本当に感謝
しております。

一生の仲間
高校　冨士 太輔

 甲南では一生を通じて大切にできる友と出会える。これは甲南ＯＢ
である父の言葉で、私が甲南中高を目指したきっかけでもありました。
　テニス部で出会った仲間たちとはお互い切磋琢磨しながら部活
動に打ち込み、休みの日も一緒に遊んだりと、とても充実した日々 で
した。あの時があったからこそ今の私があるのだと思っています。テ
ニス部の仲間たちが今でも一番気を許せる存在です。現役の皆さ
んにも是非こうした一生の仲間を見つけてもらえればと思います。

甲南テニス部への感謝
高校・大学　藤井 俊介
大学　島田（小笹）衣利可

　２０１１年大学卒業の藤井俊介と島田衣利可（旧姓：小笹）です。
　私たちは男女それぞれ１名ずつしかい
ない代でした（途中まで在籍した者は数
名いましたが・・・）。
　そのため、藤井が代表して男女一つ
の文章として記載させて頂きます。
　私たちは２００７年、藤井は甲南高校か
ら、小笹は夙川学院から甲南大学に進
学しテニス部に入部しました。
　入部当時、六甲アイランドの部室は
プレハブでしたが、六甲アイランドの陸
上競技場と弓道場がリニューアルされ
たのを機に部室も改装され、現在の部
室が完成したのは私たちが４回生の時で
した。

 ▲５７回高校卒業アルバムより

高校 ２００７（Ｈ１９）年卒

大学 ２０１１（Ｈ２３）年卒
藤井 俊介

島田（小笹） 衣利可

有本 聖吾　石川 公章　江見 奨　桶田 陽平　河野 克史　杉本 翔治　竹内 良　中村 尚樹　富士 大輔 
藤井 俊介　吉川 遼平　山崎 裕史
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　現役時代を思い返すと、コート整備などの１回生の仕事、夏休み
の１日練習、リーグ練習など、どうしてもこういった、いわゆる「大
変だったけどいい思い出」の記憶が鮮明に思い出されます。
　しかし私たちの中で１番印象的で嬉しかったことは、女子部では
関西１部リーグへの復帰、男子部では私が引退した翌年に後輩た
ちが同志社大学を下し関西１部リーグへ復帰を果たしてくれたこと
です。
　女子部は当時関西２部リーグ
で、４回生１名、３回生３名、２回
生１名、１回生１名の６名の選手し
かおらず、他の大学と比べてみて
も人数は少ない方だったと思いま
す。選手層の厚さに差があるとい
うことはケガなどで１名でも欠いて
しまうと戦力に大きな影響を与え
ることになりますし、応援をはじめ
とするコート外からのサポートを十
分に受けられないことにも繋がりま
すので、大きなビハインドを抱えて
いました。
　そんなチーム状況ではありまし
たが、主将の小笹を筆頭に、甲南
の女子部は高い技術力とフィジカ
ルの強さ、そして何より持ち前の
明るさで、最後まで誰一人欠ける
ことなく関西１部リーグへの復帰
を果たしてくれました。
　男子部も当時は関西２部リーグ
でした。私が３回生だった２００９年
は１部２部入替戦で立命館大学に

敗れ、１部昇格を果たすことができず先輩方がとても悔しい思いを
されました。その先輩方の雪辱を果たすべく主将のバトンを引き継
ぎ、１部昇格を目指した最後の１年間でした。
　その後選手層も厚みを増し、当時ルーキーでシングルスNo.1だっ
た沼野孝彰を筆頭に臨んだ２０１０年の１部２部入替戦でしたが、同
志社大学に力及ばす１部昇格を果たすことは叶いませんでした。
　私が主将を務めた年も１部復帰を果たすことができませんでした
が、翌２０１１年、前年と同じ同志社大学を相手に後輩たちが見事勝
利を収め、悲願の関西リーグ１部復帰を果たしてくれました。
　私自身は引退した身でありコートの外から応援することしかでき
ませんでしたが、テニス人生の中で1番嬉しかった出来事であり、
甲南テニス部に関わることができて本当に良かったと感じた瞬間で
した。
　甲南テニス部ではＯＢ、先輩、後輩、コーチ、トレーナー、多くの
方々に支えていただきテニスに全力を注ぐことができました。私たち
は本当に少人数の代でありましたが、甲南テニス部１００年の歴史に
少しでも関わることができたことを誇りに思います。
　これまでお世話になった方々、今でもお世話になっている方々に
心から感謝申し上げます。

 ▲ 高校の思い出

 ▲ たくさんの後輩に支えられた4年間でした
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感謝
高校・大学　寺井 昂治

　この度は、創部１００周年誠におめでとうございます。中学から大
学まで１０年間お世話になり高校・大学では主将を務めさせていた
だきました。たくさん苦しいことや楽しいことも経験させていただきま
したが、気が付けばいつも顧問の先生方や先輩・後輩に支えられ
ていました。甲南で過ごしたテニス部員としての充実した生活は間
違いなく社会人11年目を迎えた今でも私の財産となっております。
この場をお借りいたしまして御礼申し上げます。

１０年間
高校・大学　平岡 陽太郎

　甲南テニス部は私の人生です。中高大１０年間を通じて、スポー
ツと仲間の素晴らしさを教えていただきました。団体戦でレギュラー
に入ることは1度もできませんでしたが、先輩方や同期に応援団長
と任命していただき、テニスの実力以外でチームのためになにがで
きるかを考え、戦うことができました。４回生の入れ替え戦、同志社
大学に５－４で勝利し舞洲テニスコートで涙を流したことは未だに忘
れられません。また、個人戦でも高校時代に５ポイントしか奪えず完
全敗北した関学の選手に、大学３回生時、両足を攣りながらもファ
イナルセットで勝利し関西学生の予選決勝に進むことができたこと
は万年補欠だった私にとって最高の思い出です。
　今でも先輩や、同期、後輩と集まりテニスをし、団体戦にも出場
しています。

　一生続くであろうこの繋がりを大切にし、お世話になった甲南テ
ニス部へ少しでも恩返しをしたいと考えています。そして、願わく
ば私と同じ思いをしてくれる後輩が増えてくれればとても幸せです。
１００周年、本当におめでとうございます。

甲南高校での想い出
高校・大学　宮崎 貴裕

　みなさま、創部１００周年おめでとうございます。我々、２０１２年卒
（大学）も甲南でのテニス人生を終え、１０年が経とうとしておりま
す。甲南高校時代、私たちの学年は決して強いチームではありませ
んでしたが、団体戦では甲南高校の看板を守るという強い想いを
持って強豪学校との試合に臨んでいたことを思い出します。中には
大金星をあげる試合もあったことは中高６年、一緒に努力をし、練
習に励んだ仲間が大きな力になったんだろうと改めて思います。今
はそれぞれ社会人として多くの業界で活躍していますが、甲南高校
でのテニス人生が私の礎になっていることをこの場をお借りし御礼
申し上げます。皆様のご健康とご活躍を祈念し、筆をおきたいと思
います。

つながり
大学　坂本 祐一

　甲南テニス部創部１００周年おめでとうございます。そして当時を
振り返る機会をありがとうございます。当時はデジカメの時代で、一
人一台持っているような時代でした。振り返る写真は、鬼気迫る熱
い写真でいっぱいです。私は、イレギュラー組としてクレーコートで
練習し、レギュラー組に負けないようナイター設備に灯りをともし練
習しました。リーグ戦に出場する機会はありませんでしたが、サポー
トを全力で行いました。最後のリーグ戦では１部昇格が決まりみん
なで夜中の舞洲で抱き合ったことを覚えています。また、個人戦前
には、レギュラー組が練習に付き合ってくれ、全員で切磋琢磨しま
した。一つでも上に進む気持ち・何事も努力し粘り強く生きる気持
ち・目標を持ち続けることを学びました。
　社会人となり１０年となりますが、今後も甲南テニス部ＯＢとして恥

 ▲５８回高校卒業アルバムより

58回
高校 ２００８（Ｈ２０）年卒

大学 ２０１２（Ｈ２４）年卒
男子

女子

小川 周一　坂本 祐一　阪本 竜生　篠原 直貴　寺井 昂治　早瀬 亮　平岡 陽太郎　廣瀨 公二
牧田 晃輝　宮崎 貴裕

片山（吉田） ひかる　角田 奈々美　山崎（安部） 千尋

相原 淳也　石瀧 友博　奥田 文也　加藤 勇人　阪本 竜生　佐藤 大起　寺井 昂治　蔦 和磨　中井 俊　早瀬 亮 
平岡 陽太郎　増谷 玲　宮崎 貴裕　矢野 祐貴　山本 雄万
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じぬよう学び続けたいと思います。
　コロナ禍で集まる機会も少ない時代ですが、お酒でも飲みながら
懐かしい話に花が咲くことを願って締めたいと思います。
　最後になりますが、改めて１００周年おめでとうございます。今後
の甲南テニス部の発展を願っています。

チームの応援に感謝
大学　篠原 直貴

　私の大学での特に印象深い思い出として、４回生での１部リーグ
昇格を決めた入替戦（引退試合）です。チームとしても劣勢の状況
から、Ｓ６で出場し、序盤にナーバスになっていましたが、逆転で勝
利し、１部昇格にも貢献できました。
　あの場面で強気になれたのは、チームの応援なくしてはあり得ま
せんでした。個の力では限界があり、チームで力を合わせることで、
何倍もの力を引き出せることを学ばせていただいた４年間でした。

戦友との試合
大学　廣瀨 公二

　甲南１００周年おめでとうございます。記念冊子に掲載頂けること
を嬉しく思います。
　私は２００８年４月に硬式庭球部へ入部しました。
　そんな私の思い出は、２年生時に関西学生トーナメントの本戦で
同期の篠原直貴と対戦したことです。結果はファイナルセットで篠
原の勝利となりましたが、負けて納得いく試合であったことを今でも
覚えています。
　社会人になってもお互いテニスを続けて名古屋の会場で篠原と
会ったことも思い出です。

貴重な経験
大学　片山（吉田）ひかる

　創部１００周年おめでとうございます。心からお祝い申し上げます。
　在籍中、私以外は全員スポーツ推薦の女子部員が５～７人。毎日
が必死でした。人数が足りず、急遽リーグのメンバー入りをしたこと
は良い思い出です。
　主務や会計として、普通の学生では経験出来ないことを沢山教
えていただきました。特にＯＢ会費の徴収や、ユニフォーム製作は、
よい経験となりました。

　今回振り返り、テニス部に入って、本当に良かったと改めて実感
しております。
　末筆ではございますが、部がますます飛躍されますよう、お祈り申
し上げます。

素晴らしい４年間
大学　山崎（安部）千尋

　創部１００周年おめでとうございます。
　私は中学・高校と６年一貫の女子校でテニスをしてきました。甲
南大学での４年間の部活動はそれを遥かに超えるさまざまな経験と
学びがあったなと思い出されます。入部してから「一部昇格」を目
標に掲げて練習していた日々、私が３回生の時に叶った年は本当に
忘れ難いです。ＯＢさん・ＯＧさんのご支援で遠征や合宿、強化練
習等たくさんの協力があったからこそだと感じています。
　キャプテンを務めていた４回生では、チームを引っ張っていく立場
となり「王座出場」に向けて目標にチーム一丸となって練習に取り
組んだ日々が懐かしく、走馬灯のように様々な記憶が浮かんできま
す。これらの経験は社会生活を送る上で自身の活力に結びついて
いると実感しています。
　今後も更に愛される部活として発展していくことを期待してい
ます。

 ▲２０１２年卒業式
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かけがえのない６年間
高校　上島 康治・中村 洋輔

　皆様、１００周年おめでとうございます。高校卒業から１０年以上
が経過し、記憶が薄らいだ部分があるため、中高テニス部の主将
であった中村洋輔と副主将であった上島康治が共同執筆すること
に致します。さて、我々の学年は、中学では全国団体３位、高校で
は県総体団体準優勝という成績でした。
　折角の機会ですので少し思い出を振り返ってみますと、我々のテ
ニス部生活は２０年前の４月、仮入部から始まりました。声出しや球
拾い、ランニング、上下関係などテニスに留まらず部活動の文化を
先輩から教わり、夏頃から本格的に入部となりました。本入部となっ
てからは、夏の炎暑も相まって、練習は更にハードなものとなり、あっ
という間に夏が明け、冬が明け、２年になる頃には後輩ができ、自
分達が指導していくことになりました。そして中学３年、厳しい練習
を経て全国大会に進出。名古屋という中学生にとって遠方での試
合であったにもかかわらず、同学年の部員全員が応援にかけつけ、
チーム一丸となって戦ったことは一生忘れない思い出です。
　高校時代には、高校から入部してきたメンバーや中学生も合わ
せて約６０名程のメンバーを纏める立場となり、一癖も二癖もあるメ
ンバーを纏めるのは正直大変でしたが、これもまたかけがえのない
経験でした。トレーニングメニューも強化され、週末の練習では、芦
屋浜までランニングで行き、砂浜で走り込んだ後、テニスコートまで
ランニングで戻るという厳しいトレーニングに取り組みました。また、
練習環境としてナイター照明設備が設置され、夜遅くまで練習に励
むなどテニスに真面目に向き合っていきました。これらの厳しい練習
を経て試合で勝つというのは何物にも変えられない喜びを感じると

同時に、負ける悔しさは次への糧となり一層練習に励みました。大
人になった現在では様々なことに責任を持たなくてはならない状況
で、一つのことに取り組み続ける機会は少ないですが、この頃は何
の柵もなく、一意専心という言葉を体現してテニスに打ち込むこと
が出来ました。
　部活動としての思い出は練習時だけではありません。練習後のテ
ニスコートでの水浴び、芦屋川駅に当時あったテニスショップでの
談笑、帰宅時の寄り道など、褒められたことではないですが、多少
のやんちゃをしたことも今となっては良い思い出です。
　現在は、３３歳を迎え、各々が社会人として活躍していますが、中
高６年間のテニス部生活で、かけがえのないのないもの得たと感じ
ています。特に、団体行動を通じて得たチームへの貢献力、理想の
先輩像、火事場の馬鹿力、厳しいトレーニングなどで鍛えあげられ
た成果に向かって努力し続ける精神は、テニス部で無意識に醸成
されたと感じています。
　最後になりますが、テニス部の伝統を築いてくださった諸先輩方、
また、それらを引き継いで下さっている後輩の皆様、誠にありがとう
ございます。今後も時代に合わせてテニス部がテニス部らしくあり
続けてほしいと心から願います。

古豪復活への挑戦
そして王座出場！
大学　權藤 丞・坂元 成・福本 達也・出島（伊丹） 果

　創部１００周年、誠におめでとうございます。心からお慶び申し上
げます。甲南大学硬式庭球部を卒業して１１年も経ちました。ふと過
去の想い出を振り返ると、苦しいようで楽しかった甲南テニス部の
想い出が今でも鮮明に思い出してきます。２００９年新歓が終わり、
オールサーフェスを完備した関西リーグ２部の甲南大学テニス部に
入部したのは同期たったの４人。ここから波瀾万丈な六アイライフが
幕を開けました。当時の入部同期は最終学年で男子主将の坂元成
（仁川学院高卒）、副主将の福本達也（柳川高卒）、主務の權藤丞
（長崎海星高卒）、女子主将の伊丹果(夙川学院高卒)であり、全
員スポーツ推薦での入学でした。入学後１発目の春関で、達也がシ
ングルスベスト４という功績を上げた事で一気に甲南大への注目度
が上がったのは間違いありません。リーグ戦では、１回生で初めて
の入替戦。２回生で２度目の入替戦。３回生で念願の１部昇格。先

男子
女子59回

 ▲ 高校時代の集合写真勝

高校 ２００９（Ｈ２１）年卒

大学 ２０１３（Ｈ２５）年卒
權藤 丞　坂元 成　福本 達也

出島（伊丹） 果

上島 康治　戎 寛二　大園 純司　梶原 一義　木村 富将　小島 貴晃　田中 幸志　田丸 達也　中村 洋輔 
中村 秀幸　中川 真之　前田 康宏　八島 裕平　矢谷 和也
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輩方に最高のステージを与えていただきました。最終学年、新チー
ム体制での初ミーティングで「このチームの目標は王座出場」と部
員にはっきりと伝えました。王座出場するには、強豪の関西学院大
と関西大の両校に勝たなければなりませんでした。そこで、早朝か
ら全員で山を疾走、３００段の階段を何往復も…また、別の日の早
朝には柔道部と１時間の合同トレーニング。今、考えてもこれは正し
いトレーニングだったのかは不明ですが、当時の部員は文句も言わ
ずやりきってくれた事に感謝しかありません。その結果、沢山の先
輩達に支えられて関西学生１部リーグ３２年振りの悲願の優勝を果
たすことができ、１８年振りに王座出場権を獲得しました。関大戦、
ダブルス１－２と、ある意味崖っぷちに立たされた中、シングルスで
巻き返し４－４とし、Ｓ３の瀬古が見事に勝利してくれました。あの優
勝したビーンズドームでのセンターコートの光景、そして当時応援に
駆けつけていただいたOBOG、現役みんながはしゃいで喜ぶシー
ンは今でも忘れていません。その勢いのまま１０月末に「全日本大
学対抗テニス王座決定試合」で有明の舞台に乗り込みました。準
決勝は関東第２代表の法政大と対戦、やはり関東の壁は高く勝利
する事ができませんでした。また３位決定戦では関西大と再戦する
も、意地を見せつけられ敗戦。４位という結果で３２年ぶりの王座は
幕を閉じました。
　ここまでこれたのは、当時のマネージャー含めた全部員の頑張り
であり、またコーチやOBOGのサポートのお陰でもあった事を会報
を受け取った際にいつも思い出します。最後まで同期４人で走り切
り、最高の結果を出せた事、卒業後の人生の大きな糧になったと思
います。

坂元成コメント:
　我 ５々９回卒業生は恵まれていた環境でテニスに打ち込めていた
んだなとつくづく感じています。当時、王座出場する為には経験値が
必要なので、遠征に行かせてほしい等沢山のわがままを全て叶えて
下さりました。本当に感謝しかありません。色々な条件が見事に重な
り王座に出場出来たと今でも思っています。これこそ「オール甲南テ
ニス部」の力だと思います。歴代には様々な好成績をおさめられた
偉大な先輩方がおられ、我々は足元にもおよびませんが、王座出場
で少しは近づけたのではないかな？と感じています。これからも「オー
ル甲南テニス部」の新しい歴史を見れる事を楽しみにしています。

出島（伊丹）果コメント：
　創部１００周年、誠におめでとうございます。
　甲南大学硬式庭球部に入部した頃から１１年の年月が経ち、現役
時代での多くのOBOGの方々の支えには今でも感謝しております。
　入学した際、他校に比べ女子部員は少ないながらも２部リーグで
１部昇格を目指し日々練習に励んでおりました。強い絆と信頼関係
でチームメンバー全員が気持ちを一つにして、それぞれの個性等を
最大限発揮して共通の目標に向かえたのは、少人数ならではの事
だと振り返っています。
　今でも鮮明に覚えている１番の思い出は、２回生の時に果たした
一部昇格です。そこに辿り着くまでは決して簡単な事ではなく、たく
さんの壁にぶつかり苦しい事も乗り越えた分、先輩後輩と共に大き
な喜びを分かち合う事ができました。これも、日頃から一緒に練習に
励んでいた男子部員のサポートもあったからこそだと思っています。
　私が４回生になり、女子部主将を務める際に最低限の目標を、先
輩方から受け継いだ１部リーグ残留に設定し強い気持ちで挑みまし
た。しかし、当初のメンバーの個人スキルやチーム力では目標達成
はできないと考え、自分なりに今まで以上に後輩への接し方や練習
内容についても厳しくする事を心がけました。時には、中途半端に
練習を行なっている部員に対し叱り、練習を外すなど、チーム改革
を行いましたが、少人数である一方、個性もそれぞれ強い事で空回
りしてしまう日 も々多く悩む事が増えました。しかしながら、一人ひと
りとしっかり向き合う事で後輩達も少しずつ同じ目標に向かって練
習に励んでくれた事、しんどい時もついてきてくれた事に感謝してい
ます。
　最後のリーグ戦では入替戦に回ってしまい、神戸松蔭に敗退し２
部降格した事、今でもあの時の悔しい気持ちは忘れる事ができま
せん。
　甲南大学庭球部に所属した４年間を振り返ると、OBOG・コー
チのサポートがあり、部活動に精進する事ができたと思います。
　４年間楽しいことだけではなく苦しい事も沢山ありましたが、今後
の人生で２度と出来ない経験だったと思いますし、今の社会人生活
でも活かすことが出来ていると感じています。
　４年間の中でも男子３人の同期に助けられ、生涯においても大切
な仲間が出来たと思っております。

 ▲ 関西リーグ1部優勝！　～ブルボンビーンズドーム　センターコートにて  ▲ 卒業旅行でイタリアへ～ボーノ（笑）
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王座と最後のリーグ円陣
高校・大学　沼野 孝彰

　創部１００周年、誠におめでとうございます。僭越ではございます
が、筆を走らせていただきます。
　２０１３年卒の私たちはリーグ戦において全てのステージを経験を
させていただいた稀な代でした。全てのステージとは、２部リーグ戦・
入替戦０－５で敗退・翌年再び入替戦を５－４で勝利し念願の１部に
昇格・1部最下位から関西リーグ全勝優勝で王座出場4位・１部１
位から王座を狙うも関西リーグ４位で残留でした。
　４年間でここまで違う景色を戦えた学年は、他にないと思ってい
ます。当時の成功失敗体験により、甲南テニス部の伝統である、社
会生活においてもリーダーシップを発揮できる「“徳・体・知”に優
れた人材」を同期メンバーそれぞれが実践できていると思います。
　色々な方々にサポート頂き、このような経験ができたことをこの場
を借りて御礼申し上げます。またこれから我 も々甲南テニス部をサ
ポートさせて頂くとともに、益々の発展と、皆様のご健康を祈念しま
して、締めさせていただきます。

逆襲の甲南
大学　下向 将志

　学生時代、特に印象に残っているのはリーグ戦です。
　２年目に１部昇格、３年目に１部優勝＆王座出場と、有難いことに
夢のような学生生活を送ることが出来ました。
　当時の甲南はシングルスが強く、ダブルスが０－３になろうが全く
動揺しない不気味なチームでした。
　監督、ＯＢさんから「ダブルスで主導権を握れ！」「最低でも１－２

でシングルスに回せ！」と言われていましたが、唯一ダブルス専門の
選手だった私以外はシングルス練習しかしていませんでした。シング
ルスで５勝すれば勝てる。そんな雰囲気でした。
　もう少しダブルスも練習してくれと内心思っていたのは事実です
が、ダブルスで負け越してからシングルスで逆襲するチームがとても
好きでした。

チーム甲南
大学　松山 知史

　創部１００周年誠におめでとうございます。
　２０１４年卒の私たちは本当に様々な経験ができた貴重な代であっ
たと自負しております。
　私が入学した時はまだ２部リーグだったのですが、２部リーグ入替
戦の敗退で改めて大学テニスのレベルの高さ、入替戦を突破する
ことの難しさを痛感致しました。そしてその翌年見事リベンジを果た
し一部昇格を決めました。一見、選手層はこちらの方が厚く、戦力
も上だったにも関わらず結果は５－４というギリギリの戦いでした。そ
のプレッシャーを跳ね除け勝利を掴んだ時は本当に興奮が収まらな
かった記憶があります。
　そしてその翌年見事１部最下位から関西リーグを全勝し、見事王
座出場を果たすことができました。
　一部昇格の時もそうでしたが、更に王座出場の瞬間は選手、応
援、ＯＢの方々含め一体となって喜びを分かち合い、まさにオール
甲南であったなと思います。
　甲南の良さは卒業してもなお、同期や先輩後輩、ＯＢの方 と々付
き合いがあり、本当に繋がりの強いところだと思います。

 ▲６０回高校卒業アルバムより

 ▲ リーグ戦を終えて集合写真

高校 2010（Ｈ22）年卒

男子
女子

大学 2014（Ｈ26）年卒
大町 慶雄　小川 実　貝野 友規　下向 将志　早瀬 勇次　伊達 侑作　沼野 孝彰　松山 知史

数原 沙紀　北山 由佳60回
伊井 健太朗　石橋 駿一　今井 健太　川田 和輝　佐藤 政博　貴田 大史　高森 亮佑　伊達 侑作　鍋島 翔太
沼野 孝彰　藤田 湧弥　前田 芳明
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　ＯＢの方々へ、このような貴重な経験をさせて頂いた背景にたく
さんのサポートを本当にありがとうございました。
　今後は微力ながら私達も甲南テニス部をサポートをさせて頂きた
く思いますので、よろしくお願い申し上げます。それでは甲南の益々
の発展と、皆様のご健康を祈念しまして、締めさせていただきます。

テニス部に捧げた４年間
大学　北山 由佳

　甲南学園テニス部創立１００周年、誠におめでとうございます。今
回こちらを書くにあたり大学４年間のテニス部生活を思い返し、現
役時代の様々な思い出が蘇ってきました。
　入学当初は大学特有の上下関係になかなか慣れることができ
ず、当時の先輩方にはたくさんご迷惑をおかけしました。私が女子
部主将になってからは後輩を引っ張っていくことができず、主将とし
ての役目を果たせなかったと反省しています。同期の部員は男子し
かいませんでしたが、もっとコミュニケーションをとって仲良くなれれ
ば良かったなと今になって思います。
　個人戦ではコンスタントに成績を残すことができず、悔しい思いを
たくさんしてきました。
　「インカレ1度しかでなければそれはまぐれだよ。」と言われたこと
は未だに忘れられません。ただその言葉で奮起し、努力し続けまし
た。４年生のときにシングルスでインカレ１６、夏関で準優勝したとき
のことは一生忘れることはできません。特に夏関での準優勝は自分
の大学４年間の集大成でもありました。当時支えてくれた方には感
謝しかありません。そして努力は決して自分を裏切りません。本気
で結果を残したいのなら、誰よりも努力したと自信が持てるまで努力
しなければなりません。
　大学時代は辛いことの方が圧倒的に多かったですが、甲南大学
テニス部に所属できたことは全く後悔しておりません。
　最後に、テニス部で関わったみなさまにはたくさんのご指導、ご
協力を頂いたことに大変感謝しております。
　ありがとうございました。

 ▲２０１３年夏関準優勝

 ▲２０１２年全日本大学対抗テニス王座決定試合

 ▲ 大学卒業式

 ▲ 関西リーグ1部優勝　優勝トロフィーと共に
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私の甲南大学４年史
高校・大学　綾部 大輝

　体育会テニス部での思い出は今思い返してもつい最近の出来事
のような感覚です。
　入部当初は２部リーグで１部昇格という目標を胸に日々全員が切
磋琢磨し練習に励んでいました。
　一回生の頃は２部リーグのためレギュラーではなかった私は、リー
グ戦で主審と副審をしなければいけなかった。当時の２部リーグは
本戦で活躍するような選手が多数おり、痺れる展開の試合が多かっ
たので出来ればやりたくなかったと記憶しております。他の同期の皆
も同じ気持ちだったと思います。
　同期の中でも各々役割は違いましたが、１部昇格という１つの目
標に向かって邁進していたことは今でも忘れられないです。練習以
外でも主審や副審、連呼の練習。そして失敗した時には連帯責任
で皆で走ったことは今となっては本当に良い思い出です。
　２部リーグは２位で通過し、入れ替え戦で１部５位の同志社を最終
試合で勝利し昇格が決まった時は、今まで味わったことがない感情
になりました。個人的には長い関西学生テニスリーグの入れ替え戦
史に残る名試合だったと思っております。
　迎えた翌年の１部リーグは「挑戦」というスローガンを掲げ、王
座出場を目標に挑みました。昨年の２部リーグよりはるかにレベルが
高かったが、レギュラー、イレギュラー全員が王座出場できると信じ
ていたと思います。
　私の同期の上原、瀬古が活躍し、リーグ戦優勝したのは心の底

から嬉しかったですし一生の思い出です。
　そして４年間苦楽を共に過ごした同期の皆は一生の財産だと思い
ます。
　リーグ戦優勝した時のビデオを持ってますので見たい方は綾部ま
でご連絡ください。

これが僕の部活動
高校・大学　伴 亮志

　青い扉を開けてコートに入ると、白色の服で統一された部員の大
きな声援が飛び交っており、「これが部活動か。」と衝撃を受けま
した。
　初めは慣れないことばかりで大変でしたが、県・近畿・全国大会
の優勝は自分1人では味わうことはできず、甲南テニス部だからこ
そ経験できました。また、部活動を通じて、勝利から得る喜び、敗
戦の悔しさから学ぶ姿勢、組織の中で自己表現することの大切さを
学べたことは、私たちの人生の財産となっています。
　大学の部活動では、中高の部活以上に組織の中でのコミュニ
ケーション能力が磨かれました。甲南中高のテニス部は他校の競合
と違い、県外から集まることが少なく、兵庫県や大阪府出身者が集
まるテニス部でした。大学のテニス部に入部すると様々な県からス
ポーツ推薦や受験を経て入部している人が多く、色々な文化や価
値観に触れることができ、今のコミュニケーション能力の土台になっ

高校 ２０１１（Ｈ２３）年卒

大学 ２０１５（Ｈ２７）年卒
男子
女子

綾部 大輝　上原 伊織　瀬古 悠貴　伴 亮志　藤村 貴弘　山村 寛人

田中（望月） 佑起　藤原 彩葉61回

 ▲ 甲南高校テニス部集合写真

綾部 大輝　上原 伊織　大西 潤　金江 紀幸　高本 侑甫　瀧井 瞭之祐　寺垣 雄平　花本 僚寿　伴 亮志 
藤村 貴弘
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綾部 大輝　上原 伊織　瀬古 悠貴　伴 亮志　藤村 貴弘　山村 寛人

田中（望月） 佑起　藤原 彩葉

ていると思います。特に一人暮らしをしている部員と接することは今
までにない経験であり、改めて親の部活動への理解や協力姿勢に
気づくことができました。
　部活動で培ったコミュニケーション能力や親への感謝を活かして、
自分の子供が夢や目標を持った際は理解し、全力で応援できる様に
したいと思います。

価値のある７年間
高校・大学　藤村 貴弘

　私は高校から入部しましたが、同期は皆実力のある選手ばかりで
あった為、自分がこの部活の中でやっていけるのか最初は不安で
した。
　ですが、そこは甲南だからこそなのか、仲間想いが強く、全員で
一丸となる雰囲気は高校の時から大学までずっと同じでした。いろ
んな形で部活に貢献する場を与えてもらいました。
　正直、戦績というところで部活の役には立てませんでしたが、サ
ポートする立場としても、リーグ戦では自分が試合に出ているかのよ
うに選手同士と勝利の喜びを分かち合い、負けた時には悔しさを共
にして、その悔しさをバネに一緒に練習に励みました。
　この経験は自分の人生の中で大きな財産になったと思います。

大学４年間は人生の誇り
大学　瀬古 悠貴

　入学当初は二部リーグからのスタートだったが、一回生の時に一
部リーグに昇格して二回生で王座を経験し、全国四位、一部という
レベルの高いステージで戦い続けたことは自分にとって自信となっ
た。関西学生では全員が一丸となって応援して、上原が優勝したこ
とは記憶に新しい。
　関西リーグ戦の会場が変わり、レンタルコートの予算がない中で
も先輩方の力を借り、練習環境を整えて頂いたことは今でも感謝し
ています。四年間通して同期と分かち合った時間、そして甲南大学
体育会硬式庭球部に貢献したことを誇りに思います。

４年間を振り返って
大学　田中（望月）佑起、藤原 彩葉

　この度は、創部１００周年を迎え、誠におめでとうございます。心
よりお祝い申し上げます。

　私が甲南大学硬式庭球部に所属しておりましたのは、平成２３年
から２７年の４年間になります。
　私たちの学年は、女子２名という少ない人数でした。学部学科ゼ
ミも同じで、家族よりも一緒に過ごした時間が長く、小さな事でも相
談し合える良きペアとして主将、主務を互いに務め、高め合いなが
ら日々 過ごしておりました。
　初めてのリーグ戦では１部リーグでの圧倒される雰囲気の中、大
活躍される先輩方の背中を見て、自分達の代でも頑張ろうと思った
ことを今でも覚えています。
　もう一度１部リーグに立ちたい、１、２回生で味わったあの雰囲気
を後輩たちにも感じてもらいたい、という想いを胸に戦いましたが、
後輩たちを１部リーグに連れて行くことが出来ず、振り返れば今でも
悔しく思います。
　私達の時代ではコーチという存在がいなかった為、練習メニュー
やトレーニングメニューを自分達で考え、目標の試合に向けて日々
励んでおりました。
　課題や練習方法を考え、チームで実践する事は大変苦労しまし
たが、今思い返すと、自らで考えて行動に移し実践する事は、社会
人になってから仕事の目標を達成する為に何が必要かを考えて行
動出来る力が身に付いていると感じております。
　様々な学びを頂けた環境、仲間に対し、感謝の気持ちを忘れず
過ごして参ります。
　また皆さまのご健勝とご多幸を心よりお祈り申し上げます。

 ▲ リーグ戦後の集合写真

 ▲ 卒業式
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男子
女子

悔しかった７年間
高校・大学　古村 賢太

　この度は、甲南学園硬式庭球部の創部１００
周年、誠におめでとうございます。
　１００周年という非常に長い歴史に関われた
事について、大変誇りに思います。
　甲南高校・大学テニス部を卒部後、約７年
経過しますが、濃い７年間だったせいか、当時
の出来事を鮮明に覚えております。
　私は２００９年に甲南高校に入学し、高校１
年生でレギュラーとして団体戦に出場しました
が、高校３年間で１度も団体戦での全国大会
出場を果たす事は出来ませんでした。
　その中で、高校１年生の新人戦の団体戦（対関学戦）では、全
国大会出場が懸かったシングルス３で出場しましたが、接戦の末敗
れたために、全国選抜大会に出場することが出来ず、非常に悔しい
思いをした記憶が鮮明に覚えております。
　その悔しさを糧に、甲南大学では全国大会出場を目指しました
が、関西学生本戦出場止まりでした。
　結果も出ず非常に悔しい思いをしましたが、最後まで楽しく真剣
に部活動に取り組めたのは同期の存在があったからだと思います。
　特に大学１回生では、厳しい練習以外にも、諸先輩方から厳しい
ご指導も賜り、人間的に成長出来たとともに、同期での強い繋がり
が生まれたような気がします。
　最後になりましたが、OB･OGの皆様、先輩・同期・後輩の皆様、
７年間もの間、現役時代に手厚いサポートを頂き、誠にありがとうご

ざいました。この場をお借りして、重ねて御礼申し上げます。
　末筆ではございますが、甲南大学テニス部に関わる皆様方の、
更なるご健勝とご活躍をお祈り申し上げます。

濃密な４年間
大学　前田 直人

　皆様、創部１００周年おめでとうございます。我 ６々２回卒は２０１６
年卒業の今年で２９歳になる年となります。卒業してから６年の時間
が経過してなお、甲南テニス部で過ごした４年間は昨日のことのよう
に思い出されます。それほどに濃密な４年間を過ごさせていただき
ました。
　なぜこれほど充実した大学生活を送ることができたのかを振り返
ると、やはり甲南ならではの交流関係が我 を々人間的にも大きく成
長させてくれたからなのだと感じております。
　６２回卒は男女合わせて８名と比較的人数も少なく、正直テニス
において突出したスター選手がいたわけでもありません。（同期の
中に自分はスター選手だった自覚がある人がいればごめんなさい）
　そんな中でも甲南の血を継ぐ皆様との人間関係に恵まれ、厳しい
練習にめげることなく楽しく真剣に取り組むことができ、男子は４年
間を通して関西１部というハイレベルな舞台で切磋琢磨できたこと
がかけがえのない経験となっております。
　特に印象的な出来事としては、我々が４回生となった最後のリー

 ▲６２回高校卒業アルバムより

 ▲ 大学男子同期と共に

62回
高校 ２０１２（Ｈ２４）年卒

大学 ２０１６（Ｈ２８）年卒
秋山 優太　木ノ下 怜　古村 賢太　田中 真次　前田 直人

石田 紗和子　大東 彩　小川（中山） 朋子

石田 陽一　岩本 拓馬　木ノ下 怜　古村 賢太　永田 薫平　成本 拓洋　山根 三慶
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グ戦です。先輩方が築いてきた強い甲南を絶対に守り抜かねばなら
ない。私自身も部長として大きな不安はありながらも、同期と一致
団結し、OB･OG諸先輩方からは手厚いサポートを頂き、後輩たち
は頼りない我 を々慕ってついてきてくれる。甲南であったからこそ築
けた本当の意味での団結力を以てして１部４位という結果を残せた
ことは一生忘れられません。
　このような素晴らしい人間関係は卒部した後も絶えることなく、今
も私達の大きな財産となっております。これもひとえに、１００年の歴
史を築いてきた皆様方の功績があったからこそであり、この場をお
借りして心より感謝申し上げます。

最高の仲間との思い出
大学　大東 彩

　記念すべき１００周年の年、３０歳なります。少し大人の仲間入り
でき始める頃でしょうか？社会人となりましたが、今でも甲南大学で
試合をしている夢を見るぐらい濃い思い出です。
　私は４回生で、女子主将を努めました。同期女子は中山、マネー
ジャーの石田、私の３人です。先輩後輩も少なく、リーグ戦は連日
単複出場するメンバーや、審判・ボーラーでフル回転メンバーと部
員の多い他校より苦労がありました。ダブルスのフルセット試合が終
わって、ろくに休憩もできず足や腰を痛めている中でも、文句を言
わずシングルスを全力で戦う同期、後輩がいて、本当に逞しいメン
バーだったなと感じます。
　多くの選手がシングルスプレイヤーで、前衛の動きも分からない
まま、ダブルスに挑んでいた頃が懐かしく、よく前衛にボールをぶつ
けることもありましたし、大チャンスでスマッシュを空振りすることも
ありました。今では、笑い話ですが、応援してくださる皆様を冷や冷
やさせてしまう試合が多かったと思います。
　引退試合は、負けたら３部と入れ替え戦と手に汗を握る試合でし
たが、緊張にも試合にも打ち勝ちメンバー全員と喜びあった日は、
一生忘れることはないです。頼りない主将でしたが、それでもつい
てきてくれた、同期、後輩がいたからこそ、このような充実した大学
生活を送ることができました。この場をお借りし御礼申し上げます。
　末筆ではございますが、皆様のご健康とご発展をお祈り申し上げ
ます。  ▲ 引退

 ▲ 同期女子３人

 ▲ 学習院戦後のディズニーランド
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感謝の甲南生活
高校　上曽山 博貴

　初めに、創部１００周年おめでとうございます。１００年という長く
輝かしい歴史に関われたこと大変嬉しく思います。甲南高校を卒業
し、早１０年が経とうとしていますが、中高６年間のテニス部での日々
は昨日の事のように鮮明に覚えています。このような機会を頂いた
為、当時を懐かしく思いながら筆を執りたいと思います。
　私は、２００７年に甲南中学に入学し、中学３年間では全国中学生
大会団体優勝２回を経験しました。特に３年時の優勝の瞬間は一生
忘れないと思います。全国的に見ても甲南中学は当時から強豪で、
勝って当たり前な風潮もありましたが、試合に勝って泣くというのは
後にも先にもこの時だけでした。
　高校入学後は初めてのレギュラー落ちや、イップスなどもあり、テ
ニスを嫌いになっていた時期もありました。これまでの過去の栄光
に縋り、下手で勝てない自分を受け入れる事ができず、怪我や言い
訳を繰り返し、部活中の態度も、良いとは言えなかったと思います。
そんな中でも、私を見離さずキャプテンにして下さった顧問の八田
先生を始め、先輩、同期や後輩達には感謝しています。
　私の代のチームは中学の時とは違い、全国大会に出場出来れば
良いかなという戦力でした。それでもチーム一丸となり全国選抜大
会に出場するなど、キャプテンにならなければ出来なかった経験も
沢山する事が出来ました。社会人になった今でも、この１年間の経
験は大きく活きていると感じています。
　これから活躍される後輩達にメッセージを残したいと思います。
チームで何かを目指す事はとても素晴らしい事です。それを達成す
る過程には楽しい事も辛い事も沢山ありますが、いかなる時も周り

にいる人を大切にして共に乗り越えていってほしいと思います。学
生時代にしか出来ない経験も山ほどあります。日々全力で後悔ない
ように学生時代を過ごして下さい。
　最後になりましたが、私に関わって下さった先生方、先輩や後輩
方、ありがとうございました。この場を借りてお礼を申し上げます。
末筆ながら甲南テニス部に関わる全ての皆様のご活躍をお祈りし、
筆を擱きます。

一生の宝
高校・大学　石宇 健人

　この度は創部１００周年誠におめでとうございます。心よりお祝い
申し上げます。
　私は中学生から大学生までの１０年間、テニス部でお世話になり
ました。たくさんの先輩方、ＯＢ・ＯＧの皆様、コーチ方々に支えて
頂き、充実したテニス生活を送ることができました。
　そんな１０年間で特に思い出に残っていることは中学生の時、全
国大会の団体戦で2度日本一になれたことです。あの時の感動は
今でも鮮明に覚えており一生忘れることはありません。日本一という
大きな目標に向かって努力した日々、優勝した瞬間みんなと抱き合
い嬉し涙を流したこと、そしてみんなで勝ち取った金メダルは私の
一生の宝物になっています。甲南のテニス部だからこそ日本一とい
うなかなかできない経験をすることができました。
　また、一生付き合いたいと思える最高の仲間に出会うことができ
ました。尊敬できる先輩方、私のことを信頼してくれる後輩達、嬉し

63回

 ▲６３回高校卒業アルバムより

 ▲ 悔いのない６年間

大学 ２０１７（Ｈ２９）年卒
男子

女子

石宇 健人　大塚 潤一　岡田 岳　鈴木 達也　高島 基　中条 智矢　帆足 仁宏

本田 杏樹

高校 ２０１３（Ｈ２５）年卒
石宇 健人　上曽山 博貴　小野 真弘　小山 航平　鈴木 達也　田村 将人　当山 晋司　原口 大介　帆足 仁宏
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かったことも悔しかったことも、色んなことを一緒に経験してきた同
期のメンバー達に出会えました。テニス部を引退した今でも連絡を
取り合い仲良くしています。私は心の底からテニス部に入って良かっ
たと思っています。
　これからは自分がＯＢという立場として、現役生のサポートを全力
で行っていきます。再び甲南テニス部が日本一になれる日を楽しみ
にしております。
　最後になりますが、伝統を守り続けてきた先輩方、支援してくだ
さった全ての方々のおかげで創部１００周年という輝かしい日を迎え
ることができました。心より感謝申し上げます。

ぼくの夏休み
大学　岡田 岳

　この度は甲南学園硬式庭球部創部１００周年、誠におめでとうご
ざいます。心よりお祝い申し上げます。
　我 ６々３回卒は２０２２年現在、大学コーチを務められている沼野
孝彰先輩が主将をされていた２０１３年に入部し、ドナルド・トランプ
氏が大統領選に当選した２０１７年に卒業いたしました。男子部８名、
女子部１名の計９名の仲間と共に、４年間の人生の夏休みを部活に
捧げてきました。
　入部してすぐの春関、当時甲南大学のエース級であった上原伊
織先輩とダブルスを組ませて頂きました。その頃からとにかくリター
ンが下手くそだった私は案の定、緊張も相まってけたたましい数のミ
スをしました。結果、見事予選落ち。一方の上原先輩はシングルス

優勝。その表彰式の前に上原先輩にこんな言葉を頂きました。「岳
のおかげで体力温存出来たわ！ありがとう！」、、、曇りなき眼で仰られ
たその言葉。今でも忘れることができません。
　忘れられない風景があります。３回生のリーグ戦。当時の主将で
あった前田直人先輩の対関学戦の試合です。負けが決定してもな
お、闘志溢れるプレーで戦い抜き、そんな姿に他大学の選手達も
思わず声援を送っていた、あの風景です。
　様々な経験や、様々な出会いを与えてくださったテニス部には感
謝してもしきれません。
　最後になりますが、関わって下さったＯＢ・ＯＧの皆様、外部コー
チ、先輩の皆様、同期、後輩の皆、本当にありがとうございました。
　このような貴重な経験ができたのも創部より伝統を築き上げた先
輩方のおかげです。この場をお借りして心より感謝申し上げます。

出会いに感謝
大学　本田 杏樹

　この度は創部１００周年、誠におめでとうございます。心よりお祝
い申し上げます。
　我 ６々３回卒は、２０１３年に入部し、２０１７年に卒業しました。
　私の学年は男子部が８名、女子部が１名の計９の同期と共に約４
年間の厳しい練習に打ち込んできました。女子が１人ということもあ
り、初めは心細い気持ちが強く苦しい日々が続きましたが、８名の同
期が常に気にかけてくれ、４年間無事にやり遂げることができました。
４回生になり主将を務めた際には、少人数という強みを生かし上下

関係なくアドバイスができるような
環境を目指し、「一部昇格」という
目標だけを考え練習に取り組みまし
た。結果として２部３位と一部昇格に
はあと一歩のところで届きませんで
したが、約５０人の部員で男女関係
なく選手を全力で応援していた光景
は今でも忘れられません。
　また、卒業した今でも多くのＯＢ
の方々や先輩から同期、後輩と幅広
い年代の方 と々交流できていること、
とても嬉しく思います。
　最後になりますが、このような貴
重な経験ができたのも創部より伝統
を築き上げた先輩方のおかげです。
この場をお借りして心より感謝申し
上げます。

 ▲ とある日の、つかの間の休息

石宇 健人　大塚 潤一　岡田 岳　鈴木 達也　高島 基　中条 智矢　帆足 仁宏

本田 杏樹
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甲南テニス部という私の財産
高校　八塚 悠暉

　創部１００周年おめでとうございます。伝統ある甲南テニス部ＯＢ
会の一員として、このような形で携わらせて頂けること誠に光栄に
思います。
　私は２００８年から２０１４年の計６年間、甲南中高テニス部に所属
し、中学では副部長、高校では部長を務めさせて頂きました。未熟
な私が身に余る大役を担わせて頂けたのも、一重に良き仲間に囲
まれたことに他なりません。
　共に切磋琢磨した同級生、優しくも厳しくご指導してくださった先
輩方、学ばせてくれた後輩たちあっての6年間だったと強く感じます。
　私たちの代は１７名が甲南テニス部として高校を卒業致しました。
テニス歴・性格・キャラ・特技など、みな散り散りで、大変バラエティー
に富んだ部員が集まっていたと振り返ります。そんな私たちですが、
年に１度の集まりは今でも欠かすことなく行っており、話尽きること
のない笑いの渦に包まれた会になっています。中でも印象に残った
出来事として必ず話題になるのは、『本気でぶつかった話』の数々
です。コート上での真剣勝負の話、想いと想いがぶつかり合い、時
には喧嘩になった話など、話し出すと切りがありません。本気で部
活に励んでいた青春時代を思い返しては、その経験がいかに貴重
で役に立っているかを振り返っています。
　このような私たちの人生にとって何ものにも代えられない財産を
創ることができたのも、一重に受け継がれてきた伝統や功績があっ
たからこそだと強く感じます。伝統ある甲南テニス部ＯＢ会の一員

であることを誇りに思うと同時に、これまで支え発展させてきていた
だいた先輩方に心から感謝を申し上げます。

成長の４年間
高校・大学　綾部 翼

　我 ６々４回卒は２０１４年に入部し、２０１８年に卒業しました。６４回
卒の同期９名は非常に個性が強くユーモアなメンバーでしたが、そ
れぞれが強い意志を持ちながら、４年間厳しい環境でテニスに打ち

64回

 ▲６４回高校卒業アルバムより

 ▲ 高校引退試合後の集合写真

大学 ２０１８（Ｈ３０）年卒
男子
女子

綾部 翼　栗原 侑也　稗島 啓司　向井 涼太　森 匡　山本 翔太郎

篠倉（毎田） 光　野上（四宮） 梨沙　橋本 和

高校 ２０１４（Ｈ２６）年卒
綾部 翼　伊藤 大喜　小野山 真之　梶田 博之　菊池 瑛祐　北村 舜樹　河野 将史　小浦 啓太郎　田中 聡介 
永田 光　野武 和司　八塚 悠暉　原 和尭　松田 涼　松村 洋和　山内 柊　古村 達哉
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込みました。
　同期として至らない点も多々あり、先輩からお叱りを受け約20km
反省をしながら走りこむといった過酷な経験も味わいましたが、皆４
年間の部活動を通じて強く成長できたと感じております。
　上回生となった際は私達の代の「ユーモアさ」といった強みを活
かし、甲南の伝統を継続させながら学年問わず皆が全力でテニス
に打ち込められるチームを目指しました。最終的には関西学生リー
グ戦で、１回生から４回生の皆が活躍し、男子は１部リーグ４位、女
子は２部リーグから１部に昇格といった功績を残すことができました。
テニスの実力は互角といった厳しい状況の中、総勢５０名のチーム
力で勝利を掴み取った光景は今でも忘れられません。
　私は中学から１０年間甲南テニス部でお世話になりましたが、大
学で初めてチームのサポート役を経験し、改めてチームワークの大
切さ等を学ぶことができました。部活動を通じて学んだチームワーク
と得た仲間は私達の人生の財産となっています。
　最後になりますが、このような歴史ある甲南テニス部で有意義な
経験ができたことを誇りに思い、１００年の歴史を築き上げたＯＢＯ
Ｇの皆様に感謝を申し上げます。今後は甲南大学体育会硬式庭球
部を支える立場として同期一同努めてまいります。

感謝
大学　野上（四宮）梨沙

　この度は、創部１００周年おめでとうございます。
　伝統ある甲南テニス部ＯＧとして、このような形で関わることがで
き、大変光栄です。
　私たち６４回卒は２０１４年に入部し、素敵な同期や先輩・後輩た
ちと切磋琢磨しながら、甲南生活を送ることが出来ました。
　特に同期９名は個性豊かで、時にぶつかり、時に励まし合いなが
ら、様々な試練を共に乗り越えてきました。このような仲間と出会い、
素晴らしい経験ができたのは、今振り返っても自身にとってかけがえ
のない財産です。
　また私は２年間、女子主務を務めました。裏方で関わることが増
え、想像以上にたくさんのＯＢ・ＯＧの方が携わってくださっている
ことに気が付きました。各方面から様々な形でご支援頂けるのも、
これまで受け継がれてきた甲南の伝統や功績があったからこそだと
感じます。
　そして、４年間の部活人生で一番の思い出は、最後となるリーグ
戦で悲願の1部昇格を勝ち取ることが出来たことです。監督やコー
チをはじめ、ＯＢ・ＯＧの皆様と共に喜びを分かち合うことが出来た
ことは、今でも忘れられません。
　最後にはなりますが、このような恵まれた環境のもと部活に打ち
込み、素晴らしい甲南生活を送ることができたのも、１００年という
歴史を築き上げてきてくださった、ＯＢ・ＯＧの皆様のお力添えのお

陰に他なりません。この場をお借りして心より感謝申し上げます。末
筆ながら、益々のご発展を祈念しております。

甲南だからこそ
大学　橋本 和

　皆様、創部１００周年誠におめでとうございます。甲南学園硬式庭
球部の１００年という素晴らしい歴史に、このような文章を書かせて
いただくこと大変嬉しく思います。
　我 ６々４回卒は２０１４年に入部し、厳しくも最高な４年間を同期９名
と共に乗り越えてきました。同期は私も含め本当に個性が強く、刺
激的なメンバーだったように思います。
　時にぶつかり、大変だったことも少なくはありませんでしたが、それ
でも全員で手を取り合い、励まし合い、最後まで同期と駆け抜けた４
年間が今も私の宝物となっております。
　我々は２０１８年に卒業しましたが、今でも当初の部員と頻繁に連絡
を取り合い、先輩方とテニスや食事を通じて交流させていただいて
おります。社会人になり部活を離れた今でも甲南大学硬式庭球部の
繋がりの強さを実感しております。
　私は最後の１年間は女子主将を務めさせていただきました。入部
当初からの目標であった１部昇格を目指し練習に打ち込んだ１年間で
した。至らない点も多い主将だったかと思いますが、監督やコーチ、
非常に多くのＯＢＯＧの皆様の支えがあり役目を果たすことができま
した。そして、先輩方の熱心な指導のおかげで、また素敵な後輩が
ついてきてくれたからこそ、１部昇格を成し遂げることができました。
１部昇格のあの瞬間、あの目の前の景色を忘れることはありません。
　最後にはなりますが、このような充実した環境でテニスができ、素
晴らしい甲南生活を送ることができたのも、偉大な先輩方のお力添
えのおかげでございます。この場をお借りして心より感謝申し上げま
す。そして、甲南大学硬式庭球部の今後ますますのご活躍を祈念い
たします。

 ▲ 大学卒業式

綾部 翼　栗原 侑也　稗島 啓司　向井 涼太　森 匡　山本 翔太郎

篠倉（毎田） 光　野上（四宮） 梨沙　橋本 和
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甲南学園硬式庭球部創部１００周年を迎えて
高校　駒居 佑哉

　甲南学園テニス部、創部１００周年おめでとうございます。記念
すべき節目に、このような寄稿の機会をいただき、とても嬉しく思い
ます。
　私は中高６年間テニス部に所属し、学生生活の大半をテニス部
の仲間と共に過ごしてきました。
　私たちの代は皆が真面目で、そしてテニスが大好きだったと思い
ます。練習が終わってもコートに残り、そのままテニスを続けること
がよくありました。名物の“入替戦”では、普段は親友である同期と
真剣勝負を繰り広げたことも忘れられません。また打倒関学に向け
厳しい走り込みや長時間の練習に耐え抜き、試合当日の会場では
当時流行った倍返しタオルを高らかに掲げ、関学へ挑んだことも懐
かしい思い出です。
　私たちの代の持ち味は、西岡皇人キャプテン、そしてエース吉田
有宇哉を筆頭に確立した、「チーム力」です。試合前は他校と異な
り、コート内の選手だけでなく、コート外の選手もフェンス越しに手
を繋いで、大きな円陣を組んでいたことを今でも鮮明に覚えていま
す。それぞれ立場は違えど、１人１人がチームのために自分ができ
ることは何かを考え、主体的に動いていった経験は社会に出てから
も活きています。
　私は社会人になった今でも週１回テニスを続けており、テニス部
の同期と時々テニスをすることもあります。甲南高校を卒業してから
およそ８年半の月日が経ちましたが、甲南テニス部の絆の強さは今
もなお続いています。
　このような素晴らしい学生生活を送ることができたのも、多くの先
生方、ＯＢのお力添えによるものです。この場をお借りして感謝申し

上げます。
　これからも甲南テニス部で培った"甲南魂"の精神を紡いでいくと
共に、甲南テニス部のますますのご発展をお祈り申し上げます。
Ｍａｒｃｈ ｏｎ ｔｏ ｖｉｃｔｏｒｙ!

輝かしい甲南生活
高校・大学　鈴木 啓太

　皆さま、創部１００周年おめでとうございます。そして、このような
文章を書かせていただき光栄に思います。
　我 ６々５回卒は、２０１５年に入部し２０１９年に卒業、今年で２６歳に
なる年となりました。私たち６５回卒は、男女１７名の同期とともに入
部し、４年間の厳しい練習に打ち込んできました。部員数は総勢５０
名を超える大所帯となり、多くの先輩の方々、後輩の方々、同期に
囲まれていたことは輝かしい甲南生活に大きく寄与したと強く感じて
います。
　私は、大学２年生から２年間主務を務めました。この２年間で非
常に多くのＯＢＯＧの皆さまにお世話になりました。その際に大変お
世話になった皆さまとはテニス部を卒業した今でもテニスや食事な
どで交流いただき、私の甲南生活は学生時代だけでなく、この先の
人生においても長く続いていくと実感しております。
　私たちの学年の印象的な出来事は、吉田キャプテンを筆頭に甲
南の伝統の一つである「自主自律」の体制を取り入れたことです。
トレーナーやコーチの役割を部員も担うようになりました。暗中模索
の状況ではあったものの、最終的には部員同士の信頼関係によりこ
の体制を作り上げ、関西リーグ１部３位の好成績を残せたことは今

65回 大学 ２０１９（Ｒ１）年卒
男子

女子

青木 祐也　宇津原 陸　木元 達也　近藤 尚人　才門 昂弘　鈴木 啓太　瀧華 隆裕　田尻 将之　 
中出 雄太　福重 聖也　福嶋 航大　南 春輝　三村 公亮　吉田 有宇哉

藤原(宮丸)奈々　山根 万奈

高校 ２０１５（Ｈ２７）年卒
宇津原 陸　岡田 暁　河崎 正洋　河村 直希　五代 友太郎　駒居 佑哉　近藤 尚人　近藤 龍ノ介　 
鈴木 啓太　高倉 弘陽　瀧華 隆裕　西 良祐　西尾 介社　西岡 皇人　西村 勇人　南 春輝　三村 公亮　 
村田 龍星　吉田 有宇哉　蓮尾 亮太

 ▲６５回高校卒業アルバムより  ▲ 高校同期で円陣
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も忘れません。この経験は、社会人になった今でも私たちの基盤に
なっております。
　最後になりますが、このような輝かしい甲南生活を送ることができ
たのも、創部より引き継がれてきた伝統や先輩方の功績があったか
らこそです。この場をお借りして心より感謝申し上げます。

紡いでいく歴史と誇り
大学　田尻 将之

　皆様、甲南大学硬式庭球部創部１００周年、誠におめでとうござ
います。
　創部１００周年という大きな節目である「１００周年史」の1ページ
を書かせて頂けることを非常に嬉しく思います。
　私は今年で社会人５年目を迎える年になりますが、今でも汗水垂
らしながら必死にテニスコートを走り待って大学時代の風景をふと
思い出します。数え出せばキリが無くなる程の思い出が出てきます
が、その中でも色褪せなく心に刻まれているのは、大学４回生最後
のリーグ最終戦です。その日は関西学院大学とのリーグ３・４位を
決める一戦であり、まさに一進一退の展開でした。そして、どこか
の試合で後１勝すれば甲南大学の勝ちが決まるという場面で、全
コートのボーラーに４回生の部員が一斉に入り、コート内で選手と共
に戦ったことです。通常、下級生が行う仕事を最上級生がやるとい
うのはまさに異様な景色で相手選手も戸惑っていましたが、私はあ
の瞬間こそが「甲南らしさ」を発揮できた瞬間であったと感じており
ます。
　我々は他大学のようにプロのコーチやトレーナーはおらず、技術
的な部分は劣っていたかもしれません。だた、その差を埋めるべく
「組織で勝つ」ことにおいて部員全員が当事者意識を強く持ちこだ
わってきました。それは、同じ学年で戦っている同期や先輩後輩は
勿論のこと、日々 支えて頂いている多くのＯＢＯＧの皆様の想い、そ
して、これまでの甲南大学硬式庭球部
が築き上げてきた歴史と誇り全てを背
負って戦う事が我々の強みだと信じて
おりました。まさに、関西学院大学との
リーグ最終戦は我々甲南大学硬式庭
球部が紡いてきた歴史と誇りを懸けて、
「組織で勝つ」という事を体現出来た
一戦であったと思います。
　是非、今の現役部員の皆様やこれか
ら甲南大学硬式庭球部の一員になる
未来の選手たちにも、歴代の先輩方が
築き上げてきた歴史と誇りを次の１００
年まで紡いでいって欲しいなと願ってい
ます。
　最後になりますが、このような歴史あ

る組織を築き上げてこられた、歴代の先輩方にこの場をお借りして
心より感謝申し上げます。

感謝の４年間
大学　山根 万奈

　甲南ＯＢＯＧの皆様、創部１００周年おめでとうございます。この
ような貴重な文章を書かせて頂けることを大変光栄に感じており
ます。
　我 ６々５回卒は、男子１４名、女子２名　計１６名という非常に人数
が多く、活気のある代でした。日々の厳しい練習にも同期全員で支
え合い、乗り越えてきました。
　この４年間は、多くの先輩方、後輩、同期の皆様と切磋琢磨しな
がら、成長することができたと感じております。また、在学中はＯＢ
ＯＧの皆様には大変お世話になりました。
　仕事の合間を縫って練習に参加頂いたり、猛暑の中、多くの方々
が試合の応援にきて下さりました。本当にありがとうございました。
　甲南大学での４年間は自分自身を大きく成長することができ、様々
な経験を積むことが出来ました。私は在学中、選手、マネージャー
両方の立場を経験させて頂きました。
　選手時代は、女子部の人数が少なく、男子部の皆様にご協力頂
きながら練習ができていたことに非常に感謝しております。
　大学３年生の頃から、マネージャーとして男子部、女子部両方を
サポートさせて頂きました。選手からマネージャーになり、今まで沢
山の方々のサポートを受けながら日々の練習に励むことが出来てい
るかを改めて実感することが出来ました。私の４年間の経験は、社
会人になった今でも自信となっております。
　最後になりますが、このような大学生活を送ることが出来たのも、
ＯＢＯＧの皆様が積み上げてきた功績があったからこそです。
　この場をお借りして心より感謝を申し上げます。

青木 祐也　宇津原 陸　木元 達也　近藤 尚人　才門 昂弘　鈴木 啓太　瀧華 隆裕　田尻 将之　 
中出 雄太　福重 聖也　福嶋 航大　南 春輝　三村 公亮　吉田 有宇哉

藤原(宮丸)奈々　山根 万奈

 ▲ 大学引退試合後の集合写真
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わたしの甲南人生
高校・大学　角谷 智仁

　この度、甲南学園硬式庭球部が創部１００周年を迎えられたこ
と、そして卒業生として１００年史に携われることを心から嬉しく思い
ます。
　私は甲南中学からテニス部に所属し、高校、大学と約１０年間所
属しました。私たちの代では、中学からテニス部に所属していた数
少ない部員になります。
　私は漫画の「テニスの王子様」を見てテニスを始め、強豪校で
ある甲南中学で団体戦に出て活躍したいという憧れを持ちテニス
部に入部いたしました。そこから私の長い甲南人生が続きます。
　中学では全中、高校では全国選抜、大学では関西リーグ戦と数
多くの団体戦を経験することができ、部活動を通じてかけがえのな
いものを得ることができました。それは今でも遊んだり呑みに行って
語り合える同期・仲間です。
　チームとして一つの目標に向かって一致団結し、その中でお互い
に切磋琢磨し合える環境があり、時には部内でぶつかり合う時もあ
りました。しかし、そんな経験をしたからこそ今の私たちがあり、今
ではお互いの結婚式に招待したり語り合ったりできる仲になったのだ

と確信しています。
　そして、現役時代から大変お世話になった先輩方・後輩達との
ご縁にも恵まれ、甲南での学生時代は最高の思い出として私の中
で残っています。
　最後になりますが、現役の皆様。
　先ずは、人生で一度しかない今の甲南生としての学生生活を存
分に楽しんでください。そして、その中で1つでも多く甲南テニス部
に入ってよかったと思えることを見つけてみてください。
　微力ながら、今後もＯＢとして体育会硬式庭球部の発展に貢献で
きればと思っております。

甲南生活に感謝
高校・大学　木村 靖吾

　まず初めに創部１００年を甲南学園硬式庭球部として迎えられた
事、嬉しく思います。また、伝統ある部に所属し、練習に励んだ学
生生活を誇りに思います。
　私たちの代は男女１３名おりました。中には全国で活躍する選手
もおりましたが、決してテニスが強い代ではありませんでした。しか
し、全員が仲が良く、単純にテニスが好きな選手が多かったかと思
います。少しですが、私たちの代の思い出を書かせて頂きます。
　１回生の頃は、皆で昼のコート整備や練習中の声出し、ボール拾
い等、下級生としての役割に必死でした。また、初めてのリーグ戦
では審判やボール拾いの求められるレベルが高校時代とは異なり、
戸惑いもあり、先輩方に怒られる事もよくありました。ですが、部を
代表してコートで戦っている先輩方、プレーヤーを応援する先輩方
の姿を見て、それぞれが様々な形で多くの刺激を貰う事が出来まし
た。２回生になり、後輩ができ、個々のテニスに対する取組時間が
増え、中には個人戦の本戦で活躍する選手が出てきました。
　３回生になると、一つ先輩の吉田主将のもと、練習時間やメ
ニューの見直し、部内のルールの徹底、朝ランを始める等様々な取
組をして下さりました。テニスの結果もテニスプレーヤーとして必要
かと思いますが、人間力という部分において、部員全員が一つの目
標に対して真剣に行動し、考え続けられたと思います。あの改革が
あったからこそ、皆が社会に出てから、目標に対する行動過程の立
て方、考え続けるという姿勢を持ち続けるという精神が役に立って
おります。
　４回生になり、学生最後の一年という事で、思う存分、全員がや

66回

 ▲６６回高校卒業アルバムより

 ▲ 高校引退時集合写真

大学 ２０２０（Ｒ２）年卒
男子
女子

岩村 優友　角谷 智仁　川上 悠護　木村 靖吾　下田代 拓巳　竹山 世成　藤永 大真　渡部 耕平

大田 紗矢果　田中 依里奈　中谷 琴乃　山崎 菜月

高校 ２０１６（Ｈ２８）年卒
池崎 巴優　石本 大明　市岡 和樹　岡田 明久　尾形 健佑　角谷 智仁　木村 靖吾　竹山 世成　龍野 惣一郎 
堤 一樹　花田 貴充　原 俊輔　東野 竜治　前村 大輔　森田 雄真　薮内 英人　漁 圭祐
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れたかと思います。良き伝統を継続し、同期が一体となりリーグ戦
に向けて、活動出来ました。男子部の同志社大学とのリーグ最終
戦、女子部の同志社大学との入替戦が終わる最後まで一年を通し
て必死でした。
　最後になりますが、同期に限らず、先輩方や後輩の皆との日々は
とても大切な思い出となっております。仲間という関係は社会人に
なっても変わりません。学生の皆様も日々の時間を大事にし、それ
ぞれの代で立てた目標に対してみんなで精一杯取り組んで頂きた
いなと思います。微力ではありますが、私たちＯＢ・ＯＧは学生の
皆様を応援しております。頑張ってください。

伝統校の主将として
大学　藤永 大真

　この度は甲南学園硬式庭球部の創立１００周年を迎えられたこと
を心からお祝い申し上げます。
　さて、私が甲南大学体育会硬式庭球部に在籍したのは平成２８
年から令和２年の４年間になります。思い返せば１回生から３回生ま
でどう部活を耐えるかという思いでいっぱいだったことを思い出しま
す。トレーニングをサボったり、練習に行かなかったりとたくさんご迷
惑をおかけしたことを今では反省しております。
　そんな私ですが、４回生ではキャプテンを務めさせていただきまし
た。ここからは、私がキャプテンを務めさせて頂いた最後の年につ
いて綴ることにします。
　マスクをつけて生活をすることが当たり前となった今、私たちの代
は、コロナウイルスが蔓延する前に、リーグを迎えることのできた最
後の代でした。リーグ戦だけなく全ての試合を、何一つ制限なく試
合を行えたことは大変幸運だったと思います。またキャプテンをした
ことで一般の部員とは違う仕事をさせて頂きました。ＯＢの方 と々多
く関わりを持つことで、様々な場面でご支援を頂いていること知り、
感謝の思いを持ち練習に励むことができました。
　１番大きかったのは肩書きの重さだったと思います。キャプテンと
はなんなのか、どういった姿なのか考えさせられる毎日でした。正
直答えを出せずに終わった気がします。今では「自分らしく」が1番
よかったのではないかと思います。とにかく濃い1年間で今後の自分
の在り方を考える良い機会をもらえました。ありがとうございました。
　末筆ながら、今後ともＯＢとして少しでも甲南大学体育会硬式庭
球部の更なる発展に貢献できたらと思っています。

成長を感じた学生生活
大学　中谷 琴乃

　甲南学園硬式庭球部が創部１００年を迎えられた事、大変嬉しく思
います。創部１００年を迎えることができたのは、多数の関係者様の

お力添えの結果だと思います。その歴史ある庭球部に所属できた事、
大変誇りに思います。
　私たちの学年は男女合わせて１３名で入部しました。１３名中４名が
女子部員で、歴代の先輩方を見ても、女子同期が多い学年でした。
　私個人と致しまして、２回生の後半から女子主将を務めさせて頂
きました。２年間という長いようで短い期間を主将という立場で組
織に所属した経験は、社会人になった今でも、自らの経験として活
かさせて頂いております。
　４回生、最後のリーグ戦では色々な想いを持って戦った試合であ
ると思っております。残念ながら２部降格という結果にはなりました
が、同期全員で先輩として後輩に何かを繋ぐことができたと思って
おります。
　現役生へ、嫌な事や厳しい事も山のようにあると思いますが、現
役の頃には気づかない事も、引退・卒業した時に経験としてかえっ
てくると思います。大学生活は人生の４年間しかないので、精一杯
毎日を楽しんでください。
　最後になりましたが、同期１３名で過ごした４年間は一生の宝物と
なっております。厳しいお言葉を頂いたり、時には優しさを頂き、共
に甲南大学体育会硬式庭球部として戦った、監督はじめ、ＯＢ・Ｏ
Ｇ・先輩の方々には大変感謝しております。微力ではありますが、
私たち同期１３名は現役学生の皆様を応援しております。

 ▲ 大学卒業式

 ▲６６回大学卒業アルバムより

岩村 優友　角谷 智仁　川上 悠護　木村 靖吾　下田代 拓巳　竹山 世成　藤永 大真　渡部 耕平

大田 紗矢果　田中 依里奈　中谷 琴乃　山崎 菜月
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思い切って入学した甲南大学
大学　岡崎 大倭

　この度は創部１００周年おめでとうございます。歴史ある甲南大学
体育会硬式庭球部の一員になれたことを誇りに思います。
　元々私は九州の大学に進学する予定でした。しかし、せっかく大
学でもテニスを続けるならもっと厳しい環境に身を置いて挑戦してみ
たいという気持ちが強くなりました。そこで高校３年生の時に、お声
がけいただいた甲南大学の練習に参加し、レベルの高さや練習環
境、雰囲気の良さに感動し、入学を決意しました。甲南大学での日々
の練習や、試合を通して得たすべての経験は、今でも私にとってか
けがえのない財産です。またこの経験は、甲南大学で出会えた偉
大なる先輩ＯＢの皆様のサポート、頼りになる同期、そしてかわい
い後輩の存在があってこそだと思います。皆様のおかげで、広島県
から来た田舎者も、テニスの技術面はもちろん、人間性も大きく成
長出来たと勝手に思っております。また、今でも週末にＯＢ同士でテ
ニスをしたり、ご飯に行ったりと強い繋がりがあること、本当に幸せ
です。
　現役生の皆様へ、私達が大学４年間で成し遂げることが出来な
かった、ましてや最後の年はコロナウイルスの影響で試合すら開催
されなかった関西大学対抗テニスリーグ戦で、『王座出場』を目指

して日々頑張って下さい。是非ともチャンスを掴んで充実した４年間
を送って下さい。ＯＢ一同心から全力応援しております！

戻れるなら戻りたい大学４年間
大学　佐々木 康介

　この度は、甲南学園テニス部創部１００周年おめでとうございま
す。またこのような貴重な機会に文章を書かせていただけること、
大変ありがたく思います。
　私が甲南大学体育会硬式庭球部で過ごした４年間を語る上で、
同期の存在は欠かすことができません。大学１回生の頃、当時から
頭角を現していた岡崎、角野、西本、東川がチームの主力として活
躍していた一方で、私は同じテニスコートを球拾いの主力として走り
回っておりました。非常に悔しかったことを今でも覚えています。しか
しながら、こんなにも身近で、気を遣う必要もない強い選手が、同
期に４人もいてくれたことが、私の選手としての自覚を風化させず、
実力を高めてくれたのだと思います。また最後まで私たちを支えてく
れた上野マネージャーへの感謝は尽きません。これは私含め同期５
人の総意で間違いございません。

67回

 ▲６７回高校卒業アルバムより

高校 ２０１７（Ｈ２９）年卒

大学 ２０２１（Ｒ３）年卒
男子
女子

岡崎 大倭　角野 大地　佐々木 康介　西本 光一　東川 将大

上野 桃子

角谷 克仁　川端 人誌　西村 荘司　望月 赳志　林 克洋　藪 馨
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　私は大学３回生から男子主務を務めさせていただきましたが、誠
に勝手ながら『歴代最強の主務兼プレーヤー』を目指しておりまし
た。主務として特に関わりが多かった常任委員の皆様、主務業を疎
かにして練習や試合に打ち込んだこと、今更ですがお詫び申し上げ
ます。おかげさまで全日本学生大会には出場できました。
　現役生の皆様へ。夏場のボーラーは仕事ではありません、高強
度トレーニングです。という冗談はさておき、いざ試合で切羽詰まっ
た時に信じられるのは、科学や理論ではなく努力した記憶だと私は
思っています。苦しい時は岡本ランを思い出し、足が攣ったら六アイ
２周を思い出してください。きっともう一踏ん張りできるはずです。
　最後になりますが、自分の仕事に追われる日々
の中で、甲南学園テニス部ＯＢ・ＯＧの皆様の
偉大さを痛感しています。私も少しずつではあり
ますが何らかの形で恩返しをしていく所存です。
皆様の更なるご活躍を、遠い香川の地から祈っ
ております。

同期で切磋琢磨しあった４年間
大学　東川 将大

　この度は創部１００周年おめでとうございます。
歴史ある甲南大学体育会硬式庭球部の一員に
なれたことを誇りに思います。
　在学中は当たり前であった毎日コートに行け
ば、部員がいて同じ目標に向かって切磋琢磨し
ていた日々がどれほど恵まれていたかを卒業後
に強く感じる時があります。大学４年間は振り返
れば短かったと感じますが、自らのテニス競技生
活及び１年生時の仕事や最終学年の組織運営
など、日々多くの成長の機会に恵まれていたこと
を社会人になり、実感します。
　特に今は全国各地で離れ離れになっておりま
すが、４年間支え合い、切磋琢磨してきた同期
の存在は自分を支える大切な存在であり、それ
は卒業後も変わりません。是非現在活動をされ
ている現役生の皆さまは共に支え合い、切磋琢
磨しながら同じ目標を追う仲間がいることを当た
り前と思わず、活動していただきたいです。
　私たち６７回生はコロナの影響で最終学年の
リーグ戦が行われなかったので、目標としていた
王座出場を果たすことができませんでした。４年
間の目標に挑戦する機会ももらえなかったことは

非常に悔しい経験でしたが、一方で最終的に部活に在籍していた５
名は全員が在学中にインカレを経験しており、甲南大学で努力を行
えば成果に繋がるといった一つの姿を後輩に受け継ぐことが出来た
のではないかと考えております。
　現役の皆さまも現在整えられている練習環境や指導者の存在を
十分に活用いただき、私たちの代が成し遂げることができなかった
王座出場を果たしていただきたいと考えております。自分たちが成し
遂げられなかった目標を達成する後輩をいつか同期達とコートサイ
ドで並んでみられる日が来ることを願い、今後は歴史ある甲南大学
硬式庭球部のＯＢとして現役の皆さまを支えていけたらと思います。

 ▲ 引退式

 ▲ 生き残りの６人

岡崎 大倭　角野 大地　佐々木 康介　西本 光一　東川 将大

上野 桃子
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全中二冠の世代
高校　岡本 良太

　私はあの夏の出来事を一生忘れることはないと思います。
　愛媛で過ごした1週間はあまりにも長く、気の張り詰めた時間が
流れていました。
　当時の目標は躊躇いなく全国制覇。伝統校として、全中の単独
優勝回数に向けた生活を送っていました。
　目の前の重圧からスランプや怪我もありましたが、横を見れば必
死に努力する仲間の姿に全員が自らを奮い立たせていたのではな
いかと思います。最高のチームを目指し、OBの方やトレーナーの
方と常に連絡をとっていました。またチームの全員が、練習毎に小
さな目標を掲げ、試行錯誤し、切磋琢磨していました。
　2014年夏、愛媛で全国大会が開幕。私たちは毎試合が決勝戦
だと思い戦いました。実力差がある相手にも必死に食らいつきまし
た。次第に関西のライバルチームからも応援が駆けつけてくれるほ
どになりました。
　長いトーナメントはようやく終わりを迎え、結果は優勝。
　改めて、私たちはいろんな方々に支えられて過ごしていたんだと
当時を振り返り実感しています。
　先生方をはじめ、コーチやOBの先輩方。ライバルたちの存在や
家族。そして何よりチームの仲間。関わっていただいた全ての人に
感謝しています。
　私は努力が報われるということは、どんな無理難題にも最後まで
付き合ってくれる仲間がいることではないかと思います。優勝したあ
の日、感じた胸のときめきを生涯大事にし、探し続けたいと思います。
　余談ですが、春と合わせて私たちは史上初の全国二冠を成し遂
げました。

甲南高校での青春
高校・大学　高尾 尚樹

　創部１００周年、心からお祝い申し上げます。
　甲南高校テニス部でテニスに没頭した、かけがえのない３年間は
青春の1ページに色濃く残っています。また、最高の青春時代を過
ごせたことができたのは、最も近くで私たちを応援してくださった四
宮さんを始めＯＢの皆様の多大なるご支援があったからです。甲南
高校テニス部２０１８年度卒業生を代表して感謝申し上げます。
　私たちは、特に仲間意識が強く、個性的な学年でした。団体戦で
はよく他校から注意が来る程の、勢いのある応援に何度も助けられ
ました。中学最後の全中の団体戦では部員全員が愛媛県に応援に
来てくれた場面で優勝し、５度目の史上最多優勝ができ最高の経
験ができました。
　高校でのテニスのレベルの変化やトレーニングの厳しさに弱音を
吐くことがありましたが、テニスの上手い下手関係なく、全員で支え
合う事で高い意識で努力することができました。打倒相生学院高校
を目標に掲げて厳しい練習やトレーニングに励みました。宿敵の相
生学院高校との対戦では、中々勝ち星を挙げれず苦渋を味わいま
したが、団体戦でのダブルス１での試合でチーム全員の力で勝つこ
とができました。甲南中高での部活動を通じ、テニスの楽しさと苦
しさの両方を最大限味わうことができました。
　現役生にはテニスする事が時にはしんどく辛い事があると思いま
すが、最後の学生テニスを悔い無く終われるように頑張って貰いた
いと思います。
　最後になりましたが改めまして創部１００周年おめでとうございま
す。これからも現役生のご活躍を願っております。

男子
女子

高校 2018（Ｈ30）年卒

大学 2022（Ｒ4）年卒
有泉 智寛　池田 光　石川 雅也　高尾 尚樹　中村 雄介　野村 駿作　八塚 和樹　松浦 優成

小嶋 真央　濱 未来　村上 紗里奈

石川 雅也　岡本 良太　梶原 洋　加藤 知樹　門山 廉　櫻井 海吏　高尾 尚樹　四宮 大地　近田 賢祐 
中 一茶　徳田 和也　長井 理　花田 輝充　橋本 雄太　八塚 和樹

68回

 ▲ 大学引退式（同期）

 ▲２０１８年卒業式
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コロナ禍を乗り越えてのリーグ戦
大学　池田 光

　創部１００周年、心からお祝い申し上げます。甲南大学体育会硬
式庭球部で素晴らしい青春時代を過ごせたことができたのは、ＯＢ
の皆様の多大なるご支援があったからです。男子部員を代表して感
謝申し上げます。
　私たち６８回生は、意識の面で刺激しあえる学年でした。１回生の
頃は同期内の実力差が大きかったですが、普段の練習やリーグ戦
においてそれぞれができることに尽力しました。苦しい期間ではあり
ましたが、皆で刺激し合う大切さを学ぶことができました。この経験
が活きたのは最高学年で迎えたリーグ戦でした。コロナの影響で１
年ぶりの開催となり、練習もコロナの影響で様々な制限が設けられ
た下でのものでした。
　しかしチームとして王座出場の目標を掲げ、オンラインでのトレー
ニングやミーティング、また４回生がレギュラー、イレギュラーそれぞ
れの先頭で下級生をひっぱり、部員全員が高い意識を維持したまま
リーグ戦を迎えました。リーグ戦はコロナの状況を鑑み、応援や指
導者の人数制限に加え、異例のトーナメント方式という形での開催
となりました。結果目標であった王座出場は叶いませんでしたが、
関西３位で後輩にバトンを繋ぐことができました。今後も各人がチー
ム甲南の一員として、現役生のサポートをしていきたいと考えてい
ます。
　最後になりましたが改めまして創部１００周年おめでとうございま
す。これからも現役生のご活躍を男子部員一同願っております。

主将としての成長
大学　濱 未来

　この度は、創部１００周年を迎え、誠におめでとうございます。心
よりお祝い申し上げます。
　甲南大学体育会硬式庭球部、私の４年間の大学生活は全てこの
場所にあります。
　希望を持って入学した、１回生の１年間は想像していた以上に厳
しい現実が待っていました。ハードな練習メニューやトレーニング、
１回生がやらなくてはいけない部活内の仕事。なにより辛かったの
が、その練習を乗り越えても関西学生予選落ちで本戦の舞台へ進
めなかったことです。辞めたいと考えたことも１度ではありませんで
した。
　しかし、同期に恵まれたこともあり前向きに乗り越えることができ
ました。
　そして、1期上の先輩が退部されたことで、２回生の秋に主将に
任命されました。
　当時は、本戦に上がれていない私がチームを引っ張っていけるの

かと心配もしましたが、なんでも相談でき、ダブルスパートナーでも
ある小嶋がいたことで不思議と自信が湧いてきました。私が目指し
たのは甲南としての厳しさは残しつつ、オンオフの切り替えをはっき
りとした良い意味で壁がないチームです。段 と々それが形になって
いき、主将になるまで本戦に上がれていなかった私も、今まで結果
が振るわなかった後輩も、インカレへ出場することができました。特
に私が４回生の時にはダブルス４組がインカレへ出場し、チームとし
て大きな結果を残すことができました。
　しかし、主将を務めた２年間、コロナウイルスの影響により関西学
生リーグ戦が開催されず、１番の目標であった１部昇格は叶えること
ができませんでした。悔いは残りますが、必ず後輩たちが1部昇格を
してくれると信じています。
　４年間素敵な思い出をありがとうございました。
　最後に、今後の甲南大学体育会硬式庭球部のご活躍をお祈りし
ております。

 ▲２０２０年全日本学生テニス選手権大会

 ▲ いつも仲良し同期（左：小嶋  右：濱）
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甲南テニス部の７年間
高校・大学　棚橋 勇斗

　この度は、甲南学園硬式庭球部が創部１００周年を迎えられたこ
とを心よりお祝い申し上げます。この伝統ある甲南学園硬式庭球部
の一員として１００周年を迎えられたこと、大変嬉しく思います。
　私は高校から甲南に入学し、高校、大学と約７年間甲南のテニ
ス部として所属しました。高校では初めて部活というものを経験し、
キャプテンという貴重な経験もさせていただきました。そこでは集団
として活動することの難しさや楽しさを学び、人間として成長させて
いただいたかけがえのない時間だったと感じています。
　私は１年生の頃から団体戦に出させていただいていましたが、な
かなか勝つことができず先輩や同期に迷惑をかけ、自分の情けなさ
と申し訳なさに落ち込んでいた時もありました。そんな時に支えてく
れた先輩や同期には今でもとても感謝しています。
　また、キャプテンになった頃は1つ下の後輩にとても手を焼き、練
習はサボるはまともに練習しないはとストレスと疲労がマックスでし
た。その時は大変でしたが、今となっては自分の成長につながった
貴重な経験であり楽しい思い出です。
　甲南高校の私達はよく言えば真面目、悪く言えば地味、戦績も出
せず特徴のない学年でした。しかしテニスへの気持ちや意欲は人
一倍強く、テニスを誰よりも楽しんでいたと感じています。そのため、
自分が試合に出ていなかったとしても仲間を必死に応援できるそん
な素晴らしい同期でした。そんな同期に囲まれてテニスができた私

はとても幸せ者だと感じます。
　高校から大学の部活に入ったのは私だけではありましたが、大学
でも心の底から信用できる同期に恵まれ、甲南での学生生活は私
の中で最高の思い出となり一生忘れることのない宝物です。
　最後になりますが、現役の皆様。貴重な学生生活をテニスに注
ぎ、嫌になる程テニスに打ち込むことができる環境があることに感
謝し、全力で学生生活を充実したものにしてください。微力ながら、
今後もＯＢとして体育会硬式庭球部の発展に貢献できればと思って
おります。改めて、この度は創部１００周年誠におめでとうござい
ます。

成長できた４年間
大学　藤本 拓

　この度は、甲南学園硬式庭球部が創部１００周年を迎えられたこ
とを心よりお祝い申し上げます。
　私が甲南庭球部で過ごした日 を々振り返ると、人間的によく成長
できたなと自負しております。呼吸するようにご迷惑を掛けていた
１年目、コロナで何も出来なかった２年目、おそらく僕が出場してい
たら王座に行っていた３年目（コロナで藤本欠場）、気づいたら主将
になっていた４年目、振り返ると苦しく辛い経験が大半でした。では、
「なぜ最後まで辞めなかったのか」というと、苦い辛い経験を知っ

69回 男子
女子

大学 ２０２３（Ｒ５）年卒
秋月 真緒　柴倉 一太　棚橋 勇斗　藤本 拓　

岡橋 杏奈　松野 朋実　三宅 彩乃　望月 美香

高校 ２０１９（Ｈ３１）年卒
岡村 駿史　沖津 尊弘　下岡 謙斗　髙倉 壮真　高原 佑悟　棚橋 勇斗　辻之内 柊　鉄本 啓太　古川 聡一郎 
宮堺 康生　宮田 真之介　森口 悟志　安留 直喜

 ▲ 同期
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ている分、報われた瞬間があったこと、当時
はしんどかった事も数年後にはお酒を飲みな
がら笑い話に出来る時間があること、主将を
通じて沢山のバックグラウンドを持った方達と
繋がりを持てたこと、このような経験をしたか
らこそ、ここまで不器用ながらも最後まで走り
抜くことができたと思います。
　これから社会に出ていく中で幾度なく、「こ
れぐらいでいいか」とたどり着いた場所をゴー
ルにしたとき、目の前が真っ暗で何も見えなく
なるときが来ると思いますが、超えないと味わ
うことが出来ない達成感や苦しみ、そして成
長があることを沢山の出会いとテニスが教え
てくれました。
　また、テニスを続けていく中で自分だけの目標だけではなく、頑張
ることで喜んでくれる人がいる事、チームで必死に戦う中で、「誰か
のために頑張ること」の素晴らしさや心から生まれてくる最大限の
原動力に気づくことが出来ました。
　４歳でテニスに出会い、ほぼ全ての時間を費やし、本当に恵まれ
た環境の中で沢山の貴重な体験をさせて頂きました。そして、その
中で「何を得たか?」と聞かれるとテニスとしての強さとかではなく、
「人との出会い」と血と汗と涙を流してきた割には目では見えなく
て、抽象的でふわふわとしていますが、言葉にしたら「人としての
成長」と普遍的なことかもしれません。現役生の皆さんも、お金が
出ないにも関わらず、プライベートを割いてまで、テニスから就活ま
でご指導してくれるＯＢ、ＯＧの方々の有難さに気づいてほしいなと
思います。僕は気づくのに4年かかりました。
　最後になりましたが、微力ながら今後ともＯＢとして体育会硬式
庭球部の発展に貢献できればと思っております。現役生の活躍、楽
しみにしています。

庭球部で過ごした時間
大学　松野 朋実

　この度は、甲南学園硬式庭球部が創部１００周年を迎えられたこ
とを、心からお祝い申し上げます。このような伝統と歴史ある庭球
部に所属し、新たな代にバトンを継承できたことを、大変誇りに感じ
ております。
　私は高校３年生の時に、大学生の団体戦を知るため、リーグ戦を
見に行きました。そこで目にしたのは、男女関係なく選手を応援し、
チーム一丸となって試合に挑む甲南大学の先輩方の姿でした。そ
の姿に強く惹かれた私は、憧れと希望をもって甲南大学に入学しま
した。
　ですが、私達の代は１年生の終わり頃からコロナウイルスの影響
を受け、２年生、３年生とリーグ戦のできない時間を過ごしました。
特に３年生の時は、リーグ戦再開の兆しが見え始め、大好きな先輩
方に笑顔で引退してもらう為にも全力で部活と向き合いました。で

すが１部校以外は中止となり、やるせない気持ちを抱
えたまま主将の座を継ぐことになりました。
　そこから、気持ちの落ちた部員達を鼓舞しながら、１
年後のリーグ戦に向け新たな代が始まりました。結果
としては、目標であった一部昇格を果たすことが出来
ず、入れ替え戦で負けてしまいましたが、同期と支え
合い、ぶつかり合いながら過ごした時間は、他では経
験することが出来なかった時間だと感じております。高
校３年生の時に憧れたチームになれたのかはわかりま
せんが、私の大学生活の全てで、庭球部で過ごした
時間は人生の宝物です。
　最後になりましたが、甲南大学体育会硬式庭球部
に関わってくださった全ての方々には、大変感謝してお
ります。甲南大学体育会硬式庭球部の今後の更なる
ご活躍を、お祈りしております。

秋月 真緒　柴倉 一太　棚橋 勇斗　藤本 拓　

岡橋 杏奈　松野 朋実　三宅 彩乃　望月 美香

 ▲ 女子部員全員で

 ▲ 男子部員全員で
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 ▲ 大学生部員・監督・コーチ

 ▲ 高校生部員  ▲ 中学生部員

2023年学生部員
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　甲南学園硬式庭球部創部100周年おめでとうございます。
　私は「甲南」という響きにえも言われぬ反応をしてしまいます。
　団体戦での最初の対戦はインターハイで、私が柳川商業高校（現柳川高校）1年生の時でした。その後も2年、3年
でのインターハイ、中央大学時代の大学王座等、数多くの対戦がありました。
　個人戦でも甲南の選手との戦いも数多く、ライバルとして切磋琢磨して来た思い出があります。
　しかし、今でも「甲南」という響きには、他の学校とは違うイメージを抱いてしまうのです。
　私は小学5年生の時に兄の影響でテニスを始め、今日に至るまでテニスと関わり、テニスは私の人格形成の基盤と
なったと言っても過言ではありません。その中でも柳川時代は唯一無二の経験でもあり、私のテニス人としての原点で
もあると今では思っています。
　どんな毎日を送っていたかは、現在ではコンプライアンス上問題となるやもしれない伝説的な逸話の数々で、にわか
には信じていただけないような厳しい練習の毎日でした。ひたむきに、泥臭く、凡事徹底、テニスのこと以外を考えるの
は悪である！との思いでひたすら日々 テニスに明け暮れていました。
　当時の私はまるで修行僧のようだったかもしれません。
　そんな時、甲南の選手と対戦し、何か違うなぁというえも言われぬ感情が湧いてきました。同じ高校生で硬式テニス
部で・・・何かあか抜けていて、おしゃれで、涼しげで・・・
　勝手な思い込みかもしれませんが、私が思っていたテニスとの向き合い方が全く違う事に衝撃を受けました。だから
といって私には真似のできない事であり、相変わらず泥臭くテニスに向き合う毎日でしたがそこから「甲南」という響き
には憧憬の念と対抗心の両方を掻き立てられるようになりました。
　そして、「甲南」という響きに負けまいといつも以上の負けん気で対戦していました。
　私自身、テニス以外の競技の方達と交流を持つ機会に恵まれ、様々な強化の取り組みやアイデアを吸収することが
できました。その中でいかに継続することが大切かを痛感しました。歴史は積み重ねによってしか作られません。甲南の
硬式庭球部が100年もの歴史を刻まれたという事はそれだけで大きな財産であると思います。その基盤があってこその
革新が今後の発展に繋がると考えます。
　甲南出身の歴代日本代表選手の先輩方の醸し出す雰囲気は特別で、今でも私には真似できない憧れです。その特
別なカラーを継承しつつ世界にも通用する新しいスーパースター誕生を期待しています。
　あか抜けていて、おしゃれで、涼しげで、そしてめっぽう強いテニス選手！
　世界中が注目する事間違いないです。本当にワクワクします。
　「甲南」ブランドのもと、そんなワクワクする選手の誕生を期待しています。

洗練の甲南ブランド

プロテニスプレーヤー
前 日本テニス協会専務理事　福井 烈
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　甲南学園硬式庭球部が創部１００周年を迎えられたこと誠におめでとうございます。
　貴校初め関西学生リーグの一部校が中心となり関西学生テニス界をリードされてきたことは過言ではありま
せん。特に貴校が関西リーグに初優勝された昭和３８年（１９６３年）頃からの約２０年間は、貴校と関学の両校
でリーグ制覇を競ってきました。個人戦・団体戦共にライバル意識を持ち、切磋琢磨して争ってきました。
　特に昭和４２年（１９６７年）の関西リーグでの戦いは両校の歴史で忘れられない試合ではなかったでしょうか。
関学のレギュラーは前年度までに全日本選手権（オールジャパン）に出場した選手が５名もおり、絶対的に有
利な選手揃えで関西リーグは勿論のこと全日本大学対抗テニス王座の奪還を目指しておりました。リーグ戦の
最終日に芦屋国際ローンテニスで、貴校と対戦しました。当時のリーグ戦は単複共に５セットマッチであったの
で、初日にダブル３試合翌日シングルス６試合を行う日程でした。
　初日ダブルスは接戦の試合となり、果敢に攻めてくる貴校の勢いに押され２－０（Ｎｏ.１は日没順延）で貴校
の優勢で終わりました。翌日ダブルスＮｏ.１の試合が継続されて１勝を挙げた関学はシングルスで十分巻き返
し出来ると思っておりました。ところが、前日の勢いそのままの貴校に攻められ、シングルスＮｏ.６－４の試合を
落とし最終的には５－３（１引き分け）で貴校が優勝する結果となりました。試合終了後のミーティングで、４年
生全員が下級生の前で「すまん」と言われて頭を下げられ、頭上の水銀灯の冷たい光に照らされた姿が鮮明
に残っています。
　顧みれば関学は圧倒的な戦力を持って関西リーグは簡単に制覇できると過信し、油断という大敵を忘れて
いたように思います。逆に貴校の選手は実力差をものともせずに果敢に攻めることに徹底された結果だったと
思います。関学庭球部の１００年史に寄稿して頂いた日本テニス協会副会長の渡辺康二氏が「関学のモットー
である高貴ある粘り強さに対抗するには理性なき攻撃の継続しかないと思った」と述べられていますが、正しく
あの時のリーグ戦であったと感じました。
　最後になりましたが、甲南学園硬式庭球部がますます発展され、両校の現役が良きライバルとして交友され
ることをお祈りいたします。
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 ▲ 昭和４５年４月　関西リーグ優勝（於：香櫨園テニスクラブ） 
後列　左から　荻原、中井、柏谷、玉田、松尾 
前列　左から　山口、宮川、松浦

 ▲ 脈 と々受け継がれるNoble Stubbornness

悔し涙
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　私は、甲南大学の存在があったからこそ、自分自身成長することができたと自負している。毎年４月下旬頃か
ら「関西学生春季テニストーナメント」の予選が始まるが、１回生の時、単複共に予選敗退。とても不甲斐なく、
悔しい思いをしながら、靭テニスセンターへ本選の応援（仕事）をしに行ったときに、私は衝撃を受けたことを今
でも覚えている。自分と同学年の選手たちが雄叫びを上げながら、躍動していたことだ。その中でも、特に印象
的だったのが吉田有宇哉選手だ。当時、近畿大学のレギュラーメンバーであった高橋克典選手とお互いに一歩
も引かない壮絶な試合を繰り広げており、見事に７－６（５）、２－６、６－２で勝利を収めていた。当時、私は大きな
実力差を見せつけられ、同学年と思うことができなく、“自分にも同じことができるのか？”という大きなプレッシャー
が襲ってきたと同時に、早く練習をして“追い越したい”という思いが強くなり、いつの間にかライバル心を抱く
ようになっていった。その後、「関西チャレンジテニストーナメント」の決勝戦で吉田選手・福嶋選手ペアと対決
する事が決まった時は、ライバル（勝手に思っていただけ）と試合ができるためとても嬉しかった。少しは善戦で
きるかなと思っていたが、２人のコンビネーション・タッチセンス・ポーチなどのクオリティが高く、何もさせてもら
う事が出来ず、２－６、３－６で惨敗を喫した。まだ全然実力が追い付いていない事に気付かされ、更に練習に励
んだ。
　私の中で、間違いなく、この２つの経験が、大学４年間の“原動力”の一つになっており、厳しい練習にもモチベー
ション高くやり遂げることができたと感じている。
　甲南大学との「関西大学対抗リーグ戦」も私の記憶の中に鮮明に残っている。特にリーグ戦の時の甲南大学
は、他大学には無い独特な雰囲気を纏っており、対戦する時はいつもプレッシャーを与えられている感覚に陥っ
ていた。リーグメンバーは強者揃い、サポートメンバーの応援にも一体感があり、ポイントを取られると体力だけ
だはなく、精神的にも追いつめられていた。
　初めてのリーグ戦で対戦したのも、吉田選手
だった。とにかくミスが少なくラリー戦に持ち込ま
れると劣勢に立たされた。できるだけ、コンパクト
な試合展開をしようと意識をしていたが、吉田選
手はそんな簡単には勝たせてくれなかった。どれ
だけ攻撃しても、粘り強く返球され、振り出しに戻
されるため、本当にメンタルを維持することが困難
だった。他にも、同期の福嶋選手、後輩の藤永選
手や東川選手、岡崎選手などとも対戦したことが
あったが、いつも接戦になり、苦しい試合展開に
なっていた。日々 の血の滲むような努力があったか
らだと感じる。
　現在、私は学生テニスを引退して会社員として
仕事をしており、休日に関西学生の試合を見に行
くが楽しみの一つである。これからも関西学生ＯＢ
として、甲南大学と同志社大学の熱い試合が見ら
れることを“原動力”として、会社員生活を頑張っ
ていきたい。
　最後になりますが、今後の甲南大学の益々の御
発展と御活躍を陰ながら応援しております。
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　私が学生時代の甲南は関西の王者、王座にも出場、同学年の吉田昇生、吉田一宏、一つ下が江見、仁木、
白石、その下が中西、三村、弘世（歴代最高の学連委員長）、市川（最強の主務）とオール甲南を主力に他に
も数名おられましたが、他大学に比べ部員数は少なくまさに少数精鋭の軍団でした。１部は甲南、関学、近大、
神戸で、本学は同志社、阪大、京大とともに２部でした（上記また以降も敬称略お許しください）。
　そんな中で甲南と本学が少し近づくきっかけとなったのは、昇生との出会いでした。大阪の府立高校からテニ
スを始めた私にとっては、昇生は雲の上の存在、高校のころテニスマガジンで知ったくらいで大学入学後も話し
たこともなく、彼は一年からレギュラー、インカレ。私は一年のリーグ戦はボーラーでした。それが２年の冬の学
生インドアが神戸体育館で開催された時、どちらからともなく終わってから一杯飲む話で意気投合し、その勢い
でそのまま昇生の実家に泊めてもらいました。これをきっかけに甲南や神戸クラブで練習したり、そのあと飲みに
行ってはまたまた泊めてもらったりとご両親にも大変お世話になりました。
　そうこうしているうちに我 も々３回生で幹部交代、甲南は昇生、本学は小生が主将となりました。甲南のリーグ
優勝は当然、王座優勝が目標、本学は１部昇格が目標でしたが、幸い公立高校出身のインターハイ経験が私も
含め５人おり絶好のチャンスでしたので、昇生にリーグ戦前に対抗戦のお願いをしましたところ、快く引き受けて
もらいました。フルメンバーでは本学がかなうはずもなく、二人で考えた結果ダブルスはベストメンバー、シングル
スは前年の全日本経験者４人抜き（甲南は昇生、一宏、中西、本学は小生）でやろうと決めました。甲南も本学
も合宿中で、本番同様香櫨園のアンツーカを貸し切り、ベストオブ５セットで朝９時からスタートしました。結果は
シングルスＮｏ．５が２セットオールとなったところでコートの貸し切り時間になり、４対４の引き分け（甲南からＤ２－
１、Ｓ２－３）となりました（甲南のＮｏ．５は当時２回生の三村会長です）。
　関大にとっては５セットマッチの経験と甲南からポイントを挙げたことが大きな自信につながり、逆に甲南は少し
緊張感を持ったのではと感じました。リーグ戦の結果、勿論甲南は優勝、本学も２部では圧勝、入れ替え戦は５－
０で打ち切り無事に1部昇格できました。本当に甲南との対抗戦のおかげと今も感謝しています。余談ですがリー
グの次の春関のベスト４が上記対抗戦のシングルスを抜けた４人でした（優勝は中西）。
　甲南と本学はお互いに切磋琢磨して頑張ろうと話し、春関と夏関の前には合同練習を行いました。当時の本
戦は香櫨園でのハードコート、予選は各大学のコートだったため、両校のインカレ選手は関西地域ではいちはやく
ハードコートに切り替えた甲南で、予選選手は関大のクレーコートで合同練習を行いました。幸い対抗戦で少し知
り合いになれたこともあり充実した練習で、会場でもお互いを応援するいい雰囲気でした。
　その後も昇生にはお世話になり、インカレで本学の一つ下の下村がダブルスを組んでもらい、最後の夏関では
私とのペアでしたが足を引っ張りベスト４で終わったのは申し訳なく思います（中西が海外遠征で不在のため、本
学のために協力いただきました）。
　卒業後も両校数名が社会人プレイヤーとしてオールジャパンや大毎、関東・関西選手権、毎トー、国体等に
出場し、遠征先では現役時代の話に花が咲きました。数年前ですが有明テニスの森公園で行われた全日本大
学対抗王座決定試合に、甲南・関大両校が関西代表で参加した折には冒頭のメンバー数名でランチ、毎年この
２校でやられたらな、と話したものです。両校とも現役の頑張りに期待したいと思います。
　オール甲南のエリート軍団、対して本学は寄せ集めの雑
草集団ではありますが、今から思えば両校とも厳しき中にも
「自由闊達」な雰囲気、また貴学のスローガンである「個
性を尊重し自主自律の精神を養うこと」を共有していたよう
に思います。
　末筆ながらオール甲南テニス部の益々のご活躍をお祈り
申し上げます。
　１００周年誠におめでとうございました。

ありがとう甲南大学!
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　甲南学園硬式庭球部創部１００周年、心よりお喜び申し上げます。
　１９９１年、当時私が所属していた近畿大学硬式庭球部は当時甲南大学硬式庭球部を正直ライバルとは思って
いませんでした。当時の近大テニス部は名門の柳川、清風やその他全国強豪校からスポーツ推薦で集められた、
超のつく強者揃いで、レギュラーは全員ほぼプロ集団です。もちろん目標は王座優勝の全国制覇。
　一方甲南テニス部といえば、ほぼ全員甲南中高テニス部出身。スポーツ推薦は誰もいなかったと聞いています。
　王座に出るには関西一部リーグ（当時は同志社、近畿大学、甲南大学、京都産業大学）の中で二位以上に入
る必要があり甲南大学との対戦がありました。
　実力差は歴然です。しかし、結果は近大が勝利したもののギリギリの大苦戦！これが団体戦なんだと言う本当
の本物を見せつけられ、私の記憶に今でも強く残っています。一体何が予想と違ったのか。文字では伝えられな
い、あの場で実際に経験した者にしかわからない異様な気迫を感じました。我々は淡 と々自分の持っている個々の
実力を発揮していたのに対し、甲南はそれぞれのプレーヤーが甲南大学庭球部のために魂を燃やしている。異様
な雰囲気でした。甲南愛とでも言うのでしょうか、我々は大学テニス部であってプロではない。試合会場にはなぜ
か詰襟の学ランで登場し、試合が終わったらまた学ランに着替えて去っていく。リーグ戦で飛び交う汚いヤジにも
グッと奥歯を噛み締め、仲間のために、持っている実力以上のものを出してくる姿は、我々が個人の技術や戦績
を上げるために必死になりすぎ、忘れかけていた大切な物を思い出させてくれました。
　なぜそこまでして母校の為に必死に戦えるのか？私は甲南大学出身では無いのでわかりませんが、近畿大学と
の決定的な違いはこの伝統でしょう。縦のつながりが長く、そして強く繋がっている。まさにこの「甲南学園硬式
庭球部創部１００周年記念誌」を作るという行為が我々近大には今の所、到底辿り着けない領域です。現役の時
から甲南にはいつもＯＢの存在がちらついていました。そして卒業してから私が出会う甲南ＯＢもいつも現役のこ
とを詳しく知っている。近畿大学硬式庭球部はまだ創部６７周年ですが、この期間の違いだけでは到底済まされ
ない圧倒的な伝統力の違いを感じて羨ましく思います。試合には勝ちましたが、スポーツマンシップ、気迫、チー
ム力、学校愛、伝統力全て足元にも及ばず。いつか近畿大学も伝統
校として甲南大学のライバルと呼んで頂ける日が来るよう夢見ており
ます。
　事実私は、甲南ＯＢの大西太郎さんに憧れ、同じ会社に就職し大変
お世話になりました。一時期家に居候までさせて頂き、甲南スピリット
を少しだけ分けて頂けたような気がしています。
　写真は関西学生選抜２軍チームでご一緒させていただいた時の物
です。口は閉じていますが、本当は前歯がなくなっている太郎さんです。

ん？ライバル校甲南を語る？

 ▲ リーグ戦結果

 ▲ 大西太郎さん ▲ 二軍選抜
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　甲南学園硬式庭球部創部１００年おめでとうございます。神戸高校テニス部ＯＢ会「楠蘭テニス倶楽部」会
長をさせていただいております、大矢敏之（１９６５年生）と申します。ライバル校などと呼ばせていただくのはお
こがましいのですが、昔のことを少し書かせていただきたいと思います。
　私がテニスを始めたのは、神戸市立本山中学時代です。甲南大学岡本キャンパスのすぐ近くに位置し、当
時の公立中学では珍しかった硬式テニス部にたまたま入部したのが、きっかけでした。同級生に、中学を卒業
してからアメリカに渡り、プロになった田頭健一がいたこともあり、私の１つ上の代は近畿大会の団体戦優勝、
私の代は兵庫県、近畿大会共に決勝で甲南中学に敗れ、準優勝でした。
　兵庫県立神戸高校テニス部時代は、１級上に関西ジュニア１４歳、１６歳以下のチャンピオンで、大学では早
稲田大学のキャプテンをされた米谷豪恭先輩がおられました。１年生の秋の団体戦では準決勝で甲南高校と
対戦し、１－２で敗れ３位となり、近畿大会には出場できたものの、全国大会出場はなりませんでした。３年生の
春の総体では、個人戦で第３シードをいただいていたのですが、甲南高校で２学年下の四宮康次郎さんに負け
て、インターハイ出場はなりませんでした。
　大学時代には、高校の時に果たせなかった全国大会出場への思いをずっと持ち続け、４度インカレ出場を果
たすことが出来ました。
　今までを振り返ってみますと、中学、高校時代は常に、甲南中学、甲南高校という壁に向き合い、甲南に勝
つことを目標にテニスをしていたように思います。当時、何度も対戦した同世代のメンバーは、テニスの実力も
さることながら、個性豊かで面白い人材が多く、そのうちの何人かとは４０余年の時を経て今もなお親しくさせ
て頂いております。３つ下の弟の健
二も同様に、本山中学、神戸高校、
同志社大学とテニスを続ける中、甲
南の選手たちと幾度も戦ってきたと
聞いております。
　テニス以外これといった趣味もな
い私は、現在も休みの日にはコート
に足を運びます。毎週日曜日の朝は、
芦屋市のミズノスポーツプラザ潮芦
屋で「ポンコツテニスクラブ」と称す
る甲南大学テニス部のＯＢの方 と々
ともに、年齢に抗いつつ汗を流して
います。
　明治初期に日本へ持ち込まれたテ
ニスは、外国人居留地のある横浜、
神戸から全国に拡がったとされてい
ます。競技としての楽しさはもちろん
の事、さまざまな年代において心身
の健康を保ち、生涯続けられる素晴
らしいスポーツであると思います。
　この神戸の地で、１００年の歴史を
持つ甲南学園硬式庭球部の、今後
ますますのご繁栄と、さらなるご発展
を心よりお祈り申し上げます。

神
戸
高
校
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ニス
部
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会
「
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部
」
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大
矢 
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之

 ▲ 神戸高校テニス部ＯＢ会「楠蘭テニス倶楽部」と現役学生

 ▲ 学生時代に戦った他校の仲間達と（左から三人目が筆者）
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私と甲南との長い縁
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　甲南学園硬式庭球部創部１００周年、おめでとうございます。
　貴大学との交流戦をきっかけに、卒業して１５年近く経った今もなお、貴大学卒の方 （々主に５５回卒）との交友
関係を続けさせていただいていることは、私にとって大変貴重な財産であると感じています。
　学生当時の交流戦では、私個人としては、毎年力の差を見せつけられる苦い記憶ばかりです。甲南女子チー
ムは少人数でしたが、一人ひとり勢いがあり、自身のプレースタイルを貫く姿勢を強く感じ、とても勉強になったこ
とを覚えています。
　卒業してからは、関東へ転勤になったメンバーと再会し、社会人テニスサークルで交流を深めました。ここでは、
関西と関東の人の和が交わり、さらに広が
り、そうやってテニスを通じてたくさんの新
しい出会いがあり、充実した時間を過ごす
ことができました。
　今現在は、それぞれが家庭を持ち、なか
なか会える機会も少なくなってしまいました
が、甲南大学の友人達との関係はこれから
も大切にしていきたいと、こうやって振り返っ
て改めて思います。また近いうちに集まっ
て、一緒にお酒でも飲みましょう。
　最後になりましたが、甲南学園硬式庭球
部の益々のご活躍とご発展をお祈り申し上
げます。

交流戦が築いたものラ
イ
バル
校　
甲
南
を
語
る
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　日本ろう者テニス協会が貴大学硬式庭球部との交流会がスタートしたのは２０１５年でした。それまでは体育会
系の大学とのテニス交流はなく、貴大学硬式庭球の皆さまと初めてのテニス交流ではとても貴重な経験ができ
たと思っております。
　硬式庭球部の皆さまが積極的に聴覚障がい者とコミュニケーションをとろうした様子や、テニスコート内ではア
ドバイスを身振りやゆっくり話してくれたりと、私たちにとって嬉しい経験であり思い出に残っております。２０１５年
より続いた交流会は、コロナの影響で中断しておりますが、２０２４年には再開できることを楽しみにしております。
　２０２５年には、日本で２０２５年１１月に東京にて開催されます。１００年近く歴史があるデフリンピックを、東京で
初めて開催することは、きこえない者の手話言語とろう者の文化への理解を深めるだけにとどまりません。
　東京都が策定したビジョン２０２５にもあるように、
　　①手話言語が日本を繫げる
　　②世界と平和に繋げる
　　③きこえない・きこえにくい子どもに夢と希   
         望と学びを届ける
　　④誰もが活躍できる共生社会をめざすこと
　　⑤社会と市民の力で手話言語法を創る
　私たちがこれまで目標としてきた運動をさらに
推し進める力につながります。
　私たちときこえる人がデフリンピック開催に向
け、互いを尊重し共に取り組むことで、障がい
の有無にかかわらず皆が活躍できる社会、“誰
一人取り残さない”世界（ＳＤＧｓ）はきっと実現
できると信じています。
　最後になりますが、貴大学硬式庭球部がこれ
まで築き上げてきた歴史的な功績を継承し、新
たな時代においても多くの人々を魅了し、発展
と繁栄を続けることを願いつつ、再度お祝い申
し上げます。本当におめでとうございます。ます
ますのご活躍を期待しております。

 ▲ 筆談でコミュニケーション

 ▲ 楽しいランチタイム。コミュニケーションは筆談や口話。 
そして慣れない手話のお勉強。

 ▲ みんなで集合写真。楽しかったー♪ ▲ 無音ヘッドホンでのデフテニス体験

“誰一人取り残さない”世界（ＳＤＧｓ）に向けて！
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　１９８１（Ｓ５６）年４月に赴任した甲南高校で藤原教頭先生から「君はテニスやってたんやろ、テニス部の顧
問と、夏の全国中学大会の付き添いを頼む。団体優勝するから。」というお話をいただき仰天した。甲南高校
テニス部は私にとって雲の上の存在であったからである。
　硬式テニスを始めた時に買った『硬式テニス入門』の口絵は渡辺康二さんの写真で、キャプションに甲南高
とあった。また、１９７４（Ｓ４９）年の福岡インターハイで見た第２シード甲南高の選手たちは、第１シード柳川の
坊主頭の選手たちに比べ、都会的で洗練されていた。
　藤原先生が予言されたように、初任の私が引率をした甲南中学は、エース夏梅秀紀を中心に当然のように
団体優勝し、全国中学テニス大会団体の第１回優勝校として歴史に名を残した。初期の団体戦では、第３回、
第４回にも準優勝を飾り、全国にその名をとどろかせた。第４回準優勝チームは、スター選手はいなかったが、
兵庫県予選からすべて３－２のスコアで決勝まで勝ち上がり、マッチポイントまで握ったことが印象深い。
　中学では強さを誇った甲南であったが、仁川、明石城西、相生学院と、全県・県外・全国から選手を集め
る学校の壁に阻まれ、兵庫県総体団体戦を勝つことは難しくなった。学校の勉学をおろそかにせず、練習時間
にも制限のある本校と同じ土俵で戦うのは不公平な状況が生まれたのである。それでも本校テニス部は、キャ
プテン中心の自主的運営という学校部活動の本義を守り、最低でも団体ベスト４以内というレベルを維持し続
けた。与えられた状況の中で、全力を尽くしてテニス部の伝統を守ってくれた歴代部員たちに賛辞を贈りたい。
　私が主顧問であった期間（１９８１～１９９６頃）最も印象に残っているのは、阪神淡路大震災直後の高校選抜
テニス大会である。１９９５（Ｈ７）年１月１７日の地震は本校を全壊させただけでなく、在校生２名を亡くした。被
災直後は正直、８年ぶりに出場権を得ていた選抜大会のことまで考えることはできなかった。
　それでも４日後崩壊した建物に入り、部の通帳や中・高体連の書類等を回収することから準備は始まった。
１週間で１名を除いてテニス部員の無事が確認される。この間、学校では生徒の安否確認、卒業判定会議や、
中学高校入試の予定変更等、当面の問題処理に追われていて、何人かの選抜レギュラーに電話をし、「余裕
が出てきたら体を動かしておくように」と指示することができたのは、１月２６日であった。その後は荷物を取りに
きたり、たまの登校日に短時間コートで打つ程度のことしかできない日々 が続いた。
　２月１８日にようやく、加古川在住のため参加できなかった１名を除き、７名のメンバーがコートに集合できた。
この日選抜大会パンフのための写真撮影を行い、気持ち的にも１ヶ月先の選抜大会へ気持ちを向けることがで
きたのである。
　場所を変更しての高校・中学入試を終え、３月に入り高校卒業式、そしてようやく仮設校舎での補充授業が
始まった。選抜大会はすぐそこである。３月１２～１４日、大会に向けての合宿をグリーンピア三木で何とか実施
できた。ＯＢの方々からは援助金を支援していただいた。選手諸君とこの状況でテニス合宿のできる喜びを感
じた。
　こうして幾つもの苦難を乗り越えてようやく３月２２日の試合当日を迎えることができた。中井久雄主将は、選
手宣誓の大役を仰せつかり、事前の文案作成・練習等もあり、相当のプレッシャーがあったと思う。穴生ドー
ムで行われた開会式は、マーチングバンドの演奏も伴う華やかなものであった。中井主将は、夙川の主将とと
もに、全国からの温かい支援への感謝と共に全力を尽くす旨の宣誓を立派に行った。
　試合は、競り負けた試合もあったが、要所でミスをしてしまう展開で、練習不足は否めず初戦敗退であった。
残念な結果で何人かの選手は泣いていたが、私としては、ここまでよく頑張ってくれたなという晴れがましい気
持ちであった。
　この大会にでた選手たちは、秋の新人団体戦で優勝（写真）。翌年１９９６（Ｈ８）には、１２年ぶりに県総体
の団体優勝を果たし、３冠を取った田中修平を中心に、インターハイベスト３２まで進むことになる。また、１９９７
（Ｈ９）年の春の選抜では、ベスト８に進出する快挙を成し遂げる。
　このあたり、選手たちの努力はもちろんであるが、ＯＢの方々からの支援をいただいた。特に、練習のみでなく、

中高部活動顧問の見てきたテニス部
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試合や遠征にも帯同して指導していただいた難波 徹氏の献身的な働きには感謝しかない。

　この頃から、現場の世話は、八田豊司先生や、新しく加わった福井隆之先生にお願いするようになった。生徒
主体の運営とＯＢ会の厚い支援という伝統的な基本構造は変わることはない。入試制度の変更に伴い、甲南
大学でも活躍した沼野孝彰、上原伊織など優秀なプレーヤーを擁して、２０００年代に全国中学テニス大会で優
勝を重ね（２００６、２００７、２００９、２０１４）、今では５回の全国最多優勝を飾っている。高校でも春の選抜ベスト４
（２００９年）という快挙を成し遂げた。
　振り返ると、甲南中高テニス部は、「強ければよい」という風潮から一戦を画し、勉学という学生本義を忘れ
ず、礼儀や対人関係調整能力などの基礎人間力を養うという学校部活動の目的から逸脱せずに、学生スポーツ
の王道を行く伝統校としてのブランドを守り続けてきたと思う。そんな中、オーストラリア姉妹校へ二度の遠征を
行うなど、海外への新しいチャレンジも行った。国際的に活躍しているＯＢも多い。部活で培った基礎人間力とタ
フネスのおかげだと思う。これからも、良き伝統を守り、これからのグローバル社会で活躍できる甲南健児を育成
し続けていっていただきたい。

 ▲ 高校新人戦優勝（後列左端が筆者）

 ▲ オーストラリア遠征
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直
也  ▲ 地域貢献活動：２０１３年１月１２日　神戸市テニス協会との高校生テニス講習会

　甲南学園硬式庭球部１００周年、おめでとうございます。
　僭越ながら、ＯＢではない立場から甲南テニス部との思い出を綴らせていただきます。
　母校（淳心学院）には軟式テニス部しかなく、人と同じことをするのが嫌いな私は中・高ブラスバンド部に
所属しつつ、高校進級とともに硬式テニスを始めました。ＮＨＫテレビスポーツ教室の映像を脳に焼き付け（ビ
デオのない時代）、入門書や雑誌で見るＣ.エバートのフォア、Ｋ.ローズウォールのバック、Ｒ.レーバーのサー
ブを手本に、「独習」しました。
　１９７７年、学習院大学に入学し、体育会入部を考えるも澁谷隆良さんの打球音に畏れをなし、当時一番新
しかったサークル(今は学習院最強チームとのこと)に入部。その年、中西伊知郎さんがインカレで単・複優
勝されました。私は４年間、<授業よりも>雑草テニスに明け暮れました。
　大学院（修士）に進み、非常勤先の高校テニス部夏合宿に帯同。その後、後輩たちの夏合宿に顔を出した
ら誰よりも色が黒く、「先輩、大学院ではテニス専攻ですか？」…。帰郷後の大学院（博士）時代も県立高校
非常勤の傍らテニス部の練習に出ていました。その年、男子はシングルス６人、ダブルス３組が県大会本戦に
出たものの、ほとんどが甲南高校生に敗退。神戸ローンテニス倶楽部からの帰り道、城内歩道橋での生徒の
会話「甲南、憎いなあ！」「この歩道橋、来年も反対に渡ってやり返そな！」が忘れられません。
　１９９０年甲南大学着任後、長くテニスから離れて過ごしていましたが、２００８年だったでしょうか、『テニスマ
ガジン』で拝見していた吉田昇生さんから硬式庭球部顧問就任のお話をいただき、何の迷いもなくお受けしま
した。その後、三村さん、四宮さん、宇津原さんはじめ、たくさんのＯＢ・ＯＧの方 と々交流させていただきました。
日本語日本文学科教員としては２００５年入学の三ツ井君、山田さん(都染ゼミＯＧ)、２００８年入学の角田さん、
２０２１年入学の中山さんの授業を担当しました。しかし、２０２０年末に入院したこと、コロナ禍等々…、定年ま
で５年を残し２０２２年３月に退職、１００周年を目前に顧問も退かせていただきました。
　顧問としての１３年間、もちろん２０１１年の男子１部リーグ復帰、２０１２年リーグ戦優勝・王座戦出場がありま
すが、女子入替戦敗退(２部へ)が最も印象に残って
います。試合前の練習中にうち切りが決まり、コート
にしゃがみ込んだ彼女の姿、目に焼き付いています。
　今は、試合結果速報や学連ＨＰで学生たちの活躍
をチェックすることが楽しみです。
　１００周年を機に、甲南学園硬式庭球部ＯＢではな
い外からの甲南テニスファンとして、かつての教え子
が言った「強すぎて憎い、甲南テニス」をめざし、新
たな歴史を刻んでほしいと思います。

強すぎて…、甲南テニス

 ▲２０１２年リーグ戦優勝報告会 
２０１２年１０月８日　中央:杉村 芳美学長、右:前田 忠弘学生部長 
（左から２番目が筆者）

歴
代
顧
問
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 ▲ 応援に駆け付けたＯＢ・ＯＧの皆さんと

　３４回の宇津原彰一です。甲南学園硬式庭球
部１００周年、本当におめでとうございます。
　私事ですが、甲南中学入学後、念願だった
テニス部にしました。中１で身長が低かったせい
か、体力的に皆様にご迷惑をおかけし、ドクター
ストップがかかってしまいました。中１の夏に退部
を余儀なくされました。家庭環境もありテニスは
続けておりましたので中学３年で再度入部させ
ていただきました。非常に不安でしたが、皆様に
可愛いがってもらい、溶けこむことができました。
仲間にも恵まれ、高校３年時には選抜、インハイ
ともに団体戦で３位に入ることができ、この時の経験は今でも私の宝物です。大学最後のリーグ戦を２部で過
ごしたという思い出から、３０歳で監督を拝命され１部優勝の思いを胸に監督を引き受けました。
　他大学にはスポーツ推薦やＡＯ入試などたくさんの選手獲得手法や援助金がある中、甲南だけが十分なス
ポーツ推薦もなく、援助金も無い、非常に厳しい状況でした。監督就任時は１部でしたが５年もせず２部降格と
なり部員も集まりづらい日々が続きました。その中で当時の樋口校長先生に「もっと学生と一緒になって喜び、
悲しめ！」のお言葉を頂戴し、また先輩からは「コーチとは自分より良い選手を作ることが目標」とも言われ、
知恵をお借りし、推薦制度の整備や獲得に苦慮しました。中々、一足飛びとはいきませんでしたが１４年の月日
が流れ、ようやく一部昇格を果たすことができました。春関、夏関、リーグ戦の帯同、全日本中学や高校近畿
大会、高校インターハイ、高校選抜等あらゆる試合を観戦し、全力で向き合いました。
　自分自身の最後のリーグ戦で１部昇格のポイントがかかり負けた悔しさもあり、当時の樋口校長に「もっと学
生と一緒になって喜び、悲しめ！」と言われました自分の事のごとく学生と共に頑張りました。
　ちょうど次男が生まれ子育て真っ最中で家内にはいろいろ苦労を掛けました。家内と次男を家内の実家へ連
れてゆき、長男は私とともに大学のテニスコートへ連れて行くといった状況でした。その当時の学生には長男
の面倒も見てもらい非常に感謝しております。その長男が中学を迷うことなく甲南中学に入学し、テニス部に
入部したときは非常にうれしく、また複雑な思いでした。
　そして、念願の一部昇格！！そしてその翌年に関西優勝！！私にとって人生最高の思い出です。
　まだ未熟であった事もあり、たくさんの学生ともぶつかり、嫌事も言いました。その学生たちが卒業後お会い
して、懐かしそうに喋ってくれることが今は一番うれしく思います。
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 ▲ 平成２４年度（２０１２年）全日本大学対抗テニス王座決定試合ドロー
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　甲南学園硬式庭球部１００周年誠におめでとうございます。
　中高大の総監督を拝命している四宮康次郎です。
　甲南学園は多くの日本代表選手を輩出し、中学は全国選抜大会団体戦優勝、全国中学選手権団体戦優勝、
高校は全国高校総体団体戦優勝、大学は全日本大学王座決定戦で優勝する等、日本のテニス界をリードして
きた伝統ある硬式庭球部です。
　この伝統ある硬式庭球部１００周年の時期に総監督をさせていただいている事は、大変有難く冥利に尽きま
す。１００周年を迎える事が出来たのも甲南学園や中高大、摂津会等あらゆる関係者の皆様やＯＢの方々のご
尽力のおかげです。感謝申し上げます。本当にありがとうございます。
　甲南学園硬式庭球部の良さは、中学高校大学の一貫教育のメリットを活かした育成、強化を行っているの
が特徴です。総監督として甲南学園の創設者の平生先生の建学の精神を継承して、テニスだけ強ければ良い
のではなく、社会生活においてもリーダーシップを発揮できる徳育・体育・知育に優れた人財を輩出する事を
軸に育成して来ました。
　私自身も小学校から甲南に入学し沢山の事を学びました。そして父親がテニスをしていた事もあり、庭球部
に入部して毎日部活動中心の生活が始まりました。楽しい事も沢山あり、上下関係や挨拶等厳しい事も沢山あ
りましたが、同期の皆に助けてもらって、成長する事ができました。学生時代には理解できなかった事も沢山あ
りましたが、社会に出ると当たり前の事ばかりです。
　硬式庭球部の良さは自主自律・チーム内競争・チーム力です。自分達で厳しい練習メニューを考え実践し、
団体戦出場メンバー競いや、そして勝つ為に全員が最後まで応援してくれた事が試合で結果を残せた大きな
要因だと思います。
　私自身も中学高校では個人と団体で全国大会に出場、大学では全日本学生に出場する機会に恵まれ、その
お陰で、沢山の友人が出来、今でも交流があります。卒業しても先輩後輩関係なくお付き合いできるのも、大
きな特徴です。
　我々の現役時代からラケットもボールも進化してテニス自体が大きく変化している事に加えて、練習環境も大
きく変わりましたが、変わらない事もあります。テニスが好きという事と勝ちたい気持ちを持ち続ける事だと思い
ます。厳しい練習で精神力も鍛えられ人として成長する事で結果はついてきます。自主自律・チーム内競争・
チーム力をあげて毎年のように成長して目標に向かってチャレンジして欲しいです。自分自身が経験出来なかっ
た団体戦での全国優勝を目指して頑張って欲しいです。
　強い者が勝つのではない！！勝った者が強い
　為せ大いに為せ　がむしゃらに為せ
　為さぬと得られない　悟られない
　そしてこの先少子化になりますが、少しでもテニスに目を向けてテニス好きの子供達の育成に携わって頂け
ると嬉しいです。
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甲南学園硬式庭球部の未来へ向けて

 ▲ 三木谷杯で３位入賞時のメンバーと  ▲リーグ戦にてアドバイス　藤永岡崎組
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　甲南学園硬式庭球部創部１００周年を１１月２５日に迎え、「何か書いてください」と事務局の方から言われまし
たが、さて何を書こうか？現役の諸君に何をお伝えしようか？悩みましたが、私も間もなく８４歳に相成りますので、
何かお伝えしておきたい事やはりある様な気がしてペンを取りました。
　今、現役諸君が練習している様な恵まれた環境ではなかったということと、どんな気持を持って学生の現役生活
４年間を過ごしてきたかという事を伝えておきたいと思います。
　ここに１枚のテニス雑誌の切り抜き記事があります。「１９７6年１２月１９日、甲南大学３面のホームコート完成」
の記事です。「甲南大といえば、関西はもちろん、全国の大学の中でもテニスはトップクラスの名門校。その甲南
が専用コートを持っていなかったとは、びっくりする人が多いにちがいない」と書かれています。
　いや！実際、練習コートを見つけるのに、本当に苦労しました。私が昭和３５（１９６０）年の末にテニス部キャプ
テンを引き継いだ時、ウィークデーは住吉川畔の甲南テニスクラブのコートを借りて、練習していました。しかし、
ウィークデーは大学の授業を受けなければならず、十分な練習が出来ない。土、日はコートがありません。どこか
の企業のコートを借りていました。企業のテニス部の人と一緒に練習したこともありました。その企業のコートは兼
松江商の田中（神戸市東灘区）のコートとか、伊藤忠商事の打出（芦屋市）のコートとかでした。
　この様な環境のなかでしたが、私が卒業後、昭和３８（１９６３）年に、渡辺康二キャプテンのもと、関西で宿敵・
関西学院大学（以下、関学と記します）を打ち破り、大学対抗王座戦で、慶應義塾大学に打ち勝って王座につき
ました。
　残念ながら、私がキャプテンを務めました昭和３６（１９６１）年は、関西のリーグ戦で、森、芥川、岡本、本井、
小浦氏等の選手を擁する関学に４－５の接戦の末に敗れています（その当時は関西から一校しか王座戦に出られ
なかった）。
　甲南も私をはじめ、平野一斎、山根義弘、野々村俊雄、福永崇、渡辺康二、小林功、河盛純造の錚 た々るメンバー
がいましたが、４－５のもう一歩のところで敗
れました。その関学がその年の全国王座戦
で、早稲田に７－２で勝って優勝しています。
関西リーグ戦で、関学をやっつけさえすれば、
王座戦で勝てると強く思っていました。
　次にどんな気持を持って練習してきたかと
いう事ですが、上述したようにともかく関学に
勝ちたかった。私と同学年である森、芥川選
手に勝ちたかった。この気持を持ってコートに
立って練習していたように思います。関学は
仁川に５～６面の立派なコートを当時から持っ
ています。「ＮＯＢＬＥ ＳＴＵＢＢＯＲＮＮＥＳＳ」
（気高い粘りと訳しましょうか？）という看板
を大きくテニスコートに掲げていました。環境
は彼らの方が圧倒的に上でした。
　今の現役諸君に言いたい事は、選手一人
一人がライバル（好敵手と言いましょうか？）
を意識して、そのライバルに打ち勝つように
努力していく事しかないのではないでしょう
か？「強い甲南」に復活する事を強く望んで
います。  ▲ テニスマガジン誌 1977 年 3 月号 P150 より 1 ページ全体を転載
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創部1923年～1928年
　2号館（旧講堂跡）と3号館（旧尋常科教室）の間の空地で尋常科部員、9号館の北側の1面で高等科部
員が練習。空地のコートはすぐに校舎にぶつかるし、9号館北側のコートは「南北に設置するテニスコート」の
常識を無視した東西のコートであった。

1928年秋～1963年頃
　何とかコートらしいコートがほしいと、当時の庭球部顧問教授や庭球部員が伊藤忠兵衛氏の援助を得て現
在、大学の図書館となっている場所に2面のテニスコートが設置された。コート開きは、1928年10月20日、熊
谷一弥、清水善造両選手の模範試合で開幕した。1936年には、興業のため、来日していたビル チルデンが、
清水善造氏と甲南高校のテニスコートでテニスをしたとの記事が当時、新聞に掲載された。

（上記は旧制５回上村添次郎氏が「甲窓」に寄稿されていた文章を一部転載しました）

1963年頃～1968年
　1963年に中高の校舎が芦屋市に移転するも、現在の場所にテニスコートが設置されたのは、1968年であ
り、それまでの間は、中学生は大学構内のテニスコート、高校生は芦屋市翠ヶ丘にあった日商岩井独身寮のテ
ニスコートや、その他近隣にあった帝人、日本板硝子のテニスコート等をお借りして活動した。

1968年頃～現在
　1968年に現在の場所にテニスコートが完成。コート開きでは、石黒修さん、藤井道雄さん、小林功さん、
河盛純造さんらが模範試合を披露された。当初は4面のクレーコートであったが、現在は、ハードコート2面、オ
ムニコート2面、クレーコート1面の合計5面完備されている。

１．旧制高校、新制中学校、高等学校

 ▲ 当時のテニスコート

 ▲ 1968年頃のコート全景

 ▲ 当時の校内図

 ▲ 現在の中高　ハードコート
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1951年（大学開学）～1976年
　平日は民間クラブである甲南
倶楽部のテニスコート、土日は、
兼松江商、伊藤忠商事、日本
板硝子、帝人等のテニスコート
をお借りしながら活動。1964
年に甲南倶楽部が閉鎖された
以降は上記企業のコートをお借
りしながら活動。ホームコートは
なく、練習コートの確保に大変
苦労された時代であった。

1976年～1994年
　1976年12月、西校舎南側の東洋紡社宅跡地に念願の大学専用ホームコート3面が完成。コート開きには、
多数のOB、OGが立ち会い、テニス雑誌にもその様子が記事になった。

1994年～現在
　1994年六甲アイランドにコートが移転。当初は、当時のリーグ戦のコートサーフェスに合わせて、オムニ（砂
入り人工芝）コート３面であった。その後も試合のコートサーフェスの変遷に合わせて変化させ、2020年より現
在のハードコート5面体制（全コートナイター照明付き）となった。

　100年間に亘り、テニスコートが確保できたの
は、顧問の先生を始めとする学校関係の方々、ご
協力してくださった企業、先輩方の努力によるもの
であった。そして、そのおかげさまを持って、現在、
中学校・高等学校、大学共に恵まれた練習環境
が整っていることに、創部100年を迎えるにあたり、
改めて深く感謝の意を表したい。

２．大学

 ▲ OBの元デ杯選手による模範プレー。記念式に列席した先輩、関係者、現役
部員も感慨深げ

 ▲ 現在のコート

 ▲ 甲南倶楽部テニスコート（場所は現在の甲南幼稚園）  ▲ 甲南倶楽部のクラブハウスと部員の方々

「テニスマガジン」誌　昭和52（1977）年3月号
より転載(左の写真も含む）
「甲南大学といえば、関西はもちろん、全国の大
学の中でもテニスはトップクラスの名門校。その
甲南が専用コートを持っていなかったとは、びっ
くりする人も多いに違いない（中略）決して恵ま
れた環境ではなかったが、その中で、デ杯選手
や全日本チャンピオンを生み出している（中略） 
大学庭球部のコートとしては、全国で初めてのケミ
カルコートで、甲南の伝統である“攻撃のテニス”
に一層磨きがかかるだろう」（記事の一部を抜粋し
て転載）

 ▲ P203ページ 藤井道雄先輩による寄稿文に関連掲載あり
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　神戸・山手の自宅。伊藤英吉さんは、パソコン画面を指差しながら、デ杯へ向かう船旅の様子などが写っ
た秘蔵写真の説明をしてくれた。「寄航先でピラミッドを見たり、ラクダに乗ったり、のんきなものでした。船の
上でも、ランニングや水泳をしていたので体がなまることはなかったですね」。薄いグリップでフラット系の球を
打っていた伊藤さんは、「とにかくネットに出るのが好きだった……」と70年前に思いを馳せていた。
　熊谷一弥、清水善造、原田武一、佐藤次郎、山岸二郎……これまで世界トップ10にランクされた日本の男
子選手は５人いるが、すべて戦前のことだ。
　１９２１年（大正10年）、熊谷と清水率いる日本チームは、初出場のデ杯でチャレンジラウンド進出。デ杯保
持国の米国に完敗したものの、以来十数年間、ほぼ毎年のように米国ゾーンや欧州ゾーンの決勝か準決勝に
進出していた。伊藤さんが活躍したのは、そんな日本男子の黄金時代である。
　父親の忠兵衛氏は伊藤忠商事や丸紅の創始者。その父の働きかけで、元世界ランク７位の原田武一さん
に基本を仕込まれた。１９３１年の全日本で準優勝。その２年後、初めてデ杯選手に選ばれた。
　当時は海外遠征といえば船である。神戸港からマルセイユまで35日間。キャプテンの三木龍喜氏はすでに
欧州滞在中だったため、佐藤次郎氏と布井良助氏とともに「伏見丸」でヨーロッパに旅立った。上海、香港と
２～３日おきに寄航して給油する。その度に現地で練習を行った。港に着くと、日本人の駐在員が出迎え、テニ
スコートに連れて行ってくれる。夜は大使館などで歓迎会が催された。

1933 デビスカップ
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　「当時のお金で遠征費は１人１０００円。今なら１０００万円といったところでしょうか。国の代表でもなければ、
簡単に海外に行けない時代です」。
　５月、日本チームはブダペストでハンガリーを下したのを皮切りに、ダブリンでアイルランドを、ベルリンでドイ
ツを倒し、デ杯欧州ゾーンの準決勝にコマを進めた。パリでオーストラリアに惜敗したものの３年連続欧州ゾー
ン準決勝に進出。
　単複佐藤、布井の両氏が出たため、伊藤さんに出場の機会はなかったが、全仏では４回戦に進み、フランス
の「四銃士」と呼ばれた第１シードのコシェと対戦した。
　ウィンブルドンでは初戦敗退したが、２年連続準決勝に進んだ佐藤次郎氏の試合が忘れられないという。相
手は数週間前の全仏準決勝で完敗したクローフォード（豪）。
　「私は絶対優勝できると思って見ていました。第４セットはすごい接戦で、佐藤さんに勢いがあったから」。
　結局、セットカウント１-３で負けるのだが、佐藤・布井組のダブルスは準優勝した。一行はヨーロッパからアメ
リカに渡り、全米に出場し、ようやく秋に帰国。半年以上の長旅を終えた。
　伊藤さんはその後も２回、ウィンブルドンに出ている。神戸商大（現神戸大）を卒業後、英ケンブリッジ大学に
留学。その間、出場した。１９３６年はシングルス３回戦進出。アメリカ選手と組んだダブルスはベスト８に入った。
　それが最後の四大大会出場となったが、観戦には何度も行っている。ニューヨーク駐在中、加茂公成さんと
宮城淳さんがデ杯遠征に訪れると必ず応援に駆けつけた。
　７～８年前まではウィンブルドンの時期に合わせて英国旅行を組むことも少なくなかった。
　「選手の時からウィンブルドンの雰囲気が好きで『別格』だと感じていました。試合観戦もいいですが、何よ
り昔の友達とクラブハウスでお茶を飲むのが楽しいし、懐かしいです」。
　かつてウィンブルドンで活躍した伊藤さんには、特別なクラブハウスに入る特権が与えられている。

上記文面は日本テニス協会ホームページ（広報部・長野宏美）より引用させていただきました
【取材日2003年2月16日】神戸市御影のご自宅にて　本文と掲載写真は必ずしも関係あるものではありません

※引用元：日本テニス協会公式サイト『テニスミュージアム』「思い出に残るあの試合」2023年10月11日
https://www.jta-tennis.or.jp/history/tabid/262/Default.aspx
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　1971年に戦後初の日本人プロ選手となった石黒修さん。全日本選手権を単複各３度制し、デ杯やウィンブ
ルドンで世界の強豪と戦ってきたプロテニス界のパイオニアである。プレーヤーとしての情熱は今も衰えること
はなく、選手としてベテランの部に挑戦し続けている。インタビュー場所に指定されたのも、石黒さんが普段汗
を流している田園テニスクラブだった。その石黒さんが思い出の試合に選んだのは１９６１年のデ杯東洋ゾーン
準決勝、フィリピン戦の奇跡の逆転勝利だった。国を代表して戦う団体戦特有の心の動きが興味深い。
　1961年４月、デ杯東洋ゾーン準決勝。日本は東京・田園コロシアムで強豪フィリピンを迎え撃った。６年前
に東洋ゾーンが新設されて以来、日本はフィリピンに１勝３敗、インドに０勝２敗と両国は大きな壁となっていた。
鶴田安雄監督率いる日本チームはこの年、正月返上で合宿を行い、「打倒フィリピン」に燃えていた。初日。す
り鉢状の形をしたコロシアムには強風が舞っていた。エース対決となったシングルス第１試合は宮城淳さんがデ
イロにストレート負け。続く石黒さんも得意のグラウンドストロークが強風のため続かず、ホセに０－３で完敗した。
「初日は１セットも奪えず惨敗。地元開催で有利なはずなのに、風の計算ができなかった。今年もだめかな、と
思いましたよ」
　暗いムードを破ったのは２日目のダブルスだった。初日に２－０とリードしたフィリピンはデイロを温存し、若手
のホセ・ドンゴ組を起用。日本は宮城・長崎正雄組を配した。デ杯代表２年目の長崎さんは端から見ても緊張
しているのが分かった。立ち上がりは極度のプレッシャーから動きが硬く、イージースマッシュを空振り。だが、
この１球で肩の力が抜けた。力強いボレーで攻め続け、ストレート勝ちで日本に１勝をもたらした。
　午後７時、石黒さんは宿泊していた旅館のテレビでダブルス勝利を伝えるニュースを見た。「日本は長崎の
活躍で何とか一矢を報いて最終日を迎えることができた……」とヒーローを讃えている。
　複雑な心境になった。団体戦なのだから、仲間の活躍はうれしいはず。だが、素直に喜べなかった。「年齢
もランキングも僕の方が上。明日自分が負けて終わったらえらいことだ」と大きなプレッシャーを感じた。
　最終日の第１試合、宮城さんはホセに苦戦を強いられた。２セットオールになり、２－３、２－４とじりじりと追い
詰められていく。石黒さんは練習コートでウォームアップしていても落ち着かず、コロシアムを何度ものぞきに
行った。結局、宮城さんは第５セットを６－４で制し、勝負は石黒さんにかかった。
　襟に三色の縞の入ったセーターを着た石黒さんは、大股で階段を降りてコートに向かった。その途中、慶大
庭球部の大先輩である小泉信三元塾長に「石黒、オイ、思い切ってやれ」と声をかけられた。だが、あまりに
もナーバスになったせいで、まったく覚えていないという。ゲームが始まってからも無我夢中で周りは何も見えな
かった。
　デイロはドロップショットやロブが得意なベテラン選手。一方、当時24歳の石黒さんは海岸経験も少ない“駆
け出し”だった。「デイロが百戦錬磨の横綱なら、僕はやっと幕内力士。それほどの差があった」。デ杯コーチ
の鵜原謙造さんには「技巧派のデイロを相手に粘ってもダメ。攻めまくるしか活路はない」とアドバイスされ

た。その戦略通りの展開となった。石黒さん
がサーブとストロークで圧倒し、相手につけ
入る隙を与えなかった。バックハンドのパス
もさえていた。当時、バックハンドのトップス
ピンを打つ選手は日本にほとんどいなかった
が、石黒さんは世界のトップだったロッド・レー
バー選手のフォームを研究して、身につけて
いた。マッチポイントもバックハンドのクロス
パスだった。６－１、６－４、６－４。石黒さんは
うれしさのあまりラケットを放り投げ、ネットを
飛び越えてデイロに駆け寄って握手した。

1961 デ杯東洋ゾーン準決勝／フィリピン戦
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　小泉元塾長は振り返ってこう記している。
＜石黒の脚は軽るく、縦横に走り廻り、サーヴは続けさまに入り、正確にして力強いバックハンドのパッシングは、
しばしばネット際のデイロを茫然たらしめた。石黒は最後まで勝敗のことを考えなかったのかも知れない。最後
の一球が、ネット際のデイロのラケットの端を掠めて飛び過ぎ、満場総立ちの拍手が起こったときに、彼れはは
じめて自分の望外の勝ちを知ったかのように、私には見えた。（事実、「テニスゼミナール」の記事によると、
決勝後石黒は、虚脱状態のようで、最後の一球は「どんなボールだった」と他人にきいていたという。）このよ
うな瞬間は、人の一生にそう幾度もあるものではない。多くの人は終にそういう瞬間を知らずに生を終えるの
である＞（慶應庭球１００年より）
　これを機に、石黒さんは飛躍を遂げた。同年、初出場のウィンブルドンで初戦を突破。同大会の前哨戦では
当時ナンバー１のニール・フレイザーを破る大金星をあげた。さらに同年秋の全日本では念願の初優勝を果た
した。「どのスポーツでもそうですが、ある時チャンスをつかむと自信を得てぐっと伸びる。僕はこのデ杯をきっ
かけに上昇気流に乗ったわけです」。
　当時はまだ、コンピュータで管理された世界ランキング制度は確立されておらず、「日本代表」や「有名選
手を破った」ことなどが出場権につながった。トーナメント主催者に実績などを書いた手紙を送って返事を待つ。
実力に応じて宿泊費や交通費などのギャランティーが異なるので、大会レベルや条件面を考え合わせて出場
大会を決めていた。石黒さんは海外遠征を始めて間もなかったにもかかわらず、フレイザーなど世界のトップ選
手に勝った実績が評価され、有利な条件で規模の大きな大会に出場できた。
　テニスを始めたのは甲南中学１年の時。２つ上に松岡修造さんの父で元デ杯代表の功さんがいた。当時は
球足の遅いクレーコートが主流で、粘り強いグラウンドストローカーが多かった。
　だが、長身の松岡さんはサーブ＆ボレーで積極的に攻めるプレーヤーだった。「松岡さんには影響をものす
ごく受けた。練習姿を見ては僕もサーブ＆ボレーをまねたりしました」。
　全日本ジュニア、インターハイ、インカレ、全日本選手権など、数々のタイトルを手中に収め、日本のトップ選
手になってからも研究熱心さは変わらなかった。ライバルの試合を見て大学ノートに長所や短所を書き込んだ。
「試合に負けてうんざりしている時でも、観戦してメモを取っていました。テニスの持つゲーム性が楽しくて。激
しい練習をしても嫌になったことは１度もありません。ゲームの楽しさや相手を倒さないと上にいけないところな
ど、テニスには何とも言えない魅力がある」。
　その情熱は今も続いている。現在は65歳以上の部で活躍しており、プレーヤーとして「生涯現役」を貫い
ている。

上記文面は日本テニス協会ホームページ（広報部・長野宏美）より引用させていただきました
本文と掲載写真は必ずしも関係あるものではありません

※引用元：日本テニス協会公式サイト『テニスミュージアム』「思い出に残るあの試合」2023年10月11日
https://www.jta-tennis.or.jp/history/tabid/283/Default.aspx

 ◀ 首相官邸で当時の佐藤栄作首
相から激励を受ける
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　渡辺康二さんが初めてグリップの
持ち方を教わったのが石黒修さんだっ
た。甲南中１年でテニス部に入った
初日、甲南高のキャプテンだった石黒
さんから新入部員全員が指導を受け
た。熱心に説明を聴く同級生の中に
は後のデ杯選手、河盛純造さんと小
林功さんもいた。「海外の大会の回
り方から酒の飲み方まですべて石黒
さんに教えていただいた。もちろんデ
杯でも頼りにしていた」と話す。だが、
１９６６年（昭和41年）のデ杯フィリピ

ン戦は石黒さん敗退後、渡辺さんに勝負がかかった。重圧を乗り越えて日本に勝利をもたらした試合は、当時
24歳だった渡辺さんに大きな自信を与えた。
　満員の３０００人の観客が見守る中、デイロのスマッシュがネットにかかると、渡辺さんはネットを飛び越えて相
手に握手を求めた。最後のポイントがどうだったかは、当時の記事を読んでも思い出せない。だが、「あまりの
うれしさに勢いあまって、ネットを飛び越えたことはよく覚えています」と苦笑する。
　１９６６年５月、マニラで開催されたデ杯東洋ゾーンＡセクション決勝。ナンバー２の渡辺さんは、勝負のかかっ
た最終試合に登場した。それまで宿敵フィリピンとは何度も対戦していたが、日本が敵地で勝ったことは東洋
ゾーンができた55年以来１度もなかった。40度近い暑さ、貝殻を砕いた独特のコート、騒がしい観客……。ア
ウェーでは数々の過酷な条件下で戦わなければならなかった。そのうえ、主力のアンポンとデイロはドロップショッ
トとロブの名手。猛暑の中、前後に緩い球で振り回されると、集中力と体力を維持するのが容易ではなかった。
　「石黒さんが大黒柱でいましたから、私は気楽だったんです。でも、マニラに着くと、『今回は俺だめだ』って
弱気な言葉をもらした。天下の石黒さんだから大丈夫だろうと思っていましたが……」。
　第１試合は渡辺さんがアンポンと対戦した。エースが控えているという気楽さから、伸び伸びとプレーできた。
７－５、６－４、６－３。出足が悪く第１セットは２ブレークを許したが、積極的にネットにつめてまずは１勝を挙げた。
　第２試合の石黒さんとデイロの戦いはファイナルセット１－２で日没順延。翌日再開すると、前日のけいれんの
影響もあって石黒さんは４ゲーム連取されて敗退した。２人で組んだダブルスはストレート勝ちし、２－１と王手を
かけたものの、それまでと違うプレッシャーがのしかかってきた。
　最終日。渡辺さんは第１試合の石黒さんとアンポンの試合を見ずに、控え室で待機していた。プレッシャーを
感じて、スタンドにいることができなかった。室内には木のいすと、なぜか扉がなくむき出しのトイレがあった。「何
だか牢屋にいるみたいだな」と思いながら１人で出番を待った。デ杯メンバーの小西一三さんと柳恵誌郎さん
が交代で進行状況を伝えに来てくれたが、「お前にかかるぞ」と言われ、寒気がするような感じだった。
　だが、音楽を聴きながら集中力を高め、「思い切ってやるしかない」と覚悟を決めた。午後３時、鶴田安雄
監督から「倒れるまで頑張れ」と声を掛けられコートに入った。１ポイント目、デイロはリターンでいきなりドロッ
プショットを放った。だが、ネットの白い部分にあたり、ボールはデイロのコートに落ちた。
　「これが大きかった。もし入っていたら流れを奪われて攪乱戦法にやられたかもしれない」と振り返る。その
後は一方的だった。立ち上がりから強烈なフォアで相手をベースラインに釘付けにした。サーブも好調で常に
主導権を握った。６－２、６－４、６－２。若さと力で１時間20分の戦いを制した。
　「デ杯で２－２の重圧を味わったのは最初で最後。特別なプレッシャーのかかった試合に勝てたことで大きな
自信になった。『俺は２－２を勝ったんだ』というのが、いつも心の中にありました」と語る。
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　63～70年までデ杯代表に選ばれ、単複40試合に出場し、25勝を挙げた。引退後はすぐにデ杯監督に就任。
71年５月に50年ぶりにオーストラリアを破った時の指揮官を務めた。この時は１カ月前に敵地マニラで行われ
たデ杯フィリピン戦で２勝を挙げた九鬼潤さんや伸び盛りの神和住純さんではなく、30歳のベテラン柳さんを
出場させた。29歳の若い渡辺監督の戦略が当たり歴史的勝利を収めた。「監督として最高の思い出はこの選
手起用にある。意外な選手起用がまんまと当たった心地よさは忘れられない」と語る。
　同年から全日本のシングルスで三連覇した神和住さんは選手発表を聞いて激怒し、後 ま々で「あの時は本
当に頭にきた」と言ったそうだが、当時は「柳さんでいくしかいない」という信念があったという。「オーストラリ
アの速いサーブとネットプレーに対抗するには、正反対の緩い球を打つ柳さんで相手のリズムを崩すのが最良
だと思った」と振り返る。
　74年まで４年間デ杯監督を務め、現在は日本テニス協会専務理事。穏やかな笑みを浮かべて話す渡辺さん
だが、選手として、そして監督として重圧を乗り越えてきた経験が熱い思いとなって、テニス界を支えている。

上記文面は日本テニス協会ホームページ（広報部・長野宏美）より引用させていただきました
【取材日2003年1月10日】　本文と掲載写真は必ずしも関係あるものではありません

※引用元：日本テニス協会公式サイト『テニスミュージアム』「思い出に残るあの試合」2023年10月11日
https://www.jta-tennis.or.jp/history/tabid/288/Default.aspx
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　河盛さんは日本が50年ぶりに勝利
を収めた71年のデ杯豪州戦でダブル
スに出場、自身は黒星を喫したが歴
史的瞬間に立ち合った。全国大学テ
ニス王座決定戦では甲南大を初優勝
に導いた。勝負を決する２つの試合
が忘れられないという。中でも親友の
松本鐵一さんを相手に、２日がかりの
死闘を演じた慶応大との王座最終戦
は最も思い深いという。河盛さんが
常務取締役を務める東京・日本橋兜

町の証券会社で話しを聞いた。
　河盛さん、渡辺康二さん、小林功さん。一緒にテニスを始めた甲南中学の同級生３人がデ杯選手になった。
良きライバル、良き先輩に恵まれたことが大きかったようだ。
　河盛さんは甲南中学に入学し、同級生の渡辺さんとともにテニス部に入った。だが、１学年約120人のうち、
80人もの入部希望者が殺到。ボール拾いとランニング、コート整備に明け暮れた。１週間すると新入部員は半
分に減り、さらに１カ月でそのまた半分に。結局残ったのは十数人。希望者が多すぎるため、本当にやる気の
ある者だけが残るよう厳しい環境が用意されていた。
　グリップの握り方やテニスの基本は高校３年の石黒修キャプテンに教わった。中学と高校で２面しかなく、石
黒さん以下うまい順にコートに入った。ようやく順番が回ってきても初心者同士ではラリーが続かない。５、６球
ラケットに球が当たったかと思うとすぐ交代だった。
　だが、運が良いことに、同級生の松本さん宅にテニスコートがあった。土日は同級生みんなで彼の自宅を訪
れ、朝８時ごろから日没までボールを打った。高校や大学に日本のトップ選手が大勢いたことも幸いした。ちょう
ど河盛さんが中学生のころ、松岡修造さんの父功さんが大学生だった。「一緒に練習することはなかったけど、
プレーを見て育った」。
　みるみる上達し、甲南は関西地区でも指折りの強豪校になった。だが、今度は同級生に勝たないとレギュラー
になれない。練習試合も真剣だった。
　高校の途中から、医師をしていた父の転勤にともない熊本県立熊本高校に編入。大学は甲南に戻り、再び
渡辺さんらと練習をすることに。だが、河盛さんはまったく練習についていけなかった。「体力が全然違った。彼
らが簡単にこなしていることを自分はできない。高校時代の２年間のギャップは大きかったね」。
　渡辺さんや小林さんは大学１年からレギュラー。ニューボールを使って優先的に練習する傍らで河盛さんは
球拾い。そのままでは技術的にも体力的にもどんどん差が広がってしまう。河盛さんは球拾いをしながら蛙跳び
をして足腰を鍛えた。さらに、足りない分は練習前にコートに出て補った。２つ上の先輩、那須善彦さんが朝７
時から約１時間半、サーブを徹底的に教えてくれた。それまではスライス系だったが、特訓の成果でスピンサー
ブを覚えた。「幸せなことに有望視してくれたんだと思う。大学の先輩には藤井道雄さんや平野一斎さんとか、
強い選手がたくさんいて、よくめんどうを見てもらいました」。
　強豪揃いの甲南だったが、ライバルの関西学院や慶応に阻まれ、大学王座とは縁がなかった。河盛さんが
大学４年の63年７月、初出場で初優勝のチャンスがめぐってきた。甲南大と慶応の決勝、芦屋コートで行われ
た第一日のダブルスで甲南が２勝１敗とリード。初優勝を期待する甲南ＯＢが50人以上も見守る中、翌日のシ
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ングルス６試合はもつれにもつれた。「ナンバー６のシングルスが６時間半もかかった。結局フルセットで負けた
んですが、僕はその後で試合に入ったから日没になった」。
　甲南はナンバー４から６の下位を落とし、慶応に逆転を許す。ナンバー３の小林さんはフルセットで勝ったが、
最後の２試合は日没順延。３－４で最終日を迎えた。翌日は２－０でリードしていた渡辺さんが早 と々勝利。勝負
はナンバー２の河盛さんと松本さんの試合にかかった。「松本君は親友で、僕が熊本の高校に転校した後も、
関西で試合があると彼の家に泊めてもらっていた。勝負のかかる試合で対戦するなんて皮肉なことでした」。
　前日は６－８、７－５、６－８、１－２の大接戦。「普段練習している甲南のコートは速いんですが、松本君のサー
ブはすごい遅い。しかも球足の遅いアンツーカーで山なりのボールを打ってこられ対処できずミスしていた」。
　だが、翌日は緩いボールへの対策を考え、ペースを合わせず積極的に打っていった。一転、河盛さんが主
導権を握り、６－２、６－１でゲームセット。その晩はＯＢが盛大な祝勝会を開いてくれ、優勝カップで酒を飲んで
盛り上がった。
　卒業後は日本生命に就職。ダブルスで強さを発揮し、68年から４年連続でデ杯代表に選ばれた。特に71年
豪州戦の歴史的勝利の前年は、小浦武志さんとのペアで全日本優勝を始め無敵。海外の大会でも強豪を次々
破り、「ひょっとしたら俺ら強いかも」と２人で言い合うほど自信を深めていた。
　そんな中めぐってきた豪州戦。29歳の河盛さんはチーム最年長。監督は同級生の渡辺さんだった。「僕さえ
おさえておけば若手にもおさえがきくと思ったんでしょう。僕には厳しかった」。
　初日のシングルスで柳恵誌郎さんと坂井利郎さんが２勝を挙げ「快挙まであと１勝」に迫った。「勝てると思っ
てコートに入りましたよ。プレッシャーはなかったけど、ファーストはものすごい気負ってしまった」。セカンドから
本来のプレーを取り戻したが、惜しくも敗退。だが、坂井さんが２日がかりで勝って50年ぶりに豪州戦勝利を決
めた。
　「僕たちは負けましたが、感激しましたね。チームが良かったと思います。試合に出ない選手がスピードサー
ブ攻略のため、サービスラインからサーブを打つなど練習台になってくれたしね」。
　豪州戦勝利の後、周囲の見る目も変わったという。ヨーロッパ遠征に行くと、他の選手が「グレートデビスカッ
パーが来たから席を譲れ」と席をあけてくれたこともあった。
　「僕は周りにすごく恵まれた。絶えずライバルがいたし、先輩たちもよくめんどうみてくれた。『テニスの河盛』
というのは引退後もついてまわって仕事にも生きた」。
　引退後もテニスで得た経験が、河盛さんを支えている。

上記文面は日本テニス協会ホームページ（広報部・長野宏美）より引用させていただきました
本文と掲載写真は必ずしも関係あるものではありません

※引用元：日本テニス協会公式サイト『テニスミュージアム』「思い出に残るあの試合」2023年10月11日
https://www.jta-tennis.or.jp/history/tabid/266/Default.aspx
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　私が新制甲南大学テニス部に入部したのは、昭和２９年（１９５４年）大阪府立池田高校より（スポーツ枠第一号）とし
て入部しました。松岡功先輩の１年後輩に当たります。今回表題の件に関し、編集委員の方からの寄稿を依頼され、又
松岡功先輩のご了解も得ましたので、誠に僭越ではございますが、松岡功先輩にご指導いただいた３年間のテニス部時
代を（ＯＮ・ＯＦＦ）に分けて思い出すままに綴り、寄稿させていただきます。
【松岡功先輩（以下「先輩」）とのＯＮとＯＦＦ】
１）ＯＮ－の思い出
　先輩は甲南学園幼稚園に入園されてから、小・中・高・新制大学卒業に至るまで生粋の“甲南ボーイ”です。テニ
スは中学時代より始められ、ジュニア時代には教々のシングルス・ダブルスに優勝の実績を持ち、大学では全日本学生
テニス選手権大会において、２回生時にはダブルス優勝（パートナー 小林要氏）、３回生時シングルス・ダブルス優勝、
４回生時ダブルス優勝し、全日本学生ランキングー位となり、昭和３１年（１９５６年）デビスカップ日本代表選手に選出さ
れました。
　関西学生から初めてであり、勿論甲南大学テニス部始まって以来の歴史的快挙であり、我々部員一同の誇りであり
ました。１８０センチ以上の長身より繰り出す強烈なサーブとそれに伴うネットプレーは、当時の大学テニスのグランドスト
ロークを主体とする、どちらかと言うと“粘りのテニススタイル”より“サーブ&ボレー”の攻撃的なテニススタイルに変わ
る近代テニスへの第一人者の出現であると、大きく評されました。その後日本代表選手としてインドネシア・フィリピン
等国際試合にも数多く出場、活躍されました。
　尚、先輩のデ杯戦参加により、その年の我 テ々ニス部の最も重要な全日本学生対抗王座決定戦の優勝の可能性が
有る千載一遇のチャンスであった年で有りましたが、日程が重なり出場出来ず、優勝戦で関西学院大学に敗れたことは
残念で有りました。尚、本件については２０１６年６月日本経済新聞にご自身寄稿の「私の履歴書」にも述べておられます。
２）ＯＦＦ－の思い出
　先輩の４年生主将時、部内に於いてＯＦＦの過ごし方は比較的開放的であり、禁煙以外には特に厳しい規則は無く、
一言でいえばテニスの練習、試合に基づく実績を出しておればかなり自由でありました。パチンコ・麻雀・アルコール等
はご自身も強く、我々後輩も共に結構楽しく影響を受けました。個人的なエピソードの一つとして当時某ウヰスキーメー
カーのセールスキャンペーンにて「トリスを飲んでハワイに行こう」というＣＭが流行し、調子に乗り飲み過ぎたにも関わ
らず、あくる日に何杯飲みました、と報告することも多々有りました。（当時トリスハイボールは１杯５０円）軽く１０杯以上飲
んでました。先輩もご多分に漏れずお酒は相応に楽しまれていたので鷹揚な気持ちで聞いてもらえていたのでしょう。又、
練習後には神戸三宮界限の居酒屋や屋台で共に飲み過ぎ、乗り継ぎ終電車に間に合わず先輩の芦屋のご自宅に泊め
ていただく羽目になり、ご家族にご迷惑をおかけした事も度々あり、懐かしく思い出されます。ＯＦＦの時のご指導は私の
後の社会生活に於いて人間関係の構築に大いに役立ったと自負し、感謝しております。
　先輩のご卒業後は社業に専念される為、対外的なテニスは一切辞められましたが、ご子息お二人を学生テニス選手
に育てられ、特にご次男の修造氏はプロテニスプレイヤーとして世界の舞台で活躍されたことは周知の事実では在りま
すが、先輩のご次男という事は余り知られていない様に存じますので、ここで改めてご披露させていただきます。
　尚、先輩ご自身は株式会社東宝に入社後４２歳にて社長に就任さ
れ、その後会長、名誉会長として日本の映画、演劇界を牽引されま
した。
　先輩とご家族の今後益々の
ご健勝をお祈りしつつ、拙い文
章ではございますが、先輩の思
い出話とさせていただきます。

松岡功先輩の思い出
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左が小生（3回生時）甲南テニスクラブにて
 ▲ 日比対抗戦（昭和30年6月）毎日新聞提供 
手前：（右）松岡、（左）加茂選手 
相手：アンポン、ホセ選手
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　「コバン」こと小林功とは独特のダブルスだった。
　甲南中学一年に入学し、テニス部に入部するまでコバンとは一面識もなし。小学校から一緒で同じくデ杯選
手になった河盛純造とはまったく異なる。
　この時からコバンが４９歳の短い生涯を閉じるまで、中学、高校、大学、会社と３６年間を共に過ごした。
　甲南中学テニス部に入部した時からコバンのテニスはオーソドックスなテニスで流れるようなフォームが印象
的でメキメキと頭角を現し、１９５６年、中学３年生で小柄な吉田泰忠とダブルスを組み、全日本ボーイズ（ジュ
ニアで１５歳以下）で東京の神童との噂が高かった渡辺功、力兄弟を５－７　６－１　６－４で破り優勝して全国
にその名を知らしめた。
　この時同じ甲南の同期の松本鐵一がシングルスで渡辺功に敗れ準優勝している。
　３年後の１９５９年、コバンは、今度は松本鐵一と組みインターハイのダブルスを制した。
　この後、松本鐵一、吉田泰忠の両選手は慶応義塾大学に進学、この時点から遂に私とコバンとのペアが誕
生する。しかしなかなか勝てない。二人の意気が統合して盛り上がることがなかなかないのだ。ここぞというと
ころでも何かお互い冷めていた記憶がある。
　普段の生活でもそうだった。コバンは大の読書好きでどんなジャンルの本でも熱心に没頭する。あるときは
天文学に熱中したり、ある時は井上靖の小説を読み漁ったり、そして単行本で時代小説の著者を選ぶとそれ
ばかりを読む。遠征で新幹線に隣り合わせで座っても東京～大阪間一言も喋らないことが多かった。しかしな
がらそれを気にしない関係で、お互いそんなもんだと割り切っていた。彼はパチンコはじめ麻雀などの勝負事が
好きだったが、この時代からポーカーフェイスを学んだのだろうか。
　現代のテニスは、男子ダブルスでも１ポイントごとにハンドタッチして次のポイントの作戦を囁きあっている。
男がチャラチャラしてみっともないと昔の人間だから思うのかも知れないが、私とコバンとのダブルスはこれと
は正反対。オンコートで話し合うこともなければ、「ナイスショット！」、「ドンマイ！」などという誉め言葉も慰め
も掛け合わない。パートナーのモチベーションを高めようという意識もない。とにかく冷静にその時の戦況を分
析しているだけなのだ。それでも二人でインカレダブルスを制した。それほど感動するでもなく、大喜びすること
もなく、勝って当然というような表情を残しながら。
　昔はサインも相談もしないダブルスペアが存在した。メキシコのオスナ・パラフォックス組、オーストラリアの
エマソン・ストーレ組などがそれで、見ていて実に面白かった。阿吽の呼吸でポーチに出、パートナーはその穴

を見事にカバーする。目まぐるし
く左右に交互に動くダブルスを
見てこれこそ本当のパートナー
シップだと感動した。コバンの兄
上小林要先輩と松岡功先輩のダ
ブルスもそうではなかったかと想
像する。
　今のダブルスは作戦に時間が
かかり過ぎる。だから時短のため
にファイナルセットタイブレーク方
式など採用して伝統を破壊する。
コバンとのダブルスは伝統破壊
に加担しなかったことを誇りとし
ている。

小林 功とのダブルス
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　甲子園球場の近くで生まれ育った私は、言わずと知
れた野球少年。しかし、実は親父が大のテニス好きで、
テニスをやりたい一心で甲子園球場の隣にある甲子園
テニスクラブの近くに居を構えていたのである。我流で
プレーする父に、毎週日曜日の夕方に甲子園テニスク
ラブに来るように言われ、テニスの手ほどきを受けたの
が始まりだ。
　市民大会、県大会で負け知らずで優勝して来た私が
近畿大会の準々決勝でデラニーというアメリカ人にファ
イナル８－１０で負けた。初めて負けたその時の悔しさで
テニスの面白さを知り、絶対にテニスでトップになって
やるぞとメラメラした気持ちが湧いてきた。六甲学院中等部に通っていた私は、このまま国立大学に進むべく勉強を
していたが、人生の方向をすっかり変更。
　テニスと言えば名門「甲南」。この時私のテニス人生の幕があき、甲南高校、早稲田大学と進むことになる。力
量発揮し始めたのは高校２年生の時のインターハイからであった。
　インターハイでシングルスベスト４、ダブルスで準優勝、アジアジュニアシングルス優勝のタイトルを持って早稲田
大学へ。
　人生の指針を決めたテニスの礎は甲南時代と言って過言ではない。
　早稲田大学は当時も強く、全日本に出場している選手が数多くおり、私は３６５日テニスづけ。1年生の時は家に帰
らず汚い部室で寝泊まりしていた。
　ＯＢでもありデビスカップ選手の坂井利郎さんもよくテニスコートに来て下さり、練習をして頂いた。強くなる環境
が整っていた。
　私が４年生の時に、高校３年間無敗の福井烈君が柳川から筑波大学に入学してきた。噂通りの力を持っており、
インカレ優勝してもおかしくない選手。しかし１年生に負けるわけにはいかない、絶対にインカレのチャンピオンになっ
てやるという気持ちの高まりがシングルス優勝に繋がった。私にとってインカレ単複優勝が、プロの選手になれるの
ではないかと思うようになったきっかけであった。
　トッププロの神和住純さんに勝てたら、との約束で堤義明さんにお世話になり西武と契約。プロになった。全日本
選手権シングルス優勝２回、ダブルス優勝３回、ミックスダブルス優勝１回出来た。また１０年間デ杯の代表選手とし
て活躍出来た事は私の誇りだ。

　ウィンブルドンの本戦でテニスの聖地、芝のコートの上に立った時の
興奮は忘れられない。今年もウィンブルドンに行って来た。世界Ｎｏ１に
君臨していたビヨンボルグと戦った事もあった。
　野心を持って、夢を持って、ガムシャラに練習をしたこと、チャンスを
掴んだと思った時に自分を信じて勝ちにいけたことが良かったのではな

いだろうか。夢を叶えるこ
とは、本当に大変だと思う
が、トライしないことには叶
えられない。
　生涯現役。これからも
ずっと体を鍛えてテニスを
やっていきたい。

 ▲ ウインブルドンにて ▲ ビヨンボルグと対戦

 ▲ 本人：右から２人目 
堤義明氏：右から４人目。西尾選手の左横は坂井利郎氏。

甲南高校　生涯テニス人生
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　２０１１年、今年のウインブルドン大会も終わりました。御承知の通り、男子はセルビアの２４歳、ノバク・ジョ
コビッチが、女子はチェコの２１歳、ペトラ・クビトバがそれぞれ、シングルスに優勝しましたね！私もテレビで観
戦しましたが、素晴らしい内容の試合でした。このグラスホッパーの試合に出ておられる方もテレビで見られ、
そして感激された事と思います。将来は自分もあのような選手になりたいと、きっと思われたことでしょう。
　私がウインブルドンに初めて出場したのは１９６２年、今から４９年前ことです。皆さんのおじいちゃん、おばあ
ちゃんの時のことです。今の時代のジェット機はまだ飛んでいません。〇〇のプロペラ機が就航したばかり。日
本の羽田から出発し、南周りで香港、ラングーン、バンコック、カルカッタと４，５時間毎に給油しながら次 と々停
まり、丸２日間かけてイギリス、ロンドンに着きました。
　そして前哨戦（ウインブルドンのグラスコートに備えるためロンドン郊外で行なわれる大会）に出場。いきなり
決勝に進出したのです。そして決勝戦ではパートナーの石黒修氏（第４回のウインブルドンの思い出に寄稿さ
れています）と戦いました。そして次の週に私は、バンク・オブ・イングランドで行なわれたウインブルドン予選
に出場しました。ベスト・オブ・５セットマッチを３回戦い、やっと勝って本戦入りを果たしました。初めてのウイ
ンブルドン挑戦で、本戦に出場。本当に嬉しかったのを覚えています。しかしそれには後日談がありました。グ
ラスコートではネットプレーが有利。前哨戦、予選と、くる日もくる日もサーブ・アンド・ネットを続けてきました。
僕の肩は極度に疲労。肝心の本戦の１回戦でついに肩があがらなくなってしまいました。
　１回戦で英国のデ杯選手であるトニー・ピッカードと対戦しましたが、第１セットを６－２で僕が取って、第２セッ
トに入ってついに肩があがらなく、下からアンダーサーブをしました。その時運悪く、英国の新聞記者が見てい
ました。ウインブルドン史上、初めて日本人
のプレーヤーがアンダーサーブをしたと翌
日の新聞に出てしまいました。結局第４セッ
トでトニー・ピッカード選手に負けてしまい
ましたが、アンダーサーブした選手はウイン
ブルドン歴史上、僕が初めてとのことです。
　今回「グラスホッパー全国ジュニアテニ
ス IN 佐賀」に出場している皆さん！
　皆さんもグラスコートで初めて、という方
も多いと思います。将来ウインブルドンで
プレーする事を夢見て、思う存分芝生のう
えでプレーしてください。その時に素晴らし
い、この芝生の上でプレー出来る事に感謝
の心を持ってください。グラスコート佐賀テ
ニスクラブの方々が一生懸命芝生のコート
を守ってくださっています。それらの方々へ
の感謝の心を忘れないで、プレーを楽しん
でください。御健闘を祈っています。

　（グラスコート佐賀テニスクラブで行われた
１４才以下の「グラスホッパー大会」に寄稿）
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 ▲ ウインブルドン前哨戦で石黒さんとの決勝戦前に
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　沢松姉妹とは１９６８年、１９６９年と二度にわたり欧州ツアーを一緒した。
　沢松家と渡辺家はテニスでは面白い縁があり、沢松姉妹の叔父様（父豊様の実弟）にあたる沢松正さんと私の
兄の健一は灘中時代にダブルスを組み、１９４６年の第３６回全国中学校庭球選手権大会（現インターハイ）で優勝
している。ちなみに１９４８年の第３８回全国高等学校庭球選手権大会（この年から全国高校と名称が変わり、女子
の第１回大会単複が新設された。）の女子シングルス優勝者は田村（現姓：重光）知津子さん（甲南女子高校）。ま
さに歴史的な第１回大会の優勝者が甲南の女子高校生であったというのは甲南の永遠の誇りである。
　沢松姉妹の姉順子は妹和子の面倒をすごくよく見る母親のような姉だった。和子は未だ１７歳のジュニア。あんな
立派な体つきなのにチーズをはじめ乳製品はすべて嫌い。飛行機の中ではどんなに長いフライトでもほとんど食事は
摂らない。なかなか厄介な子だったが、お姉さんは常に何かしらの食べ物を持ち、妹のお腹具合を気遣っていた。
　１９６８年、この年は渡辺功君と共に沢松姉妹の引率者の役柄もあり、日本を出発はしたものの、パリがゼネストの
ため全仏を断念。いきなりウィンブルドンの前哨戦の芝生の大会から出場することになった。
　第１戦、ロンドン郊外のＬｏｗｓｅｒ大会で和子と混合複を組みいきなり初優勝と実に幸先良いスタートを切った。ロン
ドンの民宿たるＢｅｄ＆Ｂｒｅａｋｆａｓｔ（１泊１ポンド＝１，０００円）に泊まりながら大会さし迎えのベントレーでコートに通う
毎日。賑やかで楽しい日々 だった。
　１９６９年、私にとっては６回目の欧州挑戦。この年は小学校から一緒の河盛純造夫妻が加わり、私も新婚で妻帯
ツアー、二夫婦、一姉妹の団体転戦となった。ツアー２年目となった和子は、いきなり全仏ジュニア、続くウィンブル
ドンジュニアでもそれぞれ単優勝と破竹の勢いを発揮した。家族同伴というのは実に心強いというか、落ち着いてテ
ニスに集中できることを初めて知った。
　この年私は単で３回、河盛との複でも３回、和子との混合でも１回優勝を果たした。中でも全英、ウィンブルドンの
混合では３回勝ち抜き、第１シードのマーガレット・スミス／ケン・フレッチャー組に敗れたがベスト８の成績を残した。
私と和子のコンビは続き、この年は実に９大会に出場した。日本選手はみんなアマチュアで、賞金目当てではなかっ
たが３種目にエントリーするのが常識だった。
　後に知ったのだが、グランドスラム（ＧＳ）大会では、「Ｔｈｅ ｌａｓｔ ｅｉｇｈｔ ｃｌｕｂ」なるものが存在する。ウィンブルド
ンが１００回大会（１９８６年）を記念して創設したベスト８以上の記録を残したものだけが受けられる名誉ある会員の
称号だ。ＧＳの中ではウィンブルドンが最高級のもてなしとの評価があり、この資格を持つ者には、生涯の観戦チケッ
トと専用レストランが保障されているという。
　えっ！ということは我 も々資格あり？ 全豪も石黒修さんと組んでベスト８だ。と喜んだが早とちりだった。この資格
の条件は、単でベスト８以上、複ではベスト４以上、混合複では決勝進出者だけが自動的に会員登録となるとのこと。
ただ、和子は、その後１９７５年アン・清村と組んでダブルスに優勝、堂 と々
日本人の最も古いラストエイト会会員として燦然と輝きながら今に至ってい
る。ウィンブルドンでは、男子では松岡修造、錦織圭、女子では和子の他伊
達、杉山、青山、二宮、柴原が資格保持者だ。
　我がオール甲南テニスクラブからも早くラストエイトクラブ会員が生まれな
いものだろうか。同伴して思い切りウィンブルドンを楽しみたいものだ。

 ▲ 1969年ウインブルドン 
混合複3回戦でブラジル組に勝ってコート
を後にする渡辺・沢松（和）組（現・吉田）

 ▲ 1969年欧州遠征の日本チーム 
後列左から２人目 渡辺 康二 
前列左端 河盛 純造　左から４人目 沢松 和子

沢松姉妹 河盛夫妻との欧州遠征海
外
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　昭和３４（１９５９）年１２月、日本テニス協会からの戦後初の海外派遣選手として米国フロリダ州、マイアミで
年末年初開かれているオレンジボウル（個人戦）とオレンジカップ（団体戦）に参加しました。（注：オレンジカッ
プの現在の大会名はサンシャインカップ）
　出発が１２月２０日、帰国が翌、昭和３５年１月２７日。４０日間近くにわたる大型海外遠征でした。日本テニス協
会からは航空券と５０ドルが支給されました。一緒に行ったのは菅（現姓：森）清吉さん（当時、法政大学1年）
でした。菅さんは前年（昭和３３年）のインターハイ優勝、私は昭和３４年のインターハイと全日本ジュニアに優
勝した事で選ばれました。忘れていましたが、高校の卒業アルバムに、高校グランドに全校生徒集合で立派な
壮行会をやっていただいている写真が載っていて、日本代表選手として参加していたんだなと改めて感じいった
ことでした。
　宿泊先はマイアミビーチのプール付きの豪華な邸宅でのホームステイ。親切なご夫婦に食事、送迎等大変お
世話になりました。Ｍｉａｍｉ Ｕｎｉｖ.の女性、また神戸女学院で英語教師をしていたという老夫婦が応援に来てく
ださいました。マイアミで日本人に出会うのは初めてと云われ驚きました。晩餐会が度々あり、持参した略礼服
を着用し、多くの美女に囲まれ、大変楽しいひと時を過ごしました。
　戦績は下記の通りでした。

　ＯＲＡＮＧＥ ＣＵＰの参加国２０ヵ国（北・中・南アメリカ１０ヵ国、欧州８ヵ国、南アフリカと日本）の中で準決
勝まで戦えたのは、菅清吉選手の功績が大きいとは云え、よく頑張ったと自負しております。
　その後バス（９９ｄａｙｓ ９９ｄｏｌｌａｒｓ）でタンパ、オーランドに移動し、Ｓｅｎｉｏｒ Ｔｏｕｒｎａｍｅｎｔに参加しましたが、
２～３回戦で敗退。大学受験もあり、已む無く残念ながら帰国せざる得なくなったと記憶しております。

初の海外派遣選手としてオレンジボウル出場

 ▲ 高校グラウンドで行なわれた壮行会 
花束を受け取る松本選手

 ▲ 帰国時 マイアミ国際空港にて 
左端：オレンジボウルの創始者 
　　　エデイー・ハ―大会会長 
松本選手の両サイド：ホームステイ先のご夫妻

 ▲ マイアミへ出発  
(左・菅選手　右・松本選手)

◆ORANGE BOWL from Dec.29,1959  
△Junior Boys’Singles 
・First Round 
 T.Mtsumoto d. JurioVon KherKovan(Arg.) 6-4, 6-1 
・Second Round 
 Seikichi Suga d. Antonio Domadio(Mex.) 6-0, 6-1 
 Bo Larssen(Swed.) d. Matsumoto 6-3, 1-6, 7-5 
・Third Round 
 Suga d. Hammil(So. Afr) 6-2, 6-3 
・Fourth Round 
 Suga d. Schunuk(USA) 6-4, 4-6, 6-4 
・Quarter Final 
 Juan Gisbert（Spa.） d. Suga 6-0, 6-0

△Junior Boys’Doubles 
・Second Round  
 Matsumoto-Suga d. Shneider-Nijoboer(Denm.)  
 14-12, 3-6, 6-3 
・Third Round 

 Matsumoto-Suga  d.  Carlstein-Olssson  6-3, 6-1 
・Quarter Final 
 Mandelstarm-Hammill(So.Afr) d. Matsumoto-Suga 
 6-3, 6-2

◆ORANGE CUP  from Jan.3.1960 
・Second Round 
 JAPAN d. DENMARK 3-0 
 Suga d. Vaupel 6-0, 5-0 
 Matsumoto d. Larsen 6-1, 6-2 
 Suga-Matsumoto d. Vaupel-Larsen 7-5, 6-2 
・Quarter Final JAPAN d. SWEDEN 2-1 
 Suga d. Land 6-3, 6-2 
 Larssen d. Matsumoto 3-6, 6-3, 6-1 
 Suga-Matsumoto d. Land-Larssen 6-1, 6-2 
・Semi Final SPAIN d. JAPAN 3-0 
 Arilla d. Suga 6-3, 6-1 
 Gisbert d. Matsumoto 6-4, 6-0 
 Arilla-Gisbert d. Suga-Matsumoto 6-1, 6-2

会場：Flamingo Park at Miami in Florida
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　甲南学園テニス部１００周年おめでとうございます。中学・高校・大学１０年間お世話になり、１９６６年に卒業
しました。
　オーストラリアオープンに出場したのは６０年位前の事で忘れている事も多々あり、思い出す事を当時の日本
のテニスとオーストラリアのテニスの状況を報告させて頂きます。
　大学３年時、１９６４年１２月から２月上旬迄、日本テニス代表強化選手として、石黒さん（甲南ＯＢ）、 （渡辺さ
ん甲南ＯＢ）、他２名と私との５名（学生は私だけです）遠征しました。
　当時は直行便はなく、香港、マニラ経由でシドニーに着きました。甲南の先輩２名おられましたので大変心強
かったです。当時オーストラリアはテニス王国と言われ、世界ナンバーワンの国でした。写真とかテレビでしか見
た事のない世界のトッププレーヤーが目の前で練習。試合を見て感動しました。
　当時は１ドル３６０円固定の時代でお金の持ち出しも厳しく制限されており、あまり余裕のない遠征ですが、一
番若かったので楽しくて仕方ありませんでした。宿泊も小さなビジネスホテルか民宿の様な所で、ホテルでは３人
同室で、私はラッキーな事に最年長者（キャプテン）と同室で、付き人の様な感じで色々用事もしましたが、石
黒さんは国際大会の経験も多く、色々教えて頂き勉強になりました。以後も長年お世話になりました。
　英国領でもあったので英国色が強く、広大な国土、自然が豊かでのんびりしていました。当時の人口は
１０００万人位です。日本は1億人位だったと思います。毎日の行動は電車、バス、歩くかで、タクシーに乗った
記憶はありません。１月下旬のオープンの試合までは広い国土の中、毎週のように各地で試合があり、色 な々場
所に行きました。ローカルの試合で芝生のコートに慣れる迄が大変で、若い選手（１７才から１８才）に敗けて先
輩から叱咤激励され、次の試合までよく練習しましたが、オーストラリアでは１５才から１６才位の選手がプロを目
指して厳しい練習をしていました。現在の日本の選手の様ですが、日本は４０年位遅れている様に思います。
　オーストラリアに在住している日本人は少なく、時々、商社の人々が応援に来て、バーベキューパーティー等
に招待をして頂きました。メルボルンでは正月（１月１日）に領事館でお祝いし、美味しい食事を頂いたのもよい
思い出です。
　オーストラリアオープンは１９６５年１月下旬、メルボルン郊外の名門クーヨンテニスクラブ（芝生コート）で開催
されました。会場までは電車で駅からゆっくり歩いていきました。テニスはオーストラリアでは大変人気のあるス
ポーツで、多くの人々が試合を見に来ていました。１回戦で世界のトッププレイヤーと対戦して完敗し、唖然とし
ました。あの様なレベルの高い所で試合をして、又練習をしないと強くなれないとも思いました。
　以後ずっと芝生コートでしたが、オーストラリアオープンは１９８８年からメルボルン市内のダウンタウンの近くの
広大な公園の中にあるメルボルン・パーク・ナショナルテニスセンターに移転し、長年の芝生コートからハードコー
トに変わりました。
　先輩の方 と々一緒に行動させて頂き、７０日位の長い遠征でしたが、楽しい思い出しか残っていない、私のテ
ニス人生の中貴重な経験でした。４名の先輩の方 に々感謝して終わらせて頂きます。
　甲南のテニス部が再び日本一になる事を夢見ています。

オーストラリアオープン遠征

 ▲ 海外でも活躍された浅井選手のフォアハンド  ▲ 浅井さんが出場した全豪オープン会場の近影
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　眞野邦彦さんとは中学１年から大学４年までの１０年間、一緒にテニス部でまさに暮らしていました。
　学生時代にはダブルスを組んでいたことがあり、彼は小さな身体に元気一杯のプレイをするのですが、プレ
イスタイルは私と同様に粘りが身上でした。
　私は「負けるかもと思ったら絶対に勝てない」ので相手のミスを待つプレイをしていましたが、彼は少し違って
「勝てない」と思うと一転、攻撃的なプレイをします。
　結果は同じかもしれませんが、普段練習を積んでいないプレイはミスが多く自ら負けてしまうようで、格上と
思われるペアには歯が立たなかったことを思い出します。
　大学卒業後は眞野さんは東京勤務が長く、顔を合わせる機会も少なくなりました。
　彼は大先輩の多い東京のテニス部ＯＢ会で先輩の皆さんのお世話役を務めておられ、私と東京在住の先輩
との絆をつくることができたのは彼のおかげと、感謝しています。
　また、私がオール甲南テニスクラブの副会長を務めていた時に、ＯＢ会の運営が難しい事態が発生し、ＯＢ
会幹部を一新することになりましたが、丁度、眞野さんが神戸に戻っておられたこともあり、私の後任を引き受
けて、ＯＢ会の責務である学生達を支援することに率先して行動し、見事にＯＢ会をとりまとめられました。
　学生達の相談相手となり就職活動にも尽力され、多くの学生達から慕われる存在でした。
　同時に大学テニス部同期会のお世話役も独りでこなし、全員の近況を確認し男女合わせて１５名ほどの食事
会を手配してくれていました。
　神戸に戻られてからはご両親の介護で大変な中、皆んなのお世話役に奮闘され、体力的にも精神的にも厳
しかったように思いつつ、懸命に生きていた眞野さんに心から感謝し、追悼の言葉とします。
　ありがとう！

 ▲ 13回同期と  ▲ 眞野さん、片山さん、甲斐さん

眞野邦彦さんの思い出 A
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　甲南学園硬式庭球部創部１００周年おめでとうございます。このような歴史のあるクラブで一時期を過ごせ
たことは、私の中で大きな財産となっています。現役を卒業して３０年近く経過していますが、この４年を一緒に
過ごした同期、先輩、後輩はもちろん、世代を超えて先輩、後輩との強い繋がりを強く感じ、私の人生の中で
も大きな柱の１つになっています。
　今回、本寄稿文の依頼を受け、改めてですが、現役だった頃の４年間を振り返ってみました。そうすると、他
の年代と比較すると色々な‶変化”を経験した代だったと感じました。
　まず、１年生の時には関西リーグが４校制から６校制になり、１部６位が自動降格（入替戦なし）、試合も５セッ
トから３セットへ、また４月開催が９月開催へと大きな変更がありました。今から思えば、この６校制への変更が
なければ、間違いなく？２部に降格していたと思いますし、３年生の時の王座出場もなかったのでは？と思います。
　そして、我々の代からスポーツ推薦が始まりました。この制度は今では当たり前のようですが、当時は推薦制
度がなく、甲南中高出身者が中心でしたが、外部の部員が増える大きなきっかけになったと思います。
　更に練習環境も大きく変わりました。２年生までは岡本本校近くの西校舎の下にあったツルツルのハードコー
ト３面だったのが、３年生からは現在の六甲アイランド施設に変わりました。当時はリーグ戦がオムニコートで行
われることもあり、オムニコート３面でした（現在はハードコート５面）。
　そして３年生の１月１７日に犠牲者約６，０００名を出した阪神淡路大震災という、これまでにない大災害を経験
しました。大学ではこの時期、後期試験直前で、普段ただでさ
え授業に出ていない（正確には出してもらえない）ので、、無
事卒業できるかが決まる大事な時期でした。また当時は、１２
月初旬に開催されていた「関西学生室内選手権」が終了する
と、１月末まで長期オフでしたので、全くテニスはしておらず、
この１か月半は束の間の「普通の学生生活」をエンジョイでき
る唯一の時期でした。地震の前日も、翌日の試験に備えて、
同じ学部の友人を頼って御影の下宿に泊めてもらい、まじめに
直前の追い込みの勉強を朝の３時ぐらいまでやっていました。
そして、寝た直後に地震に襲われました。比較的頑丈な建物
だったので倒壊はありませんでしたが、御影周辺は地震の影
響が大きかった地域でしたので、古い住宅だったら、、と思うと
背筋が凍る思いです。当時スマホはありませんから、この段階
では町全体がどうなっているかなど、全く想像もつきませんで
した。ただ、外に出ると近くの建物の多くが倒壊し、御影周辺
はコンビナートが爆発するなどの噂も流れ、近くの小学校に一
時避難するという経験もしました。何とか２日後に実家に帰れましたが、帰宅後、テレビで初めて神戸の様子を
見て愕然とした記憶があります（写真は三宮）。
　例年、部活は２月１日から始まる予定でしたが、電車が動いていないため、そもそもコートに行くことができず、
集まれる人だけ（実際は全員来いという指示..）集まっての始動でした。２月はテニスができる状態ではなかっ
たので、住吉川をひたすら走るだけという「陸上部か？」という期間が続きました（お陰で体力だけはつきまし
た）。３月からはようやくテニスができるようになり、４月から入学する１年生も３月１４日（当時１年だった片山談）
から練習に参加しました。卒業式は無事開催された（写真ご参照）のですが、入学式は４月中旬まで延長され
たようです。また、大学の建物も多くが損壊していたため、本校のグランドに、当時「サティアン」と呼んでい
た仮設の教室が建てられて、しばらく（といってもその後３年）はそこでの授業でした。４月になると少しずつ日

阪神淡路大震災の中での部活動
～日常の当たり前を大切に～

 ▲ 地震後の三宮（建物が傾いているのが分かります）
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常を取り戻しつつありましたが、足元を見ると倒壊したままの家がまだまだ残っていたり、六甲アイランドには仮設
住宅が立ち並び、これまでの日常とはかけ離れた状態でした。「これまで当たり前であったものがそうで無くなって
しまう」。地震は、そのような感覚を実際に味わう初めての機会になりました。
　幸い、神戸以外の地域は正常でしたので、その後、春関、当時あった新人歓迎合宿＠六甲山（恒例だった仮
装はなし）、学習院戦、東京遠征、夏関、インカレからリーグ戦まで、全ての行事、試合が通常通り行えたのは、
今思えばラッキーだったかもしれません。今と比べて比較的おおらかな空気があったことが、このような状況であっ
てもテニスができた要因ではないでしょうか？
　ここ数年、Ｃｏｖｉｄ１９によるパンデミックが発生し、我々が体験した地震以上に当たり前だったものがそうで無く
なってしまうという経験を、最近の卒業生や現役はしたと思います。普通に大学に通い、部活動をし、試合に出
場できること、また好きな時に会いたい人にあって食事をする、旅行をするなど、平凡な日常が、実は当たり前で
はなく、すごく大切であることを私自身も改めて気づかされました。
　４年間は長いようですが、あっという間です。伝統のある硬式庭球部で過ごせるこの貴重な時間、テニスだけ
に集中できる時間を「当たり前」だと思わずに、同じ目標を目指している仲間達と、一生の思い出に残るような
時間を過ごして欲しいと思います。もちろん良い思い出ばかりではなく、理不尽なこともありますが、、それも後に
なると話のネタになり、お酒のつまみになり、いつでも当時に戻れて楽しいものです。因みに我々が当時の話をす
るときは、ほとんどが理不尽だったなあという話ばかりで、リーグ前日に１年全員、見せしめ坊主になったり、某先
輩が、いつも機嫌が悪い時に着ているＴシャツを分からないように捨てたりとか、、。是非、現役の皆さんにはそう
いった話が将来できるように、密な時間を過ごしてくれたらと思います。

 ▲ 地震直後の卒業式（当時の正装は中高と同じ学ランでした）

 ▲ 4年生の部員集合写真（この時のリーグウェアはリーボックでした）
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　２０２０年から本格的に流行したコロナウイルスにより、当たり前に行われていた練習や試合の開催などが難しくなり、例年とは異
なる部活の進め方をせざる得なくなりました。社会全体にとって全てが初めての出来事であり、多くのＯＢや学生部の支援をいた
だき、後輩にも協力を得た中での部活運営でした。例年と異なり悔しく、やりきれない思いも実際になかったわけではありませんが、
同様に多くの方に応援していただいていたことと日常の活動に対する感謝を感じた期間でした。
　１００周年記念誌でコロナ禍での活動を今後の世代へと伝えるという目的で当時の状況や苦悩、またそこから得た後輩へのメッ
セージを中心として記載させていただきます。
　まず当時の状況としては社会全体としてコロナへの対応の正解が全くない状況でした。実際に試合に影響が出たのは３月に行わ
れた新進テニストーナメントからでした。大会前日まで開催の予定であり、実際に大会前日は部員とともに私も試合会場の万博テニ
スガーデンで調整を行っていた際に明日開催しないかもしれないといった情報が入り、実際に練習が終わる前に開催中止の決定が
前日に急遽されました。普段の大会運営では前日に相談がなく開催自体の中止が発表されることはあり得ませんが、コロナ禍では
このような運営が当たり前のようにありました。新進中止後の部活動や新進後の春関、インカレ、リーグ戦など多くの大会が自分た
ちの意思や想いを伝えきれぬまま、開催可否が決定されることが多くありました。
　特にリーグ戦の中止は私たち６７回生のモチベーションに直結しました。私たち６７回生は実力が追いついていない１回生から四宮
総監督をはじめとした強化コーチ陣や６５回生の吉田さんをはじめとした先輩たちに日頃から支えていただき、高校時の戦績では考
えられない成長を支えていただいたので、王座出場によって恩返しをしたいという想いが強くありました。個人でのインカレ出場や
関西学生での上位進出など競技者にとって達成感を感じる瞬間はありますが、甲南大学硬式庭球部に所属し、リーグ戦に出場さ
せていただき、チームに貢献することは他の瞬間と比較にならない程の達成感があり、引退をした今でもコートサイドをみた時のチー
ムメイトの表情や、かけてもらった言葉は学生時代の思い出として残っています。競技人生の集大成として同期全員が考えていた
リーグ戦の開催がなくなったことは、私たちにとって当時は目標がなくなったことに等しいものでした。個人でのインカレ開催は予定
されていたが、当時の私たちにとってリーグ戦への想いは大きなものであり、その想いは現在も変わっていないことを願いたいです。
　コロナ禍により通常の活動ができずに悔しい想いも多くありましたが、同様に多くの学びもありました。コロナ禍では通常の１日練
習が認められず、１面４人までの２時間が最大練習時間であり、当然その時間だけでは足りないと判断し、部員全員でランニングア
プリを入れて練習後の自主トレーニングやオンラインでのＷＥＢミーティングを実施しました。実際に自分も主将をするまでは他人に
全く興味がなく、意味のないトレーニングの共有や時間の共有は大嫌いでしたが、この期間での経験で大きく価値観が変わりまし
た。ひとりで自分に負けずに積み上げていく練習や努力も必ず意味のある重要なものですが、それ同様に切磋琢磨し、日々 築き上
げていく成果物にも大きな意味があると感じました。ひとりでは限界を決めてしまい、自分の可能性を活かしきれていなかった選手
もチームでの個人の目標管理と刺激により、大きな成果を残す選手が多くいました。実際にコロナ禍で行われた試合では、自分の
中で本戦出場・インカレ出場が厳しいと予想していた選手が多く結果を残し、驚きとともに個人として多くの学びを得ました。当然
ではありますが、結果報告では自分の成果であるように、最初から予定していたようにチーム運営がうまくいっていることを当時の
四宮監督と平野コーチには行ったことは時効なので自白します。
　最後に後輩へのメッセージとしては、毎日当たり前のように行われている練習や試合に対して感謝を忘れず、隣にいる同期や多
くの指導や刺激を与えてくれる先輩、自分の背中をみている後輩を大切にしていただきたいです。自分ひとりでは達成できない戦
績や個人の成長も甲南大学硬式庭球部での繋がりを最大限活かせば、充分に達成できると思います。実際に私もコロナ禍で甲南
大学のつながりの強さは強く感じました。いつか私たち６７回生が達成できなかった王座出場及び古豪復活を果たし、毎年のように
王座で戦う勇姿を目にできることを楽しみにしております。私も一人のＯＢとして微力ながら、支えていきますのでみなさまの活躍を
期待しております。

コロナ禍での部活動
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　皆様、創部１００周年おめでとうございます。マネージャーという立場から４年間、活動に携わらせていただきま
したこと、嬉しく思っております。
　２０１４年に入部し、先輩方から教わりながら選手をサポートする中で、はじめは手探りではありましたが、次第
にやりがいを感じることができました。
　特に最後のリーグ戦、男子は1部リーグ４位、女子は２部リーグから１部に昇格することができ、男女両方の試
合を間近で応援、サポートできたことが良い思い出です。
　歴史ある甲南で、素晴らしい大学生活を送ることができたのも、先輩や後輩、ＯＢＯＧの皆様のお力添えの
おかげです。ありがとうございました。甲南大学硬式庭球部の今後ますますのご活躍を祈念しております。

（６４回　篠倉（毎田）光）

　創部１００周年おめでとうございます。
　私の甲南テニス部との出会いは、学生時代に何か打ち込めることをしたいというぼんやりとした気持ちで見学
に行ったことでした。みんなストイックに練習に打ち込んでいながらも、和気藹 と々した楽しい雰囲気があり、私
もこの一員に加わってサポートできたらと思い入部を決めました。
　毎日試合に向けてぎりぎりまで追い込み、疲れ切っている姿や、試合で一喜一憂しながらも次に向けて努力す
る姿を見て日々 過ごしていくうちに、サポートする側の私はたくさんの活力をもらっていたように思います。
　最後のリーグ戦はコロナの流行により中止となり、選手がこれまで期待やプレッシャーを活力に変えて努力し
たのに目標を見失ってしまったのを目の当たりにしました。どう声を掛けたら良いのかわかりませんでしたが、そ
れでも個人戦に向けて何とか気持ちを切り替えて選手たちは試合に全力を注いで、４年間の最後を締めくくって
くれました。そんな選手たちとの関わり以外にも、月一回の常任委員会や様 な々行事のお手伝いをさせていただ
くうちにＯＢＯＧの方々の甲南テニス部に対する深い思い入れや愛情に触れることもできました。
　部活動で共に過ごした仲間たち、そして何十年とサポートをしてくださっているＯＢＯＧの方 と々の繋がりが私
の大学生活での財産となりました。私もこれからＯＢＯＧの一員として甲南テニス部を応援していきたいと思い
ます。
　今後もこの温かい繋がりを大切に、ますますの発展をお祈りしております。

（６７回　上野 桃子）

 ▲６７回同期と  ▲ 後輩のマネージャーたちと

女子マネージャーとしての4年間

受け継いでいきたい輪
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　甲南学園硬式庭球部に関わる全ての皆様、この度は創部１００周年誠におめでとうございます。１１年ぶりの
１部復帰につきましての思い出を振り返らせて頂くということで僭越ながらご指名頂きましたので、当時の主将
として部員を代表してお話させて頂きます。
　私は中学から大学まで１０年間甲南校でお世話になり、中学では全国中学生出場、高校では県総体ベスト４
と６年間でも多くのことを学びました。
　ご縁があり大学に進学した後も硬式庭球部に入部させて頂きましたが、高校までとは違い練習から試合の
運営や遠征など学生が主体となる事が多くなり、全く新しいステージに来たという印象でした。先輩方のご指
導のもと、我 も々男女併せて１３名で最上回生としてチームを引っ張っていく立場となりましたが、時代の変化
もあり練習体制や時間など必然的に環境を変えなければならないことも出て参りました。しかし学生の我々だ
けで変えられない部分もあり悩んでいる時期がございましたが、辻本豊様や眞野邦彦様をはじめＯＢの皆様方
にも相談に乗って頂くこともできました。当時は良く言えば何か変革しなければ次のステップにいけないという
感覚があり、自主的にチャレンジしたい部分も増え、宇津原監督をはじめＯＢの皆様方に意見をする事があり、
若気の至りからか未熟な部分も多くご迷惑をおかけしましたことこの場をお借りいたしましてお詫び申し上げま
す。大変申し訳ございませんでした。多くの経験からメンバーが責任感を持つことで一致団結したと感じており
ますが、県外への遠征・合宿やアーバン六甲での猛練習・練習試合なども男女で協力し合い、リーグ戦を迎
えることができました。試合前には４回生で住吉神社へ一部昇格祈願のためお参りにいったことも懐かしく思い
ます。
　例年に比べると関西学生本選出場者が増え、層が厚くなったこともあり２部１位で通過できると考えておりま
したが現実はそう簡単ではなく、２部２位という結果で１部５位の同志社大学との入れ替え戦に挑むこととなりま
した。そして２０１１年１０月８日（土）舞洲、試合当日は円陣と黙想を行い、気持ちの昂りと併せてどこか落ち着
いた雰囲気で試合に入れました。戦略的にはダブルスは１－２になったとしてもシングルスで４本以上取れると
想定していました。いずれも接戦で２－１になりそうでしたが、ダブルス終了時点では結果的に１－２とリードを許
す展開に。３面進行ということもあり流れによっては３面とも勝利か、もしくは敗北かという一進一退の攻防でし
たが、終盤Ｓ４の瀬古選手(当時１回生)が最終セット１－４からの逆転で勝利すると選手、応援団ともにボルテー
ジが一段と上がった記憶があります。気づけば朝から始まった団体
戦は日も暮れ、カウント４－４とＳ２沼野選手（当時２回生）の結果次
第となりました。最後はオープンコートへのボレーで見事に勝利し５
－４で１１年ぶりの１部昇格を果たすことができました。あの時の光景
は１０年以上たった今でも鮮明に覚えておりますが、試合に出場した
選手はもちろんですが、試合に出られなかったサポートメンバー、監
督・コーチ・トレーナー・マネージャー・ＯＢＯＧの皆様・そのご家
族から多くの温かい応援やご支援をいただくこ
とができこのような結果に繋がりました。改め
て心より感謝申し上げます。
　最後に現役部員の皆様へ、苦しい時や辛
い時もあるかと存じますが、甲南で出会った仲
間と助け合い悔いのないよう最高の学生生活
にしてください。いつも応援しております。末
筆ながらますますのご活躍をお祈り申し上げ
ます。  ▲２０１１年１部リーグ昇格

 ▲ 住吉神社で一部昇格祈願

１１年振りの１部復帰忘
れ
ら
れ
な
い
あ
の
試
合
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　今でも初めてシングルスで本選に上がった日のことは鮮明に覚えています。相手のマッチポイントをしのいだ瞬
間、自分のマッチポイントを獲った瞬間、試合終わりの吊った手の感覚、ミーティングのため六アイへ戻るピーター
車内の様子。人生のなかで最も心地よい日の一つです。
　甲南の硬式庭球部は僕のなかで憧れでした。高校時代は同じ兵庫県内の仁川学院テニス部でした。もちろん
仁川学院も大好きですが、団体戦で甲南高校の選手たちを見るたびに「なんて自由で楽しそうなんだ」と衝撃を
受けていました。大学でもテニスをしたかったので、志望校は甲南大学の一択でした。
　憧れの甲南大学硬式庭球部に入部してからはとにかく、本選を目指して練習しました。僕が思うに甲南大学の
硬式庭球部は「自分次第」という要素が非常に強い環境だと感じます。サボっているからといって叱る顧問の先
生もいなければ、ＯＢさんやコーチも毎日いるわけではない。振り返ってみると１００％の力を部活に注げていなかっ
た時期もありました。２回生のとき、ペアの啓太とはじめてダブルスで本選に上がりました。すごく嬉しかったのと
同時に、シングルスでも本選に出たいという想いが強くなりました。しかし、思うように結果は出ず４回生になって
しまいました。この学年で過ごした時間が、のちの自分の人生にも活きる貴重な時間でした。
　引退後は留学することを決めていたので、就活に時間を割く必要がありませんでした。秀でた才能もなかった
僕は「ラリーでミスをしないこと・必ず入るセカンドサーブ」だけに絞って練習しました。練習後は毎日納得がい
くまでサーブを打ちました。同期の友人から練習後の食事などいろいろ誘ってもらったときは、めちゃくちゃ行きた
かったことも多々あります。ただ、シングルスで本選に上がるためにはこの楽しみをいま取るべきではないと思い
断ってきました。この時の経験が、自分のなかで今でも活きています。「成し遂げたいことがあるとき、一心にそ
のことに向き合う」。これが甲南大学硬式庭球部を通して、僕が気付いた大切なことです。
　結果的に４回生最後の夏関シングルスで本選に上がることができました。４時間ほど試合をしましたが自分から
決めたポイントは３回ほどで、そのほかは相手のミスというなんともねちっこいテニスをあの炎天下でよくやってい
たなと思います。
　「成し遂げたいことがあるとき、一心にそのことに向き合う」。これを気付かせてもらえた甲南大学硬式庭球部
には本当に感謝しています。
　これから先もＴＥＡＭ ＫＯＮＡＮは僕にとって特別な存在です。１００周年おめでとうございます。

 ▲ 最後のリーグ戦後に同期との一枚

 ▲ 女子リーグ戦応援後に同期との一枚  ▲ 思い出が詰まった友人たちとの一枚

最終学年で最初のシングルス本選
～成し遂げたいことがあるとき～
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　私は中高大と甲南テニス部に所属し、中学では全国団体２連覇・個人ベスト１６、高校では全国団体・個人
ベスト４、大学では全国団体ベスト４・関西大会で個人２連覇、ＪＴＡの最高ランキングは３７位等の戦績を残す
ことができました。
　弁護士を志したのは大学３回生の時でした。小さい頃から、海外ツアーで活躍できるようなトップのプロ選手
に憧れてはいましたが、「今の自分のレベルでは無理。テニスの替わりとなるような何か熱中できるものを」と
考えた末「日本で最難関」といわれる司法試験への挑戦を決め、甲南大学法科大学院に進学しました。
　最初は難解な理論や想像を絶する勉強範囲の広さを目の当たりにして「進む道を間違えたか」とも思いまし
たが、後に引くわけにもいかず、３年間、大晦日も元日も休むこともなく１日１２時間、机に向かい、大学院修了
後のその年に司法試験に一発合格することができました。
　弁護士４年目の現在は大阪市内の法律事務所（弁護士法人朝日中央綜合法律事務所）に所属し、裁判や
交渉などの業務に日々 奮闘しています。

　法科大学院に進学する際、「合格するまではテニスをしない」と決めていましたので、司法試験の受験後、
約３年半ぶりにテニスを再開したときは、軽くラリーするだけでも息が切れ、手の皮も捲れるため１時間以上は
練習できない状態でした。
　しかし、「趣味や娯楽としてではなく、競技としてのテニスを続けたい」との思いから、仕事に影響が無いよ
うに週末しか練習時間は確保することができませんが、短い時間の中で徐々にプレーの質を高めていきました。
その結果、昨年は栃木国体に兵庫県代表として出場し、ベスト８に入ることができました。
　私は甲南学園の教育の基本方針である「人格の修養と健康の増進を重んじ、個性を尊重して各人の天賦
の特性を伸張させる」という、学園創立者である平生釟三郎の精神を学んできました。
　その平生先生の残された「ことば」の一つに「人生三分論」があります。それは、人生を三期に分けて考え
ると、第一期は「教育を受ける時期」、第二期は「全力で働く時期」、第三期は「社会に奉仕する（蓄積した
能力（や富）を社会に還元する）時期」というものです。
　これを自分なりに考えてみると、「精神を学ぶ時期」、「社会に奉仕するための能力（や富）を蓄積する時期」、
「蓄積した能力（や富）を社会に還元する時期」の三期に分けることができるのではないかと思います。

甲南テニスから学んだことこ
れ
か
ら
の
1
0
0
年
に
向
け
て
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寄稿文  CONTRIBUTION

　私は第一期として、テニスを通じて夢や目標を持つことの素晴らしさ、努力の仕方、自分を支えてくれる周囲
のサポートの大切さ、現実の厳しさ等 を々学ぶことができました。テニスを通じて学んだ精神は何を為す上でも活
かされています。
　現在は第二期に位置し、法律を学び、弁護士となって実務や様々な社会経験を日々 蓄積しています。これから
も様々なことに挑戦し、多くの経験を積みたいと思います。
　第三期は将来の話になりますので、自分がどのような形
で蓄積した能力（や富）を社会に還元することができるの
か、これからゆっくりと考えたいと思っています。
　本稿をお読みいただいている方々は、上記の第一期から
第三期にそれぞれ位置しておられることと思います。
　学生においては、人物教育を何よりも尊重する甲南で、
テニスという素晴らしいスポーツを通じて、「正志く 強く 朗
らかに」社会を生き抜く精神を学んで欲しいと思います。
　また、我々ＯＢは、初心を忘れることなく、活き活きと社
会で活躍することが、自分の人生を豊かにするとともに、後
輩にも明るい道を指し示すことができるのではないかと思い
ます。そして、蓄積した貴重な経験や能力を後輩に還元す
ることにより、時代を経る度に甲南テニス部が益々発展する
という連鎖が続けば素晴らしいと思います。
　甲南テニス部１００周年は、上記のような甲南テニス部の
結束力を改めて強めることができる良い機会になることを
願います。
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■　デビスカップ
選手名 出場年度

戦績
監督歴

シングルス ダブルス

伊藤 英吉 1933

松岡 功 1956

石黒 修 1958、1960、1961、1962、1963、1964、1965、1966 １５勝１６敗 ４勝３敗 1965

藤井 道雄 1962、1963、1965 ３勝０敗 ０勝１敗

渡辺 康二 1963、1964、1965、1966、1967、1968、1969、1970 １８勝１１敗 ７勝４敗 1971～1974

小林 功 1967、1970 ４勝２敗 １勝０敗

河盛 純造 1969、1970、1971 ２勝２敗

西岡 茂之 1977、1978、1980、1981、1982、1983、1984、1985 ６勝５敗 ５勝２敗

選手名 年度 全豪 全仏 全英 全米

伊藤 英吉

1933 単 R16 単 R128　R64（三木 龍喜） 単 R16

1935 単 R128　R64（C.Kingsley）

1936 単 R32　QF（M.Cuninggim）

石黒 修

1961 単 R64

1962 単 R64　複R64（藤井 道雄）

1963 単 R32　複R32（藤井 道雄） 単 R64

1964 単 R64 単 R128　複R32（E.Scott）

1965 単 R16　複 QF（渡辺 康二） 単 R64　複 R64（渡辺 康二） 単 R128　複 R64（渡辺 康二）

1966 単 R48 単 R120　複R32（渡辺 康二） 単 R128　複R64（渡辺 康二）

藤井 道雄

1962 単 R128　複 R64（石黒 修）

1963 単 R128　複 R32（石黒 修） 単 R64

1964 単 R120 単 R64

渡辺 康二

1964 単 R64　複 R64（小西） 単 予選

1965 単 R56　複 QF（石黒 修） 単 R120　複 R64（石黒 修） 単 R128　複 R64（石黒 修）

1966 単 R64　複 R32（石黒 修） 単 R64　複 R64（石黒 修）　

1967 単 R120　複 R64（渡辺 功） 単 R64　　

1968 単 R128　複 R64（渡辺 功）

1969 単 R48　複 R32（河盛 純造） 単 R128 複 R64（河盛 純造）混合 R64（沢松和）
単 R64　複 R32（河盛 純造） 
混合QF（沢松和）

1970 単 R128 複 R64（九鬼） 
混合 R32（沢松和）

単 R128　複 R64（九鬼） 
混合R80（沢松和）

1971 単 予選　複 R64（柳）

河盛 純造
1969 複 R64（渡辺 康二） 混合 R64（沢松順） 複 R32（渡辺 康二）

1971 複 R64（小浦）

小林 功 1967 単 R120

浅井 正順 1965 単 R56

辻本 隆 1968 単 R64　複 R32（緒方）

■　グランドスラム
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■　全日本テニス選手権
男子シングルス 男子ダブルス 女子シングルス 女子ダブルス

昭和2年 1927年 R64 伊藤 英吉

昭和4年 1929年 R16 伊藤 英吉 QF 伊藤 英吉・福田(住吉ク)

昭和5年 1930年 R32 伊藤 英吉

昭和6年 1931年 R64 不破 栄一 
R64 楠本 忠次 R16 不破 栄一･楠本 忠次

昭和7年 1932年 R32 不破 栄一・光村 正一

昭和8年 1933年 R32 片岡 一郎・不破 潤三

昭和11年 1936年 R32 不破 潤三

昭和14年 1939年 R64 大石 勝

昭和29年 1954年
R16 松岡 功 
R32 石黒 修 
R64 高石 勝

QF 松岡 功･小林 要 
R32 清水 博一･松本 恭一

昭和30年 1955年
R16 松岡 功　　R32 小林 要 
R32 傍士 倶明　R64 高石 勝
R64 松本 恭一

QF 松岡 功・小林 要 
R16 高石 勝・傍士 倶明 
R32 清水 博一・松本 恭一

昭和31年 1956年
SF 松岡 功　　  QF 小林 要 
R64 傍士 倶明　R64 高石 勝
R64 松本 恭一

SF 松岡 功・小林 要 
R16 高石 勝・傍士 倶明

昭和32年 1957年 R32 高石 勝　R64 傍士 倶明 
R64 稲鍵 雄康

QF 高石 勝・傍士 倶明 
R32 濱崎 忠三・長尾 武典

昭和33年 1958年 R32 稲鍵 雄康　R64 長尾 武典 
R64 平野 一斎

R16 平野 一斎･藤井 道雄 
R32 稲鍵 雄康･長尾 武典

昭和34年 1959年
R32 藤井 道雄　R32 平野 一斎 
R64 稲鍵 雄康　R64 長尾 武典
R64 松本 鐵一

R32 平野 一斎・藤井 道雄 
R32 稲鍵 雄康・長尾 武典

昭和35年 1960年
R16 藤井 道雄　R32 平野 一斎 
R32 長尾 武典　R32 小林 功
R64 北条 守　　R64 渡辺 康二

SF 平野 一斎・藤井 道雄 
R32 渡辺 康二・小林 功 
R32 河盛 純造・前川 治一郎

R32 田渕 順子

昭和36年 1961年
R16 藤井 道雄 R３２ 平野 一斎 
R６４ 小林 功   R６４ 河盛 純造
R６４ 渡辺 康二

V 平野 一斎・藤井 道雄 
R32 渡辺 康二・小林 功 SF 村上 登美子・木村 洋子

昭和37年 1962年
QF 渡辺 康二　R16 小林 功 
R32 野々村 浩　R64 河盛 純造
R64 浅井 正順

R16 渡辺 康二・小林 功 
R32 河盛 純造・浅井 正順

R16 村上 登美子 
R16 木村 洋子 QF 村上 登美子・木村 洋子

昭和38年 1963年
QF 渡辺 康二　R16 小林 功 
R64 野々村 浩　R64 河盛 純造
R64 浅井 正順

SF 渡辺 康二・小林 功 
QF 河盛 純造・浅井 正順 
R32 野々村 浩・甲斐 建樹

QF 村上 登美子 
R16 木村 洋子 R20 村上 登美子・木村 洋子

昭和39年 1964年 R16 浅井 正順　R32 甲斐 建樹 
R64 野々村 浩　R64 平野 洋治 R32 浅井 正順・甲斐 建樹 R32 木村 洋子 QF 木村 洋子・後神（日大）

昭和40年 1965年 R32 浅井 正順　R64 甲斐 建樹 
R64 平野 洋治

R16 平野 洋治・津山 隆三 
R32 浅井 正順・甲斐 建樹

■　世界ジュニア
選手名 年度

Orange Bowl Wimbledon Jr. Sunshine Cup

単 複 パートナー 単 複 パートナー （国別対抗戦）

平野 一斎 1957 QF 

松本 鐵一 1959 R64 QF 菅 松本・菅の日本チームQFでスペインに敗北

渡辺 康二 1960 R16 QF 田中 渡辺・田中の日本チームQFで豪州に敗北

吉田 昇生
1974

R64 吉田・江見の日本チーム１Rで英国に敗北

江見 浩平 R64

吉田 昇生
1975

R32 吉田・江見の日本チーム１Rでウルグアイに敗北

江見 浩平 R32

中西 伊知郎 1976 ２R 米沢 中西・米沢の日本チーム１Rでイタリアに敗北

藤井 淳 1985
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男子シングルス 男子ダブルス 女子シングルス 女子ダブルス

昭和41年 1966年 R64 甲斐 建樹 R16 甲斐 建樹・渡辺(住金) 
R32 高木 祐・圓崎 勝

昭和42年 1967年 R64 木本 結一郎 R32 京谷 光雄・圓崎 勝

昭和43年 1968年 QF 木本 結一郎　R64 辻本 隆 R16 木本 結一郎・辻本 隆 R32 田原 みどり

昭和44年 1969年 R16 木本 結一郎　R64 辻本 隆 R16 木本 結一郎・辻本 隆 
R32 柴田 啓嗣・辻本 豊 R32 田原 みどり

昭和45年 1970年 R64 辻本 豊 R16 柴田 啓嗣・辻本 豊 
R32 廣瀬 知正・山﨑 純

昭和46年 1971年 R32 辻本 豊 R16 柴田 啓嗣・辻本 豊

昭和47年 1972年 R64 西尾 茂之 R16 安保 恵利子

昭和48年 1973年 R48 安保 恵利子

昭和49年 1974年 R64 中川 純二

昭和50年 1975年 R32 吉田 昇生 R32 中西 伊知郎・江見 浩平

昭和51年 1976年 R32 吉田 昇生
R64 中西 伊知郎

昭和52年 1977年
R16 中西 伊知郎
R16 吉田 一宏
R64 吉田 昇生

R16 吉田 昇生・中西 伊知郎

昭和53年 1978年
R16 中西 伊知郎 
R32 吉田 一宏 
R64 吉田 昇生

R16 吉田 昇生・中西 伊知郎 
R32 仁木 信夫・白石 政次 
R32 吉田 一宏・江見 浩平

昭和54年 1979年 R１６ 中西 伊知郎 R16 中西 伊知郎・藤原 純一

昭和55年 1980年 R16 中西 伊知郎 
R64 藤原 純一 R32 中西 伊知郎・藤原 純一

昭和56年 1981年 R64 藤原 純一 R32 藤原 純一・前田 健志

昭和57年 1982年 R64 藤原 純一 
R64 前田 健志 R16 藤原 純一・前田 健志

昭和58年 1983年 R64 前田 健志 R32 広瀬 浩二・前田 健志

昭和59年 1984年 R32 前田 健志・坂元 俊一

昭和60年 1985年 R64 石本 茂

昭和61年 1986年 R64 藤井 淳

昭和63年 1988年 R96 藤井 淳 R32 四宮 康次郎・佐伯 孝平 
R32 藤井 淳・加藤(同大)

平成元年 1989年 R64 四宮 康次郎・佐伯 孝平

平成2年 1990年 R64 佐伯 孝平・安藤 正人（同大）

平成6年 1994年 R64 中村 総一朗 
R64 重政 淳 R32 中村 総一朗・重政 淳

平成7年 1995年 R32 重政 淳

平成9年 1997年 R64 重政 淳 R32 片山 匡・森谷 智一

男子シングルス 男子ダブルス 女子シングルス 女子ダブルス

昭和40年 1965年 R19 浅井 正順 SF 木村 洋子・後神(日大)

昭和44年 1969年 R19 木本 結一郎 R9 木本 結一郎・辻本 隆

昭和45年 1970年 R16 木本 結一郎 SF 木本 結一郎・辻本 隆

昭和47年 1972年 R18 辻本 豊

昭和51年 1976年 R17 吉田 昇生

昭和53年 1978年 QF 中西 伊知郎 準V 吉田 昇生・中西 伊知郎

昭和54年 1979年 R16 吉田 昇生 
R16 中西 伊知郎 QF 吉田 昇生・中西 伊知郎

※出場（本選）以上の結果を記載。

※出場（本選）以上の結果を記載。

■　全日本室内テニス選手権大会
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和暦 西暦 順位 出場選手

昭和38年 1963年 V
F 甲南大学5-4慶応義塾大学（複2-1 単3-3）

渡辺 康二・河盛 純造・小林 功・野々村 浩・浅井 正順・前川 浩一郎・甲斐 建樹

昭和40年 1965年 準V
F 甲南大学2-7慶応義塾大学（複0-3 単2-4）

浅井 正順・平野 洋治・甲斐 建樹・津山 隆三・西尾 博文・京谷 光雄・山中 達夫

昭和42年 1967年 準V
F 甲南大学2-7慶応義塾大学（複1-2 単1-5）

京谷 光雄・圓崎 勝・辻本 隆・木本 結一郎・山本 敏雄・上崎 和之・柳田 等

昭和46年 1971年 準V
F 甲南大学3-6法政大学（複1-2 単2-4）

辻本 豊・柴田 啓嗣・山﨑 純・木村 隆史・片山 和寛・辻田 敏

昭和53年 1978年 準V
F 甲南大学2-7中央大学（複1-2 単1-5）

吉田 昇生・吉田 一宏・江見 浩平・白石 政次・仁木 信夫・中西 伊知郎・三村 晃久

昭和54年 1979年 V
F 甲南大学5-4早稲田大学（複2-1 単3-3）

江見 浩平・酒井 龍二・白石 政次・仁木 信夫・廣部 雅仁・中西 伊知郎・三村 晃久・坪田 克彦・直木 隆明・藤原 純一

昭和55年 1980年 準V
F 甲南大学4-5中央大学（複2-1 単2-4）

中西 伊知郎・三村 晃久・坪田 克彦・直木 隆明・上村 敏朗・石原 守・藤原 純一・是枝 宏二・中川 康・溝本 一人

平成6年 1994年 SF
SF 甲南大学3-6日本大学（複1-2 単2-4）

中村 総一朗・新原 英世・今川 究・重政 淳・坂戸 宏通・森谷 智一

平成24年 2012年 SF
SF 甲南大学2-7法政大学（複0-3 単2-4）

福本 達也・沼野 孝彰・貝野 友規・早瀬 勇次・上原 伊織・瀬古 悠貴・下向 将志

■　全日本大学対抗テニス王座決定試合

※SF以上を記載
※１９９２年・男女6大学制開始

■　関西学生テニスリーグ戦
和暦 西暦 男子 女子 和暦 西暦 男子 女子

昭和30年 1955年 2部1位･1部昇格 平成2年 1990年 1部3位 3部2位

昭和31年 1956年 準V 平成3年 1991年 1部3位 3部3位

昭和32年 1957年 準V 平成4年 1992年 1部5位 3部5位

昭和33年 1958年 準V 3部トーナメント 平成5年 1993年 1部4位 3部3位

昭和34年 1959年 準V 2部1位･1部昇格 平成6年 1994年 準V 3部1位・2部昇格

昭和35年 1960年 準V 1部4位 平成7年 1995年 1部4位 2部5位

昭和36年 1961年 準V 1部 平成8年 1996年 1部3位

昭和37年 1962年 準V 平成9年 1997年 1部4位

昭和38年 1963年 V 平成10年 1998年

昭和39年 1964年 準V V 平成11年 1999年

昭和40年 1965年 V 1部3位 平成12年 2000年 1部5位 2部4位

昭和41年 1966年 準V 1部4位･2部降格 平成13年 2001年 1部6位・2部降格 2部3位

昭和42年 1967年 V 2部1位 平成14年 2002年 2部2位 2部6位

昭和43年 1968年 1部3位 2部1位・1部昇格 平成15年 2003年 2部

昭和44年 1969年 準V 準V 平成16年 2004年 2部2位 2部5位

昭和45年 1970年 準V 1部3位 平成17年 2005年 2部4位 2部5位

昭和46年 1971年 V 1部3位 平成18年 2006年 2部4位 2部4位

昭和47年 1972年 V 準V 平成19年 2007年 2部3位 2部2位

昭和48年 1973年 1部3位 準V 平成20年 2008年 2部4位 2部2位

昭和49年 1974年 1部3位 準V 平成21年 2009年 2部2位 2部3位
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■　旧制高校 高専大会（インターハイ）関西ゾーン

■　旧制高校 高専大会（インターハイ）全国ゾーン
シングルス ダブルス 団体 ［監督］選手

昭和14年 1939年 V 高松 秀二・大石 勝・大野 英和・濱崎 良男・片岡 幸三郎

昭和22年 1947年 準V 陌間 啓芳 V 陌間 啓芳・松岡 通夫

昭和23年 1948年 V 大久保 忠彦・溝部 拡・林 孝雄・武居 敦・中根 守久

団体 ［監督］選手

昭和5年 1930年  V 伊藤 英吉・上谷 鋭吉・楠本 忠次・不破 栄一・伊藤 順吉

昭和8年 1933年 V 片岡 一郎・豊原 廉次郎・野村 正五郎・中山 素邦・不破 潤三

昭和9年 1934年 V 片岡 一郎・不破 潤三・灰谷 彬・堀田 正朝

昭和11年 1936年 V 不破 潤三・神沢 得之助・鈴木 恒弥・灰谷 彬・片岡 健二郎

昭和12年 1937年 V 片岡 健二郎・堀田 正朝・田中 実・杉生 篤亮・高松 秀二

昭和13年 1938年 V 岩井 周三・高松 秀二・大石 勝・藤原 邦雄・須藤 泰守

和暦 西暦 男子 女子 和暦 西暦 男子 女子

昭和50年 1975年 準V 1部3位 平成22年 2010年 2部2位 2部1位･1部昇格

昭和51年 1976年 1部3位 1部4位･2部降格 平成23年 2011年 2部2位・1部昇格 1部4位

昭和52年 1977年 1部2位 2部4位･3部降格 平成24年 2012年 V 1部6位･2部降格

昭和53年 1978年 V 3部1位･2部昇格 平成25年 2013年 1部4位 2部3位

昭和54年 1979年 V 2部3位 平成26年 2014年 1部4位 2部6位

昭和55年 1980年 V 2部3位 平成27年 2015年 1部4位 2部3位

昭和56年 1981年 準V 2部2位 平成28年 2016年 1部6位 2部3位

昭和57年 1982年 1部3位 2部2位 平成29年 2017年 1部4位 2部1位･1部昇格

昭和58年 1983年 1部3位 2部3位 平成30年 2018年 1部3位 1部6位

昭和59年 1984年 準V 2部3位 令和元年 2019年 1部3位 1部6位･2部降格

昭和60年 1985年 準V 2部4位･3部降格 令和2年 2020年 中止

昭和61年 1986年 1部4位・2部降格 3部･トーナメント 令和3年 2021年 1部3位 未開催

昭和62年 1987年 2部2位 3部1位･2部昇格 令和4年 2022年 1部6位 2部2位

昭和63年 1988年 2部1位・1部昇格 2部2位 令和5年 2023年 1部5位 2部1位･1部昇格

昭和64年 1989年 準V 2部4位･3部降格 ※全結果を記載（空白は資料なし）
※１９９２年・男女6大学制開始
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※2003年（80周年）までは団体・個人戦ともにベスト８以上の結果を記載（団体メンバーも記載）。2004年以降は出場以上の結果を記載。

シングルス ダブルス 団体 ［監督］選手

昭和26年 1951年 準V 松岡 功・岸本 禎夫

昭和27年 1952年 QF 高石 勝 SF 小林 要・吉川 浩司 準V 松岡 功 ・小林 要 ・高石 勝 ・吉川 浩司・金森 輝雄・濱崎 忠三

昭和28年 1953年 QF 石黒 修 SF 高石 勝・石黒 修 
QF 濱崎 忠三・大橋 一元

昭和29年 1954年 V 石黒 修 QF 石黒 修・阿部 晴彦 SF 石黒 修・阿部 晴彦・田中 道郎・倉田 勝弘・稲鍵 雄康

昭和30年 1955年 QF 菅谷 定彦 準V 四宮 睦男・平野 一斎

昭和31年 1956年 V 平野 一斎 準V 四宮 睦男・平野 一斎 
QF 藤井 道雄・那須 善彦 SF （メンバー表データなし）

昭和32年 1957年 準V 四宮 陸男 V 四宮 睦男・平野 一斎 
準V 藤井 道雄・那須 善彦 V 平野 一斎・四宮 陸男・藤井 道雄・那須 善彦・野々村 俊雄・山根 義弘

昭和33年 1958年 QF 静敬太郎 SF 松本 鐵一・静 敬太郎 V 静 敬太郎・松本 鐵一・小林 功・ 渡辺 康二・前川 治一郎

昭和34年 1959年
V 松本 鐵一
準V 渡辺 康二
QF 小林 功

V 松本 鐵一・小林 功 V 渡辺 康二・松本 鐵一・小林 功・前川 治一郎・吉田 泰忠・西尾 忠朋

昭和35年 1960年 V 浅井 正順 
QF 野々村 浩 QF 野々村 浩・西尾 忠朋 準V 野々村 浩・浅井 正順・西尾 忠朋・後藤 泰三・鈴鹿 勇一・片山 勉・甲斐 建樹

昭和36年 1961年 QF 平野 洋治 SF 平野 洋治・甲斐 建樹 準V ［藤原 邦雄］平野 洋治・甲斐 建樹・西尾 博文・片山 勉 ・真野 邦彦・真鍋 千之

昭和37年 1962年 V 甲斐 建樹 QF 甲斐 建樹・伊藤 久雄 SF ［藤原 邦雄］甲斐 建樹・稲鍵 尚吾・片山 勉・真野 邦彦・高垣 俊輔・伊藤 久雄

昭和38年 1963年 SF 高垣 俊輔・伊藤 久雄 SF ［藤原 邦雄］京谷 光雄・高垣 俊輔・伊藤 久雄・沢田 隆・山根 義治・木村 肇

昭和39年 1964年 V 森 博・春日 徹 V ［藤原 邦雄］ 森 博・藤原 英一・春日 徹・増成 治保・山岡 靖幸・柴山 隆彦 

昭和40年 1965年 SF 藤原 英一 
QF 山岡 靖幸 準V 藤原 英一・山岡 靖幸 QF ［藤原 邦雄］藤原 英一・山岡 靖幸・柴山 隆彦・政岡 基重・神沢 雄次郎・廣瀬 知正

昭和42年 1967年 QF 堀田 義男

昭和43年 1968年 SF 堀田 義男・小湊 孝 SF ［藤原 邦雄］堀田 義男・木村 隆史・小湊 孝・片山 和寛・福原 庸介・望月 礼三

昭和44年 1969年 QF 近江 伸次・中川 純二 SF ［藤原 邦雄］近江 伸次・横山 公一・片岡 道昭・池田 和正・中川 純二・小川 隆司

昭和45年 1970年 SF ［藤原 邦雄］小川 隆司・中川 純二・池田 和正・川岸 尚行・松江 秀一郎・山本 雅英

昭和46年 1971年 QF 西尾 茂之 QF 松江 秀一郎・西尾 茂之 準V ［藤原 邦雄］松江 秀一郎・西尾 茂之・山本 雅英 ・渡辺 豊・長瀬 佳彦・沼田 信弘

昭和47年 1972年 SF 西尾 茂之 準V 西尾 茂之・山根 敏彦 準V ［藤原 邦雄］西尾 茂之・沼田 邦宏・山根 敏彦・渡辺 裕・難波 徹・橋本 滋

昭和48年 1973年 QF 難波 徹・吉田 昇生 QF ［藤原 邦雄］吉田 昇生・難波 徹・橋本 滋・阪口 嘉雄・吉田 一宏・桑田 正彦

昭和49年 1974年 準V 吉田 昇生 
QF 中西 伊知郎

QF 吉田 昇生・中西 伊知郎 
QF 桑田 正彦・白石 政次 準V ［渡辺 義克］吉田 昇生・江見 浩平・吉田 一宏・桑田 正彦・中西 伊知郎・白石 政次

昭和50年 1975年 SF 中西 伊知郎 
SF 江見 浩平

準V 江見 浩平・中西 伊知郎 
SF 桑田 正彦・白石 政次 準V ［渡辺 義克］江見 浩平・中西 伊知郎・白石 政次・桑田 正彦・仁木 信夫・廣部 雅仁

昭和51年 1976年 準V 中西 伊知郎 準V 中西 伊知郎・坪田 克彦

昭和52年 1977年 SF 坪田 克彦・直木 隆明 
SF 藤原 純一・石原 守 SF ［渡辺 義克］藤原 純一・坪田 克彦・溝本 一人・直木 隆明・石原 守・是枝 宏二

昭和53年 1978年 SF 藤原 純一・石原 守 
QF 是枝 宏二・中川 康

昭和55年 1980年 QF 前田 健志 QF 大内 義彦・前田 健志

昭和56年 1981年 SF 石本 茂・坂元 俊一 QF [藤原 邦雄]坂元 俊一･石本 茂･菅原 竜生･池田 亨･松村 敏治･吉田 正治

昭和57年 1982年 QF 夏梅 秀紀

昭和58年 1983年 準V 夏梅 秀紀 SF [藤原 邦雄]夏梅 秀紀･四宮 康次郎･石原 卓･藤井 淳･宇津原 彰一

昭和59年 1984年 SF 田中 智 準V 四宮 康次郎・藤井 淳 
QF 夏梅 秀樹・木下 康 QF [藤原 邦雄]夏梅 秀紀･四宮 康次郎･藤井 淳・田中 智・四宮 慶太郎

昭和64年 1989年 R16 [中原 敬]田中 修平･梶本 卓司･矢野 健太･津嶋 昭宏･野々山 健児

平成21年 2009年 QF 上原 伊織 
R128 沼野 孝彰

平成22年 2010年 QF 上原 伊織 
R128 金江 紀幸

平成26年 2014年 R64 吉田 有宇哉・近藤 龍之介

■　インターハイ
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シングルス ダブルス 団体

昭和31年 1956年
V 四宮 睦男 
準V 平野 一斎 
SF 藤井 道雄

V 四宮 睦男・平野 一斎 
準V 松岡 功・藤井 道雄 
SF 野々村 浩・那須 善彦

V

昭和32年 1957年 V 平野 一斎 準V 四宮 睦男
V 四宮 睦男・平野 一斎 
準V 藤井 道雄・那須 善彦 V

昭和33年 1958年
準V 静 敬太郎 
SF 松本 鐵一
SF 吉田 泰忠

V 静 敬太郎・松本 鐵一 
SF 吉田 泰忠・小林 功 
SF 渡辺 康二・前川 治一郎

V

昭和34年 1959年 V 渡辺 康二 準V 松本 鐵一
V 松本 鐵一・小林 功 
準V 渡辺 康二・前川 治一郎 
SF 吉田 泰忠・西尾 忠朋

V

昭和35年 1960年
V 野々村 浩 
準V 浅井 正順 
SF 平野 洋治

準V 野々村 浩・後藤 泰三 V

昭和36年 1961年 SF 浅井 正順 SF 平野 洋治
V 浅井 正順・平野 洋治 
SF 山根 義治・京谷 光雄 V

昭和37年 1962年 V 甲斐 建樹 SF 伊藤 久雄

V 稲鍵 尚吾・片山 勉 
準V 甲斐 建樹・西尾 博文 
SF 高垣 俊輔・山根 義治 
SF 伊藤 久雄・京谷 光雄

準V

昭和38年 1963年 V 高垣 俊輔・伊藤 久雄 
準V 京谷 光雄・山根 義治 準V

昭和39年 1964年 準V 森 博 SF 藤原 英一
V 森 博・春日 徹 
SF 増成 治保・藤原 英一 V

昭和40年 1965年 SF 藤原 英一 V 藤原 英一・山岡 靖幸 V

昭和41年 1966年 SF

昭和42年 1967年 V 堀田 義男 SF 木村 隆史 準V

昭和43年 1968年 準V 堀田 義男 準V 堀田 義男・小湊 孝 V

昭和44年 1969年 SF 近江 伸次 V 近江 伸次・中川 純二 V

昭和45年 1970年 準V 小川 隆司 SF 中川 純二
V 小川 隆司・松江 秀一郎 
準V 中川 純二・池田 和正 V

昭和46年 1971年 V 松江 秀一郎 準V 西尾 茂之
V 松江 秀一郎・西尾 茂之 
SF 山本 雅英・渡辺 裕 V

昭和47年 1972年 V 西尾 茂之 V 西尾 茂之・山根 敏彦 V

昭和48年 1973年 V 吉田 昇生 V 吉田 一宏・難波 徹 V

昭和49年 1974年
V 吉田 昇生 
準V 江見 浩平 
SF 桑田 正彦 
SF 吉田 一宏

V 吉田 一宏・中西 伊知郎 
SF 桑田 正彦・白石 政次 V

昭和50年 1975年 V 江見 浩平 準V 中西 伊知郎
V 江見 浩平・中西 伊知郎 
準V 桑田 正彦・白石 政次 
SF 仁木 信夫・三村 晃久

V

昭和51年 1976年 V 中西 伊知郎 V 中西 伊知郎・坪田 克彦 準V

昭和52年 1977年
V 藤原 純一 
SF 溝本 一人 
SF 坪田 克彦

V 藤原 純一・石原 守 
準V 坪田 克彦・直木 隆明 
SF 是枝 宏二・中川 康

V

昭和53年 1978年 V 藤原 純一 V 是枝 宏二・中川 康 準V

昭和54年 1979年 SF

昭和55年 1980年 SF 坂元 俊一 SF 前田 健治 V 大内 義彦・前田 健志 準V

昭和56年 1981年 SF 石本 茂 V 石本 茂・坂元 俊一 V

■　兵庫県高等学校総合体育大会 テニスの部（インターハイ県予選）
シングルス ダブルス 団体

昭和57年 1982年 準V 夏梅 秀紀 V 松村 敏治・夏梅 秀紀 準V

昭和58年 1983年 V 夏梅 秀紀 SF 四宮 康次郎
準V 夏梅 秀紀・石原 卓 
SF 宇津原 彰一・四宮 慶太郎 V

昭和59年 1984年
V 夏梅 秀紀 
準V 四宮 康次郎 
SF 藤井 淳 
SF 田中 智

V 四宮 康次郎･藤井 淳 
準V 夏梅 秀紀･木下 康 V

昭和60年 1985年 SF

昭和61年 1986年 SF 四宮 康次郎 準V 四宮 康次郎･塩田 哲也 SF

昭和62年 1987年 SF 大西 太郎 SF 大西 太郎･平野 卓雄 SF

昭和63年 1988年 SF 青木 伸二 SF 青木 伸二･阿部 文彦 SF

平成2年 1990年 SF

平成5年 1993年 SF

平成6年 1994年 SF

平成7年 1995年 SF 田中 修平・梶本 周平 SF

平成8年 1996年 V 田中 修平 V 田中 修平・津嶋 昭宏 
SF 梶本 卓司・矢野 健太 V

平成9年 1997年 SF 梶本 卓司 準V 矢野 健太・梶本 卓司 SF

平成11年 1999年 SF

平成12年 2000年 SF

平成15年 2003年 SF

平成18年 2006年 SF

平成19年 2007年 SF

平成20年 2008年 準V

平成21年 2009年 準V 沼野 孝彰 SF 上原 伊織 SF 沼野 孝彰・上原 伊織 SF

平成22年 2010年 準V 金江 紀幸 SF 上原 伊織
SF 古村 賢太・上原 伊織 
SF 大西 潤・金江 紀幸 準V

平成23年 2011年 SF

平成24年 2012年 SF

平成25年 2013年 SF

平成26年 2014年 準V 吉田 有宇哉・近藤 龍之介 SF

平成27年 2015年 SF

平成28年 2016年 SF

平成29年 2017年 SF

平成30年 2018年 準V

令和元年 2019年 SF

令和2年 2020年 未開催

令和3年 2021年 準V

令和4年 2022年 SF 黒川 陽・中元 奏太 SF

※団体戦はSF以上を記載。個人戦はベスト４以上の結果を記載。
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■　全日本ジュニアテニス選手権大会
少年の部 幼年の部

シングルス ダブルス シングルス ダブルス

昭和3年 1928年 - 準V 上村 添治郎・増田 - - 

昭和5年 1930年 SF 伊藤 順吉 V 伊藤 順吉・楠本 忠次 - - 

昭和13年 1938年 QF 片岡 幸三郎 - - - 

昭和14年 1939年 V 大石 勝／準V 片岡 幸三郎／ SF 大野 英和 準V 片岡 幸三郎・大石 勝 - - 

昭和15年 1940年 SF 大野 英和／QF 片岡 幸三郎 V 片岡 幸三郎・大野 英和 - - 

昭和23年 1948年 V 溝部 拡 - - - 

昭和24年 1949年 準V 溝部 拡 V 溝部 拡・坂巷（住吉ク） - - 

昭和26年 1951年 - - SF 高石 勝 V 高石 勝・中村 憲司

昭和27年 1952年 - V 松岡 功・伊藤（池田ク） 
SF 小林 要・高石 勝 - - 

昭和28年 1953年 SF 石黒 修／QF 高石 勝 準V 小林 要・高石 勝 - - 

昭和29年 1954年 V 石黒 修 V 高石 勝・傍士 倶明 
SF 石黒 修・阿部 晴彦 - - 

昭和31年 1956年 SF 平野 一斎／QF 藤井 道雄／ QF 四宮 陸男
準V 平野 一斎・四宮 陸男 
SF 藤井 道雄・那須 善彦 - - 

昭和32年 1957年 V 平野 一斎／準V 四宮 陸男 準V 藤井 道雄・那須 善彦 V 吉田 泰忠／準V 渡辺 康二／ 
SF 田村 豊一郎

V 吉田 泰忠・渡辺 康二 
準V 田村 豊一郎・後藤 泰三

昭和33年 1958年 V 平野 一斎／QF 静 敬太朗／ QF 松本 鐵一 SF 渡辺 康二・前川 治一郎 準V 平野 洋治 - 

昭和34年 1959年 V 松本 鐵一／QF 渡辺 康二 - - - 

昭和35年 1960年 V 渡辺 康二 - - SF 山根 義治・京谷 光雄

昭和36年 1961年 SF 浅井 正順 準V 浅井 正順・平野 洋治 - SF 高垣 俊輔

昭和37年 1962年 準V 甲斐 建樹 - - - 

昭和40年 1965年 QF 藤原 英一 - - - 

昭和41年 1966年 - - SF 小湊 孝 SF 近江 伸二・横山 公一

昭和42年 1967年 - - SF 横山 公一 V 高田 典明・中川 純二

昭和43年 1968年 SF 堀田 義男 準V 木村 隆史・小湊 孝 
SF 辻本 豊・山﨑 純 - - 

昭和44年 1969年 - - - 準V 山根 敏彦・池田 和正

昭和46年 1971年 QF 西尾 茂之 SF 西尾 茂之･松江 秀一郎 - - 

昭和47年 1972年 QF 西尾 茂之／QF 山根 敏彦 SF 西尾 茂之・山根 敏彦 SF 中西 伊知郎 準V 中西 伊知郎･桑田 正彦

昭和48年 1973年 QF 吉田 昇生 - V 中西 伊知郎 準V 中西 伊知郎・中舎 敏明

18歳以下 16歳以下 14歳以下

シングルス ダブルス シングルス ダブルス シングルス ダブルス

昭和49年 1974年 SF 江見 浩平 V 吉田 昇生･中西 伊知郎 
SF 桑田 正彦･白石 政次 - SF 三村 晃久・中舎 敏明

昭和50年 1975年 V 吉田 昇生 
QF 江見 浩平

V 江見 浩平・中西 伊知郎 
SF 桑田 正彦・白石 政次 - - -

昭和51年 1976年 V 中西 伊知郎 準V 中西 伊知郎・坪田 克
彦

昭和53年 1978年 QF 藤原 純一 SF 大内 義彦･前田 健志

昭和55年 1980年 SF 前田 健志 準V 夏梅 秀紀 準V 井上 雷太･夏梅 秀紀

昭和56年 1981年 QF 夏梅 秀紀

昭和57年 1982年 QF 夏梅 秀紀

昭和58年 1983年 SF 夏梅 秀紀 SF 藤井 淳･四宮 康次郎

昭和59年 1984年 SF 藤井 淳･四宮 康次郎

昭和60年 1985年 SF 藤井 淳
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■　関西少年幼年庭球選手権大会
少年の部 幼年の部

シングルス ダブルス シングルス ダブルス

昭和41年 1966年
準V 辻本 隆 V 辻本 隆・木本 結一郎 準V 小湊 孝 SF 小湊 孝･間野

QF 近江 伸次 SF 近江 伸次･横山 公一

昭和42年 1967年
QF 堀田 義男 SF 横山 公一 V 高田 典明･中川 純二

QF 中川 純二

昭和43年 1968年

SF 山﨑 純 V 辻本 豊・山﨑 純 QF 松江 秀一郎 SF 松江 秀一郎･山本 雅英

SF 堀田 義男 準V 堀田 義男･片山 和寛

QF 辻本 豊 SF 木村 隆史・小湊 孝

昭和44年 1969年 SF 中川 純二 SF 中川 純二･近江 伸次 SF 山根 敏彦 準V 山根 敏彦・池田 和正

昭和45年 1970年
V 中川 純二 V 中川 純二・池田 和正 SF 西野･松藤

準V 小川 隆司・
松江 秀一郎

昭和46年 1971年
SF 西尾 茂之 V 西尾 茂之・松江 秀一郎

記録なし
SF 松江 秀一郎

昭和47年 1972年

準V 西尾 茂之 V 西尾 茂之・山根 敏彦 SF 中西 伊知郎

SF 土持 耕治

QF 沼田 邦宏

QF 山根 敏彦

昭和48年 1973年
SF 吉田 昇生 V 難波 徹・吉田 昇生 V 中西 伊知郎 V 中西 伊知郎・中舎 敏明

QF 江見 浩平 SF 中舎 敏明

18歳以下 16歳以下 14歳以下

シングルス ダブルス シングルス ダブルス シングルス ダブルス

平成18年 2006年 - - - - SF 大西 潤 R16 大西 潤・上原 伊織 
R32 金江 紀幸・榎原 貴志

平成19年 2007年 - - R32 上原 伊織 R32 上原 伊織・北野 盛也 
R32 沼野 孝彰・大西 潤 R32 金江 紀幸 R32 金江紀幸・

岩佐 （ルクールTA）

平成20年 2008年 - R32 沼野 孝彰・中村 洋輔 R32 上原 伊織 R32 綾部 大輝・
西川 勇輝（明石城西高） - R32 山本 将隆・中村 錬

平成21年 2009年
R16 上原 伊織 
R32 沼野 孝彰 
R64 金江 紀幸

R32 沼野 孝彰・上原 伊織 - - QF 中村 錬 
QF 矢多 弘樹

V  中村 錬・矢多 弘樹
QF  綾部 翼・
兼任 勇士郎（難波徹NAMP）

平成22年 2010年 R32 上原 伊織 
R64 金江 紀幸

R32 金江 紀幸・大西 潤
R32 上原 伊織・古村 賢太 - R32 石宇 健人・

山本 将隆 （相生学院高） - -

平成23年 2011年 - - - QF  綾部 翼・田中 聡介 R64 村田 龍星 QF 村田 龍星・ 
松本 樹（Noah I.S.）

平成24年 2012年 - - - R16  吉田 有宇哉・西岡 皇
人 - -

平成25年 2013年 - - - - R16 薮田 司 SF 薮田 司・
村田 龍紀 （トップラン）

平成26年 2014年 R32 吉田 有宇哉 - - - - R32 高尾 尚樹・中 一茶

平成27年 2015年 - - - R32  四宮 大地・梶原 洋 - -

平成29年 2017年 - - - R32  日野 健太・森田 篤郎 - -

平成30年 2018年 - - - QF  日野 健太・森田 篤郎 R64 柴田 畝那 -

令和元年 2019年 - R32  奥平 駿・森田 篤郎 - - - -

※2003年（80周年）までは単ベスト8・複ベスト4以上の結果を記載。2004年以降は出場以上の結果を記載。
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■　関西ジュニアテニス選手権大会
18歳以下 16歳以下 14歳以下

シングルス ダブルス シングルス ダブルス シングルス ダブルス

昭和49年 1974年

V 吉田 昇生 V 吉田 昇生・中西 伊知郎 準V 中舎 敏明 準V 中舎 敏明・三村 晃久 SF 直木 隆明 V 直木 隆明・石田 将人

SF 江見 浩平 準V 吉田 一宏・江見 浩平 QF 坪田 克彦 SF 石本 幸市郎・前田 昭

QF 仁木 信夫 SF 仁木 信夫･廣部 雅仁

QF 中西 伊知郎

QF 吉田 一宏

昭和50年 1975年

V 中西 伊知郎 V 江見 浩平･中西 伊知郎 準V 坪田 克彦

準V 江見 浩平 準V 桑田 正彦・白石 政次

QF 中舎 敏明

昭和51年 1976年
V 中西 伊知郎 V 中西 伊知郎・坪田 克彦 準V 藤原 純一 V 直木 隆明・石田 将人

SF 直木 隆明 準V 石原 守･藤原 純一

昭和52年 1977年
SF 藤原 純一 準V 坪田 克彦・直木 隆明 SF 福永 成樹 準V 三浦 耕史・坂元 俊一

SF 是枝 宏二・中川 康 SF 三浦 耕史 SF 石本 茂・福永 成樹

昭和53年 1978年 準V 藤原 純一 V 石原 守・藤原 純一 記録なし 準V 古畑 龍・菅原 竜生

昭和54年 1979年 QF 福永 成樹 準V 石本 茂･福永 成樹

昭和55年 1980年
V 前田 健志 V 大内 義彦･前田 健志 SF 池田 亨･松村 敏治 V 夏梅 秀紀 SF 井上 雷太･夏梅 秀紀

QF 井上 雷太 SF 明瀬 周二・田中 智

昭和56年 1981年
SF 石本 茂・坂元 俊一 V 夏梅 秀紀 SF 石原 卓・夏梅 秀紀 QF 田中 智

QF 石原 卓

昭和57年 1982年

QF 夏梅 秀紀 QF 宇津原 彰一 V 井上 雷太･熊谷 定男

QF 井上 雷太 SF 木下 康・田頭（神戸クラブ）

QF 四宮 康次郎

昭和58年 1983年

SF 夏梅 秀紀 SF 木下 康･夏梅 秀紀 V 四宮 康次郎 V 四宮 康次郎･藤井 淳 SF 阿部 元彦

QF 四宮 慶太郎 QF 塩田 哲也 SF 田中 智･藤本 拓司

QF 田中 智

QF 藤井 淳

昭和59年 1984年

準V 夏梅 秀紀 V 四宮 康次郎･藤井 淳

SF 四宮 康次郎

QF 木下 康

QF 田中 智

昭和60年 1985年 QF 塩田 哲也

昭和61年 1986年 QF 塩田 哲也 SF 阿部 元彦･青木 伸二

平成18年 2006年
- - QF 沼野 孝彰 - SF 大西 潤 V 上原 伊織･大西 潤

準V 金江 紀幸･榎原 貴志

平成19年 2007年
- - QF 上原 伊織 SF 上原 伊織･北野 盛也 SF 金江 紀幸 準V 金江 紀幸・岩佐（ルクールTA）

QF 沼野 孝彰･大西 潤

平成20年 2008年 - QF 沼野 孝彰･中村 洋輔 SF 上原 伊織 R32 綾部 大輝･西川(明石城西高) - 準V 山本 将隆･中村 錬

平成21年 2009年
準V 沼野 孝彰 準V 沼野 孝彰･上原 伊織 - - V 矢多 弘樹 V 中村 錬･矢多 弘樹

SF 上原 伊織 準V 中村 錬 QF 綾部 翼・兼任（難波徹NAMP)

平成22年 2010年
V 上原 伊織 SF 上原 伊織･古村 賢太 - QF 石宇 健人･山本(相生学院高) - -

QF 金江 紀幸 QF 金江 紀幸･大西 潤

平成23年 2011年 - QF 古村 賢太･石宇 健人 - QF 綾部 翼･田中 聡介 準V 村田 龍星・松本（Noah I.S.）
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※優勝・準優勝者を記載

■　兵庫県春季ジュニア選手権大会（旧：楽天杯）
少年 幼年

シングルス ダブルス シングルス ダブルス

昭和47年 1972年 V 西尾 茂之 V 西尾 茂之・山根 敏男

昭和48年 1973年 V 吉田 昇生・難波 徹 V 中西 伊知郎 V 中西 伊知郎･中舎 敏明

18歳以下 16歳以下 14歳以下

シングルス ダブルス シングルス ダブルス シングルス ダブルス

昭和49年 1974年 V 吉田 昇生 V 吉田 昇生・中西 伊知郎

昭和50年 1975年 V 江見 浩平 V 仁木 信夫・江見 浩平 V 坪田 克彦 V 溝本 一人・是枝 宏二

昭和51年 1976年 V 中西 伊知郎 V 中西 伊知郎・坪田 克彦

昭和52年 1977年 Ｖ 藤原 純一・石原 守 Ｖ 三浦 耕史 準Ｖ 福永 成樹･石本 茂

昭和53年 1978年 V 藤原 純一 準Ｖ 菅原 竜生

昭和54年 1979年 V 福永 成樹・石本 茂

昭和55年 1980年 V 夏梅 秀紀 V 夏梅 秀紀・井上 雷太

昭和56年 1981年 V 石本 茂・坂元 俊一 V 夏梅 秀紀・石原 卓

昭和57年 1982年 V 田中 智 
準V 宇津原 彰一 V 井上 雷太・熊谷 定男 準V 塩田 哲也･小川 武志

昭和58年 1983年 V 夏梅 秀紀 V 四宮 康次郎 V 四宮 康次郎・藤井 淳 V 阿部 元彦 V 小川 武志・阿部 元彦

昭和59年 1984年 V 四宮 康次郎 V 四宮 康次郎・藤井 淳

昭和60年 1985年 V 藤井 淳 V 藤井 淳・塩田 哲也

昭和61年 1986年 準V 塩田 哲也 V 阿部 文彦・青木伸二（神戸ク）

平成6年 1994年 V 中井 久雄・田中 修平

平成7年 1995年 V 田中 修平・津嶋 昭宏

平成8年 1996年 V 田中 修平 V 田中 修平・矢野 健太

平成18年 2006年 - - - - - V 大西 潤・上原 伊織 
準V 金江 紀幸・榎原 貴志

平成19年 2007年 - - 準V 沼野 孝彰 準V 沼野 孝彰・大西 潤 V 金江 紀幸 V 金江 紀幸・岩佐 飛鷹（ルクールTA）

平成20年 2008年 V 金江 紀幸 
準V 上原 伊織 準V 上原 伊織・大西 潤

平成21年 2009年 V 上原 伊織 - - - V 中村 錬
V 中村 錬・矢多 弘樹 
準V 綾部 翼・
兼任 勇士郎（REX KOBE）

平成22年 2010年 準V 上原 伊織 - - - - -

平成24年 2012年 準V 吉田 有宇哉・西岡 皇人

平成25年 2013年 V 薮田 司・村田 龍紀(宝塚TCO）

平成26年 2014年 準V 吉田 有宇哉 準V 吉田 有宇哉・近藤 龍之介

平成28年 2016年 - - - - - V 森田 篤郎・日野 健太

18歳以下 16歳以下 14歳以下

シングルス ダブルス シングルス ダブルス シングルス ダブルス

平成24年 2012年 - - - QF 吉田 有宇哉･西岡 皇人 - -

平成25年 2013年 - - - - QF 薮田 司 QF 薮田 司･村田（トップラン）

平成26年 2014年 - - - - QF 高尾 尚樹･中 一茶

平成27年 2015年 - - - QF 四宮 大地･梶原 洋 - -

平成29年 2017年 - - - QF 日野 健太･森田 篤郎 - -

平成30年 2018年 - - - SF 日野 健太･森田 篤郎 QF 柴田 畝那 QF 野村 光平･中村 奏太

令和元年 2019年 - QF 奥平 駿･森田 篤郎 - QF 野村 光平･中村 奏太 - -

※2003年（80周年）までは単ベスト8・複ベスト4以上の結果を記載。2004年以降は単複ベスト8の結果を記載。
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男子シングルス 男子ダブルス 女子シングルス 女子ダブルス

昭和30年 1955年 V 松岡 功 準V 松岡 功･小林 要

昭和31年 1956年 QF 松岡 功 
QF 小林 要

V 松岡 功・小林 要  
SF 高石 勝・傍士 倶明

昭和32年 1957年 QF 高石 勝 V 高石 勝・傍士 倶明

昭和34年 1959年 QF 藤井 道雄 準V 稲鍵 雄康・長尾 武典  
SF 藤井 道雄・平野 一斎

昭和35年 1960年 準V 藤井 道雄 －

昭和36年 1961年 SF 藤井 道雄  
QF 渡辺 康二 V 藤井 道雄・平野 一斎 QF 村上 登美子 V 村上 登美子・木村 洋子

昭和37年 1962年 QF 渡辺 康二 V 村上 登美子・木村 洋子

■　全日本学生テニス選手権大会

※優勝・準優勝のみ

回 団体 ［監督］選手

平成26年 2014年 2 V ［福井 隆之］薮田 司・梶原 洋・四宮 大地・高尾 尚樹・中 一茶・岡本 良太・武本 新平

平成28年 2016年 4 準V ［福井 隆之］宇津原 陽・篠原 ユーコン嶺・柴田 畝那・杉本 孝行・西村 瑛人・日野 健太・藤原 朋矢・森田 篤郎

平成29年 2017年 5 V ［福井 隆之］宇津原 陽・大路 京・柴田 畝那・高橋 志和・中田 圭・日野 健太・藤原 朋也・森田 篤郎

■　全国選抜中学テニス選手権大会

※優勝・準優勝のみ
★現在・最多優勝記録を保持

回 団体 ［監督］選手

昭和56年 1981年 1 V ［中原 敦］弘世 芳嗣郎・明瀬 周ニ・夏梅 秀紀・小泉 英助・田中 智・熊谷 定男

昭和58年 1983年 3 準V ［中原 敦］小川 武志・延原 孝二・阪本 真司・塩田 哲也・佐伯 孝平・阿部 元彦

昭和59年 1984年 4 準V ［中原 敦］平野 卓雄・須部 哲司・阿部 文彦・小林 銀次郎・大西 太郎・前川 満太郎・長野 孝治

平成9年 1997年 17 準V [八田 豊司]武藤 晶紀･大林 正幸･野本 宗太郎･丸山 隆也･古川 智章･横大路 裕紀･福田 容久･若生 周治

平成18年 2006年 26 V [八田 豊司]上原 伊織･金江 紀幸･大西 潤･伴 亮志･永田 薫平･上曽山 博貴･鈴木 達也･山本 将隆･中村 錬･
石宇 健人

平成19年 2007年 27 V [八田 豊司]沼野 孝彰･上原 伊織･大西 潤･金江 紀幸･榎原 貴志･北野 盛也･北 賢人･岸本 良介･三宅 祥隆･
貴田 大史

平成21年 2009年 29 V [八田 豊司]中村 鍊･矢多 弘樹･山本 将隆･石宇 健人･綾部 翼･上曽山 博貴･鈴木 達也･吉田 有宇哉･
田中 聡介･村田 龍星

平成26年 2014年 34 V [福井 隆之]薮田 司･梶原 洋･四宮 大地･高尾 尚樹･中 一茶･岡本 良太･武本 新平･徳田 和也･近田 賢祐･
溝辺 慶師

平成28年 2016年 36 準V [福井 隆之]宇津原 陽・佐々木 心丸・篠原 ユーコン嶺・柴田 畝那・杉本 孝行・西村 瑛人・西村 圭人・日野 健太・
藤原 朋矢・森田 篤郎

平成29年 2017年 37 準V [福井 隆之]石丸 翔一･宇津原 陽･大路 京･柴倉 畝那･高橋 志和･中田 圭･日野 健太･藤原 朋也･森田 篤郎･
山邑 孔三朗

■　全国中学生テニス選手権大会

※単複ともQF以上の結果を記載

回 シングルス ダブルス

昭和49年 1974年 1 - SF 坪田 克彦・大橋 一徳

昭和50年 1975年 2 - 準V 藤原 純一・石原 守 
SF 是枝 宏二・廣部 永隆

昭和55年 1980年 7 QF 夏梅 秀紀 -

昭和57年 1982年 9 - SF 藤井 淳･四宮 康次郎

昭和59年 1984年 11 - QF 平野 卓雄･大西 太郎

平成5年 1993年 20 - QF 田中 修平･津嶋 昭広

■　全国中学生テニス選手権大会
回 シングルス ダブルス

平成18年 2006年 33 QF 夏梅 秀紀 QF 榎原 貴志･金江 紀幸

平成21年 2009年 36 - V 中村 鍊･矢多 弘樹

平成22年 2010年 37 - QF 綾部 翼・田中 聡介

平成23年 2011年 38 - QF 吉田 有宇哉･西岡 皇人

平成26年 2014年 41 - QF 梶原 洋･四宮 大地
QF 薮田 司･高尾 尚樹

平成29年 2017年 44 - SF 森田 篤郎･日野 健太
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シングルス ダブルス

昭和39年 1964年 SF 浅井 正順 SF 浅井 正順・甲斐 建樹

昭和44年 1969年 SF 木本 結一郎  
QF 辻本 隆 SF 木本 結一郎･辻本 隆

昭和45年 1970年 ‒ SF 辻本 豊･柴田 啓嗣

昭和46年 1971年 V 辻本 豊 準V 辻本 豊・柴田 啓嗣

昭和51年 1976年 QF 吉田 昇生 ‒

昭和52年 1977年 V 吉田 昇生 V 吉田 昇生・中西 伊知郎

昭和53年 1978年
SF 中西 伊知郎  
QF 吉田 昇生 
QF 吉田 一宏

V 吉田 昇生･中西 伊知郎

昭和54年 1979年 SF 中西 伊知郎 V 中西 伊知郎・藤原 純一

昭和55年 1980年 準V 中西 伊知郎 ‒

昭和56年 1981年 準V 藤原 純一 ‒

昭和57年 1982年 QF 藤原 純一 SF 藤原 純一･田渕 光仁(近大)

昭和58年 1983年 QF 前田 健志 ‒

昭和60年 1985年 QF 石本 茂 ‒

シングルス ダブルス

昭和61年 1986年 QF 藤井 淳

昭和62年 1987年 QF 藤井 淳

昭和63年 1988年 QF 藤井 淳

平成6年 1994年 ‒ SF 中村 総一朗･重政 淳

平成23年 2011年 R20 上原 伊織 
R2８ 沼野 孝彰

平成24年 2012年 R20 上原 伊織 
R16 沼野 孝彰

平成25年 2013年
R16 上原 伊織 
R16 沼野 孝彰 
R20 北山 由佳

平成29年 2017年 QF 中谷 琴乃 QF 吉田 有宇哉･福嶋 航大

平成30年 2018年 R32 中谷 琴乃

令和元年 2019年 R16 東川 将大 
R32 岡崎 大倭

■　全日本学生室内テニス選手権大会

※2003年（80周年）までは単ベスト8 複ベスト4以上の結果を記載。
※2004年以降は出場(本選:単R32・複R16）以上の結果を記載。

※1988年までは単ベスト8・複ベスト4以上の結果を記載。1989年以降は単R32・複R16以上の結果を記載。

男子シングルス 男子ダブルス 女子シングルス 女子ダブルス

昭和38年 1963年 V 渡辺 康二 V 渡辺 康二･小林 功 QF 村上 登美子 準V 村上 登美子･木村 洋子

昭和39年 1964年 QF 浅井 正順 QF 村上 登美子 準V 村上 登美子･木村 洋子

昭和40年 1965年 QF 浅井 正順 －

昭和43年 1968年 SF 木本 結一郎・辻本 隆 QF 田原 みどり

昭和44年 1969年 SF 木本 結一郎 準V 木本 結一郎・辻本 隆

昭和45年 1970年 ‒ SF 辻本 豊･柴田 啓嗣

昭和46年 1971年 SF 辻本 豊 ‒

昭和52年 1977年 V 中西 伊知郎 V 吉田 昇生･中西 伊知郎

昭和53年 1978年 SF 吉田 昇生 ‒

昭和54年 1979年 V 中西 伊知郎／SF 江見 浩平 V 中西 伊知郎･江見 浩平

昭和55年 1980年 準V 中西 伊知郎 SF 中西 伊知郎･藤原 純一

昭和57年 1982年 ‒ 準V 藤原 純一・田渕（近大） 

昭和59年 1984年 QF 前田 健志 V 前田 健志･坂元 俊一

昭和63年 1988年 QF 藤井 淳 準V 藤井 淳・四宮 康次郎

平成6年 1994年 R32 重政 淳

平成7年 1995年 R16 重政 淳 R16 重政 淳･坂戸 宏道

平成8年 1996年 R16 重政 淳 R16 重政 淳･坂戸 宏道

平成13年 2001年 R32 城下 裕子

平成24年 2012年 R32 上原 伊織／R32 沼野 孝彰

平成25年 2013年 R32 早瀬 勇次／R32 瀬古 悠貴／
R32 上原 伊織／R32 沼野 孝彰 R16 北山 由佳

平成26年 2014年 R32 上原 伊織

平成29年 2017年 R16 吉田 有宇哉･福嶋 航大 R32 中谷 琴乃

令和元年 2019年 R16 中谷 琴乃

令和2年 2020年 R32 岡崎 大倭／R32 東川 将大

令和4年 2022年 R16 藤本 拓･秋月 真緒
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■　関西学生選手権大会
男子シングルス 男子ダブルス 女子シングルス 女子ダブルス

昭和4年 1929年 SF 伊藤 英吉 ｰ - -

昭和5年 1930年 SF 伊藤 英吉 SF 伊藤 英吉・伊藤 順吉 - -

昭和7年 1932年 - SF 不破 栄一･光村 正一 - -

昭和15年 1940年 - SF 大石 勝・片岡 幸三郎 - -

男子シングルス 男子ダブルス 女子シングルス 女子ダブルス

昭和29年 1954年 SF 松岡 功 Ⅴ 松岡 功・小林 要 SF 豊田 良江 準V 豊田 良江・村松

昭和30年 1955年 SF 小林 要 準V 清水 博一・松本 恭一

昭和31年 1956年 ‒ 準V 高石 勝･傍士 俱明

昭和32年 1957年 準V 高石 勝 V 高石 勝・傍士 俱明 
SF 阿部 晴彦・稲鍵 雄康

昭和33年 1958年 準V 平野 一斎 SF 稲鍵 雄康・長尾 武典

昭和34年 1959年 SF 平野 一斎／SF 稲鍵 雄康 V 平野 一斎・藤井 道雄

昭和35年 1960年 SF 藤井 道雄 準V 平野 一斎・藤井 道雄 SF 田渕 順子 SF 田渕 順子・斎藤 ひろみ

昭和36年 1961年 準V 平野 一斎／SF 藤井 道雄 V 平野 一斎・藤井 道雄 V 村上 登美子 V 村上 登美子・木村 洋子 
準V 田渕 順子・斎藤 ひろみ

昭和37年 1962年 V 渡辺 康二 準V 渡辺 康二・小林 功 
SF 河盛 純造・浅井 正順 SF 村上 登美子／SF 木村 洋子 V 村上 登美子・木村 洋子

昭和38年 1963年 V 渡辺 康二／SF 河盛 純造
準V 河盛 純造・浅井 正順 
SF 野々村 浩・甲斐 建樹 
SF 渡辺 康二・小林 功

準V 木村 洋子／SF 村上 登美子 準V 村上 登美子・木村 洋子

昭和39年 1964年 準V 浅井 正順／SF 平野 洋治 SF 野々村 浩・浅井 正順 準V 村上 登美子／SF 木村 洋子
V 村上 登美子・木村 洋子 
SF 中島 仁子・津山 久子 
SF 加藤 洋子・田崎 恵子

昭和40年 1965年 準V 浅井 正順／SF 平野 洋治 V 浅井 正順・甲斐 建樹 
SF 平野 洋治・津山 隆三 SF 田崎 恵子 SF 斎藤 ゆたか・橋本 雅子 

SF 田崎 恵子・羽根 民枝

昭和41年 1966年 SF 甲斐 建樹 準V 高木 祐・圓崎 勝

昭和42年 1967年 SF 京谷 光雄 SF 京谷 光雄・圓崎 勝 
SF 木本 結一郎・辻本 隆 SF 斎藤 ゆたか・田原 みどり

昭和43年 1968年 SF 木本 結一郎 V 木本 結一郎・辻本 隆 SF 田原 みどり SF 田原 みどり・鈴木 みな

昭和44年 1969年 V 木本 結一郎 V 木本 結一郎・辻本 隆 SF 田原 みどり

昭和45年 1970年 準V 辻本 豊 準V 柴田 啓嗣・辻本 豊

昭和46年 1971年 V 辻本 豊 V 木村 隆史･辻田 敏 ‒

昭和47年 1972年
準V 片山 和寛･中川 純二 
SF 木村 隆史･辻田 敏 
SF 望月 礼三･榎本 博行

‒

昭和48年 1973年 SF 安保 恵利子

昭和51年 1976年 SF 吉田 昇生 ‒ ‒

昭和52年 1977年 V 中西 伊知郎／準V 吉田 昇生 ‒ ‒

昭和53年 1978年 V 中西 伊知郎／準V 吉田 一宏／ 
SF 吉田 昇生

V 吉田 昇生・中西 伊知郎 
準V 仁木 信夫・白石 政次

昭和54年 1979年 V 中西 伊知郎／SF 江見 浩平 V 江見 浩平・中西 伊知郎

昭和55年 1980年 V 中西 伊知郎 V 中西 伊知郎・藤原 純一 
SF 三村 晃久・坪田 克彦

昭和56年 1981年 V 藤原 純一 SF 藤原 純一・石原 守

昭和57年 1982年 V 藤原 純一／SF 前田 健志 V 藤原 純一・前田 健志

昭和58年 1983年 Ｖ 前田 健志 Ｖ 広瀬 浩二・前田 健志

昭和59年 1984年 SF 前田 健志／SF 坂元 俊一 SF 前田 健志・坂元 俊一

昭和60年 1985年 V 石本 茂／SF 坂元 俊一 準V 坂元 俊一・石本 茂

■　関西学生春季テニストーナメント
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※2003年（80周年）までは単複ベスト４以上の結果を記載。2004年以降は単ベスト８・複ベスト４以上の結果を記載。

男子シングルス 男子ダブルス 女子シングルス 女子ダブルス

昭和61年 1986年 SF 藤井 淳

昭和62年 1987年 V 藤井 淳 準V 藤井 淳・四宮 康次郎

昭和63年 1988年 V 藤井 淳／SF 四宮 康次郎 準V 藤井 淳・四宮 康次郎

昭和64年 1989年 SF 藤井 淳 ‒

平成2年 1990年 SF 四宮 康次郎／SF 佐伯 孝平 SF 佐伯 孝平・四宮 康次郎

平成4年 1992年 SF 中村 総一朗 ‒ ‒

平成6年 1994年 SF 中村 総一朗／SF 重政 淳 V 中村 総一朗･重政 淳

平成8年 1996年 準V 重政 淳／SF 坂戸 宏通 ‒ ‒

平成9年 1997年 準V 重政 淳 ‒ ‒

平成21年 2009年 SF 福本 達也 ‒ ‒

平成23年 2011年 QF 沼野 孝彰／QF 上原 伊織 ‒ QF 北山 由佳 ‒

平成24年 2012年 QF 上原 伊織 SF 沼野 孝彰・上原 伊織

平成25年 2013年 V 上原 伊織／SF 沼野 孝彰 SF 下向 将志・瀬古 悠貴

平成26年 2014年 V 上原 伊織 ‒ ‒

平成27年 2015年 ‒ ‒ SF 中山 朋子･藤本 真子

平成29年 2017年 SF 福嶋 航大・吉田 有宇哉 
SF 岡崎 大倭・西本 光一 QF 中谷 琴乃 SF 中谷 琴乃･田崎 菜々子

平成30年 2018年 QF 吉田 有宇哉／QF 岡崎 大倭 ‒ ‒

令和元年 2019年 QF 岡崎 大倭／QF 東川 将大 ‒ ‒

令和3年 2021年 QF 奥平 駿

男子シングルス 男子ダブルス 女子シングルス 女子ダブルス

昭和28年 1953年 SF 松岡 功 V 松岡 功・小林 要

昭和29年 1954年 V 松岡 功 V 松岡 功・小林 要 
SF 高石 勝・傍士 俱明

昭和30年 1955年 SF 小林 要 SF 清水 博一・松本 恭一 
SF 高石 勝・傍士 俱明

昭和31年 1956年 V 松岡 功／SF 小林 要 V 松岡 功・小林 要 
SF 高石 勝・傍士 俱明

昭和32年 1957年 SF 高石 勝 V 高石 勝・傍士 俱明

昭和33年 1958年 ‒ SF 稲鍵 雄康･長尾 武典 ‒

昭和34年 1959年 SF 長尾 武典 準V 稲鍵 雄康・長尾 武典 SF 田渕 順子・斎藤 ひろみ

昭和35年 1960年 V 藤井 道雄・平野 一斎 SF 田渕 順子 SF 田渕 順子・斎藤 ひろみ

昭和36年 1961年 SF 渡辺 康二／SF 小林  功 準V 渡辺 康二・小林 功 V 村上 登美子・木村 洋子

昭和37年 1962年 準V 小林 功／SF 野々村 浩 SF 福永 崇・小林 功 SF 村上 登美子／SF 木村 洋子 準V 村上 登美子・木村 洋子

昭和38年 1963年 V 浅井 正順／準V 河盛 純造
V 小林 功・河盛 純造 
準V 野々村 浩・浅井 正順 
SF 後藤 泰三・鈴鹿 男一

V 村上 登美子・木村 洋子 
SF 中島・津村

昭和39年 1964年 V 浅井 正順 V 浅井 正順・甲斐 建樹 準V 木村 洋子 V 村上 登美子・木村 洋子

昭和40年 1965年 準V 浅井 正順／SF 甲斐 建樹 準V 山中 義治・京谷 光雄 
SF 西尾 博文・甲斐 建樹

昭和42年 1967年 ‒ 準V 京谷 光雄･圓崎 勝 
SF 木本 結一郎･辻本 隆 ‒

昭和43年 1968年 V 木本 結一郎 V 木本 結一郎・辻本 隆 SF 田原 みどり・鈴木 みな

昭和44年 1969年 V 木本 結一郎 V 木本 結一郎・辻本 隆 SF 田原 みどり

■　関西学生テニス選手権大会
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男子シングルス 男子ダブルス 女子シングルス 女子ダブルス

昭和45年 1970年 準V 辻本 豊 V 廣瀬 知正・山﨑 純 
SF 辻本 豊・柴田 啓嗣

昭和46年 1971年 ‒ V 辻本 豊･柴田 啓嗣 ‒

昭和47年 1972年 ‒ SF 片山 和寛･中川 純二 ‒ SF 鈴木 みな・安保 恵利子

昭和48年 1973年 SF 中川 純二 SF 中川 純二・松江 秀一郎

昭和50年 1975年 SF 吉田 昇生 ‒ ｰ

昭和51年 1976年 準V 吉田 昇生／SF 吉田 一宏 ‒ ‒

昭和52年 1977年 V 中西 伊知郎 V 吉田 昇生・中西 伊知郎

昭和53年 1978年 準V 吉田 昇生／SF 吉田 一宏
V 仁木 信夫・白石 政次 
準V 吉田 一宏・江見 浩平 
SF 吉田 昇生・宮南 潔（関大）

昭和54年 1979年 V 中西 伊知郎 V 中西 伊知郎・藤原 純一

昭和55年 1980年 V 中西 伊知郎／SF 藤原 純一 V 中西 伊知郎・藤原 純一

昭和56年 1981年 SF 藤原 純一 V 藤原 純一・前田 健志

昭和57年 1982年 V 藤原 純一／準V 前田 健志 ‒ ‒

昭和58年 1983年 Ｖ 前田 健志 ‒ ‒

昭和59年 1984年 SF 前田 健志 準V 前田 健志・三竿 葉一（関学大） 
SF 坂元 俊一・石本 茂

昭和60年 1985年 SF 坂元 俊一／SF 三谷 友孝 ‒ ‒

昭和61年 1986年 V 藤井 淳 準V 石原 卓・藤井 淳 SF 坪井 実紀･坂田 昭子

昭和62年 1987年 V 藤井 淳 ‒ ‒

昭和63年 1988年 準V 藤井 淳 V 藤井 淳・四宮 康次郎

昭和64年 1989年 SF 佐伯 孝平 SF 佐伯 孝平・四宮 康次郎 
SF 塩田 哲也・阪本 真司

平成2年 1990年 ‒ V 佐伯 孝平・安藤 正人（同大） ‒

平成4年 1992年 SF 中村 総一朗 ‒ ‒

平成6年 1994年 SF 中村 総一朗 準V 中村 総一朗･重政 淳

平成8年 1996年 V 重政 淳 SF 重政 淳・坂戸 宏通

平成22年 2010年 ‒ ‒ SF 小笹 衣利可 
SF 伊丹 果

平成23年 2011年 SF 沼野 孝彰／QF 上原 伊織 QF 安部 千尋

平成24年 2012年 準V 沼野 孝彰／SF 上原 伊織 QF 北山 由佳 準V 伊丹 果･北山 由佳

平成25年 2013年 QF 上原 伊織 SF 下向 将志･瀬古 悠貴 準V 北山 由佳

平成26年 2014年 QF 上原 伊織 ‒ ‒

平成28年 2016年 SF 福嶋 航大･吉田 有宇哉 QF 中谷 琴乃

平成30年 2018年 SF 福嶋 航大･吉田 有宇哉 QF 中谷 琴乃

令和元年 2019年 ‒ SF 中谷 琴乃 ‒

令和2年 2020年 SF 東川 将大 ‒ ‒

令和4年 2022年 ‒ QF 川上 幸夏 ‒

令和5年 2023年 SF 中山 桜

※2003年（80周年）までは単複ベスト４以上の結果を記載。2004年以降は単ベスト８・複ベスト４以上の結果を記載。
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※単複ベスト4以上の結果を記載。

男子シングルス 男子ダブルス 女子シングルス

昭和41年 1966年 SF 山本 敏雄・柳田 等

昭和42年 1967年 V 京谷 光雄・圓﨑 勝 
SF 木本 結一郎・辻本 隆

昭和44年 1969年 準V 木本 結一郎  
SF 辻本 隆

V 木本 結一郎・辻本 隆 
SF 辻本 豊・柴田 啓嗣

昭和45年 1970年 SF 柴田 啓嗣

昭和46年 1971年 準V 辻本 豊 V 辻本 豊・柴田 啓嗣

昭和47年 1972年 準V 木村 隆史・辻田 敏 
SF 片山 和寛・中川 純二 SF 安保 恵利子

昭和49年 1974年 準V 中川 純二

昭和51年 1976年 V 吉田 昇生 V 吉田 昇生・吉田 一宏

昭和52年 1977年 V 吉田 昇生 
準V 中西 伊知郎

V 吉田 昇生・中西 伊知郎 
準V 吉田 一宏・江見 浩平

昭和53年 1978年 V 中西 伊知郎 
準V 吉田 昇生

V 吉田 昇生・中西 伊知郎 
準V 白石 政次・仁木 信夫 
SF 吉田 一宏・江見 浩平

昭和54年 1979年 V 中西 伊知郎 V 三村 晃久・坪田 克彦

昭和55年 1980年 V 中西 伊知郎 V 中西 伊知郎・藤原 純一

昭和56年 1981年 V 藤原 純一 準V 藤原 純一･前田 健志

昭和57年 1982年 V 藤原 純一・前田 健志

昭和59年 1984年 準V 前田 健志･三竿(関学大) 
SF 大内 義彦･三谷 友孝

昭和61年 1986年 SF 藤井 淳

昭和62年 1987年 V 藤井 淳

■　関西学生室内テニス選手権大会
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■　甲南学園硬式庭球部 創部100周年記念事業 寄付者芳名録（法人様）

36回　藤尾 憲弘 様

神明倉庫 株式会社

37回　佐伯 孝平 様

株式会社 布引コアコーポレーション

38回　藤井 範彰 様

旭興 株式会社

34回　宇津原 彰一 様

宇津原 株式会社・テニスショップラリー（株式会社 宇津原商会）



寄付金  DONATION

250

スモカ歯磨株式会社 柴田音吉洋服店

ナイス株式会社 延原商事株式会社

ネッツトヨタゾナ神戸株式会社 Ａｓｔｅｍ Ｃｌｏｕｄ株式会社

株式会社 奥村商会

7回　藤野 洋一 様 18回　柴田 音吉 様

29回　中西 信之 様 37回　延原 孝二 様

42回　坂戸 秀彰 様 51回　柴田 昌俊 様

55回　奥村 康平 様
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2回　清水 博一 様

11回　西尾 忠朋 様

16回　宇野 怜二 様

6回　稲鍵 雄康 様

13回　片山 勉 様

19回　片山 和寛 様

■　甲南学園硬式庭球部 創部100周年記念事業 寄付者芳名録（個人様）

23回　森岡 孝太 様 27回　三村 晃久 様
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32回　石本 茂 様

29回　井上 雅之 様

36回　直木 俊樹 様

44回　國光 宏昌 様

36回　藤本 拓司 様

29回　中西 信之 様

37回　佐伯 孝平 様
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ご卒業回 ご芳名
6 落合 滋 様

8 藤井 道雄 様

9 静 敬太郎 様

9 福永 崇 様

10 神原 武昌 様

10 前川 治一郎 様

10 前川 怜子 様

10 松本 鐵一 様

10 吉田 泰忠 様

10 渡辺 康二 様

12 浅井 正順 様

12 木村 恵子 様

12 高木 民枝 様

12 津山 隆三 様

12 真鍋 千之 様

13 久保田 民子 様

13 外村 和貴子 様

14 圓崎 勝 様

14 山本 敏雄 様

16 井上 みどり 様

16 滝澤 謙介 様

16 辻本 隆 様

17 西尾 佳三 様

17 廣瀬 知正 様

17 本田 夏子 様

18 有馬 市郎 様

18 岩 由美子 様

18 岡橋 輝和 様

18 辻本 豊 様

18 畑尾 道廣 様

18 山﨑 純 様

ご卒業回 ご芳名
19 大山 守 様

19 木村 隆史 様

19 辻田 敏 様

19 堀田 義男 様

19 山田 幸男 様

20 片岡 道昭 様

20 瀧川 俊治 様

21 小川 隆司 様

21 久次 禮子 様

21 中川 純二 様

21 中原 三枝子 様

22 土持 耕治 様

22 山本 雅英 様

23 福島 忠敬 様

23 山根 敏彦 様

24 難波 徹 様

25 名和 順子 様

25 袴田 悦子 様

25 原 元子 様

26 至田 保彦 様

26 仁木 信夫 様

26 藤岡 克朗 様

27 市川 典男 様

27 田中 政明 様

27 中西 伊知郎 様

27 弘世 晃嗣郎 様

28 井上 正美 様

28 岡本 郁子 様

28 下村 慶子 様

28 坪田 克彦 様

28 直木 隆明 様

ご卒業回 ご芳名
28 西尾 義輝 様

28 福井 裕子 様

28 山中 祐子 様

29 是枝 宏二 様

29 中川 康 様

29 西畠 陽子 様

29 廣部 永隆 様

29 藤原 純一 様

29 細西 克弘 様

29 松岡 隆昭 様

30 井上 潤子 様

30 岩城 俊弘 様

30 島村 由美子 様

30 中西 次郎 様

31 長谷川 次郎 様

32 古畑 龍 様

32 菅原 竜生 様

32 徳重 敦之 様

32 中山 真理子 様

32 三宅 恒治 様

33 松村 敏治 様

33 三谷 友孝 様

34 石原 卓 様

34 井上 雷太 様

35 水谷 俊彦 様

35 横山 和典 様

36 石塚 雅子 様

36 尾崎 真二郎 様

36 戸田 孝 様

36 馬殿 太郎 様

36 深田 恭史 様

■　甲南学園硬式庭球部 創部100周年記念事業 寄付者芳名録（個人様）
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ご卒業回 ご芳名
36 升 祥史 様

36 山本 祥史 様

37 大地 篤司 様

37 奥田 泰之 様

37 阪本 眞司 様

37 塩田 哲也 様

37 谷内 宏隆 様

37 延原 孝二 様

38 大西 太郎 様

38 須部 哲司 様

38 平野 卓雄 様

39 小谷 英一郎 様

39 袖岡 恵子 様

40 阿部 文彦 様

40 村上 典由 様

41 東野 勝 様

42 春日 勉 様

42 小林 亮輔 様

42 小張 慎一郎 様

45 坂戸 宏通 様

45 津崎 元博 様

46 船津 裕之 様

47 北尾 佑介 様

48 安居 亮治 様

51 柴田 昌俊 様

54 吉川 達郎 様

55 奥村 康平 様

55 平野 薫朗 様

55 三ツ井 隆容 様

57 江見 奨 様

ご卒業回 ご芳名
59 權藤 丞 様

59 坂元 成 様

60 下向 将志 様

60 沼野 孝彰 様

60 松山 知史 様

61 上原 伊織 様

61 伴 亮志 様

63 岡田 岳 様

64 八塚 悠輝 様

65 宇津原 陸 様

65 才門 昂弘 様

66 角谷 智仁 様

66 木村 靖吾 様

67 東川 将大 様

68 野村 駿作 様

68 松浦 優成 様

68 八塚 和樹 様

寄付者芳名録は、オール甲南テニスクラブ
ホームページ（OB会ページ）にも記載しております。
ホームページアドレス　https://konan-tennis.jp/



甲南学園硬式庭球部創部１００周年記念誌編集委員会

編集後記

委員長　石本 茂（３２回）
静 敬太郎（９回） 吉田 泰忠（１０回） 山﨑 純（１８回）  山中 祐子（２８回） 
石塚 雅子（３６回） 直木 俊樹（３６回） 藤井 淳（３６回）  藤本 拓司（３６回） 
下郷 麻子（３７回） 宇津原 陸（６５回） 吉田 有宇哉（６５回） 上野 桃子（６７回） 
中村 雄介（６８回） 野村 駿作（６８回） 小林 恵梨子（７０回）

　甲南学園硬式庭球部のＯＢ・OG組織であるオール甲南テニスクラブでは、２か月毎に（２０２０年１０月からは毎月）、
常任委員会が開催されています。通常は住吉の平生記念セミナーハウスで開催されており、東京からは支部長が出席
していましたが、コロナ禍でＺｏｏｍでの開催となったため、東京在住の私も２０２０年１１月から出席するようになりました。
　常任委員会に出席して驚いたのは、総会などのイベントの準備状況、会費の入金状況、また現役学生の戦績、就
職活動支援について、毎回、細かく報告、協議が行われていたことです。常任委員の方々が、現役学生のため、ＯＢ
会のため、本当に多くの時間と労力を費やされていること、特に、監督、コーチ、就職活動支援など、学生と直接関わ
る方々は、土日のほとんどを指導、応援に充てられていることを知り、頭が下がる思いでした。
　「甲南学園硬式庭球部創部１００周年記念事業」の準備も本格化した頃に、「１００周年記念誌」の作成も決まりまし
たので、何かお役に立てればと思い、編集に参加させていただきましたが、いざ打ち合わせが始まると、世代間の考え
方に違いがあり、どのような記念誌にするのか、なかなか意見がまとまりませんでした。
　資料については、１００年前のものはほとんど残っていませんでしたし、戦績についても、どこに保管されているのかと
いうことから調べる必要がありました。また、学年ページについても、学年によってテニス部への温度差もあり、原稿が
集まらないことが多く、原稿依頼と回収を担当していただいた方々には、大変なお手数をおかけしたことと思います。そ
れでも、最終的にかなりの原稿や資料を集めることができたのは、中高大１０年間テニス部に在籍した人たちを中心と
した縦横の繋がりのおかげでした。特に「輝かしい活躍の歴史」については、渡辺康二先輩のご友人の児玉英昭様に、
大変ご尽力いただきましたことに厚くお礼申し上げます。
　この記念誌が、今までテニス部に関わってくださった方々にとって当時を振り返るきっかけとなり、現在テニス部で頑
張っている中高大の学生の皆さんへのエールになれば幸いです。
　最後になりましたが、原稿、写真、資料をお寄せくださった皆様、編集にご協力いただきましたすべての方々に心より
感謝申し上げます。

山中 祐子（２８回）

グループ幹事

田中 隆雄（３７回） 村上 典由（３９回） 國光 宏昌（４４回） 安居 亮治（４８回） 
柴田 昌俊（５１回） 奥村 康平（５５回） 平岡 陽太郎（５８回） 鈴木 啓太（６５回） 
東川 将大（６７回）

特別協力　児玉 英昭（１０回）

学年幹事会幹事長　中西 信之（２９回）
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